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これまでのこと


ルルに後宮から連れ出されて数日が経った。


まだ少し実感が湧かない。


わたし、リュシエンヌ＝ラ・ヴェリエは王がメイドに手を出して生まれた子供であり、一応第三王女とされていたけれど、ずっと虐待されて育ってきた。


ある日、前世の記憶を思い出して、愕然とした。


前世で好きだった乙女ゲームの悪役王女はわたしなのだと気付いてしまったから。


そうしてルルと出会った。


ルルはゲームのファンディスクで登場する隠しキャラで、暗殺者だ。


それ以外については知らないけれど、でも、ルルはわたしを助けてくれた。


虐待されていたわたしに食べ物をくれたり、手当てをしてくれたり、わたしのそばにいてくれたのはルルだけだった。


その後、ファイエット侯爵を旗印に起こったクーデターは成功し、わたしは後宮より助け出され、新しい王族となったファイエット家に養子として招き入れられることとなった。


そこで、ゲームの原作と同じく兄となる男の子と出会う。


アリスティード＝ロア・ファイエット。


乙女ゲーム『光差す世界で君と』のメインヒーローにして、悪役王女リュシエンヌの義理の兄となる人。ヒロインがこの兄と結ばれるルートか、もう一人の攻略対象のルートでは悪役となる。


だから関わらないようにしようと思った。


でも、兄となる男の子はわたしに歩み寄ってくれた。


「君が嫌ならば関わらないようにしよう。でも、もし、君が嫌でないのならば、これから少しずつ兄妹になっていきたいと思う」


原作の流れを変えるためにも、わたしはお兄様と仲良くなることにした。


ルルはわたしの侍従じじゅうとなった。


ずっと一緒にいたいというわたしの願いを叶えてくれたのだ。


「それにしても、リュシーはよくあんな状態でここまで生き残れたよねぇ」


髪を整えてくれながらルルが言う。


「もしかしたら、リュシーは何か特別なスキルがあるのかもよぉ？」


……スキル？


「スキルってなに？」


「魔力を使わなくても使える魔法みたいなものかなぁ。数は違ったりするけどぉ、みんな一つくらいはスキルを持ってるんだよぉ。リュシーは魔力がないけど、スキルは魔力がなくても使えるから、多分リュシーにも何かしらスキルがあるんじゃないかなぁ」


そしてスキルなどを調べるために、五歳になると誰もが一度、教会に行くらしい。


……わたしも行くのかな。


洗礼でもしかしたら何か分かるかもしれない。


でも、それよりも今は考えなくちゃいけないことがある。


原作通りにならないようにするにはどうすればいいか。


お兄様との仲を良くして、我わが儘まま放題な王女様にならないように気を付けて、それからお兄様以外の乙女ゲームの攻略対象にも気を付けなくてはいけないだろう。


……特にお兄様の親友は危険だ。


原作のリュシエンヌと変わるためにも、彼との付き合い方は間違えてはいけない。


ゲーム内ではリュシエンヌが婚約していたキャラがいたが、そのキャラかお兄様をヒロインが選ぶとリュシエンヌに悲惨な結末が待っているため、わたしにとっては鬼門である。


……何とか回避しなくちゃ。


今はそばにルルもいるのだ。


わたしと一緒にいてくれるために侍従となったルルを、リュシエンヌわたしの悲惨な結末に巻き込まないためにも、そしてわたし自身の未来のためにも、原作とは違う流れに持っていかなければ。


「はい、出来たよぉ」


ルルの声で我に返る。


「うん、今日もかわいいねぇ」


ルルに頭を撫なでられて笑う。


「ありがとう、ルル」


絶対に原作通りに破滅なんてするものか。







兄と妹と花言葉


「リュシエンヌ、か？」


翌日、午後のティータイムに合わせてやって来たお兄様は、わたしを見て目を丸くした。


「はい、変ですか……？」


昨日の夕方に届いたという服は可愛かった。


淡い薄紅色のワンピースドレスはゆったりとした作りで体を締め付けず、襟や袖、裾にフリルがあしらわれているが、胸元から腰の辺りまで連なったリボン以外は装飾もなく、全体的にシンプルなものだった。


やや大きいのは、わたしの体格が分からなかったから、多少サイズが違っても着られるようにしたためらしい。


わたしの存在を知り、引き取ることを決めた時に、義理の父である元ファイエット侯爵が用意してくれたものだとか。


この部屋も、寝間着も、この服も、急いで準備してくれたのだろう。


そう思うと心が温かくなった。


……一応鏡で何度も確認したけれど。


わたしの問いにお兄様が首を振った。


「いや、少し驚いただけだ。よく似合ってる」


テーブルの向かい側に座り、お兄様が柔らかく笑った。


その笑みが嘘ではないと分かり、思わずわたしの顔にも薄い笑みが浮かんだ。


「よかった」


ルルの腕を疑っているわけではない。


ただ、お兄様に褒めてもらいたかったのだ。


横に立つルルを見上げてにこりと笑うと、ルルも灰色の瞳を細めてわたしを見た。


今日もわたしが食べられるのは果物だけだ。


それでも盛り付けられたそれは宝石みたいでとても綺麗だ。


リニアさんがお兄様に紅茶を淹いれてくれる。


わたしにはルルが果実水を注いでくれた。


ついでとばかりに取り皿にいくつかの果物を取り分けて、食べやすいように一口大に切ってくれた。


「ありがとう、ルル」


「どういたしましてぇ」


ぽん、とルルに頭を一撫でされる。


ごほん、と一つ咳払いがした。


「あー、二人は仲が良さそうだが、どこで出会ったんだ？」


少し困ったような顔をしたお兄様に問われる。


「こうきゅう、です」


「後宮？　だが、あそこは男は入れないだろう？」


不思議そうに小首を傾げた。


ルルを見上げれば、聞き返すように小首を傾げられたので、頷き返す。


あの場所でのことを口に出すのは難しい。


言葉にするということは、その時の記憶を思い出すということで。それはつまり、同じ体験を繰り返すようなものだった。思い出すだけでも体が震える。


一度安全な場所で、穏やかな生活を知ってしまうと、もうあの頃には戻れない。


ぶるりと震えたわたしの両肩にルルの手が触れた。


そうして大きな手がわたしの耳を塞ふさいだ。


＊　＊　＊　＊　＊


震えるリュシエンヌの肩に触れ、その小さな耳を両手で塞ぎ、手の平に防音用の結界魔法を発動する。


向かい側のアリスティードが目を瞬またたかせた。


リュシエンヌの耳に両手を添えたまま、ルフェーヴルは口を開く。


「オレがリュシエンヌと出会ったのは後宮だけど、そこにオレがいたのは国王サマ、まあ元ファイエット侯爵に雇われて王族の様子を探りに行ったんだぁ」


「なるほど、父上の命か」


アリスティードはすぐに納得した。


前以まえもって探りを入れていなければ、あれほど早くクーデターが終わるはずがない。


誰かが中の様子を確認していたからだろう。


ルフェーヴルも頷き返す。


「オレがリュシーを見つけたのはクーデターの二週間前、この子はね、ボロボロの古い服に裸足で、後宮の裏手の井戸で桶から直に水を飲んでたんだよぉ」


アリスティードだけでなく、リニアやメルティの視線を受けたリュシエンヌが首を傾げた。


「リュシーは後宮の隅にある埃だらけの物置部屋に押し込められていて、食事はカビたパンや余ったクズ野菜の味のしないスープ、残飯なんかでね、それでも良い方だったみた〜い。何も食べられないことも珍しくなかったらしいよぉ」


リュシエンヌは目を瞬かせたけれど、目の前にある果物の載せられた取り皿を見る。


琥珀こはくの瞳がまるで宝石でも見つけたように煌きらめいた。


ルフェーヴルを見上げたリュシエンヌに、ルフェーヴルは頷いた。


するとリュシエンヌがフォークを掴んだ。


持ち方なんて適当で、握り拳で掴んだフォークで一口大に切られた果物を刺そうとしている。


「それだけじゃなく、リュシーは元王妃やその子供達から暴力も振るわれていたんだよぉ。今は見えないけど、この子の体は傷だらけでねぇ」


上手く刺せた果物をリュシエンヌが口元へ慎重に持っていき、ぱくりと食べる。


琥珀の瞳が一際輝いた。


……口に合ったか。


アリスティードからしたら特に珍しくもない果物ばかりに見えたが、リュシエンヌは噛み締めるように時間をかけてその一口を楽しんでいる。


「背中を蹴られたり叩かれたりするのは当たり前。殴られることもあったけどぉ、酷いと割ったティーカップの上を歩かせられたり、濃く煮出した熱〜い紅茶を四つん這いにさせて、犬みたいに舌で飲まされたりもしてたよぉ。泥まみれにさせたり、冬に外で何時間も立たせておいたり、それに初級魔法で攻撃もしてたねぇ」


歩かせられたりの部分でメルティが口を押さえ、横にいたリニアが痛ましげに顔を顰しかめる。


侍女二人はリュシエンヌの体を見ているので傷を知っていたが、それがどのようにつけられたものであるか想像して体が震えそうになった。


アリスティードは想像以上の凄惨せいさんな虐いじめに息を詰め、目の前のリュシエンヌを見やった。


……よく、生き残ったものだ。


この小さな体で耐えるには、あまりにも酷い。


当のリュシエンヌは果物を食べることに集中している。


「そんなリュシーを見つけて、オレは傷の手当てをして、食べ物を与えて、様子を見ていたんだぁ」


だからリュシエンヌは誰よりもルフェーヴルを信頼しているのだと理解出来た。


その話を聞いて、アリスティードの中にあったルフェーヴルへの対抗心はしぼんでいった。


「そうか、だからお前達は仲が良いのか」


ふとリュシエンヌがルフェーヴルを見上げた。


そしてにこりと笑ってフォークに刺さった果物を差し出し、ルフェーヴルは差し出された果物を食べた。


そうしてリュシエンヌの耳から手を離すと頭を撫でた。


「そういうことぉ」


対抗しようとするのが間違っている。


リュシエンヌが辛い時期に傍にいたのはルフェーヴルだけだったのだ。


リュシエンヌの心がルフェーヴルに向かうのは当然であった。


「……おわった？」


「終わったよぉ。急に魔法使ってごめんねぇ？」


「ううん、いいの。ルルはわたしにきこえないようにしてくれたんだよね？　ありがとう」


ルフェーヴルの言葉にリュシエンヌは笑った。


……賢い子だ。


アリスティードとは二歳しか違わないのにしっかりとしているのは、我が儘を言わないのは、後宮での暮らしのせいか。


「ルル、はい、あげる」


「ありがとぉ」


リュシエンヌがまたルフェーヴルに果物を分け与えている。


……分かっていても少しへこむな。


この二人の間に割って入ることなど無理だろう。


誰が見ても分かるほど、二人の間には確かな絆があり、互いを大事に思っていることが伝わってくる。


義理の兄になったばかりのアリスティードがルフェーヴルに勝てるはずもなかった。


アリスティードはこぼれた溜め息を、紅茶を飲むふりで誤魔化した。


＊　＊　＊　＊　＊


音が戻ってくる。


どうやらルルが魔法を使っていたらしい。


わたしに聞こえないようにして、後宮でのことを代わりに説明してくれたみたいだ。


あまり口に出したくないし聞きたくもなかったので、ルルの気遣いが嬉しい。


その後はお兄様と他愛もない話をして過ごした。


……まあ、殆どわたしは聞き手だったけど。


最初はお兄様も「好きな食べ物はあるか？」「好きな色は？」と質問してくれたが、わたしが「ここのしょくじ」「はいいろ」と答えたのでちょっと困らせてしまったようだ。


でもここで出た食べ物は全部美味しいのだ。


だからどれが好きかと言われても悩む。


好きな色は灰色。ルルの瞳の色。


お兄様はわたしが答えた時にルルの方をチラッと見たので、多分、分かったのだと思う。


いくつか質問されたけれど、答えられないことの方が多くて、お兄様はそれについては特に気にしなかった。


そもそも後宮とここ以外は知らないのだ。


狭い世界で生きてきたリュシエンヌわたしが知っていることはとても少ない。


お兄様は途中から、ファイエット家のことや自分のこと、義理の父となる人のこと、料理のことなどを話してくれた。


ファイエット侯爵家は原作通り新王家となった。


でも、王城はクーデターのせいでまだ荒れてしまっているのでお兄様もわたしもしばらくはここに住むそうだ。


……王城にはあまり行きたくない。


第一王子となったお兄様と、第一王女となったわたしがいるため、このお屋敷は警備が以前よりも更に強化されたらしい。


侯爵領はそのまま王家直轄領になった。領地は海と山が両方あって、どちらも食べ物が豊かで、そのおかげで他の領地よりも飢えで苦しむ領民は少なかったとか。


それでも王家の課した重税のせいで民の生活はギリギリだったそうだ。


侯爵家は食料を配ったり、働き先を斡旋あっせんしたり、民の払う税を減らして、その分自分達の財産を削って補填ほてんしたりしていた。時には他領へ物資の支援などもしたらしい。


クーデターを起こすと決めた時に、支援した領地の領主貴族達は積極的にファイエット侯爵の手助けをしてくれたのだとか。


ファイエット侯爵、今の新国王である父親をお兄様はとても尊敬している風だった。


どのような人かというと「僕は父上に外見も性格もよく似てるらしい」とのことだった。


性格はともかく、確かに一度会ったわたしの父となる人は見目みめが良かったなとお兄様の顔を見ながら思ったのは黙っておこう。


「そうだ、庭を散歩しないか？　ずっと部屋の中にいると息が詰まるだろう？」


……うーん、別に平気だけど……。


今までもずっと部屋に引きこもりだったし。


だけど、お兄様のどこか自信のなさそうな顔を見たら、断るのも何だか申し訳ない気がしてくる。


「オレが抱っこして行くならいいよぉ」


ルルがそう言った。


「まだ病み上がりだからか？」


「それもあるけどぉ、リュシーは足の裏を怪我しててまだ歩くの禁止なんだよねぇ」


「それは歩かない方が良さそうだな」


もう大分良くなってきたけれど、まだ誰も歩くことを許可してくれない。


それに裾の長いワンピースドレスで見えないが、足にも包帯が巻かれているので、靴は履けなさそうだ。


室内では柔らかなスリッパを履いているものの、歩くことは殆どない。


移動は全てルル任せである。


「どうする、リュシー？」


ルルに問われて考える。


「……ちょっとだけ、出たい」


「だってぇ」


わたしが言い、ルルがお兄様へ顔を向ける。


お兄様は嬉しそうに笑った。


「では中庭に行こう。あそこは花の種類が多いんだ」


お兄様が紅茶を飲み干して立ち上がる。


ルルがわたしを抱き上げると、リニアさんが持ってきた白いケープを羽織らせてくれた。


メルティさんが扉を開けて、お兄様、わたしを抱えたルル、リニアさんの順に廊下へ出る。


どうやらメルティさんは留守番らしい。


この建物はどうやらカタカナのロの字のように建てられていて、その中に小さな庭があって、文字通り中庭なのだとか。


お兄様を先頭に廊下を歩いていく。


すれ違った使用人達は脇へ避けて頭を下げる。


それが少し落ち着かない。


ルルに手を回してギュッと抱き着くと、宥なだめるように背中を撫でられた。


何とか音として聞き取れるくらいの囁ささやき声で「大丈夫だよぉ」と言われると、強張りかけていた体がホッと緩む。


ギィ、と扉を開ける音がした。


「ここがうちの自慢の中庭だ」


お兄様の声に顔を前へ向ける。


開いた扉の外にルルが出た。


ふわっと風が頬を撫で、青い空の下、柔らかな日差しが降り注ぐ。


「うわぁ……！」


中庭なんて言ったけれど、かなり広い。


中央に小さな噴水があって、十字に通路が走り、それ以外のところは全て植物が植えられている。四つに区分けされたそれぞれに花が咲いており、区画ごとに色の違う花が植えてあるらしい。


生き生きとした鮮やかな緑に花の色が映えて、白い石で造られた噴水には小鳥が数羽いて、とても美しい庭だった。







    
  





「……きれい……」


思わず溜め息が漏れてしまうほどだ。


「ゆっくり眺めて歩こう」


お兄様の言葉に頷き返す。


わたしを抱えたルルが、お兄様に歩調を合わせて、ゆっくりと歩く。


歩きながらお兄様は花の名前や特徴を教えてくれたけれど、沢山ありすぎて覚えきれない。


でもお兄様は「今すぐ覚えなくてもいい」と言った。


貴族の勉強の中に花の名前や花言葉を覚えるというものがあるそうで、その時に覚えていけばいいそうだ。


「あ」


歩いていたルルが珍しく声を上げた。


見上げると、ルルと目が合う。


「リュシー、ちょっと下ろしてもい〜い？」


「うん」


ルルは近くのベンチにわたしを下ろした。


それからお兄様へ顔を向ける。


「ここの花って切ってもいいのぉ？」


それにお兄様が「少しだけなら」と頷いた。


ルルはお兄様の返事を聞くと、真っ直ぐに赤いバラの咲く場所へ歩いて行った。


お兄様はベンチの傍に立ったまま、わたしと同じくルルを見ている。


バラのところへ行くとルルはキョロキョロとその辺りを見回し、それから、手を伸ばす。


片手にはいつの間にか細身のナイフが握られていて、それでバラの枝を切ったようだ。


何やらごそごそして、もう一本切ると、やっぱり同じようにごそごそしてから戻ってきた。


「はい、リュシー。あげるぅ」


わたしのまえに片膝をついたルルに、赤いバラを差し出される。


鮮やかな赤いバラは大輪の花を咲かせており、受け取ると、いい匂いがした。


「ありがとう、ルル。きれいだね」


「で、ちょ〜っと貸してぇ？」


「うん」


言われるがままバラを渡す。


するとルルが自分の胸元にバラを一本挿した。


もう一本はわたしの胸元に。


「はい、お揃い〜」


ルルの嬉しそうな声にわたしも笑顔になる。


「ルルとおそろい、うれしい」


「オレも嬉しいよぉ」


ルルがわたしを抱き上げる。


横にいたお兄様が何とも言えない顔をした。


どうかしたの、と小首を傾げて見れば、何でもないという風に首を振られた。


わたしを抱えたルルは愉快そうに目を細めていた。


「バラの花言葉と本数の意味、分かったら教えてねぇ？」


ルルは知っているみたいなのに何故かそう言った。


わたしが頷く横で、お兄様が呆れたように小さく息を吐いたのだった。


その日の夜、ベッドサイドのテーブルに飾られた二本のバラを寝転んだまま眺めていた。


もうすぐ元ファイエット侯爵、つまりはわたしの義理の父親であり、この国の新たな国王となった人が一度、お屋敷に戻って来るのだという。


そのせいか、お屋敷の中は少しざわついている気がする。


瑞々しい赤いバラの花びらは綺麗に広がって咲いている。


ルルは料理長に会いに行くと少し前に部屋を出て行ったので、代わりにメルティさんが部屋の隅に控えていた。


バラの花から微かにいい匂いがする。人から初めてもらった花だ。


ベッドから起き上がって、花瓶に挿さったバラを覗き込む。


…………あれ？


花瓶に手を伸ばし、そっとバラを持ち上げる。


茎というか枝というか、その部分には棘とげがなく、しかし棘があったような跡は残っていた。


少々粗削りだったらしく、残った跡の部分は結構デコボコで、でも棘はきちんと取れていた。


……あ、もしかしてルルが取ってくれた？


昼間、中庭でバラを摘んだ際にごそごそとしていたのはもしかしたら棘を取っていたのかもしれない。


二本とも棘がなく、わたしが触っても怪我をしないようにしてくれたのだろう。


それに気付くと更にバラへの愛着が湧いた。


……バラって元の世界では愛に関係した花言葉が多いって言われていたけど、この世界でもそうなのかな。


そうだとしたらルルはどんな意味をこめてバラをくれたのだろう。


「メルティさん、花ことばのかいてある本、ありますか？」


そう聞くと一冊の本を持って来てくれた。


バラはよく人に渡される花だからか、調べるとすぐに分かった。


一本のバラは『一目惚れ』『私にはあなたしかいません』という意味に、二本のバラは『この世界に二人だけ』という意味になるそうだ。


それに頬が少し熱くなる。


渡してくれた時のルルは笑っていたから、きっと、この意味なのだろう。


わたしも、わたしの世界はルルだけで、わたしにはルルしかいない。


「でも、かれちゃうんだよね……」


せっかくの綺麗な花もいつかは枯れてしまう。


それが少し残念だ。


出来るだけバラの美しさと花言葉を覚えておこうとバラを眺める。


そうしていると音もなくベッドの傍に影が降り立った。


メルティさんが身構えたけれど、それがルルだと分かると構えを解いた。


「ただいまぁ、良い子にしてたぁ？」


ベッドの縁に座ったルルに頷き返す。


「うん」


「そっかぁ」


よしよしと頭を撫でられる。


ルルに頭を撫でられるのは好きだ。


大きな手が丁寧に触れる仕草が心地好い。


「りょうりちょうのところに何しに行ったの？」


何となくルルと厨房ってイメージが湧かない。


「ん〜？　リュシーが自分で食べられるように、食材をもうちょ〜っと小さく切ってってお願いしてきたんだよぉ」


今日まで、わたしの食事は病人食みたいな感じか、果物だけだった。


これからは少しずつ普通の食事に変えていくらしい。


それで、わたしが自分で食べられるように、消化が良いように、食材を小さく切ってもらうこととなったそうだ。


「多分、明日からは少しずつ食事内容が変わっていくと思うけど、まずはフォークとスプーンだけで食べられるものにしてくれるってぇ」


「わかった」


この世界のテーブルマナーも知らないし、最初は分からないふりをして、教えてもらおう。


今日まではルルが食べさせてくれたり、小さく切り分けてくれたりしたが、これからは自分で食べられるように頑張らないと。


「あ、あのね、ルル、さっき花ことばについて、しらべたの」


そう言えば、ルルが目を細めて笑った。


「意味、分かったぁ？」


「うん、ありがとう、ルル。わたしも同じきもち」


わたしの言葉にルルが満足そうに頷いた。


それからそっと頭を撫でられる。


「わたしもルルだけがいればいい。ルルだけがわたしのせかいなの」


だからずっとそばにいてね。







普通の幸せ


翌日から、わたしの食事が変わった。


今まではミルクとパンを煮たものや、柔らかく煮た具材たっぷりのスープだった。


それが今朝の朝食は違っていた。


小ぶりの楕円形だえんけいのパンに、小さく切り分けられたベーコンが数枚、マッシュポテトみたいなものに、スクランブルエッグに、輪切りにされたウィンナーに、色鮮やかな瑞々しいサラダ、スープは具沢山で、飲み物は温かなミルク。


食べきるのは難しそうだが、それはリニアさん達も分かっていたようで。


「お好きなものを食べられるだけどうぞ。無理に全て食べる必要はありません。食べられるものをお召し上がりください」


「……のこしていいの？」


「はい。お食事の様子を見て、料理長がお嬢様のお好みや食べられる量を確認いたします」


……お嬢様みたい。いや、王女なんだっけ。わたし。


テーブルに並べられた食事を見る。


フォークとスプーンが両脇に置かれ、温かな料理が湯気を立てている。


とりあえず最初にミルクを数口飲む。


それから片手にフォークを握る。


持ち方を知らないと分かるように握り拳で掴んで、グサリとウィンナーを刺して口に運ぶ。


……うーん、食べ難い。


口へ入れたウィンナーを噛むと、皮がパリッとして、肉汁が口の中に広がった。


「おいしい！」


思わずルルを振り返る。


ルルが「良かったねぇ」と笑った。


それに頷き返した。


次に具沢山のスープだ。これも肉と野菜がたっぷり入っていて、コンソメみたいな匂いと色合いだ。


見た目よりも優しい味で、どれも味付けは薄めだ。


スープの具をいくつか食べたら、今度はパンに手を伸ばす。


ふんわりしたパンはまだ温かくて、かじりつくと小麦とバターの香ばしい匂いがする。


「リュシー、ジャムもあるよぉ」


ルルが小瓶を示した。


「ジャム？」


「そう、これはオレンジかなぁ」


瓶を開けたルルが小さなスプーンを突っ込み、中身のオレンジ色を掬すくい、わたしの持っていたパンにぺたりと塗った。


そこをかじるとオレンジの甘みと微かな苦味、柑橘系のいい匂いが舌の上に広がる。


口の中いっぱいにパンが入っているので喋ることは出来ないが、ルルを見上げれば「美味しいでしょ〜？」と訊き返されたので、それに何度も頷いた。


オレンジのジャムは皮も入っているようだけど、それが更に香りを強くしてくれて、きっと砂糖をたっぷり入れて作ったものなのだろうと分かるほど甘くて。


……幸せの味がする……。


ルルがまたジャムをたっぷりつけてくれて、そのおかげかパンはあっという間に食べられた。


それからフォークを持って、ベーコンを刺す。


一切れ食べる。


……美味しい、けど、ちょっと脂っぽいかも？


これはあまり食べたいと思えなかった。


美味しいが肉の脂が口の中にべったりとくっつくみたいだ。それに塩気が強い。


ミルクを一口飲んで口の中の脂を流し込む。


次にサラダだ。ドレッシングは既にかかっていて、フォークでザクザクと刺して食べる。さっぱりしたドレッシングは意外と青くささを抑えてくれて、シャキシャキとした葉野菜の食感を楽しみながら食べられる。


満腹だけど、美味しそうなのでもっと食べたくて、でもやっぱりもう入らなくて。未練たらしくフォークを手放せずにいたわたしの手にルルが触れた。


「もうお腹いっぱいなんじゃない？」


指摘されて項垂うなだれる。


「もっと食べたいけど、もう食べられない……」


「リュシーにしては沢山食べたけどねぇ」


「おいしいから」


ルルの手がわたしの手からフォークを取った。


「でもこれ以上は気持ち悪くなっちゃうから、終わりにしようねぇ？」


「……うん」


きっとお昼の食事も美味しいに違いない。


だから朝はもうこれで良しとしよう。


そう思って、未練を断ち切った。


「お嬢様、いかがでしたでしょうか？」


片付けを終えたリニアさんに問われる。


「おいしかったです」


「それは良うございました。何か苦手なものはありませんでしたか？」


「ううん、どれもおいしいです。……でも、うすいお肉はおいしいけど、ちょっとベタっとして、たくさん食べられないです」


「かしこまりました。次からはもう少し量を減らすか、あっさりと食べられるようにと料理長にお伝えします」


リニアさんが納得した風に頷いた。


「あの」


「はい、いかがいたしましたか？」


わたしが声をかけるとリニアさんは穏やかな声で訊き返してくれる。


メルティさんもそうだ。


だからこの二人はあまり怖くない。


「おいしかったですって、りょうりちょうに……」


尻すぼみになったわたしの言葉にリニアさんがにこりと微笑み「必ずお伝えします」と頷いた。


このお屋敷に来てから、出される食事は全部美味しかった。


本当は顔を合わせて自分の口で言いたい。


だけど他の使用人はまだ怖い。


せめて伝言だけでもと思ったわたしの気持ちにリニアさんは気付いてくれたみたいだった。


「リュシー、お腹苦しくなぁい？」


ルルの言葉に頷いた。


「ちょっとだけ。でも、いいの。たくさん食べものを食べたの、初めてだからうれしい」


「それならいいけどねぇ」


ルルがわたしを抱き上げてソファーに移す。


本当は朝食の前に身支度を済ませるのだけれど、わたしは服を汚してしまうかもしれないと思うと、可愛いワンピースドレスに着替えられなかった。だからわたしはまだ寝間着のままだ。


リニアさんとメルティさんがドレスを手にやって来て、ルルが姿を消すと、着替えが始まる。


二人がかりで座っているわたしから寝間着を脱がせ、代わりに被るようにワンピースドレスを着させられる。


形を整えるためにちょっとだけ腰の部分が絞られるけれど、わたしの体を圧迫するほどではない。


袖や裾、襟を整えられる。


足は包帯を巻いているので素足のままだ。


服を整えられるとどこからともなくルルが現れる。


着替えたわたしを抱えてドレッサーの前の椅子へ下ろすと、ブラシで丁寧に髪を梳といてくれる。


髪はブラシで何度も梳かすと艶つやが出る。


だから、朝は時間をかけて髪を整える。これはルルのお仕事らしい。


着替えを手伝わない代わりに髪はルルがやる。


「今日は何をしようか〜？」


わたしの髪をブラシで梳きながらルルが言う。







    
  





誰かに髪を梳かしてもらうのは気持ちいい。


「あのね、文字のべんきょうしたい」


読み書きが出来ないのは困るから。


「まだ歩き回るのはダメだし、それなら動かないからいいかもねぇ」


「……ルル、おしえてくれる？」


「いいよぉ」


忙しいかな、と思いながらも聞いてみたら、あっさりと教えてもらえることになった。


「と言うか〜」とルルが続けた。


「読み書きはオレが教えるつもりだったしぃ？」


意外な言葉に鏡越しにルルを見る。


「そうなの？」


「そうだよぉ。やっぱり最初は公用語かなぁ。それが出来るようになったら、他の言葉も教えてあげるねぇ」


「ことば、たくさんあるの？」


「うん、今は公用語が主流だけど、それぞれの国の言葉があるんだぁ。大丈夫、どこの国の言葉も大体公用語に似てるから〜」


……もしかしてルルってそのそれぞれの国の言葉を話せて、読み書き出来るの？


チラと見れば「オレは公用語以外にも周辺の国の言葉も話せるし、読んで書けるよぉ」と答えた。


「ルルすごい」


「まあ、仕事で必要だから覚えたんだけどねぇ」


「そうなんだ」


後宮に忍び込んだりしていたし、暗殺者の仕事以外にも、間諜かんちょうとかもしていそう。


……そっか、そういう時に忍び込んだ先で文字が読めなかったら情報を集められないからルルは学んだのか。


この国の周りにいくつ国があるか知らないけど、控えていたリニアさんとメルティさんが目を丸くしたので、それなりに数があるんだと思う。


……ルルは何でも出来てすごい。


「それに、王サマにもそのうち会うしねぇ？」


「おとうさま……？」


「一応『新国王』になる人だからぁ。会う前に一通りは、覚えた方がいいかもねぇ。オレなら貴族の食事のマナーと教養もそれなりに教えられると思うよぉ。いきなり知らない人間に教わるよりか、ある程度覚えてから教えてもらった方がいいんじゃな〜い？」


つい、ほうっと息が漏れる。


義理の父に会ったのは一度だけだったから、ちょっと不安だけどルルがいるなら、きっと大丈夫、なはず……。


「ルル、何でもできるね」


「そう？」


「そうだよ、ルルすごいよ」


振り向けば、ルルがキョトンとする。


それから嬉しそうに笑った。


「そっかぁ、オレってばすごいんだぁ」


すぐに両手で顔を正面に戻される。


でも、どこかルルは上機嫌だった。


それからいくつかルルに教えてもらうことを話し合って決めて、そうしているうちに時間はあっという間に過ぎていった。


「はい、綺麗になったよぉ」


何度も何度もルルが梳いてくれたおかげでわたしの髪はツヤツヤでサラサラだ。


あったかいベッドで目を覚まして、朝食を食べて、自分の服に着替えて、大好きな人が傍にいる。


そんなの普通のことかもしれない。


だけどわたしにとっては普通のことが幸せだった。


……ルルと出会えてよかった。


ルルと出会えてなかったら、きっとわたしは原作のリュシエンヌみたいになっていたかもしれない。


大切にされたくて、大切な人が欲しくて。


でも誰にも相手にしてもらえなくて。


……わたしは原作のリュシエンヌじゃない。


「ありがとう、ルル」


振り返ってルルに笑いかけた。







家族


お屋敷に来てから三週間ほどが経った。


その日は朝から何となく落ち着かない気分だった。


どうやらお屋敷の主人、つまり新国王にしてわたしの義理の父となる人が今日戻って来るらしい。


この日に備えて、というわけではないけれど、今日までにルルから文字や食事の作法など色々と教えてもらったし、常識についても学んだので、きっと大丈夫だと思う。自分でも何が大丈夫なのか上手く言えないけど。


よほどの失敗をしなければ、新しいお父様に嫌われることはないだろう。


朝、部屋にやって来たリニアさんとメルティさんが教えてくれた。


お屋敷は毎日使用人達がピカピカに掃除しているけれど、今日は更に丹念に掃除がされて、夕食も普段より少しだけ豪華なものになるそうだ。


……普段でも十分豪華だけどなあ。


今まで自室で済ませていたが今日の夕食は食堂で、お兄様と義理の父と共に食べることとなった。


……お父様……。


クーデターの時に会って少しだけ言葉も交わしたが、お兄様とよく似た人だった。


「さあ、お嬢様、今日は身支度で忙しくなりますよ」


そうリニアさんは言い、昼食後に少し休憩を取ってから身支度のために入浴することになった。


頭の天辺から爪先まで丁寧に洗われて、全身マッサージされて、髪もヘアオイルみたいなのを随分時間をかけて馴染ませていた。途中でわたしが転寝うたたねしてもお構いなしだ。


わたしが入浴している間はルルはいなかったけど、リニアさんとメルティさんなら慣れたので大丈夫。


揺れる感覚で転寝から目を覚ますと、いつの間にか戻ってきていたルルに抱えられて寝室に移動している最中だった。


果実水と手で摘めるお菓子が部屋に用意されていて、ドレッサーの前に下ろされると、メルティさんがわたしの手にグラスを渡した。


ルルはわたしの後ろに回ると髪の具合を触って確かめた後、ブラシで梳けずり始める。


リニアさんが淡いレモンイエローのワンピースドレスを持って戻ってきた。


「今日は御髪を結っていただけますか？」


「いいよぉ」


「ではお先にこちらでお召し物を替えましょう」


頭上でそんなやり取りがあった。


そうして一度立たされると、リニアさんとメルティさんの二人がかりであっという間に服を着替えさせられた。


二人の話を聞いていると化粧をするかしないかとか、装飾品の代わりにリボンを巻くとか巻かないとか、あれこれ話し合っているようだった。でも手は止まらなかった。


……義理の父に会うためにそこまでするの？


ルルはわたしの髪をブラシで梳き終えると、慣れた様子で髪を結ってくれた。


「うん、かわいい」


出来栄えに満足した様子で頷いた。


確かに可愛い。レモンイエローのワンピースドレスと相まって、良いところのお嬢様みたいだ。


……王女様だけどね。


「お嬢様、失礼します」


リニアさんがわたしの頬を柔らかなブラシでササっと撫でると、頬がほんのり赤くなる。


「あまりお化粧をすると肌に負担がかかりますので、今日は頬紅だけにいたしましょう」


「もう少し成長されたら、お化粧しましょうね」


と、リニアさんとメルティさんが言う。


「リュシーは化粧なんてしなくても十分可愛いよぉ」


ルルがどこか不満そうにぼやいた。


それにリニアさんとメルティさんが頷く。


「そのままでも確かにお嬢様はお可愛らしいです」


「でもお化粧は身嗜みだしなみの一つですからね、薄くですが、した方が良いでしょう」


「面倒くさいねぇ」


二人の言葉にルルが言い、わたしも頷いた。


まだ子供のうちからお化粧なんてする必要ないと思うけれど、貴族の御令嬢や王族ではそれが当たり前なのかもしれない。


……だけど頬紅は必要かも？


あまり日に当たってなかったからか、わたしの肌は白を通り越して少し青白い。


このままではあまりに血色が悪いので頬紅くらいはつけた方が良いだろう。


最後に首や手首にドレスと同色のリボンを巻く。


「いかがでしょう？　お嬢様」


ドレッサーの鏡には淡いレモンイエローの可愛らしいワンピースドレスに身を包んだわたしがいる。


頬紅のおかげで血色も良くみえ、まだかなり痩せているけれど、ドレスが痩せ過ぎた体を綺麗に隠してくれている。


艶のあるダークブラウンの髪がサラリと肩を流れ落ちる。


「ありがとうございます。すごく、かわいいです」


リニアさんとメルティさんが嬉しそうに笑った。


気付くと窓の外はもう夕暮れ時になっていた。


……身支度だけで何時間もかかったんだ。


毎日これだと疲れるが、時々なら何とか我慢出来るかもしれない。


可愛くなったわたしをルルが抱き上げて、ソファーへ移動する。


今のわたしの姿を気に入ってくれたのかルルはソファーへ腰を下ろすと、わたしを膝の上に乗せた。


「お疲れ様ぁ」


「夕食があるからちょっとだけねぇ」と言って、果実水の入ったグラスをわたしへ持たせる。


それから置いてあったお皿からクッキーを摘む。


口元に差し出されたそれにかじりついた。ちょっとお腹が空いていたので嬉しい。


わたしがルルの摘んでいるクッキーを食べている間、もう片手をわたしの顎の下辺りに添えて、食べかすがドレスに落ちないようにしてくれている。そうして三枚食べた。


後はグラスから果実水を飲んでまったりしていると、ルルが「あ、そろそろ戻ってきたみたいだよぉ」と言った。


耳を澄ませると部屋の外の気配が慌しい気がする。


「お出迎えに行かれますか？」


メルティさんに問われて考える。


……お世話になってるんだし、行った方がいいよね。


頷き返すと、ルルがお皿の上で手を軽く払って、わたしのドレスに食べかすが落ちてないか確認してからわたしを抱えて立ち上がった。


……そろそろ自分で歩きたいなあ。


足の傷は大体塞がっている。お医者様が言うには後数日置いて、傷が開いたり腫れたりしていなければ、自分で歩いてもいいということだったけど。


リニアさんが部屋の扉を開けて、ルルに抱えられながら廊下へ出て、多分玄関へ向かっている。


まだお屋敷の中は分からない。


……ルルはどうしてお屋敷の中が分かるんだろう？


いつもわたしの傍にいてくれたので、お屋敷の中を見て回る時間なんてなさそうに思えたが。


ルルの後ろにリニアさんとメルティさんが続く。


お屋敷の中を進んで、見覚えのある玄関に辿り着くと、そこには既にお兄様が来ていた。


「リュシエンヌも出迎えか？」


お兄様の言葉に頷き返す。


も、ということはやはりお兄様もそうなんだろう。


少しそわそわした様子が年相応で可愛い。


外に出ると使用人達が左右にズラリと並んでいた。


そこをお兄様と、ルルに抱えられたわたしが歩いて行き、リニアさんとメルティさんは使用人の列に加わった。


空は濃いオレンジから藍色へと移り変わっていくところで、美しい色のグラデーションを見上げた。


リュシエンヌわたしはこんな綺麗な夕焼け空を空の下で見たのは初めてだった。


後宮で暮らしていた時は、この時間にはもう物置部屋にこもっていた。


小さな窓から差し込む夕日を眺めたことはあったけれど、それがわたしにとっての夕焼けだった。


……ああ、外の世界ってこんなに広いんだ。


当たり前のことなのに、少し怖い。


ルルの服を掴むと、ルルがわたしを見た。


「緊張してるぅ？」


本当は違うけど頷いた。


「少しだけ……」


「大丈夫だよぉ。前に一回会ったけどぉ、怖い人じゃなかったでしょ〜？」


「うん」


ルルが傍にいると実感すると肩の力が抜けた。


世界は広くて、きっと色んな人がいて、色んなことがあって、でも、広過ぎてちょっと怖い。


こんな広い世界でルルと離れ離れになったらって考えるだけで体が強張ってしまいそうになる。


だけどそんな不安は必要ない。


ルルはわたしの横にいる。それだけでいい。


空を眺めているとお屋敷の敷地を囲う柵の門が開いて、一台の馬車がゆっくりと入ってくる。


その馬車はわたし達の前に止まった。


執事のオリバーさんが近付き、馬車の扉を開けた。


そこから一人の男性が降りてくる。


「おかえりなさいませ、旦那様」


「何か問題はなかったか？」


「はい、何もございませんでした」


オリバーさんと男性が言葉を交わす。


そこにお兄様が近付いた。


「父上、おかえりなさい」


振り向いた男性がお兄様に微笑む。


お兄様にそっくりの夜空みたいな黒髪に、宝石みたいな金色の瞳、切れ長の鋭い目付きと端正な顔立ちは冷たそうな印象を受ける。


「ああ、ただいま」


だが、お兄様へ返事をする声は柔らかい。


それからわたしへ視線を向けた。


「お、おかえりなさい……」


尻すぼみになったわたしの言葉に、義理の父となる人は穏やかに目を細めた。


「ここでの生活はどうだ？　何か困ったことがあれば、遠慮せず侍女かオリバーに言いなさい」


お兄様へ向けるのと同じ柔らかな声だった。


「こまること、ないです。まいにちしあわせです」


「そうか」


義理の父は微笑んだまま一つ頷いた。


そうして義理の父を先頭に、お兄様、わたしを抱えたルルが屋敷の中へ入っていく。


着替えのために義理の父は一度部屋に行くそうで、お兄様とわたしは先に食堂へ向かうことにした。


「まだ足の怪我は治らないのか？」


食堂への道すがら、お兄様に訊かれる。


「きず、ふさがりました。あと少しまって、きずがひらいたり、はれたりしなければ、あるけます」


「じゃあ歩けるようになったら屋敷の中を案内しよう。屋敷の中には図書室や遊戯室もあるし、外には温室もある。今度、温室でティータイムをしよう」


「はい」


そんな風に話しながら食堂へ着く。


大きなテーブルの、お誕生日席は多分義理の父の席で、お兄様はその席の向かって左手に座った。


わたしはお兄様の隣の席に下ろされる。


すぐに給仕の使用人が飲み物を持ってきてくれた。


「そうだ、もしリュシエンヌが嫌じゃなければ今日から食事はここで一緒に摂らないか？」


お兄様の提案に考える。


「まだ、きれいに食べられないです」


練習しながら食事をしているけれど、なかなか綺麗に食べるのは難しい。


子供の手にナイフやフォークは大きくて、動きもぎこちないし、食器にぶつけてしまうことやこぼしてしまうことも多い。


それを説明するとお兄様は「僕も昔はそうだったな」と頷いた。


「それでも構わない。リュシエンヌはまだ習ったばかりだし、これから上手くなっていくんだ。笑ったりしない」


「……いやじゃないですか？」


「全く嫌じゃない。それに同じ屋敷にいて、兄妹なのに別々に食事をするのは少し寂しいんだ」


真面目な様子でそう言うのでわたしはルルを見た。


ルルはちょっと考えるような仕草を見せた後、一つ頷いたので、良いということだろう。


「これからはいっしょに食べます」


「ああ」


お兄様の手がそっとわたしの頭に触れる。


ルルはよくわたしの頭を撫でるけど、お兄様は自分が嬉しい時にわたしの頭に触れるみたい。


多分、ありがとうって気持ちをわたしに伝えたいのだと思う。


最初の頃のルルみたいに、ぎこちない手付きでわたしの頭をわたしよりちょっと大きな手が撫でる。


ルルとは違うけど嫌じゃない。


「ついでに言葉も崩していいんだぞ。ルフェーヴルに話すみたいに」


「ルルはとくべつだから」


わたしが首を振るとお兄様は「そうか……」と残念そうな顔をしたが、怒りはしなかった。


「何だ、お前達、もう仲良くなったのか」


そんな声と共に義理の父が入ってくる。


そうしてあのお誕生日席に座った。


「はい、血は繋がっていないと言ってもリュシエンヌは僕の妹ですから」


義理の父がナプキンに手を伸ばしたので、お兄様もわたしも同様にナプキンを膝へ敷いた。


「そうか、問題がないなら良い。私はまた明日から王城へ戻るが、まだしばらくお前達を王城へ連れて行くのは無理そうだ」


義理の父の前のグラスにワインが注がれる。


王城と聞いて、後宮を思い出す。


「あの、おとうさま……」


「ん？　どうした？」


呼び方に悩んで、お父様と呼んでみると、義理の父はすぐに反応してくれた。


わたしが父と呼んでもいいようだ。


促すように視線を向けられて思わず俯く。


「その、おしろにはぜったいに、すまないとダメですか……？」


後宮が一番嫌だけど、王城の敷地内というのも正直あまり行きたくない。


後宮がそこにある場所だから。


前菜が運ばれてきた。


義理の父、お父様が「ふむ」と漏らす。


「リュシエンヌには良い思い出のない場所だろうからな。何いずれは移ってもらいたいとは思うが、あちらが嫌なら、まだしばらくはここで暮らしても構わない」


「……いいんですか？」


「ああ、だが王族としての公務が始まる十二歳からは王城へ移ってもらうが。住むのは後宮ではなく別の宮になる。あの後宮は取り壊す予定だ」


十二歳ということはまだ七年ある。


それまではここで暮らしていい。


しかもあの後宮はなくなるらしい。


重かった心の引っかかりがなくなった。


あの後宮でなければきっと大丈夫だ。


「ありがとうございますっ」


お兄様が「良かったな」と言うので頷いた。


「それから、わたしをひきとってくれてありがとうございます。何もかえせないけど、わたし、おべんきょうをたくさんがんばります」


「礼はいい。養女としたのは政治的な問題もあってのことだ。……暮らしに困らないようには出来るが、君に選ばせてやれなくて、窮屈な人生にさせてしまってすまない」


お父様が申し訳なさそうな顔をする。


「今度、僕の親友を連れてこようか？　歳の近い遊び相手もいた方がいいだろう？」


お兄様の言葉にふと、ある人物が思い浮かぶ。


まさか、ゲームでリュシエンヌの婚約者になった『あの人』だったりしたら……。


わたしは、慌てて首を振った。


「ううん、ルルにききました。わたし、大きくなったらルルとけっこんするって。今もおとうさまがきょかしてくれたから、ルルといっしょにいられます。だから、ありがとうございます」


感謝の気持ちも込めて頭を下げる。


それから顔を上げれば、お父様の表情はいくらか柔らかくなっていた。


何となく食堂の空気も和やかになった気がする。


堅苦しい雰囲気はなくなっていた。


「あ、父上、僕も公務が始まるまで、こちらに住みたいと思っています。それまでは王城にはここから通うつもりです」


「……随分と妹を気に入ったようだな」


「はい、見ての通り可愛い妹なので一人で残すのは心配ですから」


お父様が呆れたような顔をして「好きにしなさい」と答えてナイフとフォークを手に取った。


わたし達も同様に食事を始める。


お兄様が嬉しそうに「明日の朝食に寝坊するなよ」と言うので頷いておいた。


何はともあれ、義理の父は優しい人のようで安心したし、わたしを受け入れたのが嫌々でないと分かって良かった。


……さて、食事に集中しよう。


習ったばかりのテーブルマナーを思い出しつつ、前菜の一つにわたしは意識を集中させた。


「リュシエンヌは思っていたよりも綺麗に食事が出来るようだな」


食べ始めたわたしを見て言うお父様に頷いた。


「ルルにおしえてもらいました」


「……ルフェーヴルが？」


何故か酷く驚いた顔をされた。


「はい、ルルにおべんきょう、おしえてもらっています」


お父様の手が止まって、考えるように視線が一瞬動いた。


「そうか。勉強の具合を見て家庭教師をつけよう。……女性と男性ならどちらがいい？」


女性は、あまり年嵩としかさの人は苦手だ。王妃を思い出して体が強張る。


どちらかと言えば男性がいい。


でも、結局は初めて会う人みんなが怖い。


「……男の人がいいです。でも、わかい人なら女の人でも、たぶんだいじょうぶです」


「分かった、候補をいくつか挙げておこう」


「ありがとうございます」


出来れば優しい人が来てくれたらいいなと思う。


「食事のマナーの他にも何を学んだ？」


お父様に質問される。


「こうようごのかきかたとよみかた、人にしてはいけないこと、あとまほうについてききました」


「人にしてはいけないこと？」


「かみをきずつけちゃいけない、かんていスキルで人をかんていしちゃいけない、とかです」


「……なるほど、常識から学んでいるのか」


わたしはこくりと頷いた。


お父様は微笑を浮かべた。


「公用語はどれぐらい進んだ？」


「よんで、かけるようになりました。日記もまいにちかいています」


「もう？　確かに公用語は最も簡単な言語だが、たった数日で習得するとは。リュシエンヌは頭が良いのだな」


「早急に家庭教師を手配しなければ」とお父様が思案顔で頷いた。


けれどもすぐに穏やかに笑う。


「まだ来たばかりだと言うのに自ら学ぼうとする姿勢は素晴らしい。それに学んだことも身につけられている。努力している証しだ。これからも無理のない程度にな」


「そうだぞ、リュシエンヌはまだ小さいんだ。勉強もいいが、遊ぶのも大事だからな」


お父様もお兄様も優しい瞳で見つめてくる。


その二対の瞳は優しい眼差しだった。


「はい、たくさんおべんきょうして、たくさんあそびます」


「それに沢山寝て、沢山食べて、大きくなるんだぞ」


お兄様が食器を置いてわたしの頭を撫でた。







    
  





そんな風に話しながらの食事だったけれど、わたしは料理をこぼすことなく食べ切ることが出来た。


ルルに抱えてもらい、お父様とお兄様と食堂を出て居間に移る。


居間は食堂から少し距離があり、わたしの部屋と同じ階にあるらしい。


わたしの部屋よりも広い空間に大きな暖炉があり、華美さはないが品の良い、質の高そうなソファーやテーブル、飾り棚などの家具が置かれている。


暖炉には火が灯っており、室内はほどよく暖かい。


大きなテーブルの周りに置かれたソファーの一つにお父様が腰掛け、お兄様とわたしを抱えたルルが三人がけのソファーへ並んで座る。


当たり前のようにルルはわたしを膝の上に乗せる。


お兄様は特に気にした様子はなかったけれど、お父様がまじまじとわたしを抱えたルルを見た。


「その、リュシエンヌ達はいつもそうなのか？」


お父様が戸惑いがちに訊いてくる。


お兄様が「ああ」と何かに気付いたように手を叩き、わたしとルルをその手で示す。


「この二人はずっとこの調子です」


「そうか……」


何とも言えない顔をしたお父様がわたしとルルを交互に見て、小さく溜息を吐いた。


「ちょっとぉ、溜め息吐かないでよぉ。せ〜っかく使用人らしく黙ってたのにさぁ」


ルルがわたしの頭を撫でつつ不満そうに言った。


しかしお父様はソファーに背を預けると、ルルを憮然ぶぜんとした面持ちで見やった。


「どこが使用人らしく、だ。リュシエンヌの家庭教師の話を出した時に、私に殺気を向けただろう？」


……え？　殺気？


「だってぇ、家庭教師が来たらリュシーとの時間が減っちゃうじゃん？」


「なら、お前は傍についていればいい」


「言われなくてもそうするつもりだよぉ」


唇を尖らせるルルにお父様が続ける。


「リュシエンヌには大変な思いをさせてしまうが、王家として、養子として引き取った者として、子の教育を疎かにするわけにはいかないんだ」


「それはそっちの事情でしょ〜？　リュシー、もし嫌なことがあったら、勉強なんてしなくてもいいんだよぉ？　オレと結婚したら必要ないことばっかりだしぃ、リュシーがつらい思いをしてまでやることないんだからねぇ」


「しかし十六までは王族として生きるんだ。礼儀作法や勉強はきちんとしておかなければリュシエンヌが恥をかくことになるぞ？」


「言いたい奴には言わせておけばいいよぉ。あんまり目に余るようならオレが何とかするしぃ」


お父様とルルが全く正反対のことを言う。


確かにどちらの言い分もわかる。


わたしにきちんとした教育を受けさせなければ、ファイエット家が他から非難されるだろう。


新王家は旧王家と同じく子供を虐待しているなどと噂が流れたら困る。


それに十二歳からは公務もあるため、それまでに礼儀作法を覚えておかなければ、わたしも恥ずかしい思いをすることになる。


しかしルルの言う通り、わたしがルルの下へ嫁いだら、多分勉強したことの大半は意味を成さなくなるだろう。


どうやらルルは結婚後、わたしを外へ出すつもりはないらしい。


時々ルルが結婚後のことを口に出すことがあるのだけれど、聞いていると、広い敷地に大きな屋敷、使用人ともあまり関わらせる気はないようで、きっと結婚したらほぼルルと二人きりの生活なのだろう。わたしは案外それが嫌じゃないのだ。


むしろ、外界から隔離された場所でのんびり暮らして、毎日ルルと好きに過ごす生活というのはかなり魅力的であった。


……でも今の立場を無視する気はない。


「ルル、おとうさま」


「なぁに？」


「どうした？」


声をかけると二人が同時にわたしを見た。


……実は仲良いんじゃないの？


「わたし、おべんきょうしたい。知らないこと、たくさんあって、おべんきょうがたのしい、です」


「そうか、そうか」


お父様が満足そうに頷く。


「でも、ルルといっしょにいるのが一番すきだから、ルルがイヤなら、おべんきょうはいらないです」


お父様の顔が固まり、ルルが嬉しそうに灰色の瞳を細めてわたしをギュッと抱き締めた。


「リュシーは良い子だねぇ。ごめんねぇ、リュシーは好きに勉強していいよぉ」


「ルル、イヤじゃない？」


「イヤじゃないよぉ。勉強よりもオレの方が好きなんだよねぇ？」


「うん、ルルが一番すき」


「ならいいよぉ」


もしかしてわたしがルルよりも勉強を優先してしまうかもと思ったのだろうか。


……そんなことは絶対にない。


他の何よりもルルが一番なのだ。


他のものを諦めることは簡単だけど、きっと、ルルと離れることだけは受け入れられない。


それくらい、ルルは大事な存在だ。


手を伸ばすとルルが頭を傾けてくれたので、それをよしよしと撫でる。


いつも撫でてくれるからお返しに。


「……とりあえず、リュシエンヌに家庭教師はつけて良いんだな？」


「いいよぉ。ただし男なら三十以上、女なら三十未満か五十以上の金髪緑眼以外の優しい性格でねぇ」


「随分具体的に指定してくるな……そういうことか」


お父様が納得した顔をする。


ルルも「そういうことだよぉ」と返事をする。


三十未満か、五十代以上で金髪緑眼以外の優しい性格の女の人？


……あ、もしかして、外見や年齢が王妃に似た人は外せってこと？


ルルの気遣いに嬉しくなる。


「父上、それなら僕についている家庭教師をリュシエンヌにも充ててはどうでしょうか？　その条件には当てはまりません」


それまで黙っていたお兄様が口を開いた。


……お兄様の家庭教師かあ。


いきなり知らない人に会うよりかはいいかもしれない。


「アリスティードの家庭教師か」


「どんな人ぉ？」


「歳は三十手前で、妻子はいないが、穏やかで真面目な性格の者だ。優秀で、アリスティードの家庭教師を終えたら文官として取り立てる予定だ」


「ふぅん？」


ルルが小首を傾げ、すぐに首を戻してわたしを見た。


「わたしも、おにいさまのかていきょうしがいいです」


その人は忙しくなってしまうかもしれないが。


「ん〜、まあ、リュシーがそう言うならいいかなぁ。ちゃぁんとオレがいるって伝えておいてよねぇ？」


「分かっている」


ルルの許可が下りた。


お兄様が「たまには一緒に勉強しような」と笑う。


それに頷き、お兄様に一つだけお願いをする。


「その、さいしょに会うときに、おにいさまもいっしょにいてほしいです……」


ルルがいるので大丈夫だとは思うが、旧王家のわたしを良く思わない人だったら少し怖い。


「ああ、もちろんそのつもりだ」


お兄様がわたしの手に触れた。


安心させるように軽く握られる。


「他に何か必要なものはあるか？　ああ、ドレスについては仕立て屋を手配した。明後日来るだろう」


「さすが父上」


よく似た二人が同じ笑みを浮かべた。


……ドレス？


「ふくはあります」


今着ているものを示すと首を振られた。


「それは室内着で、人と会うには向かない。きちんと体に合ったドレスでなければ家庭教師にも失礼になる」


「……分かりました」


このワンピースドレスも十分可愛いが、これではダメだというのであれば仕方ない。


「でもキラキラしたのはいらないです」


「キラキラ……宝飾品か？　しかし何もつけないのは良くない」


「つけるの、リボンがいいです」


今みたいに、手や首に装飾品代わりにリボンを巻いている方がわたしの気分的にもいい。


高い装飾品は壊しそうで怖い。


それに宝石や金銀細工なんて欲しくない。


お父様が頷いた。


「ではリボンを贈ろう。……リュシエンヌの五歳の誕生日プレゼントだ」


それにルルとお兄様がハッと息を詰めた。


ルルが「誕生日プレゼント……」と珍しく呆然と呟く声がした。


逆にお兄様は「誕生日を過ぎてるのか?!」と詰め寄ってくる。


……ええっと。


「リュシエンヌはクーデターのあの日、五歳になったはずだ」


「ではパーティーもしなければいけませんね」


「わたしは城へ戻らなければならない。……アリスティード、後は任せたぞ」


「はい、お任せください！」


そう二人が話している横でルルがしょんぼりと落ち込んでいる。


「そっかぁ、誕生日はプレゼントをあげるのが普通なんだよねぇ……」


肩を落とすルルの頭をまた撫でる。


「いいの、たんじょうびプレゼントはルルだよ。ルルに会えたのが一番のプレゼントなの。それに、大きくなったらルルがわたしをもらってくれるんだよね？」


「うん」


「じゃあそれもプレゼント。ルルとずっといっしょがうれしい」


ルルの頭を撫でながら言えば、ルルがパッと明るい表情になる。


そうしてギュッと抱き締められて頬同士がくっつけられた。


「リュシー、ありがとぉ」


何故かルルにお礼を言われた。


「おれいはわたしが言うの。ルル、ありがとう」


将来も一緒にいてくれる。


そんな未来が誕生日プレゼントなんて幸せだ。


だって、それって、ルルの未来をわたしにくれるってことだから。


わたしの人生を全部ルルにあげたっていい。


わたしの未来をあげるから、ルルの未来をちょうだい。


それにお父様とお兄様からもプレゼントは本当はもうもらっている。


広い部屋に暖かなベッド、決まった時間に出る美味しい食事、綺麗な服、優しい侍女二人、血の繋がりはないけれど感じられる家族の温かさ。


……ここに引き取られて良かった。







小さな誕生日パーティー


翌日、朝食の席にお父様はいなかった。


早い時間に戻ったらしい。


お兄様もわたしもお父様のお見送りが出来なかったのは、少し残念だった。


でも朝食の席でお兄様が「午後はリュシエンヌの誕生日パーティーをやろう」と言ってくれて、気分が上がる。


大きなものではなく、わたしの部屋にケーキやお菓子を持ち込んで、ちょっと豪華なティータイムを楽しむという計画らしい。下手に大きくされると落ち着かないし、申し訳ないので、それくらいが丁度いい。


夜更かししてお喋りしようという提案はルルに却下されたけど。


「リュシーは夜更かし禁止〜。ちゃんと眠らないと大きくなれないし体に悪いんだよぉ？」


そんなルルの言葉にお兄様は意外とあっさり引き下がった。


……うーん、何だろう。


お兄様と仲良くしたいとは思っているけど、お兄様はわたしをすごく可愛がっている。


ルルも結構な猫かわいがりをするが、お兄様も負けず劣らずといった感じで、頻繁にわたしに会いにくる。


そういえばお兄様は一人っ子だ。


義理とは言え妹が出来て嬉しいのかもしれない。


「午後は勉強するなよ？」


お兄様の言葉にわたしは頷いた。


＊　＊　＊　＊　＊


そうして午後になると、お兄様がやって来た。


後ろに何人かのメイドを連れており、部屋に入るとそのメイド達に指示を出していく。


メイド達は慣れた様子でテキパキと動いていた。


天井からは可愛らしいカーテンみたいなものが吊るされ、色とりどりの花の挿さった花瓶がいくつも飾られ、テーブルには所狭しと目にも可愛らしいお菓子やケーキが運ばれてくる。


わたしはそれをソファーに座って眺めていた。


準備を終えたメイド達は一礼して静々と下がっていった。


「最低限だがこれで整ったな」


お兄様がうんと頷く。


そうしてソファーへ腰掛けた。


お兄様がルルにもソファーへ座るように言い、ルルはわたしの隣に腰を下ろす。


目の前のテーブルに並んだお菓子はどれも小さく、わたしでも一口で食べられるものばかりだ。


きっと食事量を考えて、少しずつ、いろんな種類を食べられるように配慮してくれたのだろう。


「リュシー」


「リュシエンヌ」


「お嬢様」


「お嬢様」


ルル、お兄様、リニアさん、メルティさんに呼ばれる。


顔を上げれば全員が笑顔を浮かべていた。


「誕生日おめでと〜」


「誕生日おめでとう」


「お誕生日おめでとうございます」


「おめでとうございます！」


全員が声を揃えて祝ってくれた。


「あ……」


ありがとう、と言おうとして言葉に詰まる。


頬を温かな涙が流れ落ちていく。


「リュシー?!」


「リュシエンヌ?!」


慌てた様子でルルがわたしの頬にハンカチを当て、お兄様があたふたとしているのが滲にじんだ視界の向こうに見える。


誕生日を祝うというのは特別だ。


生まれてきたことを、これまで生きてきたことを祝うためのものだ。


リュシエンヌにはそれが今までなかった。


自分の誕生日を祝う。


生まれてきてくれてありがとう。


ここまで育ってくれてありがとう。


誕生日おめでとう。


そんな言葉をかけてもらったことがなかった。


自分の誕生日すら知らなかった。


それでもこうして祝ってもらえる。


生きていていいんだと言ってもらえたようで、ただただ嬉しかった。


「リュシー、大丈夫ぅ？」


「どこか気に入らなかったか？」


心配するルルとお兄様の向こうで、リニアさんとメルティさんが訳知り顔で微笑んでいた。


「うれしい」


しゃくりあげそうになる喉で何とか喋る。


「……すごく、うれしいの。ありがとう……」


ルルとお兄様が顔を見合わせ、ホッとした表情で笑った。


「どういたしましてぇ」


「喜んでくれて良かった」


ルルが涙を拭ってくれる。


「ほら〜、ケーキもお菓子もあるんだしぃ、泣くのはやめて食べようよぉ」


それはルルなりの気遣いだろう。


わたしは一度、グッと瞼まぶたを強く閉じる。


……そう、泣くより楽しもう。


次に目を開ければ涙は止まっていた。


「まずはケーキだな」


テーブルの真ん中にあったケーキをお兄様がお皿に取り分けてくれた。


それをルルが受け取り、フォークで一口分に切ると、刺して、差し出される。


食事の作法はもう習っている。


だからルルに食べさせてもらう必要はない。


……でも今日だけは特別。


口を開ければケーキが入ってくる。


口を閉じるとそっとフォークが引き抜かれた。


クリームたっぷり、スポンジふわふわ、それに果物の甘酸っぱい香りと味が甘い中に合わさって、とても美味しいケーキだった。


「美味しい〜？」


ルルの問いに何度も頷く。


ルルは口角を引き上げ、次の一口を差し出す。


わたしはそれにぱくりと食いついた。


「他の菓子も食べてみるといい」


まだケーキを食べているのに、お兄様が別のお皿にお菓子をのせていく。


そんなに食べ切れない。


でもそれが嬉しかった。


ルルがわたしにケーキを食べさせながら「そんなにリュシーは食べられないよぉ」と言う。


お兄様は「食べられる分だけ食べればいい」と返した。


確かにどのお菓子も食べてみたいけれど、わたしの食事量を考えると全部は無理そうだ。


「そうだぁ、リュシー、半分ずつ食べよ〜？　それなら沢山食べられるよねぇ？」


ルルの提案に頷いた。


「うん、はんぶんこする」


お皿に盛られたお菓子をルルがナイフで半分に切り分けていく。


だけどよく見るとわたしの方が小さくて、どのお菓子も、わたしが一口だけでも食べられるように切り分けている風だった。


「はい、どぉぞ〜」


切り分けたお菓子をルルが差し出してくる。


お兄様がちょっと羨ましそうにルルを見ている。


差し出されたお菓子にかじりついた。


「……うん、美味しいねぇ」


ルルも同じものを口に放り込む。


横でリニアさんがティーカップをテーブルに置き、ポットから中身を注ぎ入れる。


……紅茶だ。


そこに今度はミルクがたっぷりと入れられる。


リニアさんがにこりと笑って「ミルクティーでございます」と教えてくれた。


ルルがティーカップを持ち、温度を確かめるようにカップを撫でた後、わたしに持たせた。


恐る恐るそれに口をつける。


……美味しい。


紅茶の良い香りとまったりしたミルクが合う。


お菓子を食べた後なので、砂糖や蜂蜜の入っていないミルクティーの優しい甘さが心地好い。


いつもは胃に悪いからと紅茶は控えられていたけれど、今は特別らしい。


「……おいしい」


わたしの呟きにリニアさんが「おかわりはありますよ」と言った。


ルルに「でも飲み過ぎるとすぐお腹いっぱいになっちゃうから、ほどほどでねぇ」と言われて頷く。


ティーカップを持ったまま、ルルにお菓子を食べさせてもらう。


……すごい贅沢だ……。


「そうだ、これ、誕生日プレゼントだ」


お兄様が何やら綺麗な袋に包まれたものを差し出した。


ルルがティーカップを引き受けてくれたので、それを受け取った。


あまり厚みがなく、平たく、大きい。


「あけてもいいですか？」


硬い感触のそれを触りながら聞くと頷き返される。


綺麗なリボンを丁寧に解いて、袋の口を開けて、中身を取り出した。


中に入っていたのは三冊の本だった。


どれも絵本らしく、鮮やかな色の絵が描かれており、試しに開いてみると見たことのない文字が書かれていた。


「それは北方語だ。真ん中のものが南方語で、一番下にあるのが西方語。公用語はともかく、他の言葉を勉強する時にいいかと思ってな」


綺麗な絵をそっと撫でる。


「もらって、いいんですか？」


初めて手にした本だ。


この世界の紙は動物の皮にしても植物のものにしても、安くはない。


しかもこれだけ綺麗な絵にハードカバーの装丁だ。


値段もなかなかのものだろう。


「とは言っても僕が使っていたものだから、プレゼントには不釣り合いかもしれないが」


「そんなことないです。すごく、うれしいです。おべんきょうがんばって、よめるようになります」


「ああ、がんばれ」


昨日の今日でプレゼントを用意してくれただけでも、すごく嬉しいし、勉強に使えるものというのもありがたい。


文字を習うには簡単な絵本がいい。


「リュシー、オレからはこれねぇ」


ルルが箱を差し出した。


「ルルもくれるの？」


「うん。ほらぁ、開けてみてぇ」


促されて、リボンを解いて箱を開ける。


「かわいい」


箱の中にはヌイグルミがあった。


可愛らしいクマのヌイグルミで、箱から持ち上げた時に触った感触はふわふわもこもこ。


明るい茶金の毛並みにつぶらな黒い瞳。


首にはリボンではなく布が巻いてあった。


「この子、ルルみたい」


マフラーのように首に巻かれた布はルルが以前顔を隠すのに使っていた布と色が同じ黒だ。


わたしが両手で丁度抱き締められる大きさだ。


「そうだよぉ、オレがいない時は寂しいでしょ〜？　そういう時はオレと思って可愛がってねぇ」


ルルは基本的にわたしの傍にいてくれるけど、時々、オリバーさんに呼ばれたり、別の仕事で少しの間離れることがある。


確かにちょっと寂しいと感じていた。


でもこの子がいるなら、そう寂しくない。


「うん、大事にする。ありがとう、ルル」


名前は何がいいだろうか。


せっかくルルからもらったんだし、ルルの名前からつけてあげたい。


ルフェーヴル＝ニコルソン。


ルフェーヴルがルルだから、この子はニコルソンから取ってつけよう。


……そう、この子の名前はニコ。


「この子のなまえ、ニコにする」


ギュッと抱き締めるとふわふわもこもこの毛並みが頬に触れる。







    
  





「ニコ？」


「ルルのなまえ、ニコルソンから、ニコ」


「ああ、そういうことねぇ」


ルルがわたしの頭を撫でる。


「そーそー、そのヌイグルミいつも持っててくれると嬉しいなぁ」


ルルの言葉に頷き返す。


「うん、ニコもいっしょ」


「新しい友達が出来て良かったな」


お兄様が穏やかに笑う。


わたしはまだ五歳だから、ヌイグルミもお友達という捉え方なのかもしれない。


……お友達かあ。


よしよしとニコの頭を撫でる。


これからは、きっとこれが日常になる。


幸せな日常に。


＊　＊　＊　＊　＊


誕生日パーティーを開いて二時間ほど経った頃、リュシエンヌはうとうとと微睡まどろんだ後に眠りに落ちた。


今日は昼寝をしないでいたから限界が来たのだろう。


ニコと名前がつけられたクマのヌイグルミを抱えていたため、体が前方へ倒れることはなかったが、横にいたルフェーヴルに寄りかかった。


ルフェーヴルはそんなリュシエンヌを起こさないように立ち上がって、抱え上げると、ベッドまで運んでいった。


ぐっすりと眠っているようで起きる気配はない。


シーツをかけ、天蓋てんがいのカーテンを広げて外の光を遮ってやり、それからルフェーヴルは元の場所に戻ってきた。


「リュシエンヌが寝てしまったなら今日はもう終えるとしよう」


声を落としたアリスティードが言う。


ルフェーヴルが頷き、リニアとメルティが極力音を立てずにティーセットや並べられた菓子をサービスワゴンへ片付けていく。


部屋の飾り付けは今日一日そのままにしておこうというアリスティードの提案にリニアとメルティが頷いた。


「ところで、ルフェーヴル。あれはただのヌイグルミではないだろう？」


残されたティーカップで紅茶を飲んでいたルフェーヴルがアリスティードを見る。


「ん〜？　よく気付いたねぇ」


「ほんの微かに魔力の気配がしたからな」


ルフェーヴルがリュシエンヌに渡したヌイグルミからは本当に微かにだが魔力が感じられた。


「あれねぇ、ヌイグルミの位置がオレに分かるようになってるんだよぉ」


そろそろリュシエンヌの足の怪我が完治する。


そうなれば屋敷の敷地内と言ってもリュシエンヌの行動範囲が広がる。


ルフェーヴルは出来る限り傍にいるつもりだが、いつ何時でもいられるわけではない。


そういう時にリュシエンヌが屋敷のどこかに行ってしまった際に、ヌイグルミを持っていれば、いる場所が分かる。


「だからヌイグルミを持ってるように言ったのか」


「リュシーってああ見えて結構行動力があるからねぇ。一人じゃなぁんにも出来ないってわけじゃないんだよぉ」


「そうなのか？　だがいつもお前が世話を焼いているだろう？」


「あれはオレがしたくてやってるだけぇ」


実際、リュシエンヌはあの後宮で生き延びた。


ただ与えられるのを待つだけであったなら、リュシエンヌは早々に死んでいたか、もっと衰弱していただろう。


「とにかくぅ、リュシエンヌにはヌイグルミを持たせるようにしてあげてぇ」


そうすればリュシエンヌの居場所を把握出来る。


アリスティードは微妙な顔をしつつも頷き、リニアとメルティも静かに頷いたのだった。







リボンとドレス


誕生日を祝ってもらった翌日の午後。


お父様が言っていた通り、仕立て屋がやって来た。


歳の頃は四十代ほどでややふっくらとした顔立ちの、気の良さそうな女性だった。


一緒に来た数名のお針子達は二十代から三十代ほどくらいで、それぞれ動きやすそうなシンプルなワンピース姿である。


そして何故かお兄様もいる。


ここは広い応接室なのだけれど、さすがにわたしやルル、お兄様、リニアさんとメルティさん、仕立て屋の人々が集まると少し手狭に感じてしまう。


仕立て屋の人々は部屋に入ると礼を執る。


「王子殿下、王女殿下にご挨拶申し上げます」


全員頭を下げたままだ。


それにお兄様が頷いた。


「うむ、面を上げよ」


全員がゆっくりと顔を上げた。


「聞いているとは思うが、今日は妹のドレスを作りたい。だが生憎僕も妹もドレスに少し疎くてな、こういうものはその道の者に頼みたいんだ」


お兄様の横に座って頷く。


ちなみにルルはソファーの斜め後ろにいる。


女性はにこりと微笑んだ。


「そのようにおっしゃっていただけて光栄に存じます。このウィニー＝オルガ、非才の身ではございますが精一杯努めさせていただきます」


おっとりとした口調のおかげであまり怖くない。


女性、オルガさんが軽く手を叩く。


すると控えていたお針子達が何やら平たい箱をいくつもテーブルの上へ並べていった。


「こちらは国王陛下よりご注文いただきました王女様へのプレゼントでございます」


お針子達が箱を開けていく。


平たい箱の中には色とりどりのいくつものリボンが並んでおり、中には刺繍ししゅうのされたものもあった。


「リボンは全て最高級の生地でお作りしてあります。光沢を出すために絹を織り込んだり、華やかに刺繍を施したり、どのようなドレスにも合うようにとのことでしたので種類も色も豊富に揃えさせていただきました」


どうぞ、と手で示される。


ルルが箱を取ってくれたので、そこからリボンを一つ触ってみた。


ツルツルすべすべの感触は手触りが良く、光沢も綺麗で、糸の解れなどもない。


箱一つに同じ色のリボンが五本入っている。


そうして、その箱はパッと見ただけでもテーブルに七つほど並べられ、並び切れないものが更にいくつもお針子の手の上に重なっていた。


「……とてもきれいです」


「気に入ったか？」


「はい。……よういしてくださって、ありがとうございます」


オルガさんの表情が明るくなる。


「勿体ないお言葉でございます。私共は陛下の命でご用意させていただいたまで。どうぞ、そのお言葉は陛下へお伝えください」


「はい、そうします」


リボンの入った箱は部屋の隅に積み重ねられた。


それからお針子達がテキパキと衝立ついたてを部屋の隅に立てていく。


「それでは、まずは王女殿下の採寸をさせていただきます。あちらで行いますのでお待ちいただいている間、王子殿下はこちらのデザイン画をご覧ください」


頷き、ソファーから自力で下りる。


実は今朝、とうとうお医者様から歩いて良しと許可を出してもらえたのだ。


久しぶりに歩いて分かったけど、やっぱり大分足の筋肉が弱っていて、ゆっくりと歩いて衝立へ向かう。


わたしが転ばないようにルルが衝立の近くまで付き添ってくれて、衝立の奥はリニアさんが代わりについていてくれることになっている。


衝立の中には既に準備万端といった様子のお針子達がいて、衝立を動かして見えないようにすると、リニアさんと共にあっという間にわたしの着ていた服を脱がせてしまう。


……まあ、恥ずかしくはない。


言われるがままに立って、両手を左右に広げていると、お針子達が数人がかりでリボンみたいなものでわたしの体を採寸していく。あのリボンがメジャー代わりなんだろう。


全身を測られるので時間がかかるだろうと思っていたら、意外と早く終わった。


わたしの採寸を終えるとリニアさんが元の服を着せてくれる。


そうして衝立が動かされて、外へ出た。


「お疲れ様でございます」


ずっと側で待っていたらしいルルと共にソファーへ戻れば、メルティさんが果実水を渡してくれた。


ただ立ってるだけなのに結構疲れる。


果実水を飲むわたしにお兄様が振り向いた。


「リュシエンヌはどのようなドレスがいい？」


どのようなと言われても正直分からない。


本物のドレスなんて着たことないし、流行も分からないし、そもそも動き難い服は苦手だ。


……原作のリュシエンヌはものすごくゴテゴテした派手なドレスを着ていたっけ。


原作のリュシエンヌ＝ラ・ファイエットは美しく、常に豪奢ごうしゃなドレスと華美な装飾品を身につけていて、それでお父様やお兄様だけでなく、他の貴族からも顰蹙ひんしゅくを買っている風だった。


「うごきやすいのがいいです。ピカピカしたのも、ふわふわしたのもたくさんはいらないです」


……うん、正反対の服装にしよう。


幸い、わたしは派手なものよりシンプルなものの方が好きだ。


「かしこまりました。では、こちらのデザインはいかがでしょうか？」


差し出されたデザイン画をルルが受け取り渡してくれる。


紙に描かれたデザインはどれもシンプルだ。


フリルやリボンは最低限にして、レースを取り入れており、スカートの広がりもあまり大きすぎない。形は全体的に体に沿うものが多い。


良さそうなドレスのデザインに頷き返す。


「装飾品はどのようになさいますか？　ご入用でしたら我が商会にてご用意させていただきますが」


ドレスに装飾品といっても宝石の類は要らない。


どうしてもと言うならいくつかは持つけれど、出来れば普段はリボンがいい。


……リボンの方が楽だしね。


「キラキラ、ピカピカはいりません。リボンがいいです」


「妹は宝石や金銀細工のアクセサリーより、リボンの方が好きらしい」


わたしの言葉をお兄様が分かりやすく言い直す。


それにオルガさんが「まあ！」と声を上げた。


「陛下がリボンをとおっしゃられたのはそれが理由でございましたか。ではドレスに合うリボンも揃いでご用意させていただきます」


ニコニコと笑顔でオルガさんが言った。何でそんなに笑顔なのだろうか。


その後はお兄様だけでなくリニアさんやメルティさんも加わり、ドレスのデザイン画を見ていくつか選び、わたしに見せるという作業を繰り返した。


……一体何着作るつもり？


最低でも、もう十着分は選んでいる。


それでもまだ足りないのか、お兄様もオルガさんも熱心にドレスについて話している。


……疲れたなあ。


「リュシー、大丈夫ぅ？」


ルルが小声で話しかけてくる。


「つかれた」


素直に言えば苦笑された。


差し出されたお皿からクッキーを摘む。


別にわたし自身はさして動いていないのだけれど、これだけ大勢の人と接するのは初めてで気疲れしてしまったのかもしれない。


それにそろそろお昼寝の時間だ。


……眠い……。


頑張って起きていようとするが、瞼が閉じてしまいそうになる。


「ああ、リュシエンヌはもう限界か」


横にいたお兄様に気付かれた。


「ルフェーヴル、リュシエンヌを部屋で休ませてやってくれ」


お兄様の言葉にルルがわたしを抱き上げた。


「……おにいさまは？」


「僕はまだここにいるよ」


「おねがいします」


「ああ、可愛いドレスを選んでおくから、リュシエンヌはゆっくり休め」


お兄様に軽く頭を撫でられ、わたしは眠気を我慢しながら「しつれいします……」と退室の断りを入れる。


ルルに抱えられて応接室を出た辺りで記憶が途切れた。


＊　＊　＊　＊　＊


ルフェーヴルは眠りに落ちたリュシエンヌを運びながら、考えていた。


……ドレスねぇ。


本人が何も言わないのでルフェーヴルも黙っていたが、恐らく、リュシエンヌはあまりドレスが好きではない。


それに装飾品の類も。


今着ている服ですら、最初は酷く動き難そうに、落ち着かなさそうにしていた。


多分派手なものや動き難いものは苦手なのだろう。


しかし王女という身分である以上はドレスを身につけるしかない。


それをリュシエンヌも分かっているようで、ドレスに関しては華美でなければいいといった感じであった。


そのあまりの興味のなさにアリスティードと仕立て屋の方がドレス選びに熱中してしまっている。


リュシエンヌの部屋に到着し、扉を開けて、中へ入る。


大きなベッドへそっと寝かせてシーツをかける。


昨日渡したヌイグルミをリュシエンヌは、ルフェーヴルが言った通りにずっと抱えている。


さすがに入浴と食事の時は手離すが、それ以外では出来る限り一緒にいる。


子供向けのヌイグルミの中でも手触りの良いものを選んだが、正解だったようで、リュシエンヌはよくヌイグルミに顔を埋めるように抱き締める。


可愛らしいリュシエンヌが可愛らしいヌイグルミを抱えている様は、とてもかわいい。


他の侍女二人やアリスティードだけでなく、屋敷の使用人もヌイグルミを抱えるリュシエンヌを和やかな目で見ていた。


よしよしとリュシエンヌの頭を撫でてやる。


「……るる……」


眠ったままのリュシエンヌに名前を呼ばれる。


顔を覗き込めば、眉を寄せて、シーツを強く握っていた。


……嫌な夢でも見てる？


そうだとしたらリュシエンヌが見る悪夢というのは後宮でのことしか思いつかない。


大丈夫だと安心させるように背中を撫でてやれば、ギュッと握られていた手が少し弱まる。


寄せられていた眉も少しだけ和らいだ。


小さな体を丸めて眠るのは癖か。


大きなベッドの端、リュシエンヌは必ずルフェーヴルのいる方に寄って眠っている。


ベッドの真ん中で眠ったのは熱を出して意識が朦朧もうろうとしていた間だけだ。


眠るまで手を握っていてほしいと言われることも珍しくなく、ルフェーヴルも、リュシエンヌが深い眠りに入るまではいつもベッドの横にいる。


……あー、そうだったぁ。


眠るリュシエンヌの耳元に顔を寄せる。


「リュシー、大丈夫だよぉ。王も王妃も、王子や王女も、みぃ〜んな死んじゃったからねぇ。もうリュシーを虐める奴はいないよぉ」


眠っているから聞こえないだろう。


まだまだ痩せている頬をそっと撫でる。


するとリュシエンヌの顔がへにゃりと緩んだ。


「そうそう、リュシーはそういう顔をしてればいいんだよぉ」


何の苦労もなく、屈託のない笑顔。


それがルフェーヴルがずっと見ていたいと、そうであってほしいと思う顔だった。







家庭教師


仕立て屋をお屋敷に呼んでから二週間。


わたしはその間にルルから更にいくつか教わった。


一般常識や貴族の常識の他に、南方語も始まって、今は大体読み書きが出来るようになった。


ちなみに南方語は英語みたいなものだった。


前のわたしは外国語が苦手だったのだけれど、原作の影響なのか、それとも単にリュシエンヌ本来の学習力の高さのおかげなのか、あっという間に南方語も覚えられた。


ただ発音に関してはまだまだだけれど。


南方語が出来るようになったら、次は西方語、北方語、そして東方語と教えてくれるそうなので頑張ろう。


お兄様は公用語の他に南方語、北方語、西方語はもうほぼ完璧らしい。


「だけど東方語が難しくてな……。他の言語に比べて使う文字が格段に多いのと、発音が独特で苦労してる」


とのことだった。


原作では学院内で最優秀の成績を取るお兄様ですら苦戦するということは相当難しいのだろう。


それを人に教えられるくらい書いて読めて話せるルルは更に優秀ということか。


……いやでも、ルルが何歳で覚えたかによるよね。


そう思って聞いたところ、正式に勉強をしたのは八歳くらいだけど、その時にはどの国の言葉も日常会話くらいなら読み書き出来たし、話せたそうだ。


「どうやったらそんなに覚えられるの？」


わたしの疑問にルルは笑って「周りに色んな国の人間がいたからねぇ」と言った。


……何それ英才教育？


色んな国の人が周りにいたにしても、それだけで簡単に話せて読み書き出来るようになるわけがない。


きっと周りの人はルルに教えてくれただろうし、ルルも覚える努力をしたのだろう。


……原作のゲームってどの攻略対象も頭良かったっけ。隠しキャラのルルもやっぱりそうなんだろうな。


対抗馬としてのリュシエンヌわたしもそれなりに優秀な人間でないと張り合いがないということか。


このまま勉強を真面目にしていると恐らくヒロインちゃんと同じ成績上位者の特選クラスになる。


……いっそ学院では手を抜こうか？


しかしそうすると第一王女としての威厳も落ちるし、旧王家の血筋云々とか言われそうで、それも何だか面白くない。


とりあえず勉強は真面目にしておこう。


もし同じクラスになってもヒロインちゃんには関わらないようにすればいい話だ。


それにヒロインちゃんが攻略対象と恋仲になったら応援すればいいのだ。


敵意がないと示しておけばバッドエンドは避けられる、はず。


まあ、まだ十年もあるのだし、その辺りは追い追い考えるとしよう。


注文したドレスもこの二週間のうちに合わせたり調整したりと何度かお屋敷にオルガさんがお針子と一緒に訪れていたが、今日から出来上がり次第、順次届けられるそうだ。


今日は二着届いているが、まだ着ていない。


明日、お兄様の家庭教師が正式にわたしの家庭教師にもなるらしい。


そうなれば嫌でも毎日ドレスを着ることになるので、今日くらいは気楽なワンピースドレスで過ごしたかった。


わたしの部屋にお兄様が来ており、のんびりとティータイムを楽しむ。


後から知ったのだけれど、わたしが食べているお菓子には野菜もいくらか使われているそうだ。


食事量の少ないわたしのために、料理長とメイド長が話し合って、野菜入りのお菓子を考案してくれているそうで、一度、お礼を言いに行ったら驚かれたけど。


貴族や王族がわざわざ自分の足でお礼を言いに来ることはないそうで、普通は食事後などに呼びつけるものらしい。とても喜んでくれていた。


それに作ってくれる人達の顔を知っていた方が、食事やお菓子を食べる時に、もっと感謝の気持ちが湧く。


お兄様がクッキーを食べる。


「ん？　もしかしてこれ、ニンジン入りか？」


鮮やかなオレンジ色のジャムがのったクッキーだ。


お兄様が目を瞬かせて食べかけのそれを見ると、リニアさんが頷いた。


「はい、ニンジンとオレンジ、リンゴを使っております」


「そうか、ニンジンもこうすると美味しいな」


そう言って、お兄様は残りのクッキーも食べる。


「おにいさまはニンジンがきらいですか？」


わたしが問うと困ったような顔をされた。


「嫌いではないし、食べられるが、あの青臭さはちょっと苦手だな。……そういえばリュシエンヌはいつも残さず食べていたな？」


頷き返す。


「ここの食事はおいしいので、お野菜もがんばって食べます」


「リュシエンヌはいつも頑張ってるな」


「がんばる以外できることないから」


お父様やお兄様達に返せるものもないし。


今は何でも努力してみることにしている。


勉強も真面目に学ばないと、わたしが何か出来なかった時に、お父様が教育を満足にさせなかったからだと言われるかもしれない。


それが嫌で積極的に勉強している節はある。


だけどこの世界を知るのも楽しい。


だから勉強するのもつらくない。


「そんなことないよぉ。リュシーは毎日幸せそうに笑っていれば、それでいいんだからねぇ」


ルルが横に座ってクッキーを差し出してくる。


わたしの一番好きなラズベリーとクリームを挟んだクッキーを選ぶのがルルらしい。


それにそっとかじりつく。


前みたいにパクッと食いつくのはもうしない。


「そうだな、リュシエンヌが無理をする必要はない。つらいことや苦しいことがあったら、我慢せずに言うんだぞ」


お兄様がルルの言葉に頷きながら、また同じジャムののったクッキーを口にする。


「それで、家庭教師について知りたいんだったな」


クッキーを飲み込んで訊いてくるお兄様に頷く。


「はい、どんな人なのか知りたいです」


この二週間で前よりもしっかりと喋れるようになったと思う。


前はほとんど人と話すことがなくて喋るという行為そのものに慣れていなかったけれど、ここに来て人と話す時間が増えたからだろう。


まだたまに言葉に詰まることもあるが、舌がしっかりと動いて、口調がハッキリした。


……前は小声だったしね。


今もそんなに大きな声ではないが、以前の呟くような喋り方は卒業しつつある。


「僕の家庭教師をしてくれているのはミハイル＝ウォルト先生だ。ウォルト辺境伯の三男で、歳は二十七歳だったかな」


なるほど、七歳の子に二十七の先生か。


親子くらい歳が離れてるから険悪な雰囲気にはならなさそうだし、それくらいの年齢なら、子供が走り回っても追いつけそう。お兄様はそんなことしないだろうけど。


「奥さんも子供もいないんだっけぇ？」


「ミハイル先生は妻子はいないけど付き合っている女性がいるそうだ。本人から聞いた」


「そっかぁ、なら安心かなぁ」


ルルとお兄様が話してる。


……さすがに五歳と二十七歳はないかな。


取られたくないと思ってくれるのは嬉しい。


だからわたしはいつもルルに言うのだ。


「わたしが大好きなのはルルだけだよ」


そう言えばルルが喜んでくれる。


そう言えばルルは安心してくれる。


それならいくらでも好きだって言おう。


ルルの手を握ると、ルルも握り返してくれる。


こほん、と咳払いがした。


「あー、ミハイル先生は学院での成績も優秀で常に特選クラスだったそうだ。性格は僕が見た限りは穏やかで真面目な人だと思う。使用人にも丁寧な態度で接しているし、家庭教師以外でも普段は僕の側について色々と教えてくれるんだ」


お兄様がそこまで言うなら悪い人ではないのだろう。


……それにお兄様ってちょっと人の好き嫌いがハッキリしてるところがある。


あんまり好きじゃない人には必要以上関わらないし、逆に気に入った人にはかなり関わろうとする。


七歳だから別にそれくらい普通だと思ったけど、原作のアリスティードも自分が好いてるヒロインちゃんにはすごく甘くて、嫌いな義妹のリュシエンヌにはものすごく冷たかった。


既にこの頃にはその片鱗があったということだ。


「そばにいて？　おやしきにいるんですか？」


「家庭教師だからな」


「……？」


……どういうこと？


思わず首を傾げるとルルが教えてくれた。


「貴族の家庭教師ってねぇ、客人と使用人の中間みたいな立場なんだよぉ。雇われた先の家に住み込みで働くんだけどぉ、家の人間からしたら使用人で、使用人からしたら客人だから、微妙な立場なんだよねぇ」


「ああ、そうか、リュシエンヌは知らなかったのか」


ルルの言葉にお兄様が納得した風に頷く。


家庭教師は住み込みなのか。


貴族に勉強を教えるなら相応の教育を受けた人でなければいけないし、そうなるとどうしても貴族などになるし、使用人からしたら同じ主人に仕えると言っても同僚とは言い難いらしい。


「だがミハイル先生はうちの使用人達とも上手くやれているみたいだ」


お兄様の言葉にルルが「ふぅん」と呟く。


「というか、お前、屋敷の中をうろついてるなら見たことくらいあるだろう？」


「ん〜、見たことはあるかもねぇ。そのセンセーの外見的特徴は〜？」


「銀灰色の髪に青い瞳で、モノクルをかけている」


「……あ〜、そういえばいたねぇ」


ルルは見たことがあるらしい。


「ルルから見て、やさしそう？」


別にお兄様を疑っているわけではない。


ただ、ルルの方がその仕事柄、人の本質を見抜く力に長けているんじゃないかと思うのだ。


「優しそうというかぁ、ちょっと気弱そう？　ん〜、みんなが想像する貴族の魔法士らしい魔法士って感じかなぁ。線が細くてぇ、剣はあんまり得意じゃなさそうでぇ、魔力が多くてぇ、あんまり日に焼けてなくてぇ、顔立ちがいい魔法士？」


……ああ、そういうこと。


静かな文系の人みたいな感じか。


「まほうしはけんを使わないの？」


使えた方が良さそうな気はする。


「全く使えない人はいないと思うよぉ。単純に得手、不得手があるって感じぃ？　剣も人並みに扱えるけど魔法の方が得意みたいな。剣も魔法も使えないと困るからねぇ」


……それもそうか。


「絵本みたいなまほうしはいないの？」


「魔法だけでも十分戦えるって人はいるよぉ。宮廷魔法士なんかはそれに近いんじゃないかなぁ」


「そうなんだ」


……家庭教師の先生、魔法見せてくれるかな。


でも人の魔法についてあれこれ聞くのは良くないし、見せてとお願いするのも、失礼かもしれない。


……まあ、そのうち見られるよね。


魔法の勉強もしているのだ。


その機会はきっとこれからもあるはずだ。


「確かミハイル先生には僕くらいの姪がいるそうだし、きっと良くしてくれるさ」


お兄様が立ち上がってこちらに手を伸ばし、安心させるようにわたしの頭を撫でる。


今後は家庭教師の下で色々な方面を学んでいくことになるだろう。


ちょっと不安もあるが楽しみだ。


お兄様と一緒に授業を受けられるくらい学びたい。


学院では二つ上のお兄様とは学年が違うため、一緒に勉強することは出来ない。


きっと机を並べられるのは今だけだから。


＊　＊　＊　＊　＊


ミハイル＝ウォルトは扉の前に立ち、小さく深呼吸をした。


これから、第一王女殿下にお目にかかる。


国王陛下より話をされた時には「もう？」と疑問が湧いたものだ。


流れ聞こえてくる話や屋敷の使用人の噂話を聞く限り、王女殿下はまだ五歳だという。


それも養子として引き取られてから一月も経っていない。


聞くところによると王女殿下は旧王家にて虐待されて育ち、まともな教育も受けていないそうだ。


……手に負える子供かどうか。


それでも受けようと思った理由は、王女殿下が非常に珍しい魔力を持たない人間であったからだ。


少なくとも、そのような人間は聞いたことがない。


扉の前で魔力の気配を探れば、室内には四つの魔力の気配があり、内一つは教え子の第一王子殿下のものである。


そのうちの更に二つは使用人か。あまり魔力が大きくない。


残りの一つは人並みより少しある程度だ。


もう一度深呼吸をする。


そして扉を叩いた。


「ウォルトでございます」


内側から扉が開かれ、侍女だろう女性がミハイルに道を譲るために脇へ避けた。


それに目礼を返し、ミハイルは室内へ入る。


すぐに顔を下げて礼を執る。


「王子殿下、王女殿下にご挨拶申し上げます。ウォルト辺境伯の三男、ミハイル＝ウォルトと申します」


挨拶を行えば、聞き慣れた声がかけられる。


「ウォルト先生、顔を上げてくれ」


そっと顔を上げれば最初に目に飛び込んできたのは幼い少女だった。


柔らかなダークブラウンの長い髪に、旧王家特有の神秘的な琥珀の瞳。青白いほど透き通った肌。顔立ちははっきりとして愛らしく、小柄で、子供なのに全体的に華奢な印象を受けた。


可愛らしいクマのヌイグルミを抱えている。


その少女の横に教え子がいることから、その子が第一王女殿下で間違いないようだった。


「こちらが僕の家庭教師をしてくれているミハイル先生だ。ミハイル先生、この子が僕の妹のリュシエンヌだ」


目が合うと、王女殿下が口を開く。


「リュシエンヌ＝ラ・ファイエットです。きょうは足をはこんでくださり、ありがとうございます。どうぞ、こちらへおかけください」


子供特有の回りきっていない舌で、それでも王女殿下はハキハキと名前を名乗り、労いの言葉をかけてきた。


それに内心で驚きながらも頷いた。


「それではお言葉に甘えさせていただきます」


ソファーへ腰掛ければ侍女が紅茶を用意してくれる。


それに礼を述べて一口飲んだ。


国王陛下からは侍従から少し教育を受けただけだと聞いていたが、想像していたものとは違う。


子供にありがちな落ち着きのなさもない。


七歳のアリスティードも同年代の子供と比べて落ち着いているが、王女殿下もそうなのかもしれない。


少なくとも旧王族にありがちな尊大さや傲慢さは感じられなかった。


「本日よりアリスティード様と王女殿下の家庭教師を兼任させていただきますが、王女殿下の授業は明日から行いたいと思っております」


「はい、分かりました。わたしのことは、おにいさまと同じようにリュシエンヌと呼んでください」


「かしこまりました、リュシエンヌ様。では私のことはミハイルとお呼びください。これからよろしくお願いいたします」


「こちらこそよろしくおねがいします、ミハイル先生」


高い澄んだ声が返事をする。


その内容はきちんと自分で考えてのものだろう。


ミハイルはアリスティードと初めてお会いした時を思い出す。


……あの時も歳に不相応なほど落ち着いて子供らしくなく見えたが、王女殿下、リュシエンヌ様もよく似ている。


もし何も教育を受けていない状態から一月足らずでここまで成長したのであれば、なかなかに優秀な人物と言えよう。


「今後の授業の参考にしますので、まずはリュシエンヌ様が今日までどのような学習をされたかお聞かせ願えますでしょうか？」


陛下からは基本的なことから教えるようにと告げられているが、これを見る限り、礼儀作法も「椅子に乱暴に座らない」「人が話している途中に遮らない」などといった初歩の初歩から始める必要はなさそうだ。


気になる点はその都度、教えていく方がいい。


最初に全て説明したところで覚えるのは難しい。


リュシエンヌが侍女に声をかける。


「おべんきょうに使っている本をもってきてください」


「はい」


侍女が言われた通りに数冊の本を持って来た。


テーブルに置かれたそれを見るように促され、一冊手に取って開いてみる。


……これは、文字？


拙つたないものだが確かに基本文字であった。


ページを捲っていく度に文字の形が整っていく。


「わたしは今日まで、いっぱんじょうしきと、きぞくのじょうしき、食事の作法、まほうについて、そして公用語と南方語を学びました。南方語はまだうまくしゃべれなくてとちゅうですが、よんだり書いたりはほぼできます」


慌てて他の本に目を通してみれば、それぞれの本に一般常識やマナー、貴族特有のルール、魔法についての基礎的な知識などが公用語で書き込まれていた。


本人の言った通り、南方語もほぼ出来ている。


しかも本の内容はどれも分かりやすく纏まとめられており、勉強の過程も把握しやすい状態だった。


「リュシエンヌ様はとても勤勉なのですね」


初めて顔を合わせた頃のアリスティードだったとしても、一月足らずでここまで習ったことを身につけるのは難しいだろう。


アリスティードは自分の生まれに誇りを持ち、貴族の義務や責任をきちんと理解しているが、それでもまだまだ遊びたい盛りの子供であるし、当時もそうであった。


長時間机に向かう集中力がなくて苦労した。


だが、この本からはアリスティードとは逆の性格が窺うかがえる。


学ぶことが好きで、恐らく机に向かうのは苦じゃなく、知識欲が強い。


まだ少し拙さのある公用語は丁寧に書かれている。


それでも、所々にあるお世辞にも上手いとは言えない絵に子供らしさが垣間見える。


「リュシエンヌは教えたことはすぐ覚えるし、勉強も好きで、礼儀作法も最近はかなり良くなったんだ」


アリスティードがさも自分のことのようにリュシエンヌの自慢をする姿に、ミハイルは思わず微笑んだ。


兄妹仲もかなり良いらしい。


不仲な兄弟間で家庭教師の取り合いというのもあるが、あれは非常に扱いに困る。


しかしこの二人の間でそれはなさそうだ。


「それは素晴らしいですね。ではリュシエンヌ様にお聞きしますが、貴族がハンカチを人に投げた場合、それはどのような意味になりますか？」


「なげた人が相手にけっとうを申し入れるといういみです。けっとうは、りゆうがないかぎり、申し入れられたら受けなければならないものです」


「何故でしょう？」


「ことわれば、けっとうからにげたと笑われて、いえの名前にキズがつくからです」


……なるほど、理由までもう勉強されている。


大抵、子供のうちはしてはならないことを優先して覚えさせるが、理由については後回しにされることも多い。


ただ大人から教えられた『ダメなこと』だから、やらない。してはいけない。


そのような覚え方では子供の成長には繋がらないとミハイルは考えていた。


「決闘について、リュシエンヌ様はどのように考えていらっしゃるのでしょう？」


一を知って一を考えるだけでは育たない。


そこから自分で考え、更に知り、学べなければ人は成長しない。


だからこそ、考えるという行為は重要である。


リュシエンヌはミハイルの問いに少しだけ考える仕草をすると、躊躇ためらいがちに答えた。


「とてもかんたんで、分かりやすい方法だと思います」


「と、おっしゃいますと？」


「おはなしすることで分かり合えることもあります。でも、やりたいことや考えがちがって、分かり合えないときは、どっちかががまんするしかないです。だけどどっちもがまんしたくない。だから、たたかって、どっちががまんするか決めるんです」


「そうですね、決闘は勝者と敗者を決めるもの。原始的な方法ではありますが、同時に誰の目から見ても勝敗が分かりやすい方法でもあります」


……なかなか教え甲斐のありそうな方だ。


「リュシエンヌ様は学び始めたばかりということでしたが、この御様子でしたら、普通の貴族の勉強から始めても問題ないでしょう」


「明日からそのようにいたします」と告げたミハイルにリュシエンヌはしっかりと頷いた。
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お兄様とミハイル先生が部屋を出て行った。


扉が閉まり、ホッと息を吐く。


先ほど会ったミハイル先生は優しそうな人だった。


銀灰色の長い髪を後ろで緩く編んでおり、ややたれ気味の瞳は青色で、線の細い、繊細な顔立ちをしていた。


貴族というのは大体、顔がいいのだろう。


確かにパッと見た感じは剣よりも魔法が似合いそうで、着ているローブからしても、魔法士らしい。


ルルの言う通り、みんなが想像する魔法士らしい魔法士というのは間違いではなかった。


お父様やオリバーさんも細身に感じていたけれど、ミハイル先生と見比べると、二人の方が体つきががっちりしている。多分、お父様は剣も扱えるんだろう。


「大丈夫ぅ？　怖くなかったぁ？」


ルルの問いに頷き返す。


「ちょっときんちょうしたけど、こわくなかったよ」


「そっかぁ、良かったねぇ」


それにミハイル先生は質問したり、相槌を打ったりしている間も、真面目だった。


子供だからとか、旧王家の人間だからとか、そういう目でわたしを見なかった。


一人の生徒に接する感じだった。


こちらが話している間も急かさず、待っていてくれたので、おかげでわたしも話しやすかった。


「あのセンセー、魔法は強いっぽいけどぉ、多分実戦経験がまだまだ足りてないねぇ」


ルルのその言葉に首を傾げる。


「そうなの？」


「うん、オレが魔力絞ってることに気付いてないみたいだったしぃ。まあ、家庭教師ならそこまでの実力は必要ないのかなぁ」


「まりょくをしぼる？」


……どういうこと？


ルルを見上げれば頭を撫でられる。


「オレ、そこそこ魔力があるんだけどねぇ、普段は人並みかちょ〜っと上くらいまで、体の外に流れる魔力を抑えてるんだよぉ。仕事中は完全に隠しちゃうしぃ」


「おさえると何がちがうの？」


「ん〜、実力が分かり難くなるかなぁ。ウサギと思ってたらオオカミでしたぁ的な〜？　実力を隠して近付いてくる奴は警戒しないとねぇ」


「いい人はだましたりしないから？」


「そうそう〜、オレみたいな奴ねぇ」


……そこは否定しないんだ。


でもルルは暗殺者だから実力を隠すのは当然なような気もするし、そもそもルルが人に自分の実力というか、手の内を見せるってこと自体あんまりなさそう。


いつもふらふらヘラヘラしてて、ちょっと得体の知れない感じがルルなのだ。


「ルルから見てミハイル先生はどう？」


ルルが「そうだねぇ」と言う。


「センセーとしては良いかもねぇ。魔力の感じからして性格も穏やかそうだしぃ、リュシーの家庭教師になることも前向きに考えてるみたいだしぃ、リュシーに敵意も害意もなさそうだよぉ」


確かに、と頷き返す。


ミハイル先生は最初からわたしに対して否定的な様子がなかった。


少し観察するような視線や雰囲気はあったけれど、それは初めて会うわたしがどのような人間なのか知ろうとしてる風だった。


それにお兄様で慣れているのか、王女のわたしにも普通に接してくれたのもいいと思う。


少し丁寧過ぎるような気もしたけれど、王女への対応として見ればそういうものだろう。


「おべんきょう、がんばるね」


よし、と気合を入れたわたしにルルが笑う。


「リュシーは勉強好きだよねぇ」


前のわたしはあんまり勉強が好きじゃなかった。


だけど今は、勉強の機会があるということがどれだけ恵まれたことなのか知っているから。


たとえ将来必要のないことだったとしても知りたい。


「うん、いろんなことを知りたい」


「何でぇ？」


……何で？


うーん、と考えてみる。


知りたいというのは好奇心だ。


でも後宮にいた頃は外の世界や他の人のことを知りたいと思わなかった。


外の世界を知りたい理由……。


「ルルがいるから？」


わたしの言葉にルルが「オレ？」と自分を示す。


「うん、たぶん、ルルがいるばしょだから知りたいの。ルルと会うまでは外なんてどうでもよかったもん」


好きな人が生きる世界だからわたしも生きたい。


好きな人が育った世界だからわたしも見たい。


どんなものがあって、どんな人達が暮らしていて、どんな文化があって、どんな世界なのか。


「ルルがいっしょにいてくれるから、毎日たのしいの」


一人だったらきっとこうはならなかった。


原作それを知ってるから。


わたしにとってルルは奇跡そのもので。


ルルがいるから世界を知りたいと思う。


結局、わたしの基準はルルなんだろうな。


「オレもリュシーと一緒にいて毎日楽しいよぉ」


ルルの言葉にわたしは笑う。


ずっとそうだったらいいなと、希望を込めて。
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翌日からミハイル先生の授業は始まった。


どうやらお兄様と時間をずらして行うようで、わたしが授業を受けている間、お兄様は剣の鍛錬やダンスの練習の時間になっているらしい。


授業は図書室で行われる。


初めての授業にドキドキしながらルルとメルティさんの三人で図書室へ向かう。


実は二週間の間に、お兄様にお屋敷の中を案内してもらったのだ。


まだ知らない場所も沢山あるけれど、前よりはお屋敷のことを知っている。


出歩くことはまだあまりないが。


図書室に着き、わたしの代わりにメルティさんが扉を叩いてくれた。


わたしだと叩いても音が全然響かないのだ。


「どうぞ」


中からくぐもった声がする。


メルティさんが扉を開けてくれた。


「ありがとうございます。……失礼します」


一応声をかけて中へ入る。


広い図書室の真ん中にある大きなテーブルの傍にミハイル先生がいて、こちらを見た。


……先生の方が早かったみたいだ。


「おまたせしました」


歩いて近付いていくと、ミハイル先生が腰を折る。


「いえ、私も先ほど着いたばかりでございます。リュシエンヌ様は時間通りにいらしたので、謝罪される必要はありません」


にこ、と微笑みかけられてわたしも笑い返す。


「わかりました。それとミハイル先生、わたしにはおにいさまと同じように話してください」


「かしこまりました。……今後はそのようにしましょう」


どうぞと椅子を勧められる。


ルルが魔法でクッションを取り出すと、その椅子に敷き、わたしを抱き上げるとその上に座らせた。


クッションを下に敷いて、丁度良い高さになっている。


そのまま座ったら恐らく机が高くて勉強し難かっただろう。


「ルル、ありがとう」


小声で言えば「どういたしましてぇ」と返ってくる。


そうして、ルルが本やインク壺、ペンなどを取り出して、メルティさんがわたしの前にそれを整えて置いた。


それからルルはわたしの斜め後ろに、メルティさんは近くの本棚の辺りに控える。


……ノート代わりの本に、ペン、インク、メモ用の紙。よし、必要なものは揃っている。


今まで抱えていたニコは隣の椅子に座らせた。


「では、授業を始めます」


準備が整うのを待っていてくれたミハイル先生が言う。


それにわたしも頷き返した。


「はい、よろしくおねがいします」


本を開いて、ペンを持つ。


ミハイル先生がクルクルと手に持っていた筒を動かすと、長い紙が下に垂れる。


そこには公用語で表が書かれていた。


「今日は貴族の爵位と教育について説明します。爵位については既に知っておられますか？」


質問に頷いた。


「はい、きぞくは下から、だんしゃく、ししゃく、はくしゃく、へんきょうはく、こうしゃく、もう一つ上のこうしゃくがあります。だんしゃくの下に、じゅんだんしゃくと、きししゃくいがあって、その二つは一代かぎりです」


「ええ、その通りです。そして公爵家の更に上に王族、つまり陛下やアリスティード様、リュシエンヌ様がおられます」


前にルルから爵位について教えてもらった。


だから覚えている。


「しかし貴族と言っても上下があります。騎士、準男爵、男爵、子爵は我が国では下位貴族、伯爵、辺境伯、候爵、公爵は上位貴族と分かれています」


表の伯爵位と子爵位の間をミハイル先生が手で示す。


上は上位貴族で、下は下位貴族。


分かりやすい分け方だった。


しかし貴族の爵位というだけでも身分が分かれているのに、更にまた、分け方があるらしい。


「どうして分かれているんですか？」


ミハイル先生が微笑を深めた。


「実は、下位貴族と上位貴族では求められる礼儀作法やマナーなどの教養に差があるのです。それだけでなく、婚姻するにはあまり身分の差が開き過ぎない方が良いとされています。そのため下位貴族はたとえ上位貴族と結婚出来たとしても、伯爵家までで、その更に上の爵位の家に嫁いだり婿入りしたりすることは滅多にありません」


「……けっこんしても、きょうようがちがうからですか？」


「そうです」


「どうして同じきょうようではないんですか？」


ミハイル先生が嬉しそうに頷いた。


「そこに疑問を感じるとは、素晴らしいですね」


手に持っていた表をテーブルの上へ置くと、ミハイル先生が別の筒を持ち出して、両手に一つずつ持つと、器用に紙を垂らしていく。


そこには何やら沢山の数字が書かれている。


右手に持ったものは長く、左手の方が短い。


「ここにあるのは一般的な伯爵家と男爵家が一人の子供に一年間教育を施した際にかかる金額です。リュシエンヌ様から見て私の右手にあるものは伯爵家の、左手にあるものは男爵家です。まず、ご覧になってどのように感じますか？」


幸いなことにこの世界の数字は元の世界で広く使われているものと同じなので、数字を読み取ることが出来る。


でも読み取らなくとも一目で分かる。


「だんしゃくけの方がみじかいので、かかっているお金が少ないです」


「はい、そうです。上位貴族と下位貴族では教育にかかる費用にも差があります。それは上位貴族の方が下位貴族よりも学ぶべき事柄が多いという点と、もう一つ、領地などの収入にも差があるからです」


……収入の差？


「領地を持たない家もありますが、基本的に貴族は領地を持っています。しかしその領地から得られる収入には差が出ます。上位貴族の治める領地の方が、下位貴族の治める領地よりも得られる税が多いのです。……さて、もしこの状態で下位貴族にも上位貴族と同じ教育をさせたらどうなるでしょう？」


「……お金が足りないか、足りても、生活がくるしくなります」


「ええ、そうなのです。ですから、あえて上位と下位という区切りをつくることで教育の範囲を分けて、家にかかる負担が減るような仕組みとなっております。子爵家はともかく、男爵家になると、婚姻を結ぶのは大抵同じ下位貴族か豪商が多いので、必要最低限の教育だけで済まされることも珍しくないのです。逆に上位貴族は王族と結婚する可能性もあるため、教育内容はどうしても多くなります」


……そっか、そういうことか。


そもそも子供の将来が違うのか。


例えば年間収入が三百万円の男爵家と一千万円の伯爵家があったとして、男爵家の子供はやがて子爵家と、伯爵家の子供は侯爵家と結婚することが決まっていたとする。


一千万円の伯爵家の子供の教育に年間二百万かかるとして、もしも国がそれを基準としてもう片方の家にも同じだけの教育を求めたとする。


そうしたら男爵家の方は家計が圧迫される。


生きていくのも難しくなる。


ハッキリ言って立ち行かなくなる。


それに同じ下位貴族同士で結婚するのに、上位貴族の教育を施したところで意味はあまりない。


それならば最初から身分を分けて、生まれた家柄によって施される教育の程度と費用が定められる。


例えば男爵家なら子供の教育費用に三十から五十万、といった具合に収入に合わせて割合を下げるのだ。


「これは法で明確に定められたものではないため、裕福な子爵家が上位貴族の教育を子供に受けさせることも可能です」


「……ほうりつじゃないんですか？」


「何と申しましょうか、古き時代からある不文律のようなものです。本当に貧乏な家では最低限の教育すら難しいところも少なくないため、法として明確にするのは難しい問題だからです」


本にメモを取りながら考える。


「きょういくを受けないこどももいるんですか？」


「はい、爵位が低い家ほどその傾向は強くなります。嫡男以外には家庭教師をつけない、という家も多いですよ」


「ぜったいにべんきょうさせなさい、ということではないんですね……」


「ええ、残念ながら」


ミハイル先生が紙を巻き戻していく。


そして最初の表を持ち上げた。


「そういった点から、上位貴族のお茶会では上位貴族のみ集めます。下位貴族のお茶会もそうです」


「上位きぞくは行ってはダメなのですか？」


「禁止はされていませんが、行くのは控えるべきでしょう。お茶会の品位にも格差がありますので、上位貴族が下位貴族のお茶会に参加するとなれば、主催側が上位貴族に合わせたおもてなしをしなければならなくなります。食器から飾り、提供する菓子、茶会で使用する家具などを上位貴族に合わせて揃えるとなると、下位貴族にとっては大きな負担となってしまいます」


「分かりました」


……あれ？


「そうなると、おうぞくはどこも行けないのでは？」


ミハイル先生がちょっと困ったような顔をした。


「一応、上位貴族主催であれば王族も参加出来ます。しかし基本的には侯爵以上の家柄に限られてくるでしょう」


「おうぞくに合わせてよういするから？」


「ええ、伯爵家では少々難しいと思います」


それから「しかし……」と言葉が続けられる。


「現状、リュシエンヌ様がどこかの家に招待されることはありません。まだどの家とも交流されておらず、招待状を送れる者がいないからです。そして舞踏会などのパーティーのデビュタントは十六歳、王族だとしても十二歳からなので、それまでは参加するとしても小さなお茶会のみとなります」


つまり、今のところ、わたしはどこかの家に招待されてお茶会だのパーティーだのに出ることはない。


……そもそも出たいとも思わないけど。


「さて、話を爵位に戻しましょう。爵位を与えることが出来るのは国王陛下のみです。そして新たな爵位を与えられた場合、複数の爵位を持つことになります」


持っていた表をミハイル先生が指で示す。


「例えば男爵位の者が功績を上げて子爵位を授かった場合、その者は子爵家となりますが、同時に以前の男爵位も保たれるのです」


「その人がはくしゃくになったら、はくしゃくけだけど、ししゃくいと、だんしゃくいも持つの？」


「はい、そのようになります」


それは面白いなと思う。


よく軍隊とかだと出世して階級が上がっていくが、貴族では以前の爵位も持ったまま、次の爵位も授かることになる。


そうなれば、男爵で貰った土地を保有したまま子爵位を授かり、子爵家となって、新しい領地ももらえれば、保有する領地が広がり、それだけ税収も上がる。


「……そっか、だからしゃくいが高い家はぜいしゅうもたくさんあるんだ」


……なるほど、面白い仕組みである。


昇進したらもらえる給料が値上がりするのではなく、今もらっている給料に、それとは別の給料が上乗せされていく形になる。


でもよほどの功績がないと爵位は授かれないだろう。


「ミハイル先生、しつもんがあります」


「はい、何でしょう？」


わたしが手を挙げるとミハイル先生が小首を傾げた。


「ファイエットはこうしゃくいです。ほかにも一つ上のこうしゃくけがあったのに、どうしてファイエットがあたらしい王家になったんですか」


ピシリとミハイル先生の笑顔が一瞬固まった。


「おとうさまがクーデターのリーダーをつとめていたから、あたらしい王さまになったのだと聞きました。でも、ほかのこうしゃくけの人の方が、みぶんが上で、王さまになるならほかのこうしゃくけの方がふさわしいのではと思うんです」


ミハイル先生が考えるようにわたしの顔を見た。


それから、小さく息を吐いた。


「クーデターについてご存じでしたか」


「はい」


「それについて、リュシエンヌ様は、その、国王陛下のことを……」


「クーデターについては、わたしはなっとくしています。わるいのは前の王家です。クーデターがおきたのは、仕方がないことです。それにわたしは前の王家の人たちとはなかよくなかったので、おとうさまをわるく思ったりもしていません」


「そうですか……」


どこかホッとした表情でミハイル先生が呟く。


そして、一度軽く咳払いをしてから背筋を伸ばすと、真っ直ぐにわたしを見た。


「クーデターのことをご存じであれば隠す必要はないでしょう。……ファイエット侯爵家が新しい王族となれた理由は『王族の血を引きながらも、その血が濃過ぎなかったため』です。公爵家では王家の血があまりにも濃い。それでは民衆も納得し難いものです。しかし、ファイエット侯爵家は王族と貴族の血を引きながらも、ここ数代、王家から王女が降嫁されたこともないため、それなりに血筋が離れています」


「ちが、ちかすぎたから、ほかのこうしゃくけはダメだった？」


「はい。それにファイエット家は建国時から存在する歴史のある貴族でありながら、その祖は平民だったということもあり、民衆に受け入れられやすいという側面もあります」


平民から貴族になり、王族の血も入っているけど、他の貴族の血もあり、それでいて旧王族の血は数代入っていない。


爵位的にも血筋的にも『丁度良い』のがファイエット侯爵家だった。


お父様はそれも理解した上でクーデターのリーダーとなり、王位の簒奪さんだつという泥を被って、新しい国王となったのだろうか。


「ありがとうございます。ふしぎに思っていたことが分かってスッキリしました」


そうだとしたら、わたしはお父様を尊敬する。


きっととても悩んだだろう。


主君を殺してその地位を奪うだなんて。


それでもお父様はクーデターのリーダーになった。


自分の汚名よりも、国を、民を優先した。


そうしてわたしはその娘になった。


なら、今のわたしに出来ることは、お父様の判断は正しかったのだと言うことだけだ。


他の誰でもない、旧王家の生き残りであるわたしが、旧王家の間違いを認める。


きっと、それくらいしか出来ることはない。


「わたしは、おとうさまのはんだんは正しいと思います。前の王家はそうされてとうぜんでした」


何より、わたしはそのお父様の判断で救われた。


だからお父様を非難する気は全くない。


それどころかあの後宮じごくから抜け出す機会をくれた上に、こうして何不自由ない暮らしを与えてくれた。


「リュシエンヌ様がそのようにおっしゃってくだされば、きっと陛下のお心も軽くなることでしょう」


ミハイル先生の言葉にわたしは小さく笑う。


……そうだといいな。


ルルが頭を撫でてくれたのでルルにも笑い返す。


細められる灰色の瞳の眼差しがどこかくすぐったく感じて、わたしは前を向く。


「それできぞくのしゃくいですが、身分にさがあると、してはいけないことや、ゆるされることもちがうと聞きました」


「ああ、それについてもご説明しましょう」


ミハイル先生も元の態度に戻ってくれた。


「貴族の中でも身分差があり、それは平民と貴族の差とは違いますが、格差があります」


手に持っていた表の書かれた紙を丸めながら、ミハイル先生が話し始めた。


「例えば挨拶ですが、基本的に下の者から上の者に話しかけてはいけません。知人や友人であれば許されることもありますが、どうしても挨拶をしたい場合は誰かに中継ぎ、つまり紹介してもらう必要があります」


それに頷く。


だからお屋敷で使用人とすれ違っても、みんな頭を下げて、静かにわたしが通り過ぎるのを待つ。


わたしが話しかけない限り、口を開かない。


「そして、上の者が下の者に無礼を働いたとしても、多少のことであれば罪に問われないというものもあります」


「たしょうのぶれいとは、どういったことですか？」


「それは……」


ミハイル先生が一瞬言葉に詰まり、けれどそのまま言葉を続けた。


「多少の幅は人それぞれですので難しいですが、私が見てきた中では、公爵家の御令嬢が、伯爵家の御令嬢に暴力を振るっても罰されないということがありました」


「ぼうりょくは、はんざいです」


「ええ、その通りです。しかし、伯爵家は公爵家に睨まれるのを恐れ、口を噤つぐみました。ただし暴力を振るっていた公爵令嬢は、そのせいかなかなか嫁ぎ先が見つからず、結局二十歳を過ぎてからやっとどこかの伯爵家に嫁いだそうですが」


身分が下の者は、身分の高い者に従うしかない。


そうして理不尽なことにも耐えなければならない。


「でも、それはゆるされていることではないと思います」


「そうですね、被害者の方が力が弱く、それ故に告発されていないだけの話なのです。そしてこれは貴族と王族も同じです。貴族はよほどのことがない限り、王族には従わなければなりません」


「……わたしはそんなこと、したくないです」


……それはとても卑怯なことだ。


わたしが王妃達から受けていた虐待と変わらない。


「そのお気持ちを忘れないでください」


ミハイル先生の真剣な声に深く頷いた。


「他に質問はございますか？」


「いえ、ありません」


もし疑問が湧けば、その時にまた質問するだろう。


ミハイル先生が頷いた。


「では現在の王族の王位継承権についてもお話ししておきましょう」


少しだけ声を落としたミハイル先生が言う。


「おういけいしょうけん……」


「次の王になる権利です。継承権には順位があります。これは貴族と同様に、正妻、王家では王妃の子から継承権を得ることになります」


「そくひが、先に子どもを生んだらどうなりますか？」


「その際でも王妃の子の順位が優先されます。血筋の問題ですから」


生まれた順に第一位、第二位ではないのか。


「第一王子が側妃の子、第二王子が王妃の子であった場合、我が国では、第一王子のみの時には第一王子が第一位、王妃の子である第二王子が生まれたら、順位が入れ替わり、第一王子が第二位、第二王子が第一位となります」


「だいさん王子がおうひの子だったら？」


「第一王子は第三位、第二王子が第一位、第三王子が第二位となるでしょう」


王妃の血筋が優先されるということか。


側妃の子は王妃の子が生まれるほど順位が下がっていくので、王位からは遠退く。


「しかし現在はこの限りではありません」


ミハイル先生の言葉に首を傾げる。


「どういうことですか？」


「王位継承権は血統を重んじています。しかし、新王家は違います。貴族の血と王家の血の両方を受け継いでおりますが、先に申し上げた通り、数代ほど直系の王族の血を入れておりませんので、王位を継承するには少々問題があるのです」


「……ちすじで考えると、他のこうしゃくけの方がちすじがこいから？」


「はい、そうです。ですが今回は旧王家の血筋から離れる目的もあるため、公爵家は除外され、現国王陛下の御子であるアリスティード様に継承権が優先されます」


「ここまではよろしいですか」と問われて頷いた。


本来は血統を重んじる王位継承権だが、クーデターにより王位を簒奪さんだつされ、新しい王となったので今までの血統が基準ではなくなった。


そして旧王家の血筋が濃い公爵家の者は外された。


「わたしはどうなりますか？」


旧王家の生き残りである。


「リュシエンヌ様は継承権第二位となります」


「でも、わたしは前の王家のちすじです」


「恐れながら家庭教師になる際にリュシエンヌ様の出自に関して聞き及んでおります。血筋で申し上げればリュシエンヌ様は公爵家よりも下に位置します。理由はお母君が伯爵家のご令嬢であるからです」


「こうしゃくけと王家のあいだに生まれた子と、はくしゃくけと王家のあいだに生まれたわたしでは、わたしの方がけっとうがひくいんですね」


「はい、おっしゃる通りです」


いくら王家が王女としてわたしを引き取っていたとしても、血筋では公爵家と王家の血を引く子供の方が血統が良い。


わたしは伯爵家と王家との子供だ。


「けれども、現在リュシエンヌ様は王家の養女となっております。たとえ公爵家と王家の間に生まれた子でも、公爵家は公爵家、臣下に変わりはありません。そしてリュシエンヌ様は第一王女です。王女と臣下では王女が優先されます」


「……けいしょうけん、だいいちいは、おにいさま？」


「はい。現在、第一位は第一王子であるアリスティード様です」


ええっと、もう一度整理してみよう。


本来、王位継承権は血統を重んじる。


だけど今回のクーデターでファイエット家が新しい王家の血筋になった。


それにより旧王家の濃い血筋から離れなければならないため、王家より降嫁もしくは婿入りの多い公爵家は継承権を下げる必要があった。


そして直系の血筋を数代入れていないファイエット家の嫡男、今の第一王子であるお兄様は継承権第一位。旧王家の血筋は濃いが養女になった第一王女のわたしが継承権第二位。


恐らく公爵家の継承権はあったとしてもその下。


「わたし、けいしょうけん、いらないです」


王様になってもわたしに良いことはない。


「リュシエンヌ様がそのようにお考えで、国王陛下のお許しがいただけるようでしたら、継承権の放棄も出来ます」


「ほうきしたら、けいしょうけんはなくなりますか？」


「はい、なくなります。そして継承権を放棄すると、リュシエンヌ様は王位を得ることはありません」


……よし、継承権放棄しよう。


ルルを見上げれば、ルルがうんうんと頷いた。


そもそもわたしは将来子供を残すことも良しとされていないので、早々に継承権を放棄すれば、お兄様の立場を脅かす心配もない。


「王位継承権を放棄しても、王族であることに代わりはありませんが、十二歳の準成人までは継承権を放棄することは出来ません」


「じゃあ十二さいになったら、ほうきします」


それまでは第二位だけど、王位に興味ありませんって主張していれば大丈夫だろうか。


まあ、血筋の問題を考えればわたしはない。


だってわたしを王位に据えてしまったら、結局、また旧王家の血筋に戻ってしまう。


「それでは、一度休憩にいたしましょう」


ミハイル先生の言葉にホッと肩の力を抜いた。


最初の授業はこんな感じで進んでいくらしい。


ちなみに授業は一時間区切りで、違う内容を並行して学んでいく、学校の授業と同じ形式だった。


何でも学院と同じようにしているそうだ。


そうすれば、学院に入学した時に、授業の時間割などで戸惑うことがないのだとか。


「次に魔法とスキル、それから洗礼について学びましょう」


少しの休憩の後、ミハイル先生はそう言った。


この世界には魔法がある。


魔法というのはやっぱり特別だ。


たとえ魔力がないわたしでは使えないと分かっていても、それを学びたいし、知りたい。


それに知らないものは怖い。


知っている、というだけで怖さは薄れる。だから使えなくても学んでおきたいのだ。


……何より魔法のある世界に生まれたんだから、魔法を学んでおかないなんて損だと思う。


「まずは『魔法』について簡単に説明いたします」


ミハイル先生の言葉に頷いた。


「『魔法』とは『魔力』を『精霊』に捧げることで、『詠唱』によって精霊に使用したい魔法の種類を伝え、精霊が魔法を生み出すといった仕組みになっておりますが」


「まほうは人じゃなくて、せいれいが生み出すんですか？」


「はい、そうです。精霊に魔法を起こしてもらう代わりに魔力を捧げる。それが魔法です」


ノートにルルから習った公用語でメモしていく。


「ささげられるのは、まりょくだけですか？」


「そのように言われています。精霊とは世界の基礎となる存在であり、魔力をもとに活動してるため、常に魔力を欲しています。魔力の欲しい精霊と、魔法を使いたい人間は良い関係とも言えましょう」


じゃあ他のものでは意味がないんだろう。


「魔法の大きさは精霊に捧げる魔力の量で決まります。威力や規模の大きな魔法は大量の魔力が必要で、威力や規模の小さな魔法は少なくて済みます。ただ、魔力量は人それぞれですので使える魔法の大きさや回数には限りがあります」


……それはゲームのＭＰみたいな感じかな？


「まりょくのりょうはふえないんですか？」


「成長によって多少増加することはあるそうですが、十歳ぐらいで大体魔力量は決まります。魔法には火・水・風・土・闇・光の六つの『属性』があり、属性との相性が悪いと魔力があっても大きな魔法は使えないこともございます」


「そうなんだ……」


……結構厳しい部分もあるんだなあ。


わたしは魔力がないから魔法が使えなくても仕方ないって思えるけど、魔力が沢山あるのに魔法があんまり使えないってなったらつらいと思う。


「ぞくせいは、火・水・風・土・やみ・光の六つですか？」


「ええ、そうです。属性との相性、もしくは親和性……どの種類の精霊が自分の魔力を好むかによって、先ほど申し上げた通り、使用出来る魔法も限られてきます」


「せいれいがすきじゃないとダメってことですか？」


「はい、たとえば火の精霊に好かれていれば火属性魔法が得意に、逆に水の精霊と相性が悪ければ、水属性の魔法はあまり使えないといった風に表れます」


それについてもノートへ書き写す。


魔法は魔力だけでなく精霊との相性も必要で、相性、親和性が高くないと魔法が使えない、と。


……そういえばルルはいくつ魔法が使えるんだろう。


気になるけど、人の魔法やスキルについて聞くのはあまり良くないという話だったので聞き難いし、今は授業中なので控えているルルに声をかけるのは良くない。


「そうして、魔力をどのように精霊へ捧げるかという話で詠唱が出てきます。詠唱をする時に言葉に魔力を込めるのです。すると精霊が魔力を受け取って魔法を起こしてくれます」


「えいしょうって、ルルがまほうをつかうとき、言ってるのだと思うんですけど、でもきいてもなにを言ってるか分からないです」


そう、ルルが魔法を使う時、確かに何かを呟いているのは分かる。


だけど聞き取れたことが一度もない。


まるで早送りにした音声を聞いているような、それを更に逆再生しているような感じで、意味を理解出来なかったのだ。


ミハイル先生が苦笑した。


「言葉に魔力を込めれば詠唱が精霊に聞こえるようになりますが、人の耳では聞き取り難くなるのです。詠唱自体はどこの国の言葉でも問題ありませんが」


それは不思議なことだ。


魔力が込められると何が変わるんだろう。


それらについてもノートに書いていく。


「魔法で重要なことは、詠唱に魔力を込めること、属性の親和性が高いこと、魔力量が多いことですね」


……うん？　でも待って？


「ふつうの人のまりょくのりょうって、どれくらいですか？」


「平民でも大体百から五百前後ですね。千に近いと冒険者として問題ないと言われており、三千だと魔法士として貴族に雇われて一生安泰に暮らせるという風です」


意外と普通の人でもそれなりに魔力を持ってるみたいだ。


普通で百から五百前後ってことは、みんな小さな魔法くらいは使えそうである。


そういえば部屋に暖炉があるけれど、リニアさんもメルティさんも、火打ち石を使っている姿を見たことがない。


……もしかして魔法で事足りちゃうのかな？


そうだとしたら魔法って便利だ。


だけど魔力量って人それぞれで、そうだとしたら、魔法を使えたとしてもあっという間に魔力がなくなってしまうんじゃないだろうか。


「小さいまほうだと、どれくらいまりょくをつかいますか？」


ミハイル先生が微笑んだ。


「良い質問ですね。小さな魔法、初級の攻撃魔法は大体一度で十前後、普段の生活で火を付けるなら五もあれば足ります」


「いがいと少ないですね」


「初級や生活魔法は簡単な魔法ですから。中級になると一度で五十以上、上級になると軽く百は超えます。その上に更に超級ちょうきゅう、災級さいきゅう、神級じんきゅうとありますが、災級に至っては一度で最低五千は超えるそうです。災級ほど魔力があると国に属して管理されることになるので、ある意味では名誉なことです」


後半三つは何となく想像がつく。


災級って災害級ってことなんだろうし、神級はそれこそ神様かと思うくらいってことなんだろう。


そこまで魔力が多くて、それを使える人って、いたら確かに危険だ。


国に属して管理されるっていうのも分かる気がする。


でもそんなに強い人はまずいないらしい。


みんな魔力を持ってるのに、強い人はあんまりいないって面白い。


「貴族や王族になるほど魔力量が増えますが、何故か全属性使える者はあまりおりません」


「そうなんですね」


ノートに聞いたことを纏めていく。


書いている途中でふと疑問が湧いた。


「まりょくをつかい切ると、どうなるんですか？」


「魔力欠乏症で倒れます」


「じゃあまりょくをつかい切るのはあぶないんですか？」


倒れるということは何かしら体に負担がかかるのだろう。


それにもしも戦ってる最中に倒れたりしたら最悪だと思う。


「そうですね、無理に大きな魔法を使おうとすると生命力まで奪われることがあります」


……何それ怖い。ＭＰ切れを起こすと足りない分はＨＰが削られて死ぬってこと？


「まりょくをもどすこと、できない？」


「戻す？　回復のことでしょうか？　それでしたら魔力回復薬があります」


なるほど、回復薬。


「それから、治癒魔法は光属性に親和性がないと扱えません。光属性と相性が良い人は実は少ないのです。ですから教会や治療院で治してもらうとそれなりに高額になります」


貴族ならともかく平民の暮らしでそこまでの余裕はないってことだ。


治癒魔法を使わずに薬で治した方が時間はかかるけど、お金は魔法よりはかからない。


だから薬も一般的に普及しているようだ。


「まほうって、何でもできるわけではないんですね……」


「そうですね。それから、魔法で行ってはいけないことについてもお話させていただきます」


ミハイル先生が右手の人差し指を一本立てた。


「一つ目は金や銀などの価値の高い鉱物を生み出すことです。物価の変動にも繋がりますが、鉱物を生み出すのは精霊が嫌がるのでやるべきではありません」


それから二本目の中指を立てた。


「二つ目は生き物を生み出す、もしくは生き返らせることもいけません。これは神級の魔法で、成功率が極めて低く、発動させた側も死んでしまいます」


生き物を生み出したり、生き返らせるのは確かにダメだろう。


命のために命を差し出すなんて本末転倒だ。


「三つ目は人に鑑定をかけることです。ステータスを覗き見ることは法律で禁止されております。他人のステータスを鑑定で覗き、その情報を本人の同意なく売る、または人に教えることは重罪なのです」


どうやら『鑑定』というスキルを持つ人がたまにいるそうで、その鑑定を人にかけると、その人物の情報を見ることが出来るらしい。


ただ全ての鑑定スキル持ちが相手の情報を全て見られるわけではなく、どれくらいの情報を見られるかは、人それぞれなのだとか。


しかしそれには一つ特例があるそうで、王城にいる王宮鑑定士だけは裁判の際に罪人のステータスを見ることが許されているそうだ。


ただし裁判以外でスキルの使用を禁じる契約を行うため、なかなか志願する人もいないらしい。


「最後は、気候に干渉することです。無理やり天候を変えると別の場所で天候が崩れて農作物に被害が出たり、災害が起きたりしてしまうので禁止されております」


……それもそうだ。


でもきっと気候を変える魔法ってかなり級の高い魔法なんじゃないかと思う。


多分、それを行えるだけの魔力のある魔法士がいないんじゃないだろうか。


いたとしても天候を無理に変えれば、どこかでその分が返ってくるから、禁止されてると。


魔法は何でも出来るわけじゃないし、してはいけないこともあって、ただ便利なだけじゃない。


「もしそういった魔法を使おうとしている者、または使用した者がいた場合は即座に捕縛されます」


それはそうだろう。


ミハイル先生の言葉にわたしは深く頷いた。


「そうして五歳になると教会で洗礼を受けることになります」


「せんれい……」


そういえば、前にルルがチラっと言っていた。


この国では五歳になると教会で洗礼を受けて、自分の魔力量やスキルを調べる。


ミハイル先生が言うには『スキル』とは魔力を使用せずに使える魔法で、少なくとも一つ、多ければ三つほどスキルを所持出来るそうだ。


「平民は一つが多いですが、貴族や王族は二つか三つはあるものです」


「……あれ？　わたし、せんれいしてません」


五歳でというなら、わたしももうするべき年齢だ。


ミハイル先生がそれに頷いた。


「リュシエンヌ様が落ち着き次第、行うとのことです」


……まあ、それもそうか。


お父様がきっと色々と配慮してくれたのだろう。


それにファイエット邸に来たばかりのわたしは傷だらけだったし。


今はだいぶここの生活にも慣れてきて、傷も良くなってきたから、そのうち洗礼に行くのだろう。


……スキルあるといいんだけど。


魔力がないからスキルもない、なんてことにならなければ良いのだけれど。


この時のわたしは、まさか『ある』ことで問題が起きるなんて想像もしていなかった。







洗礼


結局、洗礼の儀を行えるようになったのは、ファイエット邸に来て一年が経とうとする頃だった。


もうあと一週間もすればわたしは六歳だ。


小さかった体はやや大きいくらいまで成長し、あの頃は傷んでいた髪も今はサラサラふわふわで、肌もビックリするほど白くて綺麗になった。


顔立ちも前は可愛いだけだったものが、今はどちらかと言うと美人だけど可愛いという感じで、着実に成長しつつあった。顔立ちはやはり原作のリュシエンヌのようなきついものではない。


リニアさんとメルティさんからは「垂れ目が柔らかな印象でお可愛らしいです」「きっと将来、社交界に出たら引く手数多ですよ」と絶賛されている。


わたしも、我ながら整った顔だと思う。


自画自賛になってしまうが、前世の記憶から比較してみてもリュシエンヌは美人である。


とっても女の子らしい可愛い外見のヒロインちゃんの対抗馬になるくらいなのでリュシエンヌの外見は良い。


原作ではつり目できつい顔立ちの美女だった。


でも今のわたしは垂れ目のちょっとおっとりして見える顔立ちで、原作のリュシエンヌみたいな高笑いは似合わないだろう。あの顔立ちは多分お化粧で作っていたのだと思う。


身体中にあった大半の傷はほぼ消えて、痕が残るだろうとお医者様に言われていた背中と足の裏の傷もかなり薄くなった。


そうしてお兄様は八歳を迎え、王太子となるために日々努力している。


忙しくて会えない日もあるが、それでも出来る限り一緒に食事を摂ろうと時間を調整しているそうだ。


それから時折寝込む日もあった。何でも王族として毒に慣らしておく必要があるそうで、微量ずつだけど、毒を服用してその毒に耐性をつけるためらしい。


寝込んでいるお兄様は苦しそうで、そういう時にはそっとお見舞いに行って、眠るお兄様の傍にいる時もある。


わたし自身、お兄様を実の兄のように思っている。


リュシエンヌわたしに対する様子から見ても、もう彼はリュシエンヌを憎み、疎んでいた原作のアリスティードではない。


今は良き兄妹になれていると思う。


ガタゴトと少し揺れる馬車の中を見る。


わたしの向かい側にお父様とお兄様がいて、わたしの横にルルがいる。


この顔ぶれで外出するのは初めてだった。


何より、国王であるお父様は忙しい身なので、きっと今日のために何日も前から予定を組んで時間を空けてくれていたのだろう。


「緊張しているか？」


目が合ったお父様に訊かれる。


「いえ、だいじょうぶです」


今、わたし達が向かっているのは教会だ。


それも王都で一番大きい場所だ。


この国の人間は五歳になると教会で洗礼という名のステータス確認が行われる。


そこで自分の魔法の素質やスキルなどが分かるのだ。


貴族の子供は早い段階から魔法を学ぶため、魔法の素質については理解しているので、どちらかと言うとスキルやステータスの確認が目的らしい。


わたしの場合は魔力がないので魔法の素質に関しては全くないことはもう分かっている。


だから今日はスキルとステータスの確認だ。


……何かいいスキルがあると嬉しいんだけど。


ちなみにお兄様は『威圧』『身体強化』『心眼』と非常に稀な三つのスキル持ちである。


洗礼について学んだ後にこっそり教えてくれたのだ。


スキル内容についての公表はないが、お兄様のスキルが三つであることは話題になったそうだ。


三つもスキルがあることにお兄様はとても嬉しそうだったし、お父様も「心眼は王として大事なスキルだ」とどこか誇らしげに言っていた。


心眼はその言葉通り、物事の本質や真実を見抜くというものらしい。


お兄様いわく常時発動スキルではないそうだ。


それでもやがて王となるお兄様にはとても心強いスキルとなるだろう。


威圧も次期王としては良いものかもしれない。


身体強化は常時発動らしく、小さいうちから騎士やルル達と木剣で打ち合っていてあまり怪我をしなかったのも、それが理由だと思う。


スキルを自覚して以降は意識して身体強化を行うことで、以前よりも更に剣の腕が上達している。


さすがメインヒーローである。


「でもわたしはスキルがあるでしょうか……。まりょくもないのに……」


ただでさえ魔力がないのに、スキルがない、もしくはあっても大したことのないものや一つだけだったら結構つらい。


王女としても威厳がないだろう。原作のリュシエンヌも魔力がなかったことできっと肩身の狭い思いをしたのではないか、という想像がふと頭をよぎった。


ルルが慰めるようにわたしの頭を撫でた。


お父様が首を傾げた。


「スキルは魔力を消費せずに使えるものだ。たとえ魔力がなくとも、スキルの有無には関係ないだろう。何より旧王家と伯爵家の血を引いている以上はスキルが一つもないということはないと思うが」


お父様の言葉にお兄様も頷いた。


「そうだぞ、リュシエンヌも良いスキルを持っているはずだ。スキルがない者というのも聞いたことがないしな」


二人の励ましに頷き返す。


……スキルがない人はいないのか。


しかし魔力についても、当たり前にみんなが持っているのにわたしには全くない。


幸いスキルの使用に魔力は必要ないから、スキルがあるのに魔力がなくて使えないということにはならないはずだ。


「そうですね」


リュシエンヌは旧王家と伯爵家の血筋だ。


魔力はなかったが、血筋的に見れば、それなりに良いスキルに恵まれている可能性もある。


ただし今までスキルの存在を感じたことはないが。


「もしかしたら私と同じで三つあるかもしれないぞ？」


「そうしたら、兄妹でおそろいですね」


お兄様の言葉に笑みが浮かぶ。


王太子となり、お兄様は一人称を「僕」から「私」へ変えた。


ただでさえ似ている親子なのに、口調や一人称まで同じになり、尚更お父様とお兄様は似てきた。


きっと二十年くらい経ったらお兄様はお父様そっくりに成長するのだろう。


貴族の子息令嬢達と関わる機会も増えて、特にご令嬢達からは既に秋波しゅうはを送られているようだ。


子息達は次期王の側近になろうと、そこまでいかずとも縁を繋ごうと、そちらはそちらで声をかけられるそうだ。


王族としての役目に集中したいお兄様はそれらが少し鬱陶しいらしく、毎日手紙の山を見て眉を寄せていた。


……わたしも十二歳になったらああなるのかな。


鬱陶しく思いながらもきちんと返事を送るお兄様の真面目さは素直にすごいし、尊敬する。


「もしスキルがなかったとしても、お前が王女であることに変わりはない。それにスキルは基本的に隠すものだ。わざわざ自分から吹聴しなければ誰も分からない」


「だからそう気負うな」とお父様が苦笑する。


……それもそうか。


言わなければ分からない。


スキルは個人の情報なので、本人の同意なく誰かに教えたり広めたりすれば、罪に問われる。


だからわたしが言わない限りは大丈夫だ。


そう思うと安心する。


馬車の揺れが弱まり、最後に小さく揺れて停まる。


少しして馬車の扉が開き、ルル、お兄様、お父様の順番に降りて、最後にルルの手を借りてわたしが降りる。


大聖堂の前に停められた馬車の前には、老齢の男性とやや太った中年の男性が二人おり、どちらも司祭の服を身にまとっている。


「国王陛下、王太子殿下、王女殿下にご挨拶申し上げます。本日はようこそお越しくださいました」


老齢で細身、白髪の男性が穏やかに腰を折る。


その横にいた金髪の中年のでっぷりとお腹が出た体型の男性も頭を下げた。


「国王陛下、王太子殿下、王女殿下にご挨拶申し上げます。この度は王女殿下の洗礼とのこと、是非、祝辞を述べさせていただきたく──……」


「ハロルド殿」


喋り出した中年男性を老齢の男性が窘たしなめた。


いくら出迎えと言ってもその場に王族を引き留めたまま話し出すのは少々失礼に当たる。


中年男性は不愉快そうに眉を寄せたけれど、お父様やお兄様の冷たい眼差しに気付くと焦ったように上げた頭をもう一度下げた。


「失礼いたしました。教会に属しておりますと、王族の方々と接する機会も少なく、間近で高貴な皆様を目にして興奮してしまったようです」


老齢の男性が深々と頭を下げる。


お父様がそれを手で制した。


「良い、気にしていない」


老齢の男性が安堵した様子で顔を上げた。


中年の男性はどこか不満そうなままで、謝るべきなのはそちらなのに、何で他人に謝らせて平然としているのだろうか。


お兄様は無表情だったけど、眉がピクリと動いたので、恐らくお兄様も似たようなことを思ったのだろう。


「ご温情ありがとうございます。申し遅れましたが、私わたくしはこの大聖堂の大司祭を務めさせていただいております、エイルズ＝マッカーソンでございます」


「司祭を務めておりますハロルド＝フリューゲルと申します」


老齢の男性の方が教会内での地位が高いらしい。


「立ち話はこのくらいにして、さあ、どうぞ中へ」


大司祭様が手で促し、先頭に立って進む。


その後ろをお父様、お兄様、わたしとルル、司祭様、そして護衛の騎士達が順についていく。


背中に感じる視線には気付かないふりをした。


大聖堂は石造りで、華美さはあまりなく、それ故に厳かな雰囲気を感じられた。


毎日丁寧に掃除しているのか内部は綺麗で、床に敷かれた絨毯や控えめに置かれた調度品などが長い年月をここで過ごしていることが分かる。


廊下にはいくつもの絵画が飾られていた。


それらは授業で習った女神信仰のこの宗教らしいもので、どの絵画にも美しい女神が描かれている。


世界を創造する女神。


人や動物を生み出す女神。


人々に手を差し伸べ、魔法を与える女神。


様々な絵画があったが、描かれている女神様は全て柔らかな新緑の髪をしていて、目は閉じられたままだった。


それによく見ると女神様の耳は尖っている。


……女神様というか、エルフっぽい。


前世のファンタジー漫画や小説、ゲームなどでよく出る森の民と呼ばれるエルフに似てる。


そちらでは金髪とされていたが、長く尖った耳に新緑の髪、非常に整った美しい姿はそれを思い起こさせた。


わたしとお兄様が絵画を見ていることに気付くと、大司祭様とお父様が立ち止まってくれた。


「だいしさいさま、なぜ女神さまはいつも目を閉じていらっしゃるのですか？」


わたしの質問に大司祭様が目尻を下げて微笑んだ。


「女神様の瞳には大きな力が宿っており、その瞳で見つめられた生き物はその力に耐え切れないため、女神様は我々が傷つかぬように常にその瞼を閉じてくださっておられます」


「それでは女神さまはこの世界を見ることができないのではありませんか？」


「いいえ、女神様は瞼を閉じていてもこの世界の全てを見通すことが出来るのです。目を開ける必要はないのでしょう」


大司祭様はわたしが興味を持ったことが嬉しいのか、まるで孫を見るような穏やかな笑みを浮かべて教えてくれた。


「では女神さまの目の色はだれも知らないのですか？」


それに大司祭様が小さく頷いた。


「はい、そうです。ですが、女神様が自らを模して最初に生み出した人間の子孫と言われていらっしゃる各国の王族や高位貴族の皆様に琥珀や金の瞳が多いのは、もしかしたら女神様もそのようなお色をお持ちなのかもしれませんね」


歴史の授業で確かにそれは習った。


この世界にある国の王族は皆、女神様が最初に生み出した二人の男女の人間の子孫と言われている。


そして平民はその二人の男女とその子供達に仕えるために生み出された人間達の子孫であり、貴族は最初の人間と後の人間の間に生まれた子供達の子孫であるという伝承のような話だ。


「他に御質問はございますか？」


「いいえ、ありません。おしえてくださりありがとうございます」


「いえいえ、こうして女神様に興味を持っていただけてとても嬉しいです。また何か疑問がありましたら、お訊きください」


そうしてまたわたし達は歩き出す。


いくつかの扉を抜けると一つの部屋に通された。


護衛の騎士達は部屋の外で待機することになった。


室内に家具や調度品はなく、ただ中央に小さな泉があり、その泉の中に美しい女神の石像が安置されている。


昼間だというのに薄暗く、天井から最低限の光が差し込んで、部屋全体は淡い青色で満たされていた。


寒々しいが、どこか美しい。


そんな部屋に入り、扉の前で大司祭様が振り返る。


「それでは洗礼についてご説明させていただきます」


見つめられて頷き返す。


「はい、よろしくおねがいします」


大司祭様がにこりと微笑んだ。


「まず、王女殿下にはあの泉に入っていただきます。泉の水は特別なものですので衣類が濡れることはございません。そうして、中心にある女神イシースの像に触れ、祈りを捧げてください」


「何について祈ればいいのでしょうか？」


「あなたの望む未来や欲する物、大切な人々、自分のこと、何でも構いません。祈りを捧げると女神像の足元に水晶板が生まれます。それを持って泉を出てください。これで洗礼は終わりです」


思ったよりも簡単に終わるらしい。


もっと仰々しいイメージがあったのでホッとする。


「すいしょうばんは、どうするのですか？」


「教会にて保管させていただきます。厳重に保管されますので、情報が漏れる心配はございません」


「わかりました」


お父様とお兄様を見れば頷き返される。


ルルから離れて泉へ近付く。


泉の水自体が淡く発光していることに気付く。


前世にも、洞窟に繋がった海が光るという現象があり、テレビで見たけれど、それに近い。


下からライトで照らすというより、水そのものから光があふれているような、不思議な光景だ。


一瞬躊躇ったが、そっと足を出す。


とん、と足の裏に感触があった。


…………あれ？


足の裏で確かめながら体重をかける。


少し柔らかな土を踏んだ時のような感触が足の裏にあった。


踏み出しても、体は水に沈まなかった。


……水に入るってこういうこと？


淡く発光した泉の水面をゆっくりと歩く。


歩く度に水面に波紋が広がり、それによって部屋を満たす青が揺れる。


そうして女神像の前に立つ。


見上げた女神様はやはり目を閉じていた。


両腕を軽く広げ、誰かが抱き着くのを待っているかのような体勢だと思った。


わたしが駆けて行くとルルがよくするのだ。


自然と体が動き、女神像にゆっくりと抱き着いた。


石造りの像だけれど、母親に抱かれたならば、きっとこんな風なのだろうと頭の片隅で感じた。


言葉では言い表せない安心感に目を閉じる。


どんな内容でもいいから祈りを捧げてくださいと言われたが、わたしの願いはずっと前から決まっている。


……いつまでもルルと一緒にいられますように。


ルルと一緒にいられるなら、それ以外のものを全て手放しても、捨てても構わない。


ただ、大好きな人と共にいたい。


ルルと笑い合って過ごしたい。


豪華な食事も、綺麗なドレスも、高価な宝飾品も、王女という立場さえいらない。


……ルルだけでいいの。


ルフェーヴル＝ニコルソンという人間だけがわたしの世界で、命よりも大事な人だから。


ふわ、と花のようないい匂いがする。


心地好い温かさに全身が包まれた。


誰かがわたしの頭に触れた気がした。


それにつられるように目を開けて体を離すと、足元に透き通った淡い青色の板がいつの間にか置かれていた。


……これが水晶板？


それを手に取り、振り返って泉から出る。


途端にお兄様に抱き締められた。


「リュシエンヌ、大丈夫か？　疲れていないか？」


心配そうに顔を覗き込まれて首を傾げてしまった。


「うん、だいじょうぶです……？」


何故心配されるのか分からなくて見回せば、お父様も、大司祭様も、司祭様も酷く驚いた顔をしている。


ルルだけはいつもの緩い笑みを浮かべていた。


お兄様から解放される。


「泉が強く光ったんだ。私の時も光ったがあそこまで強くなかったし、祈りを捧げている間、とても疲れたんだが……」


「そうなんですか？　わたしはとてもきもちよかったです。それにお花のいいにおいもして、女神様があたまをなでてくれたような気がしました」


言いながら、ふと水晶板を見る。


そこにはわたしの名前やら何やらが色々書かれていたが、目的であるスキルの項目を目で探す。


そこには三つの文字が書かれていた。


精神的苦痛耐性、肉体的苦痛耐性、毒耐性。


……これって良いスキルなの？


まじまじと板を眺めるわたしにお兄様が問う。


「その、どうだった？　スキルの数は……」


「三つあります」


「そうか、私とお揃いだな！」


お兄様の表情が明るくなる。


それにしても何でお父様も大司祭様も司祭様も黙ったままなのだろう。


まあ、いいかと思いながら板を下まで読む。


…………ん？


「女神イシースのかご？」


わたしの呟きに大司祭様がハッと我に返った様子で駆け寄って来た。


「加護？　殿下、もしや女神イシースの御加護をお持ちなのですか?!」


その勢いに気圧されつつ、頷き返す。


「は、はい、そう書いてあります。えっと、お父様とお兄様もかくにんしてみてください」


声をかければ、お父様も近付いてきて、お兄様と一緒にわたしの手元の水晶板を覗き込む。


ついでにルルも手招いて見てもらう。


三人はわたしの水晶板を見て頷いた。


「確かに加護がある」


「あるな」


「あるねぇ」


それを聞いた大司祭様がわたしの前で跪ひざまずいた。


「おお、何と、何と……！　御加護を授かった方と生きているうちにお会いすることが出来るとは……!!」


震える声で、涙でも流しそうな勢いで両手を組んで、祈りの体勢をとる。


そのまま平伏してしまいそうだった大司祭様の肩を、慌てて手で止めたけれど、大司祭様のわたしを見る目は変わっていた。


まるで神様にでも会ったみたいな顔だ。


尊敬と、忠誠心と、崇拝のこもった眼差し。


「大司祭殿、場所を移して詳しく訊きたいのだが」


お父様の言葉に大司祭様は慌てて立ち上がる。


「ああ、申し訳ございません。私としたことが喜びのあまり我を見失っておりました。……どうぞ、こちらへ。……ハロルド殿、後は任せますが、ここで見聞きしたことは決して口外してはなりません。良いですね？」


大司祭様は司祭様にそう言い、司祭様は頷いたものの、少し鬱陶しそうだった。


それを見たお父様が僅かに眉を寄せる。


「司祭殿？　娘に関することは他言せぬように」


お父様に呼ばれれば、司祭様はころりと笑顔になって「もちろんでございます」と言った。


教会の司祭というけれど、第一印象の通り、あまり良い感じの人ではなさそうだ。


控えていたルルも司祭様をジッと見ていて、でも目が合うとすぐにわたしに笑顔を見せてくれたが、多分ルルも司祭様に良い印象を抱かなかったのだと思う。


わたし達は大司祭様に連れられてその部屋を出る。


そうして部屋の前にいた護衛騎士達を連れて大聖堂の更に奥へ進み、どうやら大司祭様の私室らしき場所へ招かれた。


大司祭様は私室の前にいた聖騎士達に人払いをするように言い、わたし達を部屋へ入れる。


大きな本棚とシンプルな書斎机、来客用のテーブルとソファーがあるだけの質素な部屋だ。


護衛騎士達は部屋の外に立った。


ソファーを勧められて三人とも座る。


ルルはわたしの斜め後ろに立って控えた。


大司祭様はわたし達の向かい側に腰を下ろした。


「まず、王女殿下の洗礼が無事に済みましたこと、お祝い申し上げます」


「ありがとうございます」


頷き返すと大司祭様が心底嬉しそうに微笑んだ。


よく分からないが大司祭様の中でわたしの好感度がとんでもなく跳ね上がっていることだけは理解出来る。


「それで、加護とはどういうことだ？」


お父様の問いに大司祭様が真面目な顔になる。


「まず加護というものについてご説明させていただきます。加護はスキルや魔法とは似て非なるものです。常時その効果を発動している、一種の特殊な状態であり、加護は女神のみが与えることが出来るのです」


大司祭様の説明はこう続いた。


加護の効果は、加護を与えられた者の肉体を丈夫にし、病にかからず、とても長生きさせるらしい。


どのような大怪我を負っても、それこそ、首を切断でもしない限り死なないそうだ。


それほど加護の効果は強いという。


そうして加護を受けた者は周囲の人々に幸運を、国に豊穣ほうじょうをもたらすとされている。


そのため教会は加護を持つ者が女性ならば聖女、男性ならば聖人と呼び、平民であれば手厚い保護を行うものなのだそうだ。


「王女殿下はその加護をお持ちなのです」


大司祭様の言葉にお父様が眉を寄せた。


「しかしそのような話は聞いたことがない」


「教会が把握している限り、この国で御加護を授かった者が発見されたのは今より五百年余り前のことでございます。他国でも、もう二百年ほど見つかっておりません」


「話が廃れたか」


「はい、恐らくは……。前回の聖人様は御加護があることを公開せずにお暮らしになられたので、人々の記憶から忘れ去られてしまったのでしょう」


だから大司祭様は『生きているうちに会えたこと』にあんなに感動していたのか。


この国で五百年、他国でも二百年経てば、話を覚えている人間がいる方が珍しいだろう。


教会は保護する側として、記録していたからこそ、知識として残っていた。


でも、ヒロインでもないわたしが一体なぜ？　ゲームではそのような設定はなかったはずだ。


「リュシエンヌが加護持ちであることは、公開しない方が良さそうだな」


お父様が考える風に顎を撫でた。


それに大司祭様が深く頷いた。


「ええ、その方がよろしいかと。他国に知れ渡れば、王女殿下を得るためにどのようなことでもするでしょう」


「そんなに？」


お父様の問いに大司祭様が悲しそうに眉を下げた。


「加護とはすなわち女神の愛なのです。女神に愛された者がいるということは、それだけで、数多の恩恵を得られるものでございます」


お父様が難しい顔で「そうか……」と呟く。


加護、加護、どこかで聞いた気が……。


……あ、そうだ、原作だ！


そういえばお兄様のルートに入ると、ヒロインちゃんが秋の豊穣祭で女神様に祈りの歌を捧げて加護を授かり、それで国王であるお父様が二人の結婚を認めるって話があった！　お兄様のハッピーエンド確定時のみ出てくる要素！


……そっか、だから原作のハッピーエンドではスムーズにヒロインちゃんとお兄様が結婚出来たんだ。


男爵家の庶子であるヒロインちゃんとお兄様は身分的にも血筋的にも結婚するのは難しい。


でも加護持ちとして、聖女として立場を公表していたら、きっと誰も反対しないだろう。


「あの、どうしてわたしはかごがあるのでしょうか？」


原作でリュシエンヌが加護持ちという描写はなかったはずだ。


いや、でも、魔力がないというのもハッキリ表現されていた内容ではなかったし、もしかして加護についてもそうだったのかも。


それとも原作から色々外れて何か変わったのか。


わたしの問いに大司祭様が首を振る。


「それは我々にも分かりません。しかしこれまで女神様の加護を授かった者達は、心が清らかであったり、何かしらの才能が優れていたり、大きな使命を持つ者もいたようです。もしかしたら王女殿下もそのうちに含まれるのやもしれません」


……それはないと思うんだけどなあ。


それとも前世を思い出したことで何かあるのだろうか。


「とにかく、リュシエンヌの加護については他言しないようにしてくれ」


「かしこまりました」


大司祭様は神妙な顔で頷いた。


もし公表したら注目の的になるだろう。


わたしは目立ちたくないし、そんなことをしたら十六歳になった時にルルと結婚してひっそり暮らすという計画も潰れてしまう。


思わず身を乗り出して大司祭様にお願いする。


「だいしさいさま、どうか、わたしのことはひみつにしてください。もしかごのことが知れれば、おにいさまではなくわたしを王位につかせようとする者も出るかもしれません。わたしはそのようなことは望んでいないのです」


そう伝えれば大司祭様は頷いた。


「はい、もちろんです。教会は洗礼を受けた者の情報について外部に漏らすことはありません。特に御加護を授かった王女殿下にそのようなことをすれば、女神様より恐ろしい罰が与えられるでしょう」


「よろしく頼むぞ」


「はい。では王女殿下、手にお持ちの水晶板を渡していただけますか？　誰かに見られないよう私が直に保管庫へ持って行きましょう」


差し出された手に水晶板を渡す。


すると大司祭様がそれにハンカチをかけて、表面の文字が見えないように隠した。透明だけど、裏側からは文字が見えないのが不思議だ。


大司祭様は聖騎士を呼び、わたし達は聖騎士の案内で大聖堂を後にした。


外の明るい日差しに出ると少し眩しい。


ずっと停まって待っていてくれた馬車に乗り込み、ファイエット邸への帰路に就く。


お父様もお兄様も難しい顔をしたままだった。


「でもこれで一つ疑問が解消されたねぇ」


ルルだけは変わらずに緩く笑った。


わたしは首を傾げた。


「なにが？」


「リュシーが後宮で生き抜けた理由〜」


「……あ、なるほど……？」


小さな子供が後宮で虐げられながらも五年間も生きていられた理由。


女神の加護があったから死ななかったのだ。


考えてみれば、普通の小さな子供が放置されて、まともに食事も与えられずに生き残る方が難しい。


わたしは加護があったから生き抜けた。


そういえばちょっと熱を出すことはあっても風邪をこじらせることもなかったし、怪我も洗って放っておいただけなのに大体治っていた。


それもこれも女神の加護のおかげかもしれない。


……それに肉体と精神の苦痛耐性。


あのスキルもあったから耐えられたのだろう。


もしくはあのような体験のおかげでスキルを手に入れたのか。


毒耐性に関しては当時の食べ物事情によって得たスキルのような気がしないでもないけれど。


酷い時はカビたパンとかでも食べていたし。


食べ物と言えば、わたしに一度だけ食事を隠して渡したことで後宮をクビになったメイドだが、この一年間で見つけ出すことが出来た。


お父様が捜してくれて、その元メイドの女性はクビになった後に生まれ故郷に帰って地元の商家の男性と結婚していたそうだ。話によると二児の母となっていたらしい。


だからお父様は王女を助けた褒賞として金貨を与えてくれた。


その女性は酷く恐縮していたが、わたしが感謝していたことを伝えると、泣きながら震える手で大事そうに受け取ったという。


わたしはお父様にも感謝した。


ルルが「まあ、でもぉ」と見下ろしてくる。


「女神サマの加護があってもなくても、リュシーはリュシーだよぉ」


よしよしと頭を撫でられて安心する。


ルルの言葉にお父様とお兄様が顔を上げた。


「そうだな、加護については公開するつもりはない。リュシエンヌは今まで通り過ごしていれば良い」


「そうですね、黙っていれば良いことです」


そういうことで、わたしの加護に関しては他言無用となった。


ただ、ルルが何やら考える風にしていた。


「ルル、どうかしたの？」


と、訊いてみる。


「ん～、さっきいた司祭が──……いや、やっぱ何でもないよぉ」


すぐに首を振っていつもの笑みを浮かべたルルにわたしは首を傾げたが、ルルはもうそれ以上は何も言わなかった。


お屋敷へ帰るとみんなが出迎えに出ており、無事洗礼を終えたこと、三つのスキルがあったことを報告すると誰もが手放しで喜んでくれた。


メルティさんが「ご兄妹で同じなんて凄いですね」と言い、お兄様が「そうだ、私達は兄妹だからきっと似たんだろう」と自慢げに話していた。


……前から思ってたけどお兄様ってシスコンだよね。


原作ではリュシエンヌと険悪だったから知らなかったが。


自分のことのようにわたしのことを自慢するお兄様を見ていると笑みがもれる。


お兄様と仲良くなれて良かった。


お父様はその足で王城に戻ってしまったけれど、お祝いの品を沢山用意してくれていて、夕食まではそれを開けるという楽しい時間が待っていた。


その日の夕食が豪華だったのは言うまでもない。







ルルとリュシーの街歩き


きっかけは洗礼から少し後、グラスを割ってしまったことだった。


中身を飲み終えたグラスをテーブルに戻そうとして、表面に薄っすら汗をかいていたため、手からつるりと滑り落ちてしまったのだ。


「あっ」


グラスは落ちて倒れて、テーブルにぶつかるとガチャンと大きな音を立てた。


思わずグラスに手を伸ばそうとすると、傍にいたルルがわたしの手を掴む。


「リュシー、大丈夫ぅ？　怪我してな〜い？」


掴んだ手を確認される。


「うん、だいじょうぶ。……でもグラスが……」


控えていたリニアさんが近付いてきて、テーブルの上に散らばった破片とグラスを手早く片付けていく。


中身は飲み切ったのでこぼれていない。


しかし、明らかに高そうなグラスだった。


リニアさんが首を振る。


「姫様がお気になさることではございません。グラスでしたら新しいものをご用意いたしましょう」


「おねがいします……」


物を壊すなんて初めてのことで少しショックだ。


今まで、何かを使う時には気を付けていたのに。


……あのグラス、どのくらいの値段なんだろう。


リニアさんが片付けたグラスの破片を思い浮かべ、ふと重大なことに気が付いた。


「ねえ、ルル、お金ってなんていうの？」


わたしの質問に部屋の中にいたルルとリニアさん、メルティさんがぴたりと止まった。


「え？　それってどういう意味？」


珍しく間延びしていないルルに聞き返される。


「あのグラス、一つでどのくらいお金がかかるの？」


「侯爵家で使用しているグラスは凡およそ金貨二枚から五枚程度かと」


「きんか？」


よく分からないが高いことは分かる。


小首を傾げたわたしにリニアさんとメルティさんが「まさか……」とルルを見る。


ルルは「あ、そっかぁ」と訳知り顔で頷いた。


「リュシーは後宮でもココでも、お金使ったことも、見たこともないんだっけぇ？　そういえばお金について教えたことなかったよぉ」


「ごめんねぇ？」とルルが頬を掻いた。


リニアさんとメルティさんは声を出さずに驚愕の表情を浮かべている。


「ううん、きかなかったわたしが悪いから」


ルルが魔法の詠唱を呟いて、空中に出た魔法陣に腕を突っ込んだ。


この空間魔法も見慣れたものだ。


そこから何やら袋を取り出す。


「じゃあ今からちょ〜っとお金の勉強しよっか〜」


ルルの言葉に頷いた。


テーブルの上に三枚の色の違う硬貨が置かれた。


わたしから見て左から金色、銀色、茶色のものとなっている。


「まず一番右の茶色のやつは銅貨だよぉ。お金の中で一番価値が低いのがこれだねぇ」


これ、と茶色の硬貨を指差される。


「次に真ん中のやつ、これは銀貨だよぉ。銅貨の次に価値があるんだあ。ちなみに銅貨十二枚で銀貨一枚と同じ価値だよぉ」


指が横にズレて真ん中の硬貨を示す。


「最後に残ったこれが金貨でぇ、三つの硬貨の中で一番価値が高いよぉ。銀貨二十枚で金貨一枚と同じ価値だからねぇ」


最後に金色の硬貨を示される。


「さて、問題〜。金貨一枚は銅貨何枚分になる〜？」


ルルの出した問題を考える。


金貨一枚は銀貨二十枚。


銀貨一枚は銅貨十二枚。


つまり十二枚が二十ということなので。


「きんか一枚は、どうか二百四十枚？」


「正解〜」


よしよしと頭を撫でられる。


「ねえ、どうか一枚で何がかえる？」


「そうだねぇ、オレの頭の半分くらいの大きさのパンが一つ買えるよぉ」


……銅貨一枚で大きなパン一個。


だとしたら、先ほど割ってしまったグラスは金貨二枚から五枚、つまりパン四百八十個から千二百個分。


……パン一個が百円だとしても、あのグラスは四万八千から十二万円の間の値段ということで……。


予想以上に高いグラスを割ってしまった。


「グラス、たかいんだね……」


「あ」


肩を落としたわたしにルルが「しまった」という顔をした。


「わたし、たくさんおべんきょうしたけど、知らないことはまだまだあるね……」


きっと今着ているドレスだってビックリするくらい高いものなのだろう。


わたしの身の回りにあるものは多分どれもそうだ。


「それに今までお金のこともかんがえたことなかった」


しょぼくれるわたしにルルが「ん〜」と小首を傾げて何か考える仕草をする。


「リュシー、街に出てみない〜？」


「え？」


その提案に驚いた。


外に出ようという気が今まで全く起きなかったのもそうだけど、ルルからそういう風に外の世界について言及されたことがなかったから。


てっきりルルはわたしを外に出したくないのだと思っていた。


「オレとしてはリュシーには安全な場所にいてもらいたいけどぉ、お金に触ったことも使ったこともない王女サマっていうのはちょ〜っとまずいと思うんだよねぇ」


「どういうこと？」


ルルの言葉に今度はわたしが首を傾げた。


「ほら、前の王族は贅沢三昧で国庫を食い潰してたでしょ〜？　それもあって今は王族も貴族も昔ほど贅沢しないっていうかぁ、あんまり派手に贅沢してると、周りから『あの家は旧王家みたいに〜』って顰蹙ひんしゅくを買うんだよぉ」


「そうなの？　でも、きぞくがかうのをひかえたら、ドレスとか作ってる人のおしごとへらない？」


「そこはそれ、分かりやすく宝石ギラギラさせたりしなければいいんだよぉ。旧王家みたいな装いや散財は良くないってことだねぇ」


……そうなんだ。


でもそれが何故わたしが街に出ることに繋がるんだろうか。


「それで、今の王家は国民に親しまれる王家っていう感じでいきたいわけぇ。でも王女であるリュシーが『お金の価値も知りません』『使ったこともありません』だったら、みんなはどう思う〜？」


「……きゅう王家の人と同じってかんじるかも」


「そういうことぉ。そうならないためにも、リュシーはお金の使い方や物の価値を勉強しておいた方がいいんじゃないかなぁ」


……なるほど、だから街に出るのか。


物の値段を知るなら市場を見て回るのが一番いい。


ルルの提案に頷き返す。


「まちに出てみたい。でも、いいのかな？」


わたしが勝手に出掛けたらお父様に迷惑がかからないだろうか？


そもそも外に出てもいいのだろうか？


リニアさんが頷いた。


「騎士達を連れているのであれば、姫様の外出の許可は出ております」


「そうなの？」


てっきり外出はダメなのだと思っていた。


一度もお屋敷の外について言われたことがなかったし、お屋敷の中だけで生活に事足りていたので、外についてはあまり気にしたことがなかった。


何よりこの琥珀の瞳は旧王家の象徴だ。


外出しても街の人から冷たい目で見られることを考えたら、外に出たいとも思わなかった。


「はい、姫様が外に出たいとおっしゃられた際にお忍びで外出出来るようにご用意もしてあります」


「知らなかった……」


「陛下は、姫様が興味を示されない限りは無理に外へ出す必要はないとお考えのようです」


つまりはわたしの意思を尊重してくれていたのだ。


だからお父様もお兄様も、わたしに外に関することを聞かなかったのか。


「どうする〜？」


ルルの問いに答えは決まっていた。


＊　＊　＊　＊　＊


翌日、わたしは昼食後に服を着替えた。


いつもの重たいドレスではなく、最初の頃に着ていたようなワンピースで軽い。


白い寝間着みたいなワンピースに、膝より長い靴下を穿いてリボンで縛って留める。


艶のない赤に小花柄のコルセットはベストみたいな形で、両腕を通したら左右に紐を通して、ストマッカーと呼ばれる胸当てみたいなものを当てて、紐を絞る。


次にペティコートという筒のスカートを頭から被って、腰のところで紐を絞って結ぶ。


それからコルセットと同じ柄のペティコートをもう一枚着て、腰のところで紐で固定する。


最後にコルセットやペティコートと同じ柄の頭巾をつけ、革のブーツを履く。


「大変お可愛らしいです、姫様」


「これならば裕福な商家の娘くらいに見えるかと」


メルティさんとリニアさんが頷いた。


そうして部屋の扉が叩かれる。


「どうぞ」と言えばルルが入ってきた。


ルルも侍従の服ではなく、街の人が着ているのだろう普段よりもラフな格好だ。ラフでもかっこいい。


わたしの格好を見てルルも頷いた。


「リュシー、かわいい〜」


近付いて来て抱き上げられる。


「でも、目はかくせないよ？」


むしろ顔が丸見えである。


「それは大丈夫だよぉ」


ルルが魔法の詠唱を呟きながらわたしに手を翳かざす。


リニアさんが手鏡を持って、わたしの顔をそこに映した。


……あ、目の色が灰色になってる！


まじまじと鏡を見ているとルルが笑った。


「幻影魔法でちょ〜っとね。これならオレとリュシーは兄妹に見えるでしょ？」


確かに若干色味は違うけれど茶髪に灰色の瞳なので兄妹と言われたら、そうなのかと納得してしまうかもしれない。


「ルルとおそろいだね」


「そうだねぇ、今日はオレがお兄ちゃんだよぉ。さあ、準備出来たし行こうかぁ？」


わたしを抱えたままルルが歩き出す。


後ろでリニアさんとメルティさんが声を揃えて「行ってらっしゃいませ」と頭を下げた。


それに小さく手を振り返して廊下に出る。


そのままルルは正面玄関まで向かう。


お兄様は今日は授業があるので来られない。


ものすごく残念そうにしていたので、お土産を買ってこよう。


わたしがお出掛けした時用にお父様はいくらかお小遣いも用意して、オリバーさんに預けていたそうで、それを今はルルが持っている。


そして護衛として騎士が何人かついて来ることになったけれど、わたしとルルの傍にいるのは二人だけで、後はそれぞれ少し離れて警護してくれるらしい。


玄関の外には騎士二人と馬車が一台停まっており、御者が扉を開けて待っていた。


わたしを抱えたルルが近付くと私服姿の騎士二人は背筋を伸ばして、礼を執り、本日わたしの護衛にあたることと名前を告げられた。


わたしもそれに「よろしくおねがいします」と頷き返す。


こういう時、頭を下げたくなるけど、王女は気軽に頭を下げてはいけないとミハイル先生に何度も注意されたので今は我慢している。


そうして馬車にわたしとルルと、騎士二人が乗り、馬車は走り出した。


「まどの外、見てもいい？」


門を抜けた辺りで訊くと、ルルが「もう少し先に行ってからの方がいいよぉ」と言う。


どうやらこの辺りは貴族街と呼ばれる、貴族のお屋敷が立ち並ぶ区画らしく、今見てもただ延々と門や柵が続いているだけだそうだ。


しばらく走った後にルルがカーテンを僅かに上げて、こちらを見たので、その隙間からそっと外を見る。


柔らかな赤い屋根に、くすんだ黄色やアイボリー色の壁をした家が密集しており、西洋の可愛らしい街並みそのものといった感じだった。


それに人通りもそこそこある。


馬車はゆっくりと街中を進んでいく。


そうしてまたしばらく走ると、大通りを逸れて脇道へ入った。


大通りには人が沢山いたのに一本脇へ入ると途端に人気がなくなって、馬車はその道を少しだけ進んでから止まった。


今日のわたしは裕福な商家の娘で、ルルとは兄妹で、心配性な親が護衛をつけてくれているという設定らしい。


「逸はぐれると危ないからぁ、今日は抱っこして回るよぉ」


馬車から先に降りたルルに抱えられる。


「おもくない？」


「リュシーは軽いから全然大丈夫だよぉ」


わたしを抱えたルルの前後に騎士がつく形で、わたし達は脇道から大通りへ出る。


馬車は近くの馬車を停めておける場所で待っていてくれるそうだ。


「どこに行くの？」


ルルへ問うと、チラと視線を向けられる。


でもすぐにまた視線は正面へ戻った。


「この先に噴水前市場っていう、屋台が沢山ある通りがあってぇ、そこに向かってるんだよぉ」


「ふんすい前市場」


「そう、この王都で一番大きな噴水のある広場に繋がる大通りの市場だからそう呼ばれてるねぇ」


人通りの多い道をルルに抱えられながら進んで行けば、わたしとルルを見た通りがかりの人達は「ああ、兄妹か」みたいな顔をした。


騎士の一人が前を歩いているからか人にぶつかることもない。


ルルの腕の中から立ち並ぶ家々を眺める。


窓辺で植物を育てていたり、窓から通りを眺める人がいたりして、人通りの多さはあるが街の雰囲気は和やかだ。


……初めて街に出たけど怖くない。


やがて人通りが増えていき、気付くと周りには同じように市場に向かうのだろう人達で賑やかになっていた。


確かにこの人の量では逸れるかもしれない。


わたしは小さいので手を繋いでいても、うっかり離れちゃったりしたら、あっという間に流されてなかなか見つけてもらえないだろう。


そんなことを考えているうちに市場らしき屋台が見えてきた。


「リュシー、買いたい物はある〜？」


ルルに訊かれて考える。


「おにいさまとおとうさまと、リニアさん、メルティさん、オリバーさんにおみやげがほしい」


「リュシーの物は〜？」


「……ない？」


お屋敷には必要な物は全て揃っている。


遊戯室なんて、せっかくあるビリヤード台が端に追いやられて、代わりにわたしが遊べるスペースが用意されているくらいだ。


正直、今更子供の遊びなんてと思ったが、これがなかなか面白い。


ファイエット邸の模型もあり、細部までしっかり作り込まれたそれは何時間でも見ていられるし、広いスペースはクッションも置かれていて、知育玩具みたいなもので遊ぶのに飽きたらお昼寝も出来る。


たまにルルがどこからかボールを持ってきて、二人で遊ぶこともある。


お腹が空けばおやつがあるし、大きくて暖かなベッドで眠り、美味しい食事に綺麗なドレス、入浴したら丁寧に髪や肌は手入れされて、毎日幸せだ。


だから欲しい物なんて思いつかなかった。


屋台に辿り着くと足取りが緩やかになる。


「まぁ、色々見て欲しい物があれば買えばいいよぉ」


そういうことで市場を見て回ることにした。


最初の屋台は野菜を売っているらしく、色々な野菜と少しの果物が並んでいた。


どれも瑞々しいのは今朝採れたものなのだろうか。


……さて、値段は……。


「こんにちは〜」


ルルが声をかけるとお店のおじさんがニッと笑う。


「いらっしゃい。なんだ、兄妹で買い物かい？」


ルルとわたしを見比べておじさんが言った。


それにルルが頷く。


「うん、そうなんだぁ。そろそろ妹にもお金の使い方を覚えさせようと思ってねぇ」


「そうかい、そうかい」


おじさんが微笑ましげにわたし達を見た。


傍はたから見たら、きっと年の離れた兄妹に見えていることだろう。


目が合ったおじさんにわたしも笑う。


「こんにちは」


おじさんが「ははぁ」と感心したような声を漏らす。


「こんなに可愛い妹じゃあ、兄ちゃんが心配してついてくるのも無理ねぇな」


「そうなんだよぉ。父さんなんて過保護でさぁ、護衛も連れて行けってぇ」


「そりゃあそうだろう。妹も兄貴もこんだけ見目が良いんだから、親だって過保護になるってもんさ！」


がははとおじさんが明るく笑う。


「そんなものかなぁ」とルルが苦笑して見せた。


それからルルがわたしに視線を向ける。


「どう？　何か食べたい物はあった〜？」


その問いに考える。


野菜はいらない。果物はちょっと気になる。


「おじさん、このリンゴ、一ついくら？」


指差して訊くと「銅貨一枚だよ」と教えてくれた。


「よこのオレンジは？」


「そっちは二個で銅貨一枚」


「……ブドウは？」


「それは一つで銅貨三枚だな」


おじさんが目の前でオレンジを一つ剥いて、一房「ほら、食べてみろ」と差し出した。


ルルが受け取り「夕飯が入らなくなると怒られるから半分ずつねぇ」と半分かじる。


それから残りの半分をくれた。


口に入れると甘酸っぱいオレンジの味が広がる。


「……おいしい！」


「今朝採れたオレンジだからな、瑞々しくて美味いだろう？」


「はい、ビックリしました」


まるでジュースを飲んだみたいに瑞々しい。


……果物、他のも美味しいのかな？


「リンゴ三つとオレンジ四つ、ブドウを三つください」


「あいよ！　いくらか分かるかい？」


「はい、ぎんか一枚とどうか二枚です」


ルルが懐から袋を取り出してわたしに渡す。


そこから、わたしは銀貨を一枚、銅貨を二枚取り出した。


「これでおねがいします」


「おお、お嬢ちゃん計算早いねえ！　いくつだい？」


「この前、六さいになりました」


「その歳でそれだけ早く計算が出来るなんて、お嬢ちゃんすごいなあ」


おじさんは銀貨を受け取った。


「紙袋は銅貨五枚だけど要るかい？」


「はい」


更に銅貨五枚を渡すと大きな紙袋にリンゴ、オレンジ、ブドウを入れてくれて、護衛の騎士がそれを受け取った。


ついでに野菜を指差して、あれはいくら、これはいくら、と目につく物を聞いてみたが、野菜は多分かなり安いだろうことが分かった。


果物の方がやや値段が高い。


最後にお礼を言ってお店を後にする。


買った果物は飲み物代わりに食べることにした。


沢山買ったのは、護衛の騎士二人の分も含めていたからで「のどがかわいたら食べてください」と言うと何故かすごく喜ばれた。


ついでにオレンジを一つ剥いてもらった。


「ルルもどうぞ」


口元にオレンジを一房差し出すと、ルルがニコリと笑った。


「ありがとぉ」


そうしてオレンジを交互に食べながら、野菜や果物、干し肉などを売っている屋台を見ながら通りを進んでいく。


どうやら肉はそれなりに高級らしい。


屋台の干し肉でさえ銀貨でなければ買えない。


ルルに尋ねてみたところ、やっぱり肉は平民からしたらやや値の張る物だそうだ。


逆に野菜は安く、果物は物によるという。


お屋敷でバランスの良い食事が出ていたけれど、毎日肉を口に出来るのは裕福な家でないと難しいということだった。


「むしろ地方の村の人間の方が肉食べてるよぉ。猟師もいるし、村全体で狩った獲物を共有して分けたりするからねぇ」


「へぇー」


確かに王都に住んでいる人達が狩りをするのは厳しい。


自分の仕事もあるし、毎日王都を出入りするだけでも大変だろうし、何より狩りも経験がなければ簡単に獲物は捕まえられない。


これからはもっと感謝しながら食事しよう。


野菜を売っている屋台、果物を売っている屋台、干し肉を売っている屋台、何やらよく分からない草みたいなものを売っている屋台と様々なお店を眺めて、噴水のある広場に辿り着く。


「ここが市場の中心だよぉ。あれが噴水〜」


ルルの指差した場所には確かに噴水があった。


大きさもそれなりにあって、中央の台座から綺麗な水が噴き出している。


「ふんすい、キレイだね」


日の光に水がキラキラ輝いている。


それに噴水の縁に座って、人々が気の向くままにお喋りをしたり、どこかの屋台で買ったらしい食べ物を食べたり、昼寝を楽しんだりしている。


噴水は憩いの場でもあるらしい。


「お土産は最後に見るとしてぇ、次は雑貨品、その後に食べ物かなぁ」


「それでい〜い？」と訊かれて頷き返す。


ルルはわたしを抱えたまま左手の通りへ向かった。


左手の通りもまた、屋台であふれている。


先ほどのルルの言葉通り、雑貨品を売っているようで、日用品からちょっとしたバッグまで、色々な物が既に通りにはみ出ていた。


「あれはお皿？」


木製の物が並んだ屋台を示すとルルが頷いた。


「平民の家は大体、ああいう木製の皿やコップを使うんだよぉ。銀食器やガラスを使うのは裕福な商家や貴族の家だねぇ」


「あれほしい」


「え？　ただの木製の食器だよぉ？」


「うん、かわいい」


丸みを帯びた木製の食器は可愛らしい。


「かわいい……？」と首を傾げながらもルルは屋台に寄ってくれた。


屋台のおばさんがわたしとルルを見てニコリと笑った。


恐らく兄妹で買い物に来たと思ったのだろう。


「いらっしゃい。ゆっくり見てってね」


おばさんの言葉に頷き返す。


屋台には深皿、平皿、コップ、フォーク、スプーンが置かれていて、どれも丸みを帯びている。


シンプルなものもあれば、側面に飾り彫りがされているものもあって、丸みのあるフォルムも相まって可愛らしい。


「ルル、それとって」


木製の平皿を指差すとルルが取ってくれる。


「これ？」


「うん、ありがとう」


ルルが取ってくれた平皿を受け取る。


木製のお皿は縁回りが二センチ幅くらい平たく盛り上がっており、そこに細かな植物が彫り込まれていた。


触ってみると丁寧に表面が磨かれて、つるりとした感触がした。


……うん、なかなかに可愛い。


「これと同じがらのスプーンとフォークはありますか？」


おばさんに声をかけるとニコニコしながら並んでいる食器の中からスプーンとフォークを手に取った。


「その皿なら、これとこれだね」


ルルが受け取り、差し出される。


スプーンもフォークも確かに同じ植物が彫られていて、どれも可愛らしい。


「買っても多分使えないよぉ？」


ルルが囁くように言う。


それにわたしも頷いた。


「うん、ニコの分だからいいの」


今日はルルが抱えてくれているからか、ニコはお留守番である。


王女であるわたしの食器を木製の物に替えてくれなんて我が儘を言うつもりはない。


代わりにヌイグルミのニコ用にするのだ。


いつも食事の時にニコを食堂へ連れて行っているけれど、椅子に置いているだけなので、形だけでも食器を飾ればそれらしく見えるだろう。


わたしの言葉にルルが目を瞬かせた。


「ヌイグルミの？」


「そう、ニコの食器」


「そっかぁ」


それなら、とルルも頷いた。


「おばちゃ〜ん、この食器いくら〜？」


わたしの持っている食器を指してルルが訊くと、おばさんが「買ってくかい？」と目尻を下げた。


「皿は銀貨一枚と銅貨三枚、スプーンとフォークはそれぞれ銅貨十枚さね」


頭の中で計算する。


お皿は銀貨一枚と銅貨三枚。


スプーンとフォークで銅貨二十枚。


……ということは。


「ぎんか二枚とどうか十一枚？」


「おやまぁ、お嬢ちゃん小さいのによく計算出来たねぇ！」


まるで孫でも見るような穏やかな眼差しで見られる。


「今日はじめて買い物しました」


「そうかい、そうかい、買い物は楽しいだろう？　あ、紙袋は要るかい？」


「いります」


「じゃあ特別に銅貨一枚にしとくからね！」


おばさんが感心した様子でわたしが差し出した銀貨三枚を受け取った。


持っていた食器はおばさんに一度返し、紙袋に入れて騎士が受け取ってくれる。


「ありがとうございます」


最初のお店で紙袋は銅貨五枚だった。


それを一枚にまけてくれるというのはかなりすごいことだと思う。


ぺこりと頭を下げるとおばさんはからからと笑った。


「礼儀正しい良い子だ！　お兄さんもこんな妹がいて鼻が高いだろう？」


「うん、自慢の子だよぉ」


「だろうね！」


ルルの言葉におばさんが明るく笑う。


わたし達は「買ってくれてありがとうね！」という声を受けながらお店を後にした。


それから雑貨品を売っている他の屋台も見て回った。


雑貨と言っても、値段はそれぞれだった。


わたしが買った食器類は比較的高い方で、意外にもハンカチなどの小さな布製品は安かった。でも安い布はかなりゴワゴワしていて、値段並みのものだった。


古着もあったけど、平民の普段着は結構安く、貴族の古着はやはりそれよりもかなり高かった。ただ貴族の古着は布の質が良いらしい。


平民のオシャレはリボンや色を塗った木のビーズの飾りなどで、宝石がついていても小さい。貴族へ売れないような小さい宝石が平民の間に出回っているそうだ。


それでも気軽に買える額ではない。


ちなみに貴族のドレス一着で平民の家族三人が三、四ヶ月暮らしていけるという。


貴族のドレスは古着で着なくなると、爵位の高い方から低い方へ下げ渡されていき、最終的に平民の下まで行って結婚式などのお祝いのドレスとして役目を終えるらしい。


雑貨品の屋台はなかなかに面白かった。


何に使うのかよく分からない物も売っていたし。


初めて目にする物が沢山あった。


わたしが雑貨品をあれこれ見ている間、護衛の騎士達は時々果物を食べていて、たまにオレンジやブドウを少し分けてくれた。


ルルはわたしを抱えながら、もう片手で器用にリンゴを持って食べていた。一口だけそれももらった。


雑貨品の屋台を見て回り、また噴水まで戻って来た。


「雑貨品はそれでい〜い？」


わたしは木製の食器の他に、平民の子供の間で最近人気だという木製の騎士を象かたどった人形と刺繍の入ったリボンを何本か買った。リボンはニコ用だ。


「うん」


「じゃあ次は食べ物を見に行こうかぁ」


心なしかルルがご機嫌そうだ。


「食べもの、おいしい？」


「屋台のやつも結構美味しいよぉ。オレは堅苦しい料理より、こっちの方が好きかなぁ」


言いながら、真っ直ぐ進んで次の通りへ向かう。


近付くだけで食べ物のいい匂いが漂ってくる。


思わずその匂いを嗅ぐと、ルルに「リュシー、鼻動いてるねぇ」と笑われた。


だって本当に美味しそうな匂いなのだ。


「ここはオレのオススメの店に行くよぉ。物によっては辛かったり味が濃かったりして、リュシーにはちょ〜っと食べ難いものもあるからねぇ」


ルルの言葉にうんと頷き返す。


そうしてルルがいくつかの屋台を通り過ぎて、一つの屋台の前で立ち止まった。


「おう、らっしゃい！」


体格の良いおじさんが声をかけてくる。


屋台は串焼きを売っている店だった。


串焼きと言ってもお肉だけでなく、野菜ものもあって、タレの香ばしい匂いがする。


「おじさ〜ん、肉串五本ねぇ」


「あいよ！　銅貨一枚まけてやるから、銀貨二枚だな！」


「リュシー」


ルルに言われて銀貨二枚を出す。


おじさんは「兄妹で仲良いねえ！」とお金を受け取り、代わりに串を差し出した。


騎士二人に二本ずつ渡し、ルルが一本手に持ち、半分食べてからわたしへ差し出した。


「串、尖ってるから気を付けるんだよぉ？」


「うん、ありがとう」


受け取った串にかじりつく。


やや硬い肉だけど、タレが染み込んでいて、噛めば噛むほど味が出てくる。


一応顎の下にハンカチを添えているので、もしタレが落ちても服を汚すことはない。


ルルがまた歩き出す。


「それ美味しいでしょ〜？」


うん、と頷く。


「はじめて食べる味だけど、おいしい」


「屋台の串焼きなんて普段食べないからねぇ」


「なんか『肉！』ってかんじがするよ」


「あはは、がっつり肉だもんねぇ」


お屋敷で出てくる料理は肉料理もあるけれど、綺麗に盛り付けられているし、香草やら何やらを色々使ってあってあんまり肉の臭みもないし、柔らかい。


この屋台の肉はやや硬くて、獣の肉独特の臭いもあって、でもそれがタレと炭の香ばしい匂いのおかげで美味しさに変換されている気がする。


野性味のある、見た目も上品さとは程遠いものだ。


でもとても美味しい。


「わたし、こういうのも好き」


「リュシーって何でも好きだよねぇ」


「うん、食べものはどれも好き」


そんな話をしているうちに次の屋台へ着いた。


次の屋台はスティックみたいな細いパンが店先に並んでいた。


パンはこんがりとキツネ色に焼けていて、捻ねじったような形をしている。


それと一緒に大きな瓶に詰まったジャムも並ぶ。


「いらっしゃーい」


お姉さんがわたし達を見てにっこり笑う。


「あら、かわいい〜！」


まだ串焼きにかじりついているわたしに、お姉さんが声を上げた。


目が合ったので小さく会釈する。


口の中にお肉があるので喋れない。


「妹さん？」


「うん、そうだよぉ。初めての街歩きなんだぁ」


「そうなんだ〜？」


もぐもぐとお肉を食べるわたしをルルとお姉さんが微笑ましそうにニコニコ顔で見る。


わたしがしっかり口の中のものを飲み込み、最後の肉を食べ終えるとルルが串を後ろにいた騎士に渡した。


ハンカチで口を拭われる。


「ここはねぇ、細いパンにジャムをつけて売ってくれるんだよぉ。どのジャムがいい〜？」


ルルの説明にお姉さんが頷いた。


「うちのパンはバターたっぷりだから、そのままでも十分美味しいけど、ジャムをつけるともっと美味しいのよ」


そういえばバターの香りが微かにする。


それに並んだ瓶はどれも色鮮やかだ。


「どんな味がありますか？」


「イチゴ、クランベリー、ブルーベリー、オレンジ、リンゴ、レモン、ナッツクリーム、ちょっと高いけど蜂蜜もあるわ」


「……イチゴください」


一番当たり外れのなさそうな味を選ぶ。


ルルが「半分に切ってぇ」と言い、お姉さんが頷いた。


「あとナッツクリームと……何か食べるぅ？」


ルルが後ろにいた騎士達に問うと、二人はオレンジとブルーベリーを注文した。


最初の一本を真ん中で切り、他はそのままクルリと紙に包まれる。


それから木製の浅いコップみたいなものに注文したジャムがぺぺぺぺっと盛られていく。


「銀貨一枚ね」


言われて銀貨を差し出す。


代わりに二つに切ったパンとイチゴジャムの入ったコップを渡される。


ルルは器用に片手でパンとコップを持っていて、騎士達も渡されたものを持つ。


「そっちにベンチがあるから、そこで食べるといいわよ」


示された場所にはベンチがあった。


ルルがそれに「どうもぉ」と言ってお店を離れた。


ベンチに向かい、そこに下ろされ、隣にルルが座る。


騎士達は左右に立ったままだ。


「こうして、ジャムをつけて食べるんだよぉ」


ルルはわたしが持っていたパンを取ると、コップにスティック状のパンを入れてジャムをつけ、食べる。


わたしも渡された残りのパンを真似てコップに突っ込み、ジャムのついた部分にかじりつく。


「……！」


お姉さんの言う通りバターの香りが口に広がり、それからイチゴの甘酸っぱい味がする。


パンは表面がサクサクして、中はしっとりと柔らかく、香ばしい。


イチゴジャムの酸味は少し強いけれど、たっぷりのバターを使ったパンと合わせると全く気にならないのだ。


「おいしい！」


「でしょ〜？　こっちも一口食べてみる〜？」


ルルも自分の分を一口食べた後、コップを差し出したので、ルルの注文したナッツクリームをつけて食べてみる。


……ピーナッツクリーム？


「すごいもったりする。おいしい」


「もったりかぁ。リュシーは面白い表現するけど、確かにもったりした味だねぇ」


「でもたくさんは食べられない味だね」


「そうだねぇ、オレも一本食べたらもういいかなって感じはするよぉ」


捻れたスティック状のパンをコップにつけては食べ、食べてはつけてを繰り返す。


わたしは切ってもらった半分の片方を食べたところでお腹いっぱいになってしまった。


それをルルは予想していたらしく、残りの半分はルルのお腹に収まった。


……ルルって細身だけどよく食べるなあ。


果物だってリンゴとオレンジだけでなくブドウも食べてるし、串も半分食べたし、スティックパンを一本半食べていたが、それでもまだまだ余裕そうな顔をしている。


騎士達もあっという間に食べ終えていた。


「あとはのんびりお土産探そうか〜」


膝の上に落ちたパンくずを払ってからルルに抱き上げられる。


騎士が持っていたゴミを近くの箱に捨てていた。


どうやらそこに屋台で食べたゴミを捨てるらしい。


「おみやげ、いいのあるかな？」


「色々置いてるから多分あると思うよぉ」


噴水まで戻り、最後に残った通りへ向かう。


お土産などを売っている通りは他の通りよりもいっそう賑わっていて、屋台もカラフルだ。


何を模したのか謎な置物があったり、花が売られていたり、ちょっとした髪留めやブローチを置く店もあった。


「ルル、あそこ見たい」


髪留めやブローチを扱っているお店を示すと、騎士達とルルが人混みを上手く縫うように通り抜けていく。


着いたお店には沢山の髪飾りやブローチが並んでいた。


「いらっしゃい」


やや年配の女性がおっとりと声をかけてくる。


「お母さんに贈り物？」


「いやぁ、うちで働いてるメイド達にだよぉ」


「そう、その人達が羨ましいわねえ」


護衛の騎士二人を見て、訳知り顔で女性が頷く。


わたしは並べられた商品を見た。


どれも花をモチーフにしており、派手さはないけれど、品の良い髪飾りやブローチだ。


リニアさんとメルティさんを思い出す。


……落ち着いた雰囲気のリニアさんには綺麗なブローチ、明るい雰囲気のメルティさんはちょっと華やかな髪飾りがいいかな？


「高めのもので、琥珀を使ってる物を選ぶといいよぉ」


ルルがこっそり耳元でそう囁いた。


「何で？」


「リュシーの侍女が安い物をつけるわけにはいかないでしょ〜」


「……そっか」


王女の侍女だから高くて質の良い物の方がいいということか。


琥珀を選ぶのは、わたしの瞳の色だから？


わたしは大きな琥珀を植物が囲んでいるブローチと、小粒の琥珀をいくつかはめ込んだ花の髪飾りを選んだ。


値段は金貨一枚と銀貨二枚。


小さな箱に入れてもらい、騎士が持っている紙袋に一緒に入れておいてもらう。


「ありがとうね」


女性はニコニコと笑い、お店を後にするわたし達に手を振った。


それに小さく振り返してから前を向く。


お父様とお兄様とオリバーさんは何にしようか。


それから屋台を順に見て回る。


「うーん……」


しかしなかなか良さそうな物が見つからない。


「ど〜お？」


「……これっていうのがない」


オリバーさんの分は見つけた。


袖口につけるカフスボタンだ。


これは鮮やかな緑の宝石がついたものにした。


オリバーさんは優しくて穏やかで、何となく緑のイメージがあるのだ。


「おとうさまもおにいさまも、何をわたしたらよろこんでくれるのかわからないの」


お父様もお兄様も欲しい物は手に入る。


だからお土産と言っても考えてみたら、何を買って行けば良いのか分からなかった。


悩んでいるとふと声がかかった。


「お嬢ちゃん」


かけられた声にルルとわたしで振り返る。


随分と歳のいった老婆が手招きをしていた。


「わたし？」と自分を指差すと頷き返された。


ルルが老婆に近付いていく。


老婆のいるお店は不思議なものが並んでいた。


編み込んだ紐のようなものに丸い玉がくっついて、残りの紐が少し余っている。


……組み紐？


思わずまじまじと見ると老婆が微笑む。


「珍しいかい？」


頷けば、ふふふと笑う。


「これはね、いくつかの紐を特別な方法で編んだ飾り紐なんだよ。東の国の特産品の一つで、大切な人に贈ったり、親しい者同士で揃いのものを持ったりして、互いの絆を表すものでね」


「きずな？」


「そうさ。家族だったり、友人だったり、恋人だったり、夫婦だったり。一種の御守りのようなものさ」


わたしはついその老婆をジッと見てしまった。


「どうして、大切な人におくるものを探しているって分かったんですか？」


何も言っていないのに。


老婆は朗らかに笑う。


「そんなこと聞かなくても見ていれば分かるよ。お嬢ちゃん、さっきからあっちの店、こっちの店と見て回っていたけど、随分真剣な表情で悩んでいたからね」


……そっか、見られてたんだ。


疑問が解消されてホッとする。


「かざりひもは男の人でも使いますか？」


「ああ、使うよ。髪を結んだり、剣の柄につけたり、服の飾りとしてつけたり、様々だよ」


お店に並んだ飾り紐は色々あった。


明るい色から暗い色まで種類も豊富である。


……うん、いいかもしれない。


異国の物だからちょっと変わったプレゼントとしても面白い。


それに飾り紐はとてもしっかり編み込まれていて、簡単に千切れることもなさそうだ。


「……じゃあ、これとこれください」


黒い紐だけで編まれた飾り紐に琥珀の玉が通されているものと、青い玉が通されているものを指で差す。


お父様は黒髪に金の瞳、お兄様は黒髪に青い瞳なので、同じ色の物なら身に着けてもそう目立ちすぎないだろう。


それからふと隅にあった飾り紐が目に留まる。


……あ、これ……。


「それとこの二つも」


わたしが別の二つを指差すと老婆は頷いた。


「箱に入れるかい？」


「黒いの二つは入れてください。残りの二つはそのままでいいです」


「そうかい。お代は四つで銀貨四枚と銅貨八枚だよ」


「はい、ぎんか五枚でおねがいします」


お金を渡し、お釣りの銅貨四枚を受け取り、黒い飾り紐二つをそれぞれ小さな箱に入れてもらう。


その間に先に受け取った二つの飾り紐のうち、一つをルルに差し出した。


「これはルルの分」


差し出した飾り紐はやや暗い茶色と明るい茶色の組み紐に琥珀の玉がついたものだ。


そしてわたしのもう片手に持っている飾り紐は同じやや暗い茶色と明るい茶色の紐に薄い灰色がかった少し透明感のある玉がついている。


ルルは飾り紐を手に取ると笑った。


「ありがとぉ」


「あとで着けるねぇ」と内ポケットへ仕舞われる。


わたしも落とさないように飾り紐をしっかり持つ。


老婆が箱に入れてくれた二つの飾り紐は騎士が持ってくれた。


「おばあさん、ありがとうございます」


ぺこりと頭を下げると老婆はふふふと笑う。


「こちらこそ、買ってくれてありがとうね」


なかなかに良い買い物が出来たと思う。


老婆に挨拶をして店を後にする。


これで大体、欲しいものは買えた。


「買い物は楽しかったぁ？」


ルルの問いかけに頷いた。


「うん、たのしかった」


またルルとお出かけしたいくらいだ。


そんな話をしていると不意に「リュシエンヌ様？」と声をかけられた。


騎士が僅かに身構えて、ルルが声のした方へ振り返る。


そこにはおなかがでっぷりと太った金髪の中年男性がいた。体を締め付けないローブのような司祭服を身に纏っていて、後ろには小間使いのような人を連れている。


「しさい様？」


わたしが呼べば、司祭様が「おお」と嬉しそうに声を上げた。


「私めのことを覚えていてくださるとは感激でございます」


両手を合わせてニコニコというか、ニヤニヤしている姿を見て、せっかくの楽しかった気分に少し水を差されたような気持ちになった。


「そのお姿、もしやお忍びでお出かけ中でございますか？」


「はい、そうです」


「なるほど、なるほど、さすがでいらっしゃいますなあ。このように民の生活を実際目にし、学んでおられるその素晴らしい姿勢に感服いたします」


わざとらしいほど褒められてもあまり嬉しくないが、わたしは笑みを浮かべた。


「ありがとうございます」


そこから司祭様はどの店の何が美味しいだとか、自分は何を購入するために出ているだとか、訊いてもいないことを話し始めてしまい、抜けるに抜けられなくなった。


早くいなくならないかな、と思っているとルルがわたしを抱え直す。


見れば、ルルの目がジッと司祭様を観察するように向けられている。


口元は笑みを浮かべているものの、その目は笑っていないように見えた。


街の時計塔の鐘が鳴ったことで、司祭様のお喋りはようやく止まった。


「おっと、長々と引き留めてしまい失礼いたしました」


「良い一日をお過ごしください」と言われて「司祭様も」と返す。


太った体が道の向こうへ消えていくのを眺めた。


ルルが「やっと行ったねぇ」とぼやいたので同意のために頷いた。


もう一度ルルを見上げると、いつもの笑みを向けられた。


これで帰ることが出来る。


わたしの気持ちを読み取ったように、ルルが空を見上げて「そろそろ帰ろうかぁ」と言った。


それに頷き返し、わたし達は馬車を残した場所まで戻ることにした。


＊　＊　＊　＊　＊


「僕にくれるのか？」


お屋敷へ戻り、夕食の時間に箱の一つを持って食堂へ向かい、先に来ていたお兄様へ「おみやげです」とそれを差し出した。


お兄様は少し驚いて、でもそれ以上に嬉しそうな顔で箱を受け取ってくれた。


リニアさんとメルティさん、オリバーさんには帰ってきてすぐに渡してある。


三人共とても喜んでくれてわたしも嬉しかった。


「今開けても？」


「どうぞ」


お兄様は結んであったリボンを解いて箱を開ける。


そうして中に入っていた飾り紐をそっと手に取った。


「東の国のかざりひもというそうです。大切な人に、おまもりとしておくるものだと聞きました」


「大切な人……」


「おにいさまは、わたしのたった一人のおにいさまですから。それとおとうさまとおにいさまは、おそろいのものにしてあります」


「そうか、父上とお揃いか」


お兄様が今度こそ破顔した。


お兄様はお父様を尊敬しているし、父親としてもとても慕っているので、お揃いなのが嬉しいのだろう。


箱から取り出した飾り紐を眺めている。


「それはかみを結んだり、剣のつかにつけたり、服のかざりにしたりするそうです」


お兄様が「ふむ」と言った後に頷いた。


「なら僕は剣につけさせてもらおう」


「ありがとうな」とお兄様に頭を撫でられる。


喜んでもらえて良かった。


ちなみに、わたしとルルはそれぞれ左手首に結んである。


互いの髪の色に似た飾り紐に、互いの瞳の色の玉がついた飾り紐だ。


わたしも席につき、隣の席にニコを置く。


すると給仕がそっと近付いて来て、ニコのいる席の前のテーブルに今日わたしが買ってきた木製の食器を並べてくれた。


「それは？」


お兄様が不思議そうな顔をした。


「ニコの分の食器もかいました」


「そうか。可愛い食器だな。ニコによく合う」


「わたしもそう思います」


わたしもお兄様も思わず頷き合う。


可愛いクマのヌイグルミのニコに、丸みを帯びた木製の食器はとてもよく似合っていた。


もしニコが動き出してスプーンとフォークを持ったら、きっともっと可愛らしい光景になっただろう。


しかも食事が運ばれてくるとニコの食器の上に小さなケーキがのせられた。


どうやらデザートのケーキのあまりを先に運んで来てくれたらしい。


このケーキは後で使用人の誰かが食べるそうだ。


だから無駄にはならないと聞いてホッとしたし、わたしがニコの食器を買ってきたから使ってみせてくれたのだろう。


壁に控えていたオリバーさんがニコニコしていたので、多分、オリバーさんの指示だと思う。


その日から、テーブルにはお兄様とわたしと、そしてニコの分の食器が並ぶことになった。


街へ出ることに不安もあったけれど、出掛けて良かったと思える一日だった。


お父様の分の飾り紐はオリバーさんにお願いして王城に届けてもらった。


すぐにお父様からお礼の手紙とお返しの花が届き、お兄様が「そうか、お返し……」と何やら難しい顔で呟いていたのは後の話である。







騎士団


洗礼が終わってから三ヶ月。


わたしは毎日穏やかに過ごしていた。


朝起きて、身支度をしたら食堂でお兄様と朝食を食べて、午前中は授業を受ける。授業がない日はルルと文字の勉強をする。昼食をお兄様と食べて、午後はルルと過ごすことが多い。時々お兄様がティータイムに来ていっしょにお茶を飲むこともある。その後はちょっとだけ昼寝をして、夕食までのんびりと過ごし、お兄様と夕食を食べて、入浴して、眠る。


六歳だからかお昼寝しても夜はしっかり眠れる。


ルルと一緒に過ごす時間は楽しい。


ミハイル先生の授業とは違って、ルルとの勉強は雑談に近く、あまり勉強という感じがしない。


今は南方語を終えて、西方語を勉強中だ。


西方語は南方語にとてもよく似ている。


少し読み方や発音は変わるものの、南方語に近いため、読み書きに関してはもう大体出来る。


現在は発音を練習中だ。発音だけは少し苦手である。


「ん〜、それでも通じるけどぉ、もうちょっと舌を巻いた方がいいかなぁ」


今日も今日とて発音の練習だ。


ルルはわたしに甘いけど、語学に関してはあまり妥協してくれない。


読み書きや発音がルルの基準に満たないと、次を教えてくれないし、何度でも練習を繰り返す。


それでもつらくないのはルルが怒らないからだ。


いつもルルは緩く笑っていて、わたしが躓つまずくと、どうしてそこで躓くのか一緒に考えてくれるし、同じ間違いをしてもやんわり指摘するだけ。


怒らず、上手く出来たら褒めてくれる。


だから単純なわたしは褒めてもらえる度にやる気が出る。


たまにルルが南方語や西方語で話しかけてくることもあって、そういう時に、同じ言葉で返事をするとルルが頭を撫でてくれる。


ルルは人を褒めて伸ばすタイプらしい。


もう一度発音の練習をしようと口を開きかけた時、部屋の扉がノックされた。


メルティさんが扉を開けた。


「リュシエンヌ、今、時間あるか？」


開いた扉からひょっこり顔を覗かせたのはお兄様だった。


わたしの部屋に訪れるのはお兄様やオリバーさんくらいなので、驚くことはない。


「……もしかしてルフェーヴルと勉強中か？」


隣り合ってソファーに座っているわたしとルルを見て、しょんぼりとお兄様が眉を下げた。


「西方語の発音を練習してるだけだよぉ」


「おにいさま、何かごようですか？」


ルルとわたしの言葉にお兄様の表情が明るくなった。


「これから騎士団と手合わせするんだが、リュシエンヌも見に来ないか？　まだうちの騎士達とは顔を合わせてないよな？」


お兄様の言葉に目を瞬かせる。


「きし？　ファイエット家はきしがいるのですか？」


「領地を持つ家は大体騎士がいるぞ。それに我が家の警備は騎士達が行ってくれている」


「そうなんですね」


……騎士かあ。


そういえば後宮には女性騎士がよく立っていた。


無視されるので近付かなかったけれど。


お兄様を見れば、青色の瞳がキラキラしてる。


よく見るとお兄様は動きやすい軽装で、片手に木剣を持っていて、いかにもこれから剣の鍛錬をしますといった体だ。


お屋敷の警備をしているということは、わたしは守ってもらっているということだ。


……挨拶くらいしておかないとまずいかな？


ルルが座ったまま伸びをした。


「そ〜いえば、最近あんまり体動かしてなかったっけぇ。オレも遊びに行こうかなぁ」


……ルルが戦うところを見られる？


それはすごく気になる。


「見にいきます」


「そうか！」


頷くとお兄様が嬉しそうに笑った。


ペンを戻し、開きっぱなしだった本を閉じる。


ソファーから下りてドレスのシワを伸ばした。


「何かもっていくものはありますか？」


お兄様が首を振る。


「いや、何もいらない。向こうに日陰を作るから、リュシエンヌはそこで座って眺めていればいい」


その言葉に頷き、ルルと手を繋ぐ。


足の怪我が治ってわたしを抱える機会が減ったルルが残念そうだったので、その代わりに手を繋ぐことにしたのだ。


最初はルルのためだったはずなのに、わたしがよくドレスの裾に引っ掛けたり、躓いたり、転びそうになることが多くて今では転倒防止の意味が強い。


転びそうになるとルルが手を引っ張って、転ばないように即座に支えてくれる。


おかげで怪我一つせずに済んでいる。


それを知っているからか、お兄様はわたしとルルが手を繋いでいるか確認すると頷いた。


「よし、では行くか」


そういうことで、わたし達は騎士達のいる鍛錬場へ行くことになった。


部屋を出て、お兄様を先頭に、わたしとルル、リニアさんが歩いていく。


「今日は週に一度、騎士達に手合わせをしてもらえる日なんだ。彼らも忙しいからいつも僕の相手はしていられないし、護衛騎士とだけするのも飽きてしまうしな」


そう言うお兄様の足どりは軽やかだ。


「おにいさまにはごえいきしがいるのですね」


……でも見たことないような？


首を傾げているとお兄様が「リュシエンヌのところに来る時は連れて来ないから知らないのは仕方ない」と言った。


どうやらわたしが怖がるかもしれないと思い、わたしの部屋に来る時は置いてきているらしい。


騎士達は体を鍛えていて、大柄だったり背が高かったりするので、人見知りのわたしがお屋敷に馴染むまで待ってくれていたようだ。


「あいつら大きいから、怖かったら言うんだぞ？」


「はい、わかりました」


そんな話をしながら建物の外に出る。


鍛錬場は初めて行く場所だ。


今日まで、お屋敷の建物の外に出るのは中庭の散歩と温室へ行く時くらいだった。


お兄様は「屋敷の中を好きに見て回るといい」と言ってくれたけれど、あんまり自室から出たいという気持ちはない。


だからわたしは自室と食堂と図書室、温室、中庭以外はほぼ足を運んだことがない。


温室もお兄様が好んでティータイムをする場所なので行くことが多いだけで、わたしだけだと、そこまで行くことはない。


自室でルルと過ごすだけでわたしは満足だった。


しばらく道を歩いていくと、広場が現れる。


ファイエット家の敷地はとても広い。


お屋敷も広いけど、庭はもっと広い。


広場には大勢の人がいる。


みんな同じ格好をしていて、赤い服の上から鎧を身に着けているのが遠目にも分かる。


近付いていくと、数人が振り向いた。


「アリスティード様！」


「殿下！　……と？」


「王女殿下もいらっしゃる！」


ざわざわとその騒ざわめきが広がっていく。


突き刺さるような視線を感じて思わずルルの後ろに隠れると、誰かの張り上げた声が響く。


「整列!!」


ザザザッと足音がして、それがピタリと止んだ。


「王子殿下と王女殿下にご挨拶申し上げます！」


「ご挨拶申し上げます!!」


そっと顔を出すと全員の視線が向くのが分かった。


隠れそうになる体を押し止める。


でもルルの足にくっついたままだけど。


「はじめまして、リュシエンヌ＝ラ・ファイエットです。……いつもおやしきを守ってくれて、ありがとうございます。これからよろしくおねがいします」


何とか挨拶をしてみたけれど、シンと静まり返ってしまった。


やっぱり旧王家の生き残りは受け入れてもらえないか。


お兄様が一歩前に出た。


「リュシエンヌは僕の大事な妹で、お前達の守るべき主人の一人でもある。何か意見のある者がいるなら僕が答えよう」


お兄様の真っ直ぐな声が響いた。


騎士達が視線だけで互いに見合う。


一人が口を開いた。


「殿下、発言をお許しいだたけますでしょうか？」


「許す。申してみろ」


「王女殿下は旧王家の生き残りだというのは事実でありましょうか？」


「ああ、事実だ」


ざわ、と空気が揺らぐ。


「だがリュシエンヌは旧王家の者達とは違う」


その騒めきを打ち消すくらい、大きなお兄様の声がそれを遮った。


騎士達の視線がお兄様に向かう。


「確かにリュシエンヌには旧王家の血が流れている。しかしそれは僕も同じことだ。この体には旧王家の血が流れている。けれどそれだけだ。通達があった通り、リュシエンヌは後宮にて虐待されて育った旧王家の被害者の一人であり、この国の守るべき民の一人であり、我がファイエット家の人間だ」


お兄様の言葉に騎士達が耳を澄ませている。


「何より旧王家の行いにリュシエンヌは無関係だ。父上もそれを認め、リュシエンヌを養女とした。……いいか、もう一度言う。リュシエンヌ＝ラ・ファイエットは我がファイエット家の者であり、お前達の守るべき王女である」


「異論のある者は声を上げよ」とお兄様が告げる。


騎士達は、誰も、一言も声を上げなかった。


お兄様が振り返る。


「リュシエンヌ」


手を差し出された。


それに自分の手を重ねると緩く引かれる。


一人が剣を引き抜くと、全員が同様に剣を抜き、それを両手に持つと顔の前に立てる。


一糸乱れぬ動きである。


「王女殿下に捧げ、剣！」


全員が縦にしていた刃を横へ向ける。


騎士が剣を捧げるのは忠誠を誓うことだと習った。


全員が、剣を立てて、わたしへ捧げている。


この国の王女として、自分達が仕える王族として、それは認めるという行為であった。


ぽろ、と涙がこぼれ落ちた。







    
  





……こんな時、何て答えるべきか習ってない。


だからわたしは笑った。


精一杯の笑顔を、気持ちのままに、浮かべることにした。


「受け入れてくれて、ありがとうございます」


お兄様がわたしの頭を撫でる。


そして騎士達に顔を向けた。


「さあ、堅苦しい話はここまでだ！　鍛錬を始めるぞ！　新しい王女にお前達の実力を見せてみろ!!」


お兄様が笑って言うと、途端に地響きのような「うぉおおおっ！！！」という声が響き渡った。


驚いて後ろに仰け反ったわたしをルルが受け止め、ついでとばかりにハンカチで濡れた頬を拭われる。


そうしてひょいとわたしを抱えたルルが歩き出す。


向かった先には大きなパラソルがあり、その下には可愛らしい白い丸テーブルと椅子が二つ。


いつの間にかリニアさんがそこで果実水をグラスに注いで準備してくれていた。


わたしを下ろす前に、ルルがクッションを取り出してわたしをその上へ座らせる。


そこは広場を見渡せる丁度良い場所だった。


「お嬢様、お飲み物をどうぞ」


差し出されたグラスを受け取り、口を付ける。


……日陰を作るってこういうこと？


視線を向ければ、騎士達はそれぞれ剣を合わせたり、体を鍛えたりし始めている。


お兄様は騎士の一人と向かい合って、木剣を構え、打ち合いを行うつもりのようだ。


チラ、とこちらを見たお兄様と目が合った。


「おにいさま、がんばってください」


小さく手を振るとお兄様の表情が明るくなる。


そしてお兄様が騎士と木剣を交え始めた。


かん、こん、と木と木のぶつかる音がする。


剣のことはよくわからないけれど、恐らく、お兄様は歳のわりに剣の腕が立つのだと思う。


騎士の方も時々踏み込んでお兄様へ反撃するけれど、お兄様はそれを上手く避けている風だった。


かん、こん、かっ、と断続的に音が響く。


騎士の方が腕前は明らかに上だ。


それでもお兄様は諦めずに立ち向かっていく。


その横顔がとても楽しそうだった。


……体を動かすのが好きなんだ。


八歳だし、遊びたい盛りだろうから、座学よりもこうして剣を振るう方が楽しいのかもしれない。


先ほどまでキリリとした表情だった騎士達も各々、鍛錬を始めており、和やかな雰囲気だ。


威圧的な感じは全くない。


……さっきはすごかったなあ。


一糸乱れぬ様子を思い出しながら騎士達を見ていたら、一人とふと目が合った。


バッチリ絡まった視線が少し気恥ずかしくて、小さく手を振ってみる。


若い騎士が嬉しそうな顔をした。


それに気付いた他の騎士達もこちらを見るものだから、もう一度、小さく手を振った。


……あ、若い人が振り返してくれた。


でもその人はすぐに近くにいた人に頭を叩かれる。


叩いた人がわたしにぺこりと頭を下げた。


「オレも運動してこようかなぁ」


……ああ、そういえばそうだっけ。


「ルル、がんばって」


「頑張ってほしいの？」


「うん、ルルのかっこいいところ見たい」


好きな人のかっこいい姿って気になるよね。


それにルルは本業は暗殺者だ。


どんな戦い方をするのかは興味もある。


「そっかぁ、リュシーが見たいなら久しぶりにちょ〜っと頑張っちゃおうかなぁ」


何故かご機嫌な様子でルルが歩いていく。


突然近寄ってきたルルに騎士達は不思議そうな顔をしたけれど、ルルが手合わせしたいと言えば、場所を開けるためか他の騎士達が端へ避けていった。


お兄様は騎士と木剣で打ち合っている。


視線を戻せばルルがこちらを向いた。


ひらひらと手を振られたので振り返す。


手合わせは木剣を使うらしく、ルルが近くにいた騎士からそれを渡される。


誰と戦うのかと見ていれば先ほど目が合った若い騎士が手を挙げてルルに近付いた。


ルルは了承したのか頷く。


周りにいた騎士達が二人から離れ、広場の一角が空けられると、ルルと若い騎士がその中央へ移動する。


若い騎士は見た感じ、ルルと歳が近そうだ。


若い騎士が木剣を構える。


ルルがにこ、と笑って両手をだらりと下げる。


そしてそれは始まった。
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ルフェーヴルは渡された木剣を握る。


普段あまり扱うことのない長剣で、愛用しているナイフよりも重く、そして脆もろい。


うっかり身体強化を使ったら折れてしまう。


向かい側にいる若い騎士が木剣を構える。


見たことのある構えは騎士が一番初めに習う形だ。


騎士はルフェーブルより、一つか二つ年上だろう。


ルフェーヴルよりも少々体格が良い。


だらりと両腕を垂らして体の力を抜きながら、若い騎士の体を観察する。


……典型的なパワータイプかなぁ。


歳のわりにがっちりとした体格で、きっと筋力を重視して鍛えているのだろう。


上半身だけでなく下半身も鍛えているところはさすが騎士団所属というだけはある。


剣を振るために上半身ばかり鍛えても意味がない。


そういう点は騎士団でも教えられているのだろう。


「構えないのか？」


若い騎士の言葉にルフェーヴルは小首を傾げた。


「いつでもどうぞ〜」


そもそもルフェーヴルは構えない。


構えるという行為は敵に「今から攻撃しますよ」と宣言するようなものだ。


暗殺を生業なりわいとするルフェーヴルには不要だった。


何より、いちいち構えなくともいつでも動ける準備は出来ている。


「じゃあ行くぞ！」


若い騎士が言い、構えた剣を斜めにズラす。


その状態で向かって来るのを、まるで見えていないような呑気な佇まいでルフェーヴルは迎えた。


構えた腕が一瞬だけ上へ上がったが、すぐに引かれると剣先が下へ向く。


下から上へ振り上げるように木剣がルフェーヴルを襲う。


ルフェーヴルの体がふら、と後ろへ傾いた。


その鼻先数センチで木剣の先がブンと音を立てた。


剣が空振った若い騎士がすぐに一歩下がる。


ルフェーヴルは倒れかかった体を、下げた足で元に戻した。


……へえ、最初っからフェイントなんて面白いねぇ。


若い騎士がしっかりと剣を握り直す。


今度は真正面から斬りかかってくる。


「はぁあああっ！」


それを体の向きを変えることでするりと躱かわす。


騎士が立て続けに剣を振るうけれど、ルフェーヴルはそれをふらりふらりと風に吹かれる木の葉のように避けていく。


騎士団では体幹を鍛えて芯の通った姿勢で剣を構えるが、ルフェーヴルはその反対で、決まった体勢がない。


ふらふらとした動きは先が読み難い。


だからこそ、そのような動きをする。


「っ、何で反撃してこない!?」


何度剣を振っても当たらないことに痺れを切らしたのか、若い騎士が怒鳴る。


「あ〜、別にバカにしてるわけじゃないよぉ。ほらぁ、剣筋を見るっていうかぁ、様子見みたいな〜？」


ただ握っていただけの剣をルフェーヴルは握り直した。


「でも次は避けないから安心してぇ」


そう言いながらもルフェーヴルは構えない。


若い騎士は僅かに眉を寄せたものの、そちらがそのつもりならば、と剣を振る。


かかん、と木のぶつかる音がした。


続いて、からんと木剣の落ちる音がした。


「……え？」


若い騎士が自分の手元を見る。


握っていたはずの木剣はそこになかった。


「はい、オレの勝ち〜」


ルフェーヴルがにこりと笑う。


若い騎士は左手の握力が右手よりも少しばかり弱かった。だからルフェーヴルは瞬間的に木剣を下から左側に強く弾き、自身の剣先を相手の剣の柄の突き出た部分に引っ掛けて振り上げたのだ。


騎士からしたら、スポンと剣が抜けたような感じがしたことだろう。


周りの騎士が騒めいた。


「次にやりたい人どうぞぉ」


ルフェーヴルの言葉に騎士達は顔を見合わせた。


先ほどの動きを見切った者も、見切れなかった者も、目の前にいる侍従が只者ではないと勘付いた。


そこへ声がかかる。


「では私が相手をしよう」


その人物は三十代半ばほどの騎士だった。


落ちている木剣を拾い、土埃を払う。


「お兄さん、強そうだねぇ」


その騎士は細身だった。


最初に相手をした若い騎士よりも線が細い。


だが、ルフェーヴルは嬉しそうに笑う。


……こっちの方が楽しめそうだ。


ルフェーヴルは暗殺を生業にしているが、それが好きというわけではない。


むしろ暗殺ほどつまらない戦いはないとすら思っている。


相手に気付かれずに殺すため、戦う楽しさが全くないのである。


「恐らく君ほどではない」


その言葉にルフェーヴルは「それでもいいよぉ」と言う。


一度でも、二度でも、剣を交えるだけの実力があるなら良い方だ。


わくわくしながらルフェーヴルは、ふらと体を横へ倒す。


「じゃあオレから行くね？」


グッと地を踏み締めると、それまでのふらふらした動きが嘘のようにルフェーヴルの体が前方へ跳躍ちょうやくする。


走るというにはあまりに歩数が少ない。


だが、それでルフェーヴルの体は騎士の目前に迫った。


そしてルフェーヴルが持っていた木剣を無造作に振り下ろした。


騎士がそれを受け止める。


バキィ、とルフェーヴルが叩きつけた木剣が折れた。


地を蹴ってルフェーヴルが距離を空ける。


「あちゃぁ、木剣ってこんな脆かったっけぇ？」


まだ身体強化も使っていない。


二、三回くらいは持つと思っていたが、予想に反してたった一度で木剣はバッキリと折れてしまった。


騎士が苦笑する。


「君、普段は長剣を使わないだろう？」


「分かる〜？」


「ああ、力加減がめちゃくちゃだ」


騎士の持っていた剣も折れかかっていた。


それでも完全に折れなかったのは、ルフェーヴルのしなやかな体が鞭のように振り下ろした木剣の勢いを受け流したからだ。


そうでなければ騎士の木剣も打ち合ったところからなくなっていたことだろう。


「ん〜、まあいいかぁ。丁度いい長さになったしぃ」


半分ほどになった木剣をルフェーヴルは振った。


ナイフよりかはまだまだ長いが、これくらいなら扱いやすい。


「とりあえずぅ、お互い大怪我をしない範囲でってことで〜」


「ああ、だが私は全力でいかせてもらう。そうでなければ相手が出来ない」


騎士の言葉にルフェーヴルは笑みを浮かべたまま頷いた。


「お好きにどうぞ〜」


言い終わらないうちにルフェーヴルが動く。


また地面を蹴って低く跳躍して間合いを詰める。


騎士が剣を構え、立ち向かう。


かぁん、と高い音が響き、二人の木剣がぶつかり合う。


騎士がそのまま剣を振り抜けば、ルフェーヴルは後ろへ跳んでそれを避け、また地を蹴って間合いを詰める。


再度ぶつかりあった木剣から木屑が弾け飛んだ。
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ルルが騎士と戦っている。


騎士は殆ど動いていないけれど、ルルは打ち合っては離れ、また近付いては打ち合ってを繰り返している。


打ち合う度に二人の木剣が短くなっていく。


木剣同士がぶつかる度にバキと音がなる。


生き生きとしたルルは楽しそうだ。


反対に騎士は眉を寄せて、ルルから打ち込まれる剣を受け流したり弾いたりしていた。


ルルの戦い方は独特だ。


まず構えない。それに転ぶんじゃないかと思うくらいの前傾姿勢で相手の間合いに入って、一度だけ剣を交えて、ひょいと距離を空ける。それを色んな方向から繰り返している。


始めてから十数分、続いている。


「あいつ、性格悪いな」


汗を拭いながらお兄様がやって来た。


椅子に座るとリニアさんがお兄様にも果実水を用意する。


「どういうことですか？」


果実水を飲み干したお兄様がルルを見た。


「ああやってジワジワ相手の体力を削ってるんだ。本気を出せばすぐ終わるのに。……猫がネズミを狩る時に遊んでるみたいだ」


心底嫌そうな顔をするお兄様に、改めてルルの戦い方を見る。


一撃入れては離脱して、また同じことをする。


あんなに動いているのにルルは息を切らせていないようだった。


……もしかしてルルってすごく強いの？


原作では暗殺者という設定だったが、それがどこまでのものなのかは知らない。


「ルルってつよいんですか？」


「多分うちの騎士達よりもな」


お兄様は即答して、面白くなさそうに眉を寄せた。


「だからリュシエンヌの傍にいることを父上も許したんだと思う」


視線を戻せば騎士と距離を空けたルルと目が合った。


見てるよ、と手を振るとルルもひらひらと手を振り返してくる。


……余裕そうだなあ。


その隙を見て騎士が斬りかかる。


それをルルは後ろへ倒れるように避けた。不思議な避け方だ。


そのままふらりと倒れてしまうんじゃないかと思うような動きなのに、ルルはきちんと体勢を立て直してしまう。


追撃もふらりふらりと細身の体が揺れて避ける。


まるで風にたなびく布のようだ。


最後の一撃をガツンと木剣で受け止める。


弾くように騎士を押し退け、下がった騎士へ持っていた木剣を投げつける。


それと同時にルルが駆け出した。


騎士が飛んできた木剣を弾き、向かってくるルルへ構えたが、ルルは直前まで来て唐突に上へ跳び上がった。


騎士がルルを追って顔を上げたが怯んだように顔を顰めるのが見えた。







    
  





それでも騎士はルルに向かって剣を突き出した。


空中にいるルルは避けられない。


ハッと息を呑む。


騎士の木剣はルルの脇腹ギリギリを通り過ぎた。


ルルが空中で器用に身を捩よじったのだ。


そうして着地しながら片手を振り下ろす。


ピタリ、と騎士の目の前で止まったルルの手には、先ほど投げたはずの短い木剣が握られていた。


互いにしばし固まっていた騎士とルルだったけれど、騎士が体を引くと、ルルも木剣を下ろした。


思わず拍手を送ると騎士がこちらに向いて礼を執る。


お兄様がその騎士を手招いた。


ルルは相変わらずふらふらと体を揺らしながらこちらへ戻ってくる。


「ルル、すごい！　さいごどうやったの？」


傍に来たルルに問うと、首を傾げられる。


「何がぁ？」


「なげたけんがルルの手にもどってたの」


「ああ、あれぇ？　投げた後、風魔法で上に吹き飛ばしておいたんだよぉ」


「じゃあ上にとびあがったのはけんをとるため？」


「そう、あと太陽で目眩しって理由もあったよぉ」


……そっか、騎士のいた位置からだと跳び上がったルルは太陽を背にしていて眩しいのか。


だから騎士はルルを見上げた時に顔を顰めたのだ。


お兄様が横で溜め息を漏らす。


「リュシエンヌの気に入る者がいたら護衛騎士にしようと思ってたんだが、これでは無理そうだな」


近くまで来て控えていた騎士が苦笑する。


「恐れながら、そちらの侍従殿ほどの者がいるのでしたら我々はむしろ足手まといになるでしょう。それに先ほどの戦いを見た後では『我こそは』と名乗り出る者も少ないかと」


「そうだろうな……」


騎士の言葉にお兄様がジロリとルルを見る。


ルルはその視線を平然と受け流していた。


「おにいさま、わたしもごえいきしはいないとダメですか？」


「ダメということはないが、いた方が安心だろう？」


逆に聞き返されて首を傾げてしまった。


「わたし、外にあんまり出ないからよく分かりません。それにルルがいっしょにいてくれるので」


お兄様が納得した風に「ああ」と呟く。


「そういえば、そういう目的も込みで父上はルフェーヴルを雇ったんだったな」


「そうだよぉ。侍従っていうのはただの建前でぇ、オレはリュシーの護衛が本当の仕事だからねぇ」


「なら、いっそリュシエンヌの護衛騎士もお前が兼任してしまえ」


やや投げやりなお兄様の言葉にルルが手を叩いた。


「それいいねぇ！」


わたしはそれに目を瞬かせた。


「ルル、じじゅうでごえいきし？」


「そう〜、侍従で護衛騎士だよぉ」


暗殺者なのに、王女の侍従で護衛騎士。


ルルの職業がどんどん増えていく。


お兄様は若干呆れたような顔をしながらも「父上には僕から伝えておく」と言った。


……まあ、ルルがいいならいいや。


侍従だろうと護衛騎士だろうと、傍にいてくれるなら、職業なんて何だって構わない。


……でも護衛騎士かあ。


「じゃあルルはわたしのきしだね」


見上げれば灰色の瞳が細められる。


「うん、オレはリュシーだけの騎士だよぉ」


「……わたしだけのきし」


何て素敵で魅惑的な響きなのだろう。


嬉しくてつい、ほわぁっとしていると、お兄様がテーブルに頬杖をついてわたし達を見る。


特にルルへ責めるような視線を向けた。


「可愛い僕の妹に変なことを教えるな」


「ええ〜、別に王女様の護衛が専属騎士なんて珍しくもないでしょ〜？」


「やめろ、リュシエンヌが期待のこもった目でこっちを見てるじゃないか」


……専属騎士。わたしだけの騎士。


お兄様を見ると「う……」と少し気圧されたように身を引いた。


……ルルを護衛に、専属騎士にしてほしい。


そうすればきっとこれからもルルと一緒にいられるという予感があった。


ジーッとお兄様を見つめる。


お兄様は視線を逸らしたままだ。


「おにいさま……」


ぽん、とわたしの頭にルルの手が乗る。


「ほらぁ、諦めてオレをリュシーの専属騎士にしちゃいなよぉ」


わたしとルルに見つめられ、お兄様はまた溜め息をこぼした。


「……分かった、父上に進言はしてみる。だがどうするかは父上が判断されることだ」


「おにいさま、ありがとうございます！」


「そうこなくちゃねぇ」


感情のままにお兄様に笑顔を向ける。


するとお兄様は「仕方ないな」と苦笑した。


見上げればルルがパチリとウィンクした。







戴冠式の裏側で


今日はお屋敷の空気がどことなく明るい。


リニアさんもメルティさんも、オリバーさんも、使用人のみんなは浮き足立っているような感じがする。


それもそのはず、今日はお父様の戴冠式が行われるそうだ。


騎士団の一件から数日。クーデターからいつの間にか一年が過ぎていた。


クーデターの後も国内で色々と問題があったそうで、お父様の戴冠式が今日まで延びたらしい。


綺麗になった王城の前庭を開放して国民が入れるようにして、戴冠式を行った後に、人々の前でスピーチを行うのだとか。


お兄様も戴冠式に出席するとのことだった。


本来、公務に出るのは十二歳からなのだが、八歳になったお兄様は王族が代わったことを示すためにも特別に出席出来るようになった。


そしてわたしはお留守番だ。


この戴冠式の日に、旧王族達を思い起こさせるわたしの琥珀の瞳は喜ばれないから。


お兄様は最後までわたしも一緒に出られないかとお父様に掛け合ってくれていたけれど、わたしは出られなくてホッとした。この国の大半の貴族が出ているということは、それだけ、旧王族に恨みを持つ者と顔を合わせることになる。


それにわたしのせいでお父様やお兄様が悪く言われるのは見たくない。


晴れの日に、旧王家のわたしは要らないのだ。


……何て言ってみるけど、本当は怖い。


貴族や国民に「お前も死ぬべきだ」と言われるのが。


旧王家の血筋だと後ろ指をさされるのが。存在を否定されるのが怖い。


だからわたしは留守番することにした。


外に出たくないと言った時、お父様は少しだけホッとしたような、悲しそうな、何とも言えない顔をしていた。


それに申し訳なさを感じたけれど、わたしはハッキリ「まだ、外はこわいです」と言った。


お兄様は少し残念そうにしていた。


リュシエンヌとして、旧王家の血を引く王女として、貴族や国民の前に立つのは怖い。


十二歳になったら公務に出ないといけなくなるけれど、それまでには覚悟を決めるから。


その気持ちが伝わったのか、お父様は「焦らなくていいんだぞ」とわたしの頭を撫でてくれた。


「今、たいかんしきはどのくらいすすんでるのかな？」


戴冠式は午前中いっぱいかかるらしい。


その後、お昼頃にスピーチが行われる。


王都は新しい王が正式に即位することで、全体的にお祝い一色といった感じらしい。


敷地の外のことはあまり伝わってこないので分からないが、メルティさんがそう教えてくれた。


「ん〜、どうだろうねぇ。多分、貴族が入場してるところなんじゃな〜い？」


暖炉の側に置かれた大きめの揺り椅子にルルが座り、その上に座って、ルルにもたれながら呟けば、頭上から返事があった。


暖炉でパチパチと小さく火の爆ぜる音がする。


今日は冷えるので暖炉の前にいるけれど、それでも寒くて、ルルにべったりとくっついている。


この半年の間にルルはわたしの侍従兼専属騎士となった。


それで何かが変わるのかと言えば、特にわたしから見て変わったことはない。


でもルルいわく「リュシーの警備に口出せるようになったよぉ」とのことで、専属騎士は護衛騎士でもあるため、わたしの身辺警護にあれこれと口を挟んでいるそうだ。


最初は騎士とあまり仲の良くなかったらしいルルも、お兄様の鍛錬の見学をしに行く度に『運動』と称して騎士と何度も手合わせをしているうちに、いつの間にかその関係はそこそこ良好なものになっているようだ。


……どうやって仲良くなったんだろう？


疑問に感じることはあったが、仲が良いに越したことはない。


今では警備の騎士達とすれ違う度に気軽に挨拶を交わすくらいには仲良くなったようだ。


ちなみにわたしはいまだに壁がある。


旧王家の血筋が〜といった理由ではなく、単に、騎士達はわたしに近寄り難さを感じているそうだ。


いつもルルがいて、時々お兄様もいるため、いわゆる『ガードが堅くて近寄れない』といった感じなのだとか。


そのため、わたしは騎士達の中では『深窓の令嬢』みたいなイメージを持たれている。


でも、鍛錬の時とかに目が合った騎士に手を振るので、そういう機会のあった騎士からは『ちょっと人見知りの可愛いお姫様』と思われてる。


メルティさんが騎士達から聞いたと教えてくれた。


「きぞくの入場ってそんなに時間がかかるの？」


「沢山いるからねぇ。全員が入るまでに二、三時間はかかると思うよぉ。ほらぁ、一組ずつ名前を読み上げて入るやつだよぉ」


ルルの言葉にそういえば習ったっけと思い出す。


正式な行事やパーティーなどでは、貴族は一組ずつ入場することになっている。


爵位の低い方から順番に名前が読み上げられて、一組ずつ入場し、爵位が高い者ほど会場に入る時間が後になる。


だから爵位の順に、会場へ到着する時間も違うため、招待状には必ずそれぞれズラした時間が書かれているらしい。


爵位が下であるほど待つ時間も長くなる。


「おとうさまがおうかんをつけるのも、時間かかる？」


もしかして王冠を戴くにあたって、何かしら決められた儀式というか、そういう特別な手順とか色々あるのだろうか。


「いや〜、多分ちょ〜っと喋って王冠頭に乗っけて、周りが『新しい王サマだ〜』って頭下げて、そんで終わり？」


「そうなんだ……」


そうだとしてもお父様もお兄様も大変そうだ。


入場は爵位の低い順ならば、王族であるお父様やお兄様は恐らく最後になるだろう。


正装で二、三時間待つのはつらそうだ。


家を出る時、お兄様は今日のために作られた服を着て出掛けて行った。


派手さはあまりないが品の良い、騎士の制服みたいな格好で、かなりかっこよかった。


でもお兄様は「重い」ってぼやいていた。


確かに肩の飾りとかマントとか、装飾が沢山あったし、生地もしっかりとしたもので服だけでもそこそこな重さがありそうだった。


……あれって多分、王子の正装だよね？


お兄様を見送ってから思い出したけれど、お兄様の着ていたあの服、多少違いはあるものの、原作のゲームのお兄様が卒業パーティーで着ていたものによく似ていた。


……でもあの服かっこよかったなあ。


ルルも侍従の服も素敵だが、専属騎士として、騎士の制服を着てもきっとかっこいいと思う。


「リュシー、何考えてるのぉ？」


想像してニヤニヤしていると頬をつつかれた。


「ルルがきしの服きたら、かっこいいなあって思ってたの」


「……話飛んだねぇ」


クスクスとルルが笑い、その振動が伝わってくる。


この一年で気付いたことがある。


ルルはわたしの頭を撫でることが好きだけど、実はそれと同じくらい、わたしの頬を触るのが好きだ。


変にベタベタ触ってくるわけではなく、時々、こうしてつついたり、両手で挟んだりして感触を楽しんでいる。


その気持ちは分からなくもない。


リニアさんとメルティさんのおかげで、わたしの髪はサラサラふわふわだし、肌なんてもっちもちだ。


お兄様もわたしの頬に触れた時は「何だこれは……」と驚愕の表情を浮かべていた。


それぐらい今のわたしはモチ肌なのだ。


お兄様は何度もべたべた触ってきたので鬱陶しくなって嫌がったが、ルルはその辺りを分かっているらしく、たまに触るくらいだ。


……ルルならがっつり触ってもいいけどね。


ルルの両手を掴んで、わたしの両頬に押し当てる。


するとルルの手がそっとわたしの頬に触れる。


控えめに頬を包む手の上に、自分の手を重ねて、むにっと頬に押し当てる。


またルルが笑った。


「なぁに、リュシー、珍しいねぇ」


ルルの手がむにむにとわたしの頬を柔らかく揉む。


「ひまなの。あと、ちょっとねむい」


「寝てもいいよぉ？」


「んー……」


眠いけど、眠っていいのかとも思う。


もしお兄様が戻って来た時にわたしがぐっすり眠っていたら、多分、お兄様は残念に思いながらもわたしを起こさずにいてくれるだろう。


お父様やお兄様に「ありがとう」と言いたい。


きっと色んな人から「おめでとう」は言われる。


でもわたしは二人に感謝の気持ちを伝えたい。


お父様がクーデターのリーダーとして立ち上がってくれたからわたしはあの後宮から出ることが出来た。


お兄様がいたから、わたしはお屋敷の使用人とも、少しずつだけど仲良くなれてきている。


……ああ、そうだ。


「ルル」


名前を呼ぶと返事がある。


「なぁに？」


この緩い口調にももう慣れた。


今ではこの声が聞こえないと不安になる。


「ありがとう」


もにもにとわたしの頬を触っていたルルの手が止まる。


「ん〜？　オレ何かしたっけぇ？」


不思議そうな声に頷き返す。


「わたしを見つけてくれたのがルルでよかった。いっしょにいてくれるのがルルでうれしい。ルルがいると幸せなの。だから、ありがとう」


この一年、ずっとルルと一緒にいた。


きっとこれからもずっと一緒なんだろう。


それがちっとも嫌じゃない。


むしろルルと一緒にいられる未来に安堵してるし、心から嬉しいと思うわたしがいる。


「今日からわたしは王女になるけど、これからもルルといっしょにいたい。……いてくれる？」


頬から手を外して後ろを見上げる。


灰色の瞳が目尻を下げて見下ろしてくる。


「もちろん一緒にいるよぉ。そのために王サマから婚約の件をもぎ取って来たんだしぃ？　心配しなくてもずっと一緒だよぉ」


にこ、と笑うルルにわたしも笑い返す。


「そっか」


「そうだよぉ」


今日からわたしは正式に王女様になる。


お屋敷の使用人も、今日からお父様のことは国王陛下、お兄様のことは殿下、わたしのことは姫様と呼び方が変わるらしい。


お兄様は第一王子に、わたしは第一王女に。


そして十二歳になったらお兄様は立太子される。


わたしが十二歳になったら王位継承権を放棄することでお父様と話は決まっている。


王位継承権の放棄に関して、お父様は「その方がリュシエンヌの身の安全にも繋がるだろう」と言っていた。


王位継承権があるということは、誰かがお兄様を廃してわたしを王女に据えようとする可能性が出てくるからだ。


少なくともわたしが継承権を放棄していれば、いくら持ち上げても王になることは出来ない。


……王女様になる。


「リュシー？　大丈夫ぅ？　寒いならもっと暖炉に薪入れる〜？」


ぶるりと震えたわたしをルルが抱き締めてくれる。


「ううん、だいじょうぶ」


王女になったってわたしはわたしだ。


原作のリュシエンヌとは違う。


きっと、大丈夫だ。


それにこうして原作とは違ってルルもいる。


お父様やお兄様との仲も良好だ。


「わたし、ぜったいルルとけっこんする」


そのためにも原作通りになんてさせない。


ルルがよしよしとわたしの頭を撫でる。


「あと十年、待ってるよぉ」


その言葉にわたしは力強く頷いたのだった。


そしてその日、王国に新しい王が誕生した。


後に賢君として、賢王として、歴史に名前を刻まれることとなる。


旧王家の圧政から解放された国民はその日、新しい王の即位を祝し、王都は夜も明かりに包まれていた。


開放された王城の前庭には新王のスピーチを聞くために大勢の民が集まり、そして、王が消えた後もしばらく歓声が鳴り止まなかったという。







蠢く影


教会の奥にある一室。


会議などで使われる複数の部屋のうちの一つで、やや広い室内には大きな楕円形のテーブルがあり、それを囲むように椅子が置かれている。


壁には教会の信仰する女神を描いた絵画が飾ってある。


室内を照らすのはいくつかのランタンの明かりだけ。


オレンジ色の光にぼんやりと複数の人影が浮かぶ。


全員が司祭の服を身に纏っていた。


「それで、急に呼び出して何の用か」


一人が抑えた声で問う。


全員の視線が一人の司祭へ向いた。


「前々より教会の権威を強固にしたいという話をしていただろう？　旧王家もあまり信仰心はなかったが、それでも現王家よりは甘かった」


注目された司祭がゆっくりとした口調で言う。


他の司祭達が溜め息交じり肯定した。


「ああ、その通りだ。現国王になってからは不正に一層厳しくなった」


「賄賂やコネにもうるさいな」


「おおっぴらに金品を要求していた愚か者は追い出されてしもうた」


「あれらは馬鹿なだけだ」


「それで？　それが何だと言うんだ？」


司祭達の視線がまた一箇所に集中する。


「実は、良い駒になりそうな者を見つけまして」


ふふふ、と注目された司祭が笑う。


他の司祭達は暗闇の中で互いに顔を見合わせた。


そのうちの一人が焦れたように問う。


「それは誰じゃ？」


また視線が集中して、司祭が自慢げに口を開く。


「リュシエンヌ＝ラ・ファイエット王女です」


ざわりと司祭達が色めき立つ。


それは小さなものだったが、静かな室内ではよく響いた。


「王女を？　だが現国王の養女ではないか」


「聞くところによると、魔力を持たないため屋敷からなかなか出さないそうだが、そんな王女を立てたところで寄りつくのは旧王家の頃に甘い汁を吸っていた者くらいだ」


「その貴族の大半も一新されてしもうた」


「そうだ、今や奴らは閑職にまわされている」


他の司祭達の話を聞き終えた司祭が頷く。


「皆の意見は一理ある。魔力のない王女など、立てたところで旗印としては力がない」


ここに密かに集っている者達は教会派の貴族達だ。


過去の、教会が王家よりも強かった頃に教会に属し、その後も教会派としてあり続けている。


当時であれば教会派の貴族の言葉は強かった。


教会派の貴族の言葉を、王ですら無視出来なかった。


だが時代は移り、教会の支配力は薄れ、現在は王家よりも発言力を失ってしまった。


王家は教会の意向に耳を傾けはする。


しかしそれは形ばかりのものである。


教会派の貴族も急速に力を失い、数が減ったため、余計に力は消えていった。


旧王家はそれでもまだ良かった。


政まつりごとに興味のない王、贅沢を好む王妃、信仰に興味のない子供達、存在感の薄い側妃とその子供。


貴族達も自身の領地を守ることで手一杯だった。


教会が多少好き勝手にしても、誰も咎めない。


けれども新王が即位してからは一変した。


腐敗を許さず、不正を追及し、出来る限り正しい政治のあり方を、国のあり方を示し始めた。


旧王家時代に良い思いをしていた貴族達は罪を暴かれ、閑職に回されたり、裁判にかけられたり、最も重い者は爵位を返上することとなった。


この一年間、教会派の貴族達は息を潜めていた。


教会にもその手は伸び、堂々と賄賂のやり取りをしていた者や信者から金を巻き上げていた者は聖職者ではないと即座に切り捨てられた。


ここにいる者達は難を逃れたものの、大勢の同胞や部下を失い、今や自分の地位に何とかしがみついているようなものだ。


煮え湯を飲まされたような一年間だった。


どこか縁のある公爵家の後ろ盾になり、現国王やその子を亡き者として、新しい王を立てようかと何度思ったことか。


送り出した暗殺者が悉ことごとく失敗したため計画は頓挫とんざしたが、それでも希望は捨て切れない。


「先日、王女が洗礼に来たのは皆も知っているだろう」


「ああ、確か王太子である兄と同じくスキルを三つも持っていたらしいな」


「あれで魔力が多ければ良かったんだが……」


他の司祭達が溜め息を漏らす。


旧王家の生き残りである王女は旗印としては丁度良い駒になりそうだった。


正統な血筋であり、現国王達に王位を奪われた者であり、スキルも稀有けうな三つ。


魔力がないことだけが悔やまれた。


司祭が「その王女だが」と言う。


「実は女神イシースの加護を授かっている」


全員が一瞬押し黙った。


「加護？　そんなまさか……」


「今まで何百年と現れなかったのに？」


「この国では確か五百年ほど出ておらん」


「……待て、王女が加護を授かっているとすれば……」


またシンと静まり返る。


司祭が頷いた。


「しかも王女は美しい琥珀の瞳を持っていた。……旗印にこれほど良い者はいない」


正しい王族の血統で、それを主張する琥珀の瞳で、スキルを三つ有し、女神の加護を授かっている。


しかもまだ六歳の少女である。


現国王によく似た王太子よりも扱いやすそうだ。


王女を旗印として王位に祭り上げれば、幼いことを盾に教会が後見になれる。


女王の後見は貴族しかなれない。


今はまだ幼すぎるが、ある程度成長したら攫さらってからこちら側に都合の良い男に襲わせて、その処女性を奪い、それを公にされたくなければ言うことを聞けとでも脅せば従うだろう。


貴族の未婚の女性にとって、処女性は何よりも重要だ。


それを失った、しかも穢けがされたと知れ渡るのは絶対に避けるはずだ。


そうなれば、王女はこちらの思う通りに動く傀儡くぐつになる。


あとは王女を女王に祭り上げれば良い。


その場にいた全員の思考が一致した。


「おお、何と、それは良い……！」


「加護を持った王女ならば民も支持するだろう」


「正統な血筋もある手前、貴族達も大きな声では否やは言えんだろうて」


「少ないが、女王の存在した時代もあった。王女が王位についたとしてもおかしいことではないな」


全員がどこか熱に浮かされたように囁き合う。


「だがどうやって王女を誘拐する？」


「うむ、屋敷にこもられては手が出せん」


それに話を持ち出した司祭がニヤリと笑う。


「そこは調べてある。どうやら王女は時折、平民のふりをして市井しせいに出かけることがあるらしい。その際に攫ってくるのだ」


司祭達が視線で問い合う。


提案した司祭が低く笑う。


「何、攫われて処女性を失ったとなれば王女とて騒ぎ立てはしない。もしそれで王女に子が出来れば、その子の後見となり、更に良い傀儡を育てれば良いことだ」


「おお」と小さなどよめきが上がる。


「なるほど、そうして脅しておいて、自ら教会に来させて教会派に属させるということか。王女自身の意思で教会に入るならば反発も起き難そうだ」


「確かに王女があまり協力的ではないなら、さっさと孕ませてその子を次代の王として掲げるのも悪くはなさそうだ」


「処女性を失ったとは王女とて誰にも言えまい」


ヒソヒソと話し合い、司祭達が頷き合う。


そうして一人の司祭に視線を向けた。


「うむ、それで行こうではないか」


「では私が主体となって進めよう。王女がある程度成長するまでは待ち、様子を見て、攫ってくる。いつ実行するかは私が決めよう。それまでは手出しはせぬよう頼んだぞ」


「そうだな、そなたの案だ」


「上手くやるのだぞ」


「必要なことがあれば手伝おう」


互いに頷き合い、そして立ち上がる。


「では、栄光ある我らに幸あれ」


「幸あれ」と他の司祭達も抑えた声で続ける。


やがて一人ずつこそこそと部屋を出ていった。


最後に残った司祭が最後のランタンに手を伸ばす。


「精々、手伝いをしてもらおうではないか。あいつらも所詮は駒。最後に笑うのはこの私だ」


明かりに顔を照らされたハロルドはくくくと愉快そうに笑いを漏らし、部屋を後にした。







ファイエットのお転婆姫


クーデターから二年が経った。


わたしは七歳に、お兄様は九歳になり、勉強も日々段々と難しいものに変化している。


お兄様は成長が早いらしくグングンと背が伸びた。


リニアさんがお兄様のことを「同年代の方よりも大きいです」と言っていたので、実際そうなのだろう。原作でもお兄様は長身だった。


かく言うわたしも二年で背が伸びた。


五歳の時は周りから「歳の割に小さい」と評されていたけれど、この二年の間、よく寝てよく食べて、健康的な生活を送れるようになったおかげでわたしの体はそれまでの分を取り戻すかのごとく成長した。


今では年相応の身長になった。


ただ細身なのは相変わらずだ。


原作のリュシエンヌはヒロインちゃんよりも背が高かったので、わたしもこのままいけば、同じように成長するだろう。


最近はダンスのレッスンも始まり、体を動かすことが増えたけれど、それはそれで楽しい。


身長差の問題でダンスの相手はもっぱらお兄様である。


ルルとだと、どうしても身長差がありすぎて上手く踊れない。


お兄様はそれまであまり好きではないと言っていたダンスレッスンも、わたしが相手になると聞いてからは、欠かさず付き合ってくれるようになった。


どうやらお兄様はダンスレッスンで一人で踊るのが嫌だったらしい。


わたしが相手になってからはきちんとレッスンに出てくれると先生が漏らしていた。


そしてお兄様もわたしも、家庭教師は変わらずミハイル先生が受け持ってくれている。


今はこの国と周辺諸国の歴史について勉強したり、現在いる貴族の名前と家柄の関係を覚えたり、法律について学んだりして、どれも意外と面白い。


算術についても今はもうお兄様と同じところまで学んでいて、お兄様はわたしに追い越されないように、兄の威厳を保つために、今まで以上に猛勉強しているそうだ。


ミハイル先生がこっそり教えてくれた。


でも算術についてはわたしの方が出来ても仕方ないと思う。


何せ前世の記憶がある上に、前世の世界の方が算術は進んでいたらしく、この世界の算術はわたしからしたら復習しているような感覚だった。


それから刺繍も習い始めた。


本当は楽器も習っていたのだけれど、楽譜は読めるのに、いざ楽器を鳴らすと綺麗な音が全く出ないという謎の現象に見舞われた。


ピアノだと楽譜通りに弾けないし、ヴァイオリンはギコギコ鳴るし、ハープなんて一つの弦だけを鳴らすことが出来ない。


音楽の才能がないのか、とにかく楽器という楽器は全く扱えない。


そのくせ、歌だけは綺麗に歌えるのだ。


音楽の先生は心底不思議がっていた。


お兄様は音楽の才もあるらしく、ピアノもヴァイオリンも先生お墨付きである。


そういうことで音楽の授業ではお兄様が演奏し、わたしが歌うという構図が出来上がりつつある。


そしてルルはと言うと、この二年で更に身長が伸びて、以前よりもずっと大人びた顔立ちになった。


しかし体は細身で、ルルいわく「余計な筋肉は重くなるから邪魔なんだよぉ」とのことだった。


ルルはお屋敷のメイド達からの人気が高い。


元々中性的な美人だったけれど、大人っぽくなって、そこに男性的な要素が加わって美青年に成長したのだから当然の結果かもしれない。


それでもルルは必要以上にメイド達と関わることもなく、この二年間、ずっとわたしの傍にいてくれた。


「リュシー、またそんなところに登ってるのぉ？」


下から聞こえた声に視線を下げる。


足元の更に下にルルがいて、こちらを見上げている。


「だって風がきもちいいの」


この二年間でわたしも大分変わった。


最初の一年は大人しくしていたものの、あまりにわたしが物静かすぎて周りに「やりたいことを我慢しているのではないか？」と心配されたのだ。


わたしとしては別に我慢はしていなかった。


お兄様に庭や温室に引っ張り出されて、子供が一日中部屋にこもって読書をして過ごしているのは確かに少し変かもしれないと考え直した。


それから、わたしは少しずつ活動的になっていった。


いきなりだとそれはそれで疑われそうだったので、まずはお屋敷の中を歩き回ってみたり、遊戯室でちょっと派手に遊んでみたり、少しずつ外へ出ることに慣れていくようにした。


わたしが子供らしい振る舞いをするとお屋敷のみんなも、お父様も、お兄様も、何だかホッとしたような顔をする。


前世のわたしは割と活動的なタイプだったので、一度解放感を味わえば、後はもう自然に振る舞えた。


たまに廊下を走ると「淑女は走ってはいけませんよ」と誰かに注意されることはあるが、言葉とは裏腹に柔らかな声なので、わたしはいつも「はぁい」と返事をしながら駆けていく。


でも走っていって抱き着くのはルルだけだ。


「この前落ちそうになったのに懲りないねぇ」


「あれはお兄様がドレスのすそをつかんだから」


「まぁね、あれはアリスティードが悪かったねぇ」


最近、わたしはよく高い場所に登る。


木や屋根の上は風が心地好くて、空が広くて、門の向こうの街並みがよく見えるからだ。


時々ルルと兄妹のふりをして街に出ているけれど、そんなに頻度は多くない。


人混みに行くととても疲れてしまうから。


ルルが跳び上がって一番下の枝を掴むと、ひょいと器用に登り、わたしの横に腰を下ろした。


「でもさぁ、ドレスで登ると下にいる人にスカートの中見えちゃうよぉ？」


「どうせ生地がいっぱいあって見えないし、べつにいいよ」


それに見えたとしてもドロワーズだ。


あんなものわたしからしたら、フリフリの半ズボンみたいなものである。


ルルが「リュシーはそういうとこサッパリしてるよねぇ」と笑った。


「そうそう、メイド長からお菓子もらって来たんだぁ」


そう言って、ルルが懐からハンカチで包んだものを取り出した。


膝の上に広げられたハンカチには美味しそうな艶のある焼き菓子がいくつかのっている。


そのどれもがわたしの好きなお菓子だった。


「わぁ、おいしそう！」


差し出された焼き菓子にぱくりとかじりつく。


芋を使ったその焼き菓子は甘くて、香ばしくて、ほろほろとした食感がとてもいい。


「美味しい〜？」


「おいしい！」


「良かったねぇ」


わたしが活動的になり、木に登るようになると、ルルはこうやってお菓子を持ってくるようになった。


最初はリニアさんもメルティさんも「木の上で食べるなんて」と顔を青くしていたが、運動することで食事量が増えてからはあまりしつこく言われなくなった。


それにもし落ちそうになってもルルならば風魔法でわたしを掬い上げてくれる。


だから今は自由に木に登っている。


お父様は「怪我しないように」と苦笑していた。


そしてお兄様は反対派である。


もしも落ちて怪我をしたらと思うと、見ているだけでも不安なのだそうだ。


一応、お兄様の心配に配慮して、あまり高すぎる木には登らないようにしている。


そして木以外にもベランダ伝いに屋根に登ることもあるのだが、ルルはわたしがどこにいても必ず迎えに来てくれる。


ずっと不思議だったけど、実はニコに魔石が入っていて、その魔石につけられた魔法でルルにはわたしの居場所が分かるらしい。


活発になってから、ニコはわたしが背負えるように背中に腕を通す部分が縫い付けられたため、七歳になった現在は毎日ニコを背中にくっつけている。


走り回ることもあるので、両手が使えるようにリニアさんがそうしてくれたのだ。


「……リュシーは大きくなったねぇ」


焼き菓子を食べているとルルに頭を撫でられた。


大きく、と言ってもまだ年相応だ。


「まだまだ大きくなるよ」


「そうだろうねぇ」


「ルルにつり合うくらい大きくなるし、キレイになるから、もうちょっと待ってて」


毎日よく食べて、よく寝て、よく遊んで。


わたしはすくすく成長している。


原作のリュシエンヌと同じように育てば、スラリとした細身の長身になる。


それも出るところは出て、引っ込むところは引っ込んだ、ややキツい顔立ちの美女に。


……でも顔はあんまり似てない気がする。


確かに七歳になった今、ガリガリに痩せていたのが解消されて綺麗だけど可愛い顔立ちではある。


でもやや垂れ目で、原作のリュシエンヌのようにつり目気味の気の強そうな顔立ちではない。


ルルがクスクスと笑った。


「楽しみにしてるねぇ」


最後の焼き菓子をルルに差し出す。


今度はルルが、わたしの差し出した焼き菓子にかじりつき、片手で口の中にそれを押し込んだ。


「さぁて、そろそろ下りよっかぁ？」


焼き菓子を咀嚼し、飲み込んだルルが言う。


空は大分前からオレンジ色に染まっていたけれど、東の方からゆっくりと藍色が侵食し始めている。


暗くなる前に下りた方が良さそうだ。


ルルの言葉に頷いた。


「うん、そうだね」


ルルはわたしに腕を回すと抱え上げ、するりと枝から下りる。


そうしてストンと地面に着地してわたしを下ろす。


下ろしたわたしのドレスを軽く叩いて汚れを落とし、整え、満足そうな顔をした。


「部屋に戻ろうかぁ」


差し出された手に自分の手を重ねる。


「うん」


わたしが歩き出すとルルもゆったりとした歩調で動き出す。


身長差はあるので歩幅も違うが、ルルはいつも、わたしのために歩調を合わせてくれる。


「あ、さっきのお菓子は侍女達には秘密だよぉ」


「分かった」


あのお菓子はこっそりもらって来たらしい。


時々、メイド長がティータイムとは別にお菓子を作ってくれることがある。


そういう時、メイド長は作ったお菓子をルル経由でくれるのだ。


あまり食べすぎると食事が入らないので、リニアさんとメルティさんには秘密なのだ。


……まあ、それも公然の秘密だけどね。


わたしがこっそりおやつをもらっていることを多分二人は知っていて、でも目につかない限りは見逃してくれているのだと思う。


……太らないよう気を付けよう。


ルルと二人で手を繋ぎながらお屋敷の中へ戻る。


＊　＊　＊　＊　＊


夕食の時間に近くなり、アリスティードは食堂へ向かう。


この二年で更に身長が伸び、まだ幼さの強く残る顔立ちではあるが、その鋭い眼差しはどこか近寄り難い雰囲気があった。


伸びた黒髪は真っ直ぐで艶があり、首の後ろで一つに纏められている。


廊下を歩いていたアリスティードは背後から聞こえた自分を呼ぶ声に足を止めた。


「お兄様！」


可愛らしい声にアリスティードは青色の瞳を緩め、振り返る。


侍従のルフェーヴルと手を繋いで歩いてくる妹に、アリスティードは微笑んだ。


「リュシエンヌ」


温かみのあるダークブラウンの長い髪は艶やかで、癖毛なのか少し波打って、歩く度に微かに風をはらんでふわっと揺れている。パッチリとした瞳は神秘的な琥珀色で、アリスティードの青い瞳とは違い、柔らかな色だ。やや垂れ目で可愛らしい顔立ちをしているけれど、成長してきて、段々とそこに綺麗さも加わってきた気がする。


初めて会った時に比べてここでの暮らしにも慣れたのか、最近は活動的で日に当たるようになったため、侍女達が肌や髪の手入れに殊更力を入れているらしい。色白で、細身で、可愛い妹である。


屋敷の誰もが「将来美人になる」と口を揃えて言っており、アリスティードもそうだろうなと思っている。


「食堂までいっしょに行きましょう」


「ああ、そうだな」


ただ少し活発すぎて怪我をしないか心配ではある。


……ルフェーヴルがいれば大丈夫だろうが。


横に並んだリュシエンヌがにこりと笑う。


この二年で妹は表情も豊かになったし、年相応に遊ぶようになったし、明るくなった。


元々頭が良いのか授業も熱心に受けている。


算術などは兄のアリスティードと同じところまで追いついてしまい、兄の威厳を保つために、アリスティードは更に勉強に力を注いでいる。


そのおかげか同年代の子供より、アリスティードは勉強が進んでいる。


張り合うというわけではないが、やはり、共に学ぶ相手がいる方がやり甲斐がある。


「明日のお兄様のごよていは？」


「午前中はミハイル先生の授業で、午後は騎士団のところで剣の訓練だな」


リュシエンヌが目を輝かせた。


「ごご、見に行ってもいいですか？」


キラキラとした琥珀の瞳に苦笑する。


「それは構わないが、この間みたいに木剣で遊ばないと約束出来るならな」


前回、木剣を持ってみたいと言い出したリュシエンヌがそれを振り回して遊んだのは記憶に新しい。


別に木剣を持つこと自体は構わないのだが、きちんと剣術を学んでいないリュシエンヌの木剣の振り回し方は危なっかしい。


木登りで腕力や握力がついているのか意外と軽々と持っていたが、そのまま騎士達を追いかけ回したのは困ったものだ。


あれでは騎士達が鍛錬出来ない。


しかし騎士達の方は喜んでいた。


七歳の可愛い女の子が木剣を持ってパタパタと追いかけてくる様に和んでいるようだった。


リュシエンヌの足の速さに合わせて走ったり、たまに木剣同士を打ち合わせたり、良い遊び相手になってくれてはいたが。


「ええ〜」


リュシエンヌが残念そうな声を上げる。


「あれでは騎士達が鍛錬出来ないだろう？」


「……分かりました」


さすがに前回のことを思い出したのか、リュシエンヌは少しばつが悪そうに頷いた。


その頭を撫でてやる。


「別に遊ぶなというわけじゃない。騎士達もリュシエンヌと交流出来て喜んでいたしな」


それにリュシエンヌが年相応の明るさを見せるようになり、父もアリスティードも安堵したのだ。


物分りが良いのはいいが、良すぎて不安になることもあった。


だからリュシエンヌが活発に動き回ることについては、アリスティードも怒ることはない。


何よりそれで物を壊したり、使用人に迷惑をかけたりといったことがない辺り、本来は思慮深いのだろう。


成長すれば嫌でも淑女らしさを求められるのだ。


今のうちに目一杯遊んでおけばいい。


「そうだ、リュシエンヌが来るなら、明日はルフェーヴルにも手合わせしてもらうからな？」


リュシエンヌと手を繋いだまま黙って歩いているルフェーヴルへ、アリスティードは視線を向ける。


「ん〜？　いいよぉ？」


このふらふらした男は正直いけ好かないが、アリスティードはその強さを認めているし、リュシエンヌを大事にしてくれていることも評価している。


いまだに騎士達はルフェーヴルに勝てていない。


アリスティードもルフェーヴルと剣を交えるようになり、その強さを思い知った。


剣だけでなく魔法も使いこなす。


父が何故リュシエンヌの傍にルフェーヴルを置いたのか、改めて理解し、そしてその強さはアリスティードの目指すところでもあった。


「ルルがたたかってるところ、見るの好き」


「かっこいい」とリュシエンヌが言う。


ルフェーヴルが嬉しそうに目を細めた。


「じゃあ明日は頑張っちゃおうかなぁ」


「……程々にしてくれ」


ルフェーヴルに本気を出されたら誰も敵わない。


苦い顔で言ったアリスティードにルフェーヴルが「分かってるよぉ」と答える。


リュシエンヌがおかしそうに小さく笑っていた。


それにアリスティードも微笑み、そして、妹に考えていたことを伝えることにした。


＊　＊　＊　＊　＊


笑っていたお兄様がふと、酷く真面目な顔でこう言った。


「僕の親友を紹介したいんだが、家に招いた時に会ってもらえないか？」


何故かとても深刻そうな表情だったが、わたしはよく分からないものの頷いた。


「はい、お兄様がわたしにしょうかいしてもいいと思われる方でしたらかまいません」


「そうか」


了承したわたしにお兄様がホッとする。


もしかしてわたしが拒否するかもしれないと思っていたのかもしれない。


実際、わたしはお屋敷の外の人達とあまり接する機会もなく、積極的に外出するわけでもない。


お兄様の下に何度もお客様が来ていたが、わたしが会うこともなかった。


ただいつもお兄様の御友人が来ているという話は聞いていたので、恐らく今回紹介されるのはその御友人ではないかと思う。


「穏やかな奴だから怖くないぞ」


お兄様のその言葉に頷いた。


先に名前を聞いておけば良かったと後悔したのは紹介されてからのことだった。


原作のゲームでも、お兄様の親友と言えば『あの人』だったはずなのに。


関わりがなかったので、すっかり忘れてしまっていた。







ロイドウェル＝アルテミシア


三日後の午後。お屋敷にお客様が訪れた。


先に応接室でお兄様と共に待っていると、オリバーさんに案内されてお客様がやって来た。


歳はお兄様とそう変わらないくらいに見える。


明るい金髪に同色の瞳、穏やかそうに微笑を浮かべた顔は端正で、目尻がやや下がっているからか人が良さそうだ。


お兄様が氷のようなイメージならば、その人物は柔らかな日差しのようなイメージと言うか。


とにかくお兄様とは正反対な雰囲気だった。


「紹介しよう。僕の親友であり、幼馴染でもある、ロイドだ。ロイド、こっちは僕の妹のリュシエンヌだ」


挨拶の後にお兄様が紹介してくれた。


その御友人が礼を執る。


「第一王女殿下にご挨拶申し上げます。アルテミシア公爵家の次男ロイドウェル＝アルテミシアです。王女殿下のことはアリスティード殿下よりよくお伺いしておりましたが、お会いするのは今日が初めてですね」


にこ、と人好きのする笑みをその人物は浮かべた。


わたしは名前を聞いた瞬間、衝撃を受けた。


それでも何とか微笑んで頷き返す。


「はじめまして、リュシエンヌ＝ラ・ファイエットです。いつもお兄様のところにいらしていたのはアルテミシア様でしょうか？」


「はい、その通りです。今日お会い出来て光栄です」


「わたしこそ、お兄様のしんゆうである方にお会いできてうれしいです」


喋りながらも頭の中は混乱していた。


ロイドウェル＝アルテミシア公爵子息。


原作の乙女ゲームの登場人物であり攻略対象の一人で、原作ではリュシエンヌの婚約者になっていた人物だ。


一見物腰穏やかで紳士的なキャラクターだが、性格は実は腹黒で、誠実なアリスティードの傍らで補佐役のような立ち位置だったはずだ。


リュシエンヌにも優しく接していたが、内心では我が儘贅沢三昧な婚約者に呆れ、義務だけで付き合っていた、というのもロイドウェルルートに入ると明かされる。


ちなみにヒロインちゃんがお兄様ルートに入ると、ヒロインちゃんを諦めてお兄様との仲を応援し、時には助けてくれる。


ロイドウェルとの好感度の方が高く、ロイドウェルルートへ入ると、逆にお兄様がロイドウェルとヒロインちゃんの仲を応援してくれる。


この二人のルートではリュシエンヌが悪役だ。


お兄様ルートのハッピーエンドだとリュシエンヌはヒロインちゃんをはじめとした複数の女生徒達への傍若無人な振る舞いや酷い虐めの報いを受け、学院を退学させられてアルテミシア公爵家に降嫁させられる。


トゥルーエンドでもリュシエンヌはハッピーエンドと同じで、バッドエンドの場合は病にかかったとして降嫁せずに数年後、単なる病死として処理されてしまうが本当は違う。


トゥルーエンドはヒロインちゃんと攻略対象は友人関係で終わるが、バッドエンドではリュシエンヌが雇った荒くれ者にヒロインちゃんが襲われて、それによりヒロインちゃんが身を引いてしまうのだ。


アリスティードはそれを知り、リュシエンヌを問い詰め、暴漢にヒロインちゃんを襲わせたことが事実であることが分かると激情に任せて剣で斬りつけてしまう。それを隠すためにリュシエンヌは病として城の奥で治療を施されるが寝たきりになり、数年後に衰弱死するのである。


アリスティードはその後、有力な公爵家の令嬢と結婚するがヒロインちゃんを忘れられなかったという描写で終わる。


「どうだ、リュシエンヌは可愛いだろう？」


「そうだね、僕にもこんな妹がいたら良かったのにって思うよ。うちは男兄弟ばかりだから」


「リュシエンヌはやらないぞ」


「あはは、アリスティードはすっかりお兄さんになったよね」


そしてこのロイドウェルルートも酷い。


ハッピーエンドではヒロインちゃんと結婚し、トゥルーとバッドはお兄様と同じ展開である。


しかしリュシエンヌの扱いが変わる。


ハッピーエンドでは虐めの報いを受けて修道院へ入れられるが数年後に病死、トゥルーではアルテミシア家に降嫁するもほぼ監禁状態で二度と公の場に出ることはなく、バッドエンドではリュシエンヌはお兄様のバッドエンドルートと同じくヒロインちゃんを荒くれ者達に襲わせ、それを知ったロイドウェルがリュシエンヌに毒を盛り、殺してしまう。


王女に毒を盛ったロイドウェルは自身もその責任を負って自死し、ヒロインちゃんがロイドウェルの墓の前で泣くという終わりを迎える。


今になって思ったが、ロイドウェルのハッピーエンドで、リュシエンヌ修道院ルートも絶対何かしらの手を使ってリュシエンヌを病死に見せかけたんじゃあないかと勘繰ってしまう。


……うん、この二人のルートってリュシエンヌにとっては鬼門なんだよね。


他の攻略対象のルートではリュシエンヌはロイドウェルと結婚する。


お兄様とロイドウェルのルートではリュシエンヌが幸せになることはない。


このゲーム、今思うとリュシエンヌに優しくない。


……虐待されて育った王女だよ？


しかも養子先でも疎ましがられて、婚約者とも良好な関係を築けず、それでも数少ない心の拠り所だった兄や婚約者をヒロインちゃんに奪われた挙句にこの扱い。


製作者はリュシエンヌに恨みでもあるのだろうか。


リュシエンヌの方を可哀想なヒロインにすべきだったんじゃないだろうか。


リュシエンヌがサンドバッグすぎる。


思わず、ぶる、と震えると後ろから腕が回された。


「リュシー、大丈夫ぅ？」


ルルの声にハッとする。


……そうだ、原作とは違う。


わたしの婚約者はルルになることが確定しており、目の前にいるロイドウェルがその座に納まることはない。


ルルの声に気付いたお兄様が振り向く。


「どうした？」


心配そうな青い瞳が覗き込んでくる。


……ああ、それにお兄様との仲も原作とは違い良好だ。


ルルがお兄様へ言う。


「多分、これ以上は無理だよぉ」


ルルにひょいと抱き上げられる。


それでも自分の体が微かに震えているのが分かった。


「すまない、ロイド。リュシエンヌは人見知りで……」


「いや、僕のことは気にしないで。王女殿下の御事情は父上から聞いて知っているから」


「そうか」


お兄様とロイドウェルのやり取りが聞こえる。


ロイドウェルの柔らかな声が少し怖い。


「ルフェーヴル、リュシエンヌを休ませてやってくれ」


お兄様の心配そうな声がする。


ルルが頷いたのかちょっと揺れた。


「もちろんそうさせてもらうよぉ」


しっかりと背中に回された腕に安心する。


それでもこのまま退室するのでは良くないと、顔を上げ、お兄様とロイドウェルの方を見る。


「ごめんなさい」


相手に怯えるなんて失礼だ。


だがロイドウェルは温和な笑みを浮かべた。


「殿下、どうぞお気になさらずに」


でもロイドウェルルートを思い出したわたしには、彼の穏やかな笑みは信用ならなかった。


何とか頷き返して「しつれいします」と言う。


お兄様が頷き、ルルがわたしを抱えて応接室を出た。


扉が閉まる音でホッと体の力が抜けた。


ルルは廊下を早足で抜けて、わたしの部屋へ辿り着くと、手でリニアさんとメルティさんを下がらせた。


そのままわたしを抱えてベッドへ腰掛けた。


「あいつが怖いの？」


間延びしていない声で問われて頷き返す。


「お兄様のしんゆうを悪く言いたくないけど……」


「どんな感じに怖い？」


「笑ってるけど、笑ってない」


そう、ロイドウェルはリュシエンヌの事情を知っていて原作のような扱いをするのだとしたら、とてもじゃないが近付きたいとは思えない。


ルルがわたしを抱き締めた。


「大丈夫、オレが守ってあげる」


ギュッとルルに抱き着く。


とんでもない攻略対象がいたものだ。


お兄様の親友だが、ロイドウェルとは極力、距離を置くことにしよう。
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足音が遠ざかってからロイドウェルは口を開いた。


「あの侍従は？　初めて見るね」


幼い頃から何度も訪れているので、ファイエット邸で働く使用人達の顔はかなり覚えている。


だが王女を抱えて出て行った侍従は初めて見る顔であった。


アリスティードが「ああ」と扉から視線を外す。


「リュシエンヌを養子にした時に、父上が雇った侍従兼護衛だ。ああ見えてかなり強い」


「そうなんだ」


「悔しいけど、あいつが傍にいるならリュシエンヌは安全だろう」


憮然とした表情で言う親友が意外だった。


アリスティードは昔から優秀で、座学も剣術も、驚くほど早く吸収してきた。


ロイドウェルも剣は学んでいるがアリスティードに勝てた例がない。


ファイエット家が新王家となった時も、ファイエット侯爵が王となることに不満はなかったし、アリスティードが次代の王になることはむしろ友人として誇らしかった。


少々真っ直ぐすぎるところのあるアリスティードだが、彼が王となるならば、自分はその側近として彼の苦手な部分を補いたいと思った。


しかしアリスティードから可愛い義妹が出来たと手紙をもらった時は目を疑ったものだ。


親友は母親の件もあり、旧王家を嫌っていた。


だから旧王家の生き残りの王女が義妹になり、かなり荒れるだろうと予想していたのに。


予想に反してアリスティードは義妹の王女と仲良くやっているようだ。


先ほどの様子を見るだけでよく分かる。


まるで実の妹のように可愛がっている。


「王女殿下はいつもあんなに人見知りなの？」


その王女は人見知りらしく、少し会話をした後に顔色を悪くしていた。


アリスティードが首を横に振る。


「いや、手紙に書いているように普段はそうでもないが……。あまり外出もしないし、ファイエット家以外の者は怖いのかもしれない」


「そっか、そうだね」


あの王女は前王が手を出した伯爵家の娘が産み落とした子供らしい。


そして王妃が望んでも得られなかった琥珀の瞳を持っていたために虐待されて育ったという。


アリスティードからの手紙では座学は自分に負けず劣らず優秀で、物分りが良く、養子に来た当初は引きこもって物静かだったが、現在は明るく活発だそうだ。


だがあの様子を見る限り、人見知りなのだろう。


虐待された記憶のせいかもしれない。


優しく微笑んで懐柔出来ないか試してみたけれど、王女は戸惑っていた。


少なくとも、アリスティードと王位を争えるような性格ではなさそうだ。


「でも会わせる人間には気を付けた方がいいよ。旧王家の血を引く王女殿下こそが正当な王位継承者だと思ってる者もいるみたいだし」


今回、王女に会ったのはそれを確認するためだ。


もしも旧王家の者達と同じような性格であれば。


もしもアリスティードと王位を争う気であれば。


ロイドウェルは婚約者に名乗り出るつもりだった。


アリスティードの側近候補であるロイドウェルが早々に王女と婚約すれば、くだらない妄想をしている貴族達の牽制になる。


王女は何れ降嫁すると言っているようなものだ。


そうすれば、王家が王女に王位を継がせる気がないことが理解出来るだろう。


親友が眉を顰めた。


「そんな者がいたとしても、リュシエンヌが王位につくことはない。本人が望んでいない」


「そうなの？」


「ああ、十二歳になったら継承権を放棄することで父上と話がついている。……それに十六歳を迎えたら結婚して王家を出る」


「え？　結婚って、誰と？」


そのような話は聞いていない。


自分が聞いていないということは、もしかしたら公爵である父も知らないかもしれない。


驚くロイドウェルにアリスティードが苦笑した。


「さっき一緒にいた侍従とだ」


更に予想外の言葉にロイドウェルは目を瞬かせた。


「えっと、あの侍従は実は貴族だったとか……？」


「いや、違う。今はまだ細かく説明は出来ないが、二人がそう望んで、父上がそれを了承している」


「そう、陛下が……」


陛下が認めているということは、十二歳になったら王女はあの侍従と婚約するのだろう。


「十六歳で結婚したら王家を出て、恐らく、それ以降は表舞台からも姿を消すことになる」


それはロイドウェルには願ってもないことだ。


「それは陛下のご意向？」


「いや、本人達の意思だ」


アリスティードが苦虫を噛み潰したような顔をする。


「何というか、あの二人はお互いが一番なんだ。リュシエンヌはルフェーヴルがいればそれで良いし、ルフェーヴルもリュシエンヌを囲い込みたがってる」


親友の話によると、王女と侍従はこの屋敷に来た時には既にそのような関係だったらしい。


二人の間には深い信頼関係が築かれている。


兄として慕われていても、兄として可愛がっていても、王女はあの侍従ほどアリスティードに心を寄せていない。


王女の心の大半はあの侍従に向けられている。


そして侍従の心もまた王女に向けられている。


「もしかしたら信頼というより、あれは執着や依存に近いのかもしれない」


とにかく、王女と侍従が離れることは滅多にないらしい。


確かに先ほど見た時も、ソファーに腰掛ける王女のすぐ傍らに侍従は立っていた。


しかも何の許可もなく王女に触れていた。


そうすることが当たり前のような動きだった。


「アリスティードはそれでいいのかい？」


見る限り、アリスティードは義妹である王女をかなり可愛がっている。


それに侍従と王女の話をしている間、アリスティードは始終苦しそうな表情だった。


……もしかしてアリスティード、君は……。


何と声をかけたら良いのか分からず、曖昧な訊き方をしたロイドウェルにアリスティードが困ったような顔をした。


「父上が決めたことだ。僕はリュシエンヌの兄で、リュシエンヌは僕の妹だ。何より、まだ死にたくない」


最後の言葉の意味は分からないが、アリスティードはどうやら自分の立場を受け入れているようだ。


それならロイドウェルが言う言葉はない。


「そっか。……良かったら王女殿下のこと、もっと教えてくれる？」


アリスティードが目を鋭くした。


「先ほども言ったがリュシエンヌはやらないぞ」


それにロイドウェルは苦笑する。


「違う違う。ほら、これからも会うかもしれないし、いつまでも親友の妹に怖がられたままっていうのはちょっと悲しいから、何とか怖がられないように出来ないかと思って」


「そうだな、ロイドはよくうちに来るし、親友が妹に怖がられたままというのも困る。それにリュシエンヌも十二歳になれば公務に出る。もう少し人なれさせておかないとまずいかもしれない」


「でしょう？」


そうして、その日はアリスティードから王女の話を聞き出すことにした。


王女が王位を継ぐ気がないとしても、それは今だけかもしれない。


もし王位に関心を示した時、王女はアリスティードの脅威になり得る。


……近くで見張っていた方が良さそうだ。
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「──以上の点から、今現在、王女が王位につく可能性は非常に低いと思われます」


ファイエット邸から帰宅したロイドウェルは、その足で父親であるアルテミシア公爵へ報告に向かった。


父親も王女の婚約者の話は聞いていなかったようだが、ロイドウェルほど驚きはしなかった。


「そういうことだったか」


「父上は何か既に聞き及んでいらしたのですか？」


「いや、仔細は知らぬ。だが王女をどう扱うか尋ねた際に『何れ表舞台から消える』とだけおっしゃられていた。もしや王女を無き者にするのではとも考えていたが、その侍従と結婚させ、公の場から引き離すつもりだろう」


いくら王女と言っても、貴族でない者と結婚すれば王族の籍からは抜ける。


そうでなかったとしても王は王女を表舞台に残しておく気はないようだ。


「その侍従、名は何といった？」


「ルフェーヴルだそうです。茶髪に灰色の瞳の、とても見目の良い青年でした」


「その者についても調べておこう。お前は引き続き殿下のお側に控え、王女と出来るだけ親しくなっておくように。もしも王女が妙な気を起こした時は速やかに私へ報告を」


「分かりました」


父親の言葉にロイドウェルは頷いた。


王女の監視は親友を疑うようで少し心苦しいが、それでも、やめるつもりはない。


自分はアリスティードの親友であり、幼馴染であり、そして側近となる。


友情と等しいくらい忠誠心を持っているつもりだ。


親友を守るためならば何だってする。


アルテミシア公爵家は旧王家にも忠誠心を持って仕えていたが、結局、旧王家はそれを理解しなかった。


それどころか忠誠心を示せと、金を、女を、領地を差し出せと迫った。


従わぬ者は殺せと命令した。


もう、罪のない民を手にかけたくはない。


その思いからファイエット侯爵家を、クーデターを支援し、新王家に忠誠を誓った。


旧王家に媚びて甘い汁を吸っていた貴族達からは「不忠者」と後ろ指さされたが、その程度、痛くも痒くもない。


新王家に対して何かと突っかかっているが、やがて、その貴族達の家は衰退していくだろう。


アルテミシア公爵家が手を下すまでもない。


父親の書斎を後にしながら考える。


王女の監視を任されたが、当の王女は人見知りで、怖がられてしまっている。


すぐに親しくなるのは難しいだろう。


……さて、どうやって近付いたものか。


ロイドウェルは、とりあえずまずは食べ物や綺麗な物で釣ってみようと思いながら自室へ向かった。


父親との会話の一部始終を覗かれていることに、父親も、ロイドウェルも気付くことはなかった。
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アルテミシア公爵邸から抜け出したルフェーヴルは、そのまま、古巣である闇ギルドへ足を向けた。


アリスティードの親友だというロイドウェル＝アルテミシアは、アルテミシア公爵家の意向もあり、リュシエンヌの動向を把握しておきたいらしい。


ファイエット邸で顔を合わせた時、ルフェーヴルはロイドウェルに自分と近い空気を感じ取った。


自分が優先すべきもの以外は切り捨てられる。


大事なもの以外は興味がない。


そしてロイドウェルにとって重要なのは親友であり仕えるべき主人となったアリスティードだろう。


いつか主人の脅威になるかもしれないリュシエンヌを警戒しているのだ。


屋根から屋根へ飛び移り、空間魔法を展開して布を取り出すとクビに巻き、目的の建物の窓を風魔法で開けてそこへ飛び込む。


同時に風魔法で窓を閉める。


室内にいた用心棒達は武器を構えていたが、侵入者の顔を見るとそれらを下ろした。


「ちょ〜っとお邪魔するよぉ。アサドはいる〜？」


その緩い口調に用心棒達は頷いた。


「はい、書斎にいらっしゃるかと」


「分かったぁ」


そうして自分で扉を開けるとルフェーヴルは廊下へ出る。


元々窓の少ない建物で、廊下は窓がないので暗く、所々にあるランタンに明かりが灯っていなければ歩くのは難しいだろう。


ルフェーヴルは最上階の一つ下の階から入ったため、一階分、階段を上っていく。


最上階には特別な防御魔法が組まれているので、外から侵入するには手間がかかるため、ルフェーヴルは大抵一つ下の階から入っている。


一階から入ると、階段もさることながら、酒場で絡まれることも少なくないため、もっぱらこのような入り方だ。


階段を上って、歩き慣れた廊下を抜けるとローブ姿の用心棒が立っている扉があった。


そこへ真っ直ぐに向かう。


ローブ姿の用心棒は、訪れたのがルフェーヴルだと分かると扉を何度かに分けて叩いた。


中からベルの音が一度だけ響くと、用心棒は扉を開けてルフェーヴルを中へ通した。


「珍しいですね」


壁一面の本棚に、大きな執務机、来客用のソファーとテーブル、そして机に向かって置かれている革張りの椅子に座った人物がルフェーヴルへ言った。


基本的にルフェーヴルは仕事の依頼と任務完了の報告以外でここに来ることはない。


この建物内に専用の部屋もあるが、そこへは寝る時くらいにしか立ち寄らないため、ギルドの者でルフェーヴルの姿を知らない者も多い。


ルフェーヴルから進んでここへ来たのは片手で数えられる程度である。


「何か御用ですか？」


灰色がかった茶髪に暗緑の瞳、丸眼鏡をかけ、穏やかな微笑を浮かべたまま、闇ギルドの長は問う。


ルフェーヴルが来客用のソファーの背もたれに寄りかかるように座った。


「一つオネガイがあってねぇ」


その仕草に闇ギルドの長アサドは内心で驚いた。


どのような形であれ、座るということは、それなりに長い話をするつもりなのだ。


今までのルフェーヴルは依頼内容の確認と完了の報告をしたらさっさと出て行ったので、このように腰を下ろすことはしなかった。


「内容によりますが、聞きましょう」


アサドは持っていたペンをペン立てに戻す。


「これから多分、アルテミシア公爵家がオレの情報を欲しいって頼みに来ると思うんだよねぇ」


「情報を売るな、と？」


ルフェーヴル＝ニコルソンという暗殺者に関する情報料はとても高額だ。


性格に難はあれど非常に優秀な暗殺者であり、間諜かんちょうであり、変装や偽装の達人でもある。


闇ギルドではメンバーの実力に見合った額の依頼料が依頼主に請求されるので、その依頼料でメンバーの実力が分かるのだ。


そしてこの暗殺者への依頼額は最低でも金貨数十枚から始まると言えば、実力が、この闇ギルド内でも上位に位置することが窺える。


ルフェーヴルは今まで依頼を完遂出来なかったことがない。


その実績もあり、依頼料が高額なのだ。


この闇ギルドの稼ぎ頭の一人でもある。


そのような事情もあって、ルフェーヴル＝ニコルソンという暗殺者に関する情報は高額で、ギルド側もまず誰かに売ることはない。


だがアサドの言葉にルフェーヴルは首を振った。


「その逆だよぉ。欲しがったら売ってやって〜」


それにアサドが目を丸くした。


「良いのですか？」


「うん、出来るだけ高値で売りつけちゃっていいよぉ。オレも今はお金が欲しいしねぇ」


「……確か今はファイエット邸で働いていたはずでは？　かなり良い給金をもらっていると思うのですが」


情報を売る時、必ず本人の同意を得て闇ギルドはそれを売る。


誰に自分の情報が売られたか知っておけば、もし情報を買った相手に狙われても対処が出来る。


それに本人の同意がなければ売ることは出来ない。


闇ギルドに所属した際に交わした契約にはそのように明記されているため、勝手に売り払えば、所属している他の者達はあっという間にここから離れてしまうだろう。


ルフェーヴルは今まで何度か情報を売っているが、ほとんど、情報を買った相手を殺している。


今生きているのは現国王くらいかもしれない。


そしてこの暗殺者はどうしたことか、その国王のお膝元であるファイエット邸で、旧王家の生き残りである王女の侍従なんて職業についている。


突然、王女の侍従になるから今後の仕事は夜に出来るものだけ寄越せと言われた時はさすがのアサドも驚きに声を上げてしまったものだ。


そしてファイエット邸はかなり給金が良い。


昼間は侍従として、夜は暗殺者として働く生活を、ルフェーヴルはもう三年も続けていた。


二重の生活で金ならかなり貯まっているはずだ。


しかしルフェーヴルは「ん〜」と首を傾げる。


「お金貯めてるけどぉ、どれだけ必要か分からないしぃ、足りないかもしれないからさぁ」


一体、どれほどの金を、何に注ぎ込むつもりなのか。


ルフェーヴルは食住に関して興味が薄いことはアサドも理解している。


ギルド内にある部屋も最低限にしか使用されていないし、ここ三年は完全に空き部屋と化している。


この暗殺者が金を使うのは装備を調える時だ。


「何に使うつもりなのですか？」


よほど高い武器でも購入するのか。


アサドの問いにルフェーヴルが傾けていた首を戻す。


「あと八年したら結婚するからぁ、そのための準備金みたいな感じぃ？」


「…………は？」


けっこん、とアサドの口が音を出さずに動く。


「あなたが、結婚、するんですか？」


「そうだよぉ」


「失礼ですが、どなたと？」


「この国の王女サマとだよぉ」


アサドの頭は混乱した。


この人間として色々と欠落しているというか、間違っている、倫理観をあまり持たない男が結婚？


それも王女様とは、侍従として仕えているリュシエンヌ＝ラ・ファイエット王女殿下のことか？


………………。


「まさか王女殿下を攫うつもりではありませんよね？」


さすがに国を相手にはしたくない。


ルフェーヴルが「あはは〜」と笑う。


「違うよぉ。ちゃ〜んと王サマに許可もらってぇ、本人と約束したんだよぉ。十二で婚約してぇ、十六でお嫁さんにもらいますぅって。まあ、他の奴らはどうだか知らないけどさぁ」


ルフェーヴルの言葉にアサドはホッとした。


だが、同時に疑問が湧く。


「他の奴ら？」


「うん、ちょーっと気になるのが何人かいてねぇ。そっちの調査もオネガイしていーぃ？」


ルフェーヴルの言葉にアサドは「報酬さえいただけるのであれば」と快諾する。


それからアサドが小さく息を吐いた。


「よく王女殿下をあなたに降嫁させる、なんて陛下のお許しが出ましたね」


旧王家の王女とは言え、王女は王女だ。


本来ならばそれなりに高い爵位の家に嫁ぐはずだろうに、それがどうして暗殺者の下へ降嫁が許されたのか。


ルフェーヴルが「ああ、それねぇ」と目を細めた。


「オレ以外の人間を婚約者にしたら、その人間を殺すって言ったんだぁ。オレってば意外と心狭かったんだねぇ」


けらけらと笑っているが笑い事ではない。


暗殺者が一国の王を脅したも同然だ。


「まさか、王女殿下の侍従になったのは……」


「結婚するまで傍で守ってあげてるんだよぉ。あの子、新王家派からも旧王家派からも狙われてるからねぇ。何より一番近くで成長するの見たいしぃ、邪魔しようとする奴がいたら排除出来るしぃ？」


今度こそアサドは絶句した。


目の前の暗殺者がファイエット邸で侍従として働き始めたのは三年前。


現在、御歳八歳の王女はその時五歳だ。


五歳の子供を気に入り、その子供と結婚の約束をして、この三年間傍に居続けた。


しかも結婚に必要な金を貯金している。


色々と突っ込みたい部分はある。


五歳の子供相手に執着するのはどうかとか、よりによって何故王女なのかとか。


この暗殺者が誰かと共になるために動いているというのも信じ難い話だった。


だが、それならば辻褄も合う。


決して一つの依頼に時間をかけない暗殺者が、なぜ自ら国王の屋敷で王女の侍従として今まで隠していた素顔をさらしてまで働いているのか。


この三年間、二重生活を続けているのか。


まじまじと見れば、暗殺者はどこか楽しげだ。


「あなた、子供が好きなんですか？」


「オレが好きなのはその王女サマであってぇ、子供が好きってわけじゃないよぉ」


「そうですよね……」


実際、任務で暗殺対象が子供や赤ん坊であってもルフェーヴルは躊躇わない。


ファイエット邸は使用人達の忠誠心の高さ故に、内部の情報を得ることが難しい。


しかもルフェーヴルもいるので迂闊に間諜でも紛れ込ませようとすれば、即座に使い物にならなくされるだろう。


それにしても、この男が……とアサドはまるで奇跡を目にしたような気持ちになった。


必要とあれば自身の師や兄弟弟子ですら平然と殺しかねないルフェーヴルが、まさか唯一の存在をつくるなんて思いもよらないことだった。


「とにかく、アルテミシア公爵家には情報売っていいよぉ。これでもかってくらいにふっかけてねぇ？」


ちなみに買い手から支払われた情報量は六割を闇ギルドがもらい、四割が情報を売られる本人へ支払われる。


「ああ、そうそう〜。オレ達に手を出そうなんて思えないくらい、えげつないのでよろしくぅ」


それはつまり、ルフェーヴルがこれまで何人暗殺してきたかということも流せということだ。


中には間諜のために拷問した記録もある。


今までのルフェーヴルの経歴を知っているアサドですら敵に回したくないと思うほどだ。


「分かりました。もしアルテミシア公爵家から調査依頼がありましたら、あなたのお望み通り高額で情報を売っておきましょう。……王女殿下との婚約や婚姻についても含んでよろしいですか？」


「うん、その辺も教えちゃっていいよぉ」


「では、そのように」


「よろしくねぇ」と言ってルフェーヴルは立ち上がり、扉を開けて出て行った。


元より、触れれば何が飛び出すか分からないような人間ではあったが、この短時間で何度驚かされたことか。


アサドは小さく息を吐く。


闇ギルドにアルテミシア公爵家から『茶髪に灰色の瞳の、ファイエット邸で王女殿下の侍従として働いているルフェーヴルという男』について情報が欲しいと使者がやって来たのは、その翌日のことだった。


アサドはルフェーヴルの要望通り、情報を売った。


情報の書かれた紙は特殊な魔法が付与されており、アサドの手を離れてから半日ほど経つと自然消滅するようになっている。


量がかなりあるため、良くても二、三人が回し読みするのが精一杯だろう。


しかも複製魔法は効かない。


売値は本来の値の三倍に近かったが、それでもアルテミシア公爵家の使者は有り金を全部はたいてルフェーヴルに関する情報を買ったのだった。







アリスティード＝ロア・ファイエット


廊下を歩きながらふと窓の外を見れば、中庭を散歩する妹が目についた。


相変わらず傍には侍従が付き添っており、二人は仲良さそうに手を繋いで歩いているようだ。


リュシエンヌはニコニコと無邪気な笑顔を浮かべて花を見たり、ルフェーヴルを見上げたりして何やら話しており、それにルフェーヴルも微笑を浮かべて反応していた。


……あいつはいつも気の抜けた笑みばかり浮かべているくせに、リュシエンヌにだけはちゃんとした笑みを向ける。


他の人間には張り付けたように同じ笑みしか見せないのに、妹にだけは、明らかに違う笑みを浮かべるのだ。


それだけルフェーヴルはリュシエンヌに心を許しているのだろう。


リュシエンヌも、ルフェーヴルにだけは何の遠慮もない。


菓子を食べさせ合うのも、抱き着くのも、抱き上げるのも、頬同士を合わせるのも。


全てルフェーヴル＝ニコルソンのみが許されたことだ。


楽しげな二人の後ろに侍女の一人が控えている。


同時に、父の戴冠式の夜に見た夢を思い出す。


興奮して、なかなか眠れなかったのでよく覚えている。


あの日の夜、アリスティードは夢を見た。


とても、とても長い夢だった。


夢の中のアリスティードは洗礼の日よりもやや成長しており、突然現れたリュシエンヌという義妹の存在を疎み、嫌い、旧王家の血筋を憎んですらいた。


そして夢の中のリュシエンヌは今のリュシエンヌとは似ても似つかない性格だった。


虐待されて育ったことを憐れに思ったのか、それとも無関心だったのか、夢では国王である父がリュシエンヌを好き放題にさせていて、そのせいか我が儘で、贅沢が好きで、旧王家のような派手さが敬遠される風潮の中でゴテゴテと着飾っていた。


顔立ちも濃い化粧を施すことで現実のリュシエンヌとは違い、きつい顔立ちであったし、豪奢なドレスを好んでいたようだった。


アリスティードはそれら全てが気に食わなかった。


旧王族と同じ振る舞いだと感じた。


そんな義妹が猫撫で声で「お兄様」と自分を呼ぶ度に、華奢な手が腕に触れてくる度に、酷く不愉快な気持ちになる。


だから夢の中のアリスティードは義妹が大嫌いだった。


夢のリュシエンヌの傍にはルフェーヴルどころか、使用人の侍女以外は誰もいなかった。


アリスティードの傍にはロイドウェルの他に数名の側近候補達がいた。


そのままアリスティードとリュシエンヌは成長し、やがて学院へ入学する。


アリスティードが勉学に励み、、王太子として公務をこなし、王族の一員として真面目に取り組んでいる横で、夢のリュシエンヌは相変わらず放課後や休日に茶会を催したり華美なドレスや宝飾品を購入したりと我が儘贅沢三昧な日々を過ごしていた。


頭はそれなりに良かったのか、成績はそこそこ上位にいたけれど、王族の成績と言うには少々足りないものだった。


夢ではリュシエンヌと親友のロイドウェルが婚約していたが、ロイドウェルも義妹に呆れ、あまり関心を持っていない風であった。


義兄と婚約者から関心を持たれていないと思ってもいないのか、それとも気にしていないのか、夢のリュシエンヌはアリスティードとロイドウェルにべったりで、二人はそれに辟易していた。


そんな中、アリスティードは一人の少女に惹かれる。


柔らかな金髪に夏の緑のように鮮やかな緑の瞳を持つ、非常に可愛らしい顔立ちの少女だった。


庶子で、男爵家の養女だという少女は明るく前向きで、貴族や平民に分け隔てなく接し、優しい性格で、大嫌いな義妹のリュシエンヌに付きまとわれて疲れていたアリスティードの心が癒され、惹き寄せられるのは自然な流れであった。


少女と仲良くなり、親密な関係を築くのに時間はかからなかった。


親友はアリスティードと少女の関係を祝福してくれたが、リュシエンヌは烈火のごとく怒り狂った。


そしてアリスティードとロイドウェルの目が届かぬ場所で卑劣な虐めを行い始めた。


最初は子供の悪戯のような内容が、段々と酷くなり、虐めと言うには度の過ぎたものになっていく。


成績上位で歌も非常に上手かった少女は教師の推薦で豊穣祭の歌姫の一人として舞台に上がることになる。


そこで祈りの歌を見事歌い切った少女は光り輝き、何と女神の加護を授かるのだ。


加護を授かった少女は聖女と呼ばれた。


そしてアリスティードと少女の関係を知った父である王が、二人の関係を許すのである。


だが少女が怪我を負ったことでアリスティードとロイドウェルは虐めを知り、リュシエンヌを問い詰める。


しかしリュシエンヌは少女への虐めを責められても反省せず、それどころか少女に対する罵詈雑言を吐く始末だった。


アリスティードとロイドウェルは側近候補達と共に少女を守りながら学院生活を送る。


そしてアリスティードは王から少女との婚約を許される。


アリスティードとロイドウェルが卒業する。


その卒業記念パーティーで、アリスティード達はリュシエンヌのこれまでの行いを白日のもとに晒し、リュシエンヌとその取り巻き達を断罪した。


取り巻き達は側近候補達の婚約者であり、婚約が破棄されることはなかったが、婚約者達は謹慎を言い渡された。


リュシエンヌはあまりにも酷い虐めを行ったことと、これまでにもアリスティードやロイドウェルに近付いた女性に同じことを行っていたことが露呈し、その非道な振る舞いと罪は王族にあるまじきものだと判断される。


学院を退学し、北の修道院へ送られた。


そして数年後、王の命により毒を与えられ、表向きは病死として発表される。


アリスティードは少女と婚約し、やがて結婚して、子供にも恵まれ、王太子として活躍する。


そこまで進むと暗転し、学院時代に戻される。


アリスティードと少女は恋仲ではなく友人となり、その後の虐めの展開は同じだが、少女は加護を得ず、リュシエンヌは卒業記念パーティーで断罪される。


そして学院を退学してロイドウェルと結婚するが、アルテミシア公爵領の別邸に半ば軟禁のように閉じ込められて、公の場から姿を消す。


それは王とアリスティードが了承したものだ。


アリスティードとロイドウェル、側近となった者達は少女と友人関係を築いたまま生きていく。


また視界が暗転し、学院時代へ戻される。


アリスティードと少女は恋仲で、二周目と同じような展開を迎えて卒業記念パーティーでリュシエンヌを断罪しようとするが、その前日に少女が暴漢に襲われてしまう。


心身共に傷を負った少女は身を引いてしまった。


アリスティード達が犯人を捕らえ、口を割らせると、リュシエンヌの指示であることが判明する。


そこでアリスティードがリュシエンヌを問い質すと、リュシエンヌは悪びれもなく肯定した。


あまりのことにアリスティードは怒りに身を任せて義妹を斬りつけ、それを知った王は、病にかかったとしてリュシエンヌを休学させて王城の奥で秘密裏に治療させた。


しかしリュシエンヌの傷は治らず、寝たきりになってしまう。


卒業記念パーティーではリュシエンヌを抜いた者達が断罪される。


卒業後もロイドウェルにリュシエンヌは降嫁させず、やがてリュシエンヌは衰弱して息を引き取った。


アリスティードもロイドウェルもそれぞれの地位と立場に見合った婚約者をあてがわれ、結婚するが、アリスティードの心は少女を想い続けたまま。


そこで暗転し、目が覚めた。


目覚めたアリスティードは酷く汗をかいていた。


何より、夢だと言うのに不思議なほど鮮明に記憶に残るそれに呆然とした。


特別な日に見る夢は意味があると信じられ、女神が過去や現在、未来を夢に見せるとも、その人物の心を見せるとも言われている。


もしもあれが起こり得るかもしれない未来だとしたら、とんでもない、とアリスティードは顔を顰めた。


大事な妹を修道院送りにしたり、他領に軟禁させたり、斬りつけて殺すなどと。


何より現実のリュシエンヌは夢と全く違うし、アリスティードとの仲も良好である。


それにリュシエンヌは虐げられた過去のせいか、人を傷つけることや衝突を避け、穏やかで優しく、前向きな性格だ。


そう、あの夢の中の少女のように。


だから目覚めたアリスティードは少女のことを思い出しても好意は湧かなかった。


リュシエンヌに性格は似ているが、リュシエンヌの方がアリスティードには好ましく感じた。


兄の欲目もあるが、貴族という身分であまり天真爛漫過ぎても困る。


リュシエンヌのように思慮深い方が良い。


それに怪我が治りつつあるリュシエンヌは幼いながらに美しく、可愛らしくなり、しかし夢の中のような贅沢や我が儘はなく、我が妹ながら良い子に育っている。あの夢のようなことをリュシエンヌがするはずがない。


傷つけられることも、傷つけることにも敏感な、繊細な女の子なのだ。


リュシエンヌの気に障ることがあるとすれば、恐らくルフェーヴルに関することだけである。


そしてそのルフェーヴルはリュシエンヌ以外に関心がない。


決して夢のような未来はありえないのだ。


……だけどもし、私達の仲が悪かったら……。


あれはきっと、アリスティードがリュシエンヌを拒絶し、知ろうとしなかった未来なのだろう。


現実のアリスティードからしたら、夢の中の自分を殴りつけてやりたいほどだ。


虐待されて育った少女を一方的に嫌悪し、憎み、冷たく突き放すなんて。


夢のリュシエンヌは義兄のアリスティードと、婚約者のロイドウェルにべったりだった。


多分、二人を心の拠り所にしていたのだ。


歳が近く、どちらも近しい関係で、幼い頃に虐待されていたからこそ、新しい家族やいずれ家族となる相手と親しくなりたかったのだろう。


アリスティード達から邪険に扱われても平然としていたが、本当は傷ついていたかもしれない。


少女を虐めたのは、その場所は自分のものだと思ったからだとしたら、リュシエンヌだけが悪いとは思えない。


むしろ悪いのはアリスティードをはじめとした周囲、その環境である。


養子として迎え入れておきながら、拒絶する。


何て身勝手で一方的なものだろう。


夢のリュシエンヌが我が儘で贅沢ばかりしていたのも、その原因はアリスティード達にあるのではないか。


……夢の中の私はそれに気付きもしなかった。


目が覚めてから考えたが、夢のリュシエンヌの凶行は恐らく後宮で育った時に受けたものを真似たのだろう。


自分の経験の中で最もつらく、苦しく、悲しいと感じることを行うことで、少女をアリスティード達から引き離そうとした。


そう思うと夢のリュシエンヌが哀れでならない。


愛情を知らず、人の温もりを知らず、飾りの王女として育てられる。


生活には困らないが、愛情を受けられない。


それもまた一種の虐待なのではないか。


不意に窓の外のリュシエンヌが振り向いた。


アリスティードを見つけると、笑って小さな手を振ってくる。


アリスティードも笑みを浮かべて手を振り返す。


……私はリュシエンヌを守る。


どんな時でもあの子の味方でいたい。


リュシエンヌはアリスティードの妹で、アリスティードはリュシエンヌの兄なのだ。


あのような未来は絶対に迎えさせない。


父には夢を見てから一月ほど後に話した。


一月の間、話すか悩んだが、ただの夢と言い切るにはあまりにも現実的過ぎるものだった。


父はアリスティードの話を笑うことなく最後まで聞き、そうならないように、お互いにリュシエンヌへの接し方を今一度見直して、出来るだけ愛情深く接するようにした。


アリスティードもそうだが、父であるベルナールもリュシエンヌを実の娘のように可愛がっていたため、どちらも反対することはなかった。


この夢の話はロイドウェルにも話すつもりである。


ロイドウェルとリュシエンヌの仲は相変わらず微妙だが、それでも、話せば分かってくれるだろう。


もしダメだったとしてもアリスティードは父と共にリュシエンヌを守るだけだ。


……大事な妹に悲惨な未来を歩かせるものか。


振り返した手を下ろし、アリスティードは真っ直ぐに前を見据えて歩き出した。







リュシエンヌの成長


リュシエンヌは九歳になった。


このファイエット邸に来て四年が経った。


出会った当初は実年齢よりも小さくて痩せすぎていた体も、この四年の間に十分な栄養と休息を得て、グングンと伸び、現在は同年代の子供よりやや背が高いというくらいまで成長している。


体は相変わらず華奢だが、病的な痩せ方ではなく、動き回って運動しているため、ほどよい筋肉のしなやかさがある。


身長に関してはファイエット邸の執事がそう言っていたので、リュシエンヌは同年代の子供達よりもやや長身なのだろう。


それでもルフェーヴルから見ればまだまだ小さい。


十一歳のアリスティードもそうだ。


同年代の子供よりも大きいそうで、ルフェーヴルの胸の辺りまで伸びている。


「いつかお前より高くなる」と言われたが、実はルフェーヴルもこの四年間で背が伸び、体格も以前より安定したものとなった。


それでも必要以上の筋肉をつけないように気を付けているため、ルフェーヴルは服を着ていると痩身に見えた。


アルテミシア公爵家の次男ロイドウェルはあれから頻繁にファイエット邸を訪れているが、無理にリュシエンヌに近付くような真似はしていない。


ルフェーヴルについて聞いたのか三度目の訪問でリュシエンヌと共にルフェーヴルが現れると、僅かに顔色を悪くしていた。


自分に関する情報を読んだのであれば、その反応は正しい。


どうやらロイドウェルもアルテミシア公爵家も、今のところは様子を見ることで意見を定めたらしく、何か行動を起こすようなそぶりは見せない。


それでもロイドウェルがやって来ると、時々アリスティードはリュシエンヌに声をかけ、リュシエンヌはそれに応じてロイドウェルに会った。


ロイドウェルは遠回しに何度も「自分は王女殿下を害するつもりはない」「アリスティードの友人として、友人の妹とも仲良くやっていきたい」という主張を繰り返した。


ルフェーヴルが「とりあえず何かしてくる気配はないよぉ」と言えば、リュシエンヌは表面上受け入れてロイドウェルと接するようになったが、それでもルフェーヴルを必ず傍に置きたがった。


「お兄様のお友達だから」と言っていたが、そうでなければ関わりたくないという意味でもあった。


そしてたまにアリスティードとロイドウェルとリュシエンヌの三人でお茶会をしたり、二人の剣の試合をリュシエンヌが見学したり、表面上の付き合いはしている。


だがリュシエンヌはロイドウェルを警戒したままだった。


ロイドウェルもリュシエンヌとの間に壁があることを感じ取っているようで、無理に踏み込んでくることはせず、様子を窺っている。


アリスティードも二人の間の壁に気付いているみたいだが、今のところは触れずにいる。


四年前は可愛らしいだけだったリュシエンヌの顔立ちは、成長して美しさが少しずつ加わり、大人びた雰囲気を感じる時もある。


実際、ロイドウェルの前では大人しいご令嬢として振る舞っている。


しかし普段は活発で、相変わらず屋根や木に登るし、まだたまに屋敷内を走り回ることもあり、お転婆姫なままであった。


それでもミハイル以外の教師達の前では澄ました顔で王族の姫君らしく淑しとやかに振る舞うものだから、時折アリスティードがその落差に笑いを堪えていることがある。


そういう時、リュシエンヌはこっそりとアリスティードの背中をつついたり、爪先を軽く踏んだりして、アリスティードは義妹の気安いその行動をどこか嬉しそうに受け入れていた。


たった四年。されど四年。


リュシエンヌの成長を間近で見て、ルフェーヴルは素直に面白さを感じていた。


小さなリュシエンヌの背が日に日に伸びて、様々な知識を身につけて変わっていく様は不思議なもののようにも感じられた。


けれども変わらないこともある。


「ルル！」


ぱたぱたと軽い足音が駆けてくる。


明るい声に自然と笑みが浮かんだ。


まだまだ小さな体が勢いよく腕の中に飛び込んできて、それをルフェーヴルは難なく受け止めた。


「おかえり！」


ルフェーヴルがアリスティードと共に出掛けている間、ずっと待っていたのだろう。


玄関に馬車が停まったのを見て駆けて来たのか、艶のあるダークブラウンの髪が少し乱れてしまっていた。


それを手で直してやりながら見下ろせば、キラキラと輝く琥珀の瞳と視線が絡む。


何の屈託もない笑顔を見るとホッとする。


この四年間ずっと傍にいたからか、ルフェーヴルもリュシエンヌも、離れていてもつい互いの姿を捜してしまうようになっていた。


「いい子にしてたぁ？」


ルフェーヴルの問いにリュシエンヌが頷いた。


「うん」


「そっかぁ、偉い偉い」


頷くリュシエンヌの頭をルフェーヴルが撫でる。


互いに満足行くまで撫で、撫でられてから、二人は体を離した。


そうしてリュシエンヌはルフェーヴルの手を握る。


「ルル、早く部屋に行こう」


あまり強くない力で引っ張られる。


それに抵抗せず、リュシエンヌを先頭にルフェーヴルと、付き添っていた侍女のリニアが後を追う。


ふとルフェーヴルはリュシエンヌから甘い匂いがすることに気が付いた。


……お菓子でも食べた？


時間的にティータイムには早い。


またメイド長がこっそりおやつを与えたのか。


そのようなことを考えているうちにリュシエンヌの部屋に着き、リュシエンヌが扉を開けた。


同時に甘い匂いが漂ってくる。


「はい、ルル、ここに座って」


促されるまま部屋に入り、ソファーに座る。


リュシエンヌも横に腰掛けた。


目の前のテーブルにはクッキーの並んだ皿が置かれていた。


どうやら甘い匂いはこれだったようだ。


よく見ると、クッキーはどれも形がやや歪いびつで、所々僅かに焦げ目もある。


……もしかして。


「これ、リュシーが作ったの？」


思わず目を瞬かせながら訊くと、リュシエンヌが恥ずかしそうに両手を合わせてもじもじと動かした。


「うん、メイド長に教えてもらいながら作ったの。ルルに食べてほしくて」


その時の感情をルフェーヴルは表現出来なかった。


喜びではあったが、それ以上に衝撃のようなものを感じていた。


……リュシエンヌが作った？


今までリュシエンヌに与えることが当然だったルフェーヴルにとって、まさかリュシエンヌが自らお菓子を作ってルフェーヴルに食べてもらおうとするとは考えてもいなかった。


「あ、あのね、生地を延ばすのは手伝ってもらったけど、材料を入れて混ぜたり型を抜いたり、焼き加減を見たりはわたしが自分でやったの」


だから形が歪だったり若干の焦げ目があるのか。


思わずルフェーヴルはリュシエンヌを見た。


「初めて作ったけど、自分で味見もしたからまずくないよ」


期待に満ちた琥珀の瞳に見つめられる。


皿に手を伸ばし、手前のクッキーを一枚摘み、口元へ持っていって、一口かじる。


普段のクッキーよりもやや硬いが、硬すぎるというほどでもなく、味はシンプルなものだった。


ジッと見つめる琥珀にルフェーヴルは笑い返した。


「おいしいよぉ」


その言葉にリュシエンヌの表情がパッと明るくなる。


「本当？」


「ほんとほんと〜。初めてって言ってたけどぉ、上手に出来てるねぇ」


「……また作ったら食べてくれる？」


「もちろん、リュシーが作ったものなら大歓迎だよぉ」


二枚目に手を伸ばしながら言えば、リュシエンヌが「やったー！」と声を上げて喜んだ。


二人の侍女が微笑ましそうにそれを眺めている。


二枚目を食べつつ、ルフェーヴルは口を開いた。


「でも次はリュシーが作ってるところも見たいなぁ」


「作ってるところ？」


「うん。それでオレも作り方覚えるからさぁ、その次は一緒に作ろうよぉ」


不思議そうに瞬いた琥珀が一際煌めいた。


「うん、一緒に作る」


決意を込めた声でそう言った。


その瞳が「それ楽しそう！」と物語っている。


三枚目を摘みながらルフェーヴルは「でしょ〜？」と返事をした。


リュシエンヌが一生懸命クッキーを作る姿はきっと可愛いだろう。


次はそれを眺めて、その次は一緒に作る。


初めて作っているところも本音を言えば見たかったが、意外と負けず嫌いなところのあるリュシエンヌなので、失敗したら恥ずかしいと思ったのだろう。


たとえ失敗したとしてもルフェーヴルは失敗作のクッキーを食べただろう。


「アリスティードにはあげないのぉ？」


訊いてみると、リュシエンヌが頷いた。


「お兄様の分は、ティータイムの時に出してもらうようにお願いしてあるの」


「他に食べた人は〜？」


「いないよ。味見をしたのはわたしだけ。だから、わたしがクッキーをあげたのも、作ったクッキーを食べてもらったのもルルが一番最初だよ。だってルルのために作ったんだもん」


「そっかぁ、ありがとねぇ」


リュシエンヌの頭をよしよしと撫でる。


それだけで心底嬉しそうにリュシエンヌが笑った。


アリスティードの分があるのは少々気になるが、それでも、一番最初にもらい、食べたのが自分だということにルフェーヴルは不思議な満足感を覚えた。


ルフェーヴルはリュシエンヌが何も出来なくても構わないと思っていた。


侍女二人はリュシエンヌとルフェーヴルの関係を知っており、結婚後も、リュシエンヌについて行くと言った。


ルフェーヴルも他のメイドならば拒否したが、この二人の侍女に関しては、リュシエンヌの世話係として傍に置いても良いと考え始めていた。


リニアもメルティも、リュシエンヌとルフェーヴルの邪魔をせず、リュシエンヌも二人の侍女にはかなり懐いている風だった。


突然知らない使用人をつけるより良い。


だからリュシエンヌが身の回りのことを出来なくとも何も問題はない。


そう考えていたが、リュシエンヌは自分で出来ることは自分でやりたがった。


侍女達の仕事を奪うようなことはせず、お茶の淹れ方だったり、寝間着の着方だったり、髪の梳かし方であったり、内容は些細なものばかりだ。


それでも着実に出来ることが増えている。


そして大半はルフェーヴルに関係していた。


服の着方はともかく、お茶の淹れ方も髪の梳かし方も、リュシエンヌは結婚した後にルフェーヴルにしてあげたいことだから覚えるのだと言った。


ルフェーヴルにお茶を淹れたい。


ルフェーヴルの髪を梳きたい。


そういう思いから来ている行動だと分かってからは止めなくなった。


このクッキーも食べるのはどこか勿体ないが、また今度作ってくれるのだろうと思うと食べる手が自然と進む。


さくさく、さくさくとクッキーを食べるルフェーヴルを、リュシエンヌが嬉しそうにニコニコ顔で見ている。


皿に並んでいたクッキーはあっという間にルフェーヴルの胃の中へ消えていった。


嬉しいことに、クッキーはシンプルなものと、チョコレートを混ぜたものとがあった。


ルフェーヴルはチョコレートが好きだ。


「どっちがルルの好みだった？」


リュシエンヌの問いにルフェーヴルは言う。


「チョコレートの方かなぁ」


「そういえばルルっていつもチョコレート持ってるよね」


リュシエンヌが難しい勉強を上手に出来ると、ルフェーヴルはご褒美に時々チョコレートを与えていた。


公用語も、南方語も、西方語も、北方語も、東方語も、一つずつ完璧に覚えた時にも与えた。


いつも与えるのは一粒だけれど、ルフェーヴルが買うチョコレートは高級店のものなので美味しく、リュシエンヌは喜んだ。


「うん、チョコレート好きだからねぇ」


それにリュシエンヌが真面目な顔で「分かった、ルルが好きなものは覚えたよ」と頷いた。


「次はチョコレートクッキー沢山作るね」


ルフェーヴルによって空になった皿を見て、リュシエンヌがニコリと笑う。


だからルフェーヴルも「うん」と頷き返す。


「山ほど作ってもいいよぉ」


その言葉にリュシエンヌは深く頷いたのだった。


そしてその日のティータイム。


リュシエンヌが作ったクッキーを見て、アリスティードが大いに喜んだのは言うまでもなかった。


やがてリュシエンヌのお菓子作りにルフェーヴルが加わり、更にリニアとメルティも交ざり、最終的にそれを知ったアリスティードも入った大所帯になるのだが、それもまた、ファイエット邸の日常と化していった。


ちなみに、二度目からは父親であるベルナールにもクッキーが届けられるようになった。


毒味を通してからではあったが、アリスティードとリュシエンヌの作ったクッキーをベルナールが密かに楽しみにしていたことを知るのは、王の側近だけである。


＊　＊　＊　＊　＊


王城の一角にある王の政務室。


そこにある机に向かい、ベルナールは静かに報告に耳を傾けていた。


主人に報告しているのは代々王家に仕えている影の者達の一人である。


クーデター後、新国王となったベルナールの下へ来て、それから五年仕え続けている。


彼らは旧王家の時代は全く活躍出来なかった。


王も王妃も、その子供達も、影の存在を知っていたが使うことはなかった。


王妃などは「下賤げせんな身で近付くでない！」と影を視界に入れることすら厭いとった。


影達はただ存在するだけでしかなかった。


忠誠心は一欠片も湧かず、ただ血統故に形ばかり仕えるだけであった。


クーデターが起きることも事前に知っていたが影は誰一人として動くことはなかった。


誰もが旧王家よりもクーデターのリーダーであったファイエット侯爵の方が良き君主になると理解していたのだ。


そして裏でクーデターの手助けを行った。


新国王が即位した後に、仕える許可を得るために向かうと、新国王は影達の協力を最初に労った。


王が影に労いの言葉をかけることなど滅多にない。


影達がベルナールを主君と仰ぎ、忠誠心を持って接するようになるのに時間はかからなかった。


この五年間で影達はベルナールに更なる忠誠を誓い、そしてベルナールはそれを受け入れた。


ベルナールは影達を影とは呼ばず、非公式にだが、黒騎士部隊と名を付けた。


王に仕える、黒衣を纏った騎士。


縦え表舞台に出ることはなくとも、その働きは忠誠心篤く、騎士と同じく国を守る者である。


そのような意味がこめられている。


今回、その黒騎士部隊の中でも特に間諜の能力に長けた者を数名教会に送り込んでいた。


数を二つに分け、大司祭エイルズ＝マッカーソンと司祭ハロルド＝フリューゲルの二名を監視させていた。


大司祭は約束通り、リュシエンヌに関する一切を口外することはなかった。


それこそスキルの数や洗礼の様子だけでなく、いつ洗礼に来たかすら言葉に出さず、リュシエンヌのスキル数の公開後、人々から尋ねられても一貫して「それについて申し上げるのは女神の意思に反しますので」「教会の規律に反する行いは出来ません」と受け流した。


一方司祭の方はおおっぴらではないが、リュシエンヌが洗礼に訪れた時の様子やスキルの数を、公開後とは言えペラペラと語っていた。


まるで自分が王女を案内し、洗礼を受け持ったような言い回しだったという。


そして女神の加護についてもフリューゲルは口外した。


同じ教会派の貴族であろうとも、それは許されない行為である。


しかもリュシエンヌを傀儡の女王にするために、攫い、穢し、それを脅しとして利用しようなどと下衆な手法を考えているらしい。全くもって不快である。


ベルナールは報告を聞き終えると呟いた。


「何故、皆、傀儡の女王などという夢を見たがるのか……」


前宰相、前王妃もそうであった。


旧王家で甘い汁を吸っていた者達も、そのようなくだらない妄想を抱いている。


そして教会派の貴族もまた同じである。


呆れた顔をする王に報告を終えた黒騎士がそっと返す。


「恐れながら、王女殿下の情報が出回っていないことが一因かと愚考いたします。どのような性格で、どのような護衛が付き、操ることが不可能だと知らぬため、そのような妄想をしているのかと」


王女に関する情報は確かにあまり広まっていない。


平民の間でも、後宮で虐待されていた旧王家の血を引く王女というくらいで、人々の関心はこの五年間で薄れていった。


それほど市井に王女の話が流れなかったのだ。


貴族の間ですら、それに繋がって、クーデター後に養女になったこと、琥珀の瞳を持つことくらいしか話題がない。洗礼で『加護』を得たことはもちろん伏せられたままだ。


リュシエンヌの洗礼当時、スキルが三つ発見されたと公表されたことで、平民の半数近くが王女の存在を思い出し、貴族達が王女の情報が流れたと新たな話題に食いついたが、それだけだ。


ファイエット邸の使用人達は口が堅く、金を握らせて情報を得ようとしても拒否する上に、脅そうとすれば主人である国王に即座に連絡がいき、逆に脅した側が危うくなる。


「成人後のことも考慮して存在を薄くさせていたが、それが逆に仇となったか」


しかしリュシエンヌ本人も目立つことを望んでいない。


考えていると、不意に黒騎士がナイフを構えた。


「オレだよオレぇ」


ゆるい声と共にふっとルフェーヴルが姿を現した。


スキルなのだろうが、何度経験しても、ルフェーヴルのこの現れ方は慣れない。


「何の用だ」


ベルナールは手を振って黒騎士にナイフを仕舞わせる。


ルフェーヴルは近付いて来ると政務室の机にひょいと座った。


国王の使っている机に平然と腰を下ろす姿に黒騎士が眉を顰めているが、ベルナールからしたら昔からよくあることなので気にするだけ無駄であった。


「あのさぁ、リュシーが洗礼に行った日にいた司祭覚えてるぅ？　太った金髪のおっさん」


「ああ、ハロルド＝フリューゲルのことか」


つい今しがた話していたのですぐに分かった。


「そー、そいつなんだけどぉ、なぁんかリュシーのこと狙ってるよねぇ？」


やはりルフェーヴルも気付いていたようだ。


「今、それについて話していたところだ」


黒騎士に命じてもう一度報告をさせる。


それを聞いているルフェーヴルの表情が段々と不機嫌になるのを、ベルナールは眺めた。


「ねぇ、そいつらさっさと殺しちゃおうよぉ」


片足だけ胡坐をかき、そこに頬杖をついたルフェーヴルが笑顔で言う。


職業柄なのかもしれないが、ルフェーヴルは気に入らない相手がいるとすぐにこれだ。


「暗殺するのは簡単だが、それでは根本から問題を絶つことは出来ない。むしろ見せしめとして扱うためにも、きちんと証拠を集めて、公に罰を与えなければ」


そうすることで旧王家の血筋をもう一度王に、と考えている者達を牽制も出来る。


「めんどくさぁい」


不満そうに言うルフェーヴルに「仕方ないだろう」と返す。


それに教会は他の国々とも接点が深い。


下手に教会関係者を暗殺などすれば、他国から攻められる口実になってしまう。


「しばらくはリュシエンヌを傍で守ってやってくれ」


そう言えばルフェーヴルは「分かってるよぉ」と頷き、立ち上がる。


「また何か情報あったら教えてねぇ。あと、潰す時にはオレにも一枚噛ませてよぉ」


「ああ、分かっている」


リュシエンヌに手を出す者をルフェーヴルは許さない。


ルフェーヴルの長身が掻き消え、黒騎士が小さく息を吐く。


「……あれがよく静かにしていると感心しております」


「ルフェーヴルを知っているのか？」


黒騎士達とルフェーヴルに繋がりがあるとは思えず、ベルナールは思わず聞き返す。


ファイエット邸にも、アリスティードを守るために幾人かの黒騎士達を送っている。


リュシエンヌにもつけているが、黒騎士達が二人の前に姿を見せたという報告は聞いていない。


最初の頃にルフェーヴルが「あいつら気配消し切れてなくてちょっと鬱陶しいんだけどぉ」とぼやいていたが、それだけだった。


「はい、黒騎士は闇ギルドと情報のやり取りをすることがありますので、あちらの上位の者については自然と耳に入るのです」


「そうなのか。もしお前達があれと剣を交えることになったなら、どちらが勝つ？」


想像したのか黒騎士がぶるりと小さく震えた。


「……あちらが勝つでしょう。我らが束になってかかれば、陛下と王太子殿下を逃す程度の時間は稼げますが、向かった者は間違いなく殺されます」


ベルナールは思わずその場面を想像した。


飛びかかる黒騎士達、逃げる己と息子、そしてその間に容赦なく殺されていく黒騎士達。


血溜まりの中でルフェーヴルがいつもの気の抜けた笑みを浮かべて、佇み、獲物を甚振いたぶる猫のようにゆっくりと追いかけてくる。


ベルナールの表情が微かに引きつった。


その様が容易に想像出来てしまったから。


リュシエンヌの前では優しく甘やかす少々気まぐれなお兄さんといった風を装っているが、あれは怖がられないように猫を被っているだけだ。


リュシエンヌのいない場所では相変わらず誰に対しても容赦なく、関心が薄く、掴み所がない。


それでもリュシエンヌという逆鱗が出来てからは、多少、ルフェーヴルへの対応の仕方が分かった。


以前は逆鱗すら分からなくて、とにかく仕事と私生活に口を挟まないことだけを心がけていた。


「あれについては私でも手に余っている」


黒騎士は顔を隠す布の下で苦笑した。


あの暗殺者相手に手を焼かずに済むのは、彼が大事にしている王女くらいのものだろう。


ベルナールも苦笑し、空気を変えるために小さく咳払いをする。


「報告ご苦労だった。引き続きハロルド＝フリューゲルの監視を行い、随時報告を頼む」


「かしこまりました」


黒騎士は一礼すると姿を消した。


……アリスティードとリュシエンヌ、そしてルフェーヴルも交えて話をせねばならないな。


ファイエット邸にいる息子と娘に向けて手紙を書くために、ベルナールはペンを手に取る。


……さて、どうやって奴らを捕まえるか。


ベルナールは他にもいくつかの手紙を書き、息子達へ送るものとは別の封蝋ふうろうをして側近を呼び、手紙を届けるように頼むのだった







作戦


その日はお父様が久しぶりにファイエット邸に帰って来た。


前日に「話し合わなければならない重要な件がある」と手紙で連絡が届いていたので、わたしもお兄様も特に驚くことなくお父様を出迎えた。


オリバーさんにも連絡がいっていて、使用人達は久しぶりの主人の帰宅に僅かに浮き足立っているような雰囲気があった。


それでも表向きはビシッと仕事をこなしていて、いつも綺麗だけど更に丹念に磨かれた床や家具からその気持ちは伝わっている。


馬車から降りたお父様にお兄様と共に近寄る。


「父上、おかえりなさい」


「おかえりなさい」


お父様はお兄様とわたしの頭を一撫でする。


「ああ、今戻った」


その視線がオリバーさんへ向けられる。


オリバーさんは「万事恙つつが無なく、両殿下はお健やかに過ごされておりました」と答えた。


それにお父様が「そうか」と頷き返す。


「青薔薇の間にティータイムの準備をさせています。詳しい話はそちらでしましょう」


お兄様の言葉で、わたし達はお屋敷の中へ入る。


控えていた使用人達が礼を執り「おかえりなさいませ」とお父様を出迎えた。


お父様の上着をオリバーさんが受け取り、お父様、お兄様、ルルにエスコートされたわたしの順に歩き、家族用のサロンへ向かう。


三階にあるので少々歩くのが大変だが、重要な話ならば、上階で話すべきだ。


お父様は途中で着替えるために別かれ、お兄様とわたしは先に青薔薇の間へ行く。


名前の通り部屋全体が青薔薇をモチーフにしたもので統一されているため、そう呼ばれている。


青薔薇の間に到着し、お兄様が扉を開ける。


中には既にいつでもティータイムが始められるように色取り取りの目にも楽しいお菓子や軽食、一口大のケーキなどがケーキスタンドに載せられて置かれていた。


他にも並んだお菓子は三人でも食べきれない。


きっと厨房の人達も張り切ったんだろう。


三人がけのソファーにお兄様と並んで座り、ルルはわたしの斜め後ろに控えて立った。


ティータイムの準備を整えたリニアさんとメルティさんが、わたし達の前に淹れたばかりの紅茶が注がれたティーカップを置く。


「ありがとう」


「ありがとうございます」


お兄様と一緒にお礼を言って口をつける。


わたしが誰に対しても感謝の言葉を伝えているうちに、お兄様も自然と同じように感謝の言葉を口にするようになった。


後からメルティさんに「貴族の方が使用人に感謝の言葉を口にされるのは珍しいことなんですよ」と嬉しそうに教えてくれた。


貴族の大半は使用人を物みたいに思っていて、家の一部のように考えているらしい。


だから何かをしても感謝することはないそうだ。


……どっちも同じ人間なのにね。


そんなことを考えていると、お父様が部屋に入ってきて、わたし達の向かい側にあるソファーへ腰を下ろした。


リニアさんがスッとティーカップを置く。


お父様もそれを一口飲み、小さく息を吐いた。


やはり国王ともなればどこにいても気が張るのだろう。


こうして自宅に戻ってきて肩の力が少し抜けているように見える。


「最近、アリスティードとリュシエンヌはどうだ？　リュシエンヌは授業が大分進んでいると聞いたが。それにアリスティードも公務が始まって何かと忙しいだろう」


お父様の言葉に揃って頷いた。


「公務をしながら本格的に王太子としての教育が始まりましたが、日々新しいことを学べてやりがいがあります」


「そうか、重責に感じるかもしれないが、皆お前に期待しているのだろうな」


「私はそれに応えたいと思っています」


お兄様は学院に入学するまでに受けるべき教育を既に終えて、公務が始まるのと同時に、王太子の教育を受けるようになった。


帝王学だけでなく周辺国の礼儀作法や常識、外交に関わることなど内容は様々らしい。


優秀と言われたお兄様ですら少々苦戦しているそうだが、それでも、毎日楽しそうな様子を見る限り、本当にやりがいを感じているのだろう。


お父様が微笑んだ。


「それは頼もしいな。……リュシエンヌもそろそろ教育を終えるそうだな？」


お父様に見つめられて頷いた。


「はい、先生方がおっしゃるには今年中には教育を終えられるとのことでした」


「お前は昔から学ぶことが好きだったから不思議はない。その後は王族としての教育に移行しても問題ないか？　そうなれば登城することになるが……」


「はい、大丈夫です。よろしくお願いします」


横にいたお兄様が「リュシエンヌは私よりも優秀かもしれないな」と誇らしげに頷いたが、わたしには前世の記憶もあるため、そのおかげという部分も大きい。


お兄様にそっと頭を撫でられる。


それに登城出来るようになれば、お兄様と共に行くことになるだろう。


登城にはルルも一緒だから怖くない。


この五年の間にわたしが住んでいた後宮は取り壊され、現在は庭園になっているそうだ。


もう嫌な記憶の残る場所はない。


そう思えば王城に行くのも嫌ではないのだ。


それぞれケーキスタンドから菓子を取り、食べ、一息吐いた。


「人払いを」


お父様の言葉に控えていたオリバーさんをはじめとして、リニアさんやメルティさんが一礼して部屋を出て行った。


「さて、今日戻って来たのはリュシエンヌに関することだ。四年前、教会に洗礼を受けに行ったことが発端なのだが──……」


お父様から聞かされた話は、わたしの『加護』にまつわる、一つの予測だった。







謀られた罪


お父様との話し合いから、五日後。


わたしは今まで通り、裕福な商家の娘という格好でいつもと同じように街へ出た。


ルルと手を繋いでいるが、普段通り護衛の騎士も二人ついて来ている。


いくつかの屋台を見て回り、人通りの多い時間になった頃、ルルの手がギュッとわたしの手を握る。


ふと、適当に離れた場所にある屋台へ目を向けた。


わたしの手を握るルルの手の力が弱くなる。


……あ、あのアクセサリー、かわいい。


わたしは屋台の物に釣られたようにパッと駆け出した。


「リュシーッ？」


ルルの焦ったような声がする。


騎士達の「お嬢様！」と焦ったような声もしたが、わたしは気にせず足を進める。


そのまま人混みの中を流されていった。


ルルと騎士達も大勢の人々に阻まれて、伸ばした手は届かず離れていく。


離れた場所にある屋台へ辿り着いた時には、わたしのそばには誰もいなかった。


外で一人になったのは初めてだ。


不安な気持ちが胸のうちに湧いてくる。


「……ルル……？」


辺りを見回したが誰もおらず、屋台から離れてふらふらと歩き出す。


空いた右手が寂しく、心細い。


そのまま、人の流れに押されていれば、気付けば人気のない脇道に追いやられていた。


人の全くない路地の奥はどこか遠くへ繋がっているようで不安な気持ちになり、けれども大通りにいると子供のわたしは奇異の目で見られてしまい、近くの適当な角を曲がって大通りから見えない位置で立ち止まって屈み込んだ。


「……どうしよう……」


不安な気持ちを堪えて俯く。


「帰らなきゃ……。……お兄様、お父様……」


呟いた声が震えているのが分かった。


十分ほどそうして蹲うずくまっていると足音がした。


視界に大人の大きなブーツが映り込み、不思議そうな顔で見上げた。


次の瞬間、バサリと何かが被せられる。


「きゃ、」


上げかけた悲鳴はすぐに途切れた。


いくら声を出そうとしても音が響かない。


……これ、魔法だ……！


ガサゴソと暴れるけれど、視界はくすんだ焦げ茶色一色で、顔に当たるそれはチクチクした。


腕を掴まれて縄で縛られる感じがした。


そうして恐らく質の悪い大きな袋に無理やり収められる。


暴れながらも、持ち上げられて感じる揺れから、移動させられているのが分かった。


ごろんとどこかに転がされる。


しばらく暴れ、段々と動きを鈍くして、やがて静かになる。


ガタゴトと揺れるが、どうにも直接地面の凹凸を感じるので、もしかしたら荷馬車みたいなものに放り込まれているのかもしれない。


硬い生地の袋は頑丈らしく、暴れながら破いてみようとしてもダメだった。


暴れることに疲れてぐったりと硬い床に転がる。


どれくらいそうしていたか分からないが、結構な時間揺られていて、ふと声がした。


「そこの馬車、止まれ！」


微かにだがそう聞こえた。


馬車が止まる。


「へぇ、何でしょう？」


気の弱そうな声がした。


「そんな大きな荷馬車で何を運んでいる？」


近付いてくる足音が聞こえた。


「食材を契約しているレストランまで運んでいるんですよ。いや、種類も量も多くて、これくらいの馬車でないと運べないんでさぁ」


「……中身を検あらためさせてもらっても？」


「ええ？　それは困りますよぉ。食材は鮮度が命なんです！　そんなことしているうちに食材が傷んでしまいますよ！」


「ちょっと！」と制止する声がする。


がた、とやや離れた場所で音がした。


そこで目一杯の力で暴れる。


ごつん、と足が何かにぶつかった。


「何の音だ？」


ガサガサと音と振動がする。


わたしが暴れると「なんてことだ！」と声がした。


「子供が袋に詰められている！」


遠くから「何だって?!」「貴様ら人攫いか！」とざわめく声がして、ガタガタと荷馬車が揺れる。


どうやら剣を交えているのか甲高い音が響く。


そして袋の口が開けられた。


「ぷはっ！」


わたしが顔を出せば、目の前には白い騎士服らしきものを身に纏った男性がいた。


「君、大丈夫か？」


わたしは伸ばされた手に体がびくりと震える。


すると男性が痛ましそうに眉を下げた。


「もう大丈夫だ。我々は女神イシースに仕える聖騎士だ。君を傷つけるつもりはない」


差し出された手と男性の顔を交互に見て、そっとその手を取る。


男性は微笑むと怯えさせないためか、そっとわたしの頭に上着をかけると、丁寧な動作でわたしを抱き上げた。


そうして荷馬車の外に出た。


上着で周りは見えないが、血の臭いがしないので、恐らく誰かが死んだということはないのだろう。


「……どこに行くの？」


尋ねれば聖騎士は「教会だよ」と言った。


そうして、わたしを抱えたまま馬車に乗り込んだ。


体を震わせてると、安心させるためか背中を撫でられる。


だがその感触が不愉快で更にぶるりと震える。


やがて馬車が止まった。


扉が開き、抱えられたまま馬車から降りる。


チラと見えたがそこは教会で、正面入り口ではなく、裏口か何か、目立たない場所だった。


わたしを抱えた聖騎士を迎えるように教会の扉が開かれ、すぐに閉じる。


後ろでバタンと扉の閉まる音がしてちょっと体が強張ったわたしに聖騎士が言う。


「ほら、ここは教会だ。もう人攫いはいない」


歩きながら壁に飾ってある絵画を目で示す。


それにホッとした表情を見せれば、その聖騎士もどこか安心した顔をする。


そして廊下を進み、ある扉に辿り着く。


扉の左右にはわたしを抱いている人と同じ格好をした男性、聖騎士が二人立っている。


わたしを見て片方が扉を開けた。


中に入るとなかなかに豪華な造りだった。


派手さはないけれど、彫刻や金が随所にあしらわれ、明らかに位の高い人をもてなす部屋である。そしてそこにいる人物に半眼になった。


「うん？　……おお、もしやあなた様は王女殿下ではございませんか?!」


ソファーから立ち上がった司祭が驚いた様子で声を上げた。


司祭の後ろには二人の女性が控えている。


太っているせいか、司祭の仕草はコミカルに見えた。


それでもわたしの体は震えたままだった。


「誰……？」


司祭の眉が一瞬ピクリと動いた。


「お忘れでございますか、殿下！　四年前の洗礼の儀で担当させていただきました、ハロルド＝フリューゲルにございます！」


言いながら無遠慮に近付いて来る。


「あの時の司祭様……？」


聖騎士の服を掴む。


するとそれに気付いたのか司祭の足が止まった。


「おっと、失礼いたしました」


司祭が大きな仕草で一礼し、数歩下がる。


……司祭というより道化師みたいな動きね。


聖騎士がわたしを一人がけのソファーにそっと下ろし、扉の傍まで下がった。


司祭はわたしの斜め前のソファーへ腰掛ける。


「人攫いに遭った少女を保護したと連絡があって心配しておりましたが、まさか殿下でいらっしゃるとは、私めも本当に驚きました」


「その、お忍びで時折街に出ているのです。王族として、民の暮らしを知らないのは恥ずべきことなので」


「何と！　そのお歳で既に王族としての自覚と尊厳をお持ちでおられるとは、王家に仕える者として、女神イシースに仕える者として尊敬いたします！」


「いえ、そんなことは……」


なんだか司祭の距離が近くて思わず身を引いた。


「あの、そちらの方々は……？」


ずっと司祭の後ろで控えている女性達に視線を向ければ、思い出したように「おお、そうでした」と司祭が手を叩いた。


「こちらの者達が殿下の傷の具合を確認いたします。もし万が一、お怪我をなされていた場合はすぐに治癒魔法をおかけしましょう」


わたしには治癒魔法は効かないのだけれど……。


「わたしは怪我をしておりません」


「いえいえ、もしそうであったとしても殿下のお立場上、誘拐されたなどと話が広がれば良からぬ噂を立てる者も出てくるやもしれません！　その際には教会が『王女殿下は傷一つ負わなかった』と証言することで、不名誉な噂を払拭することが出来るのです！」


「……分かりました」


頷けば、女性達が動き、隣室へ誘われる。


ルルもついて来た。


そうして女性二人とわたし、そして彼女達には見えていないだろうルルの四人だけの部屋で、体を確認された。


ドレスを脱がせられ、女性達が身体中を確認し、そしてまたドレスを着せられる。


羞恥心なんてものはない。


コルセットとドロワーズがあればわたしとしては十分服を身に纏っている感覚なので、人にその姿を見られたところで何ともない。


手間のかかるドレスを着直して、先ほどの部屋に戻ると、司祭が待っていた。


女性達が声を揃えて「傷は一つもございませんでした」と告げたことで司祭があからさまにホッとする。


「それは良うございました！　殿下のお体に傷などつきましたら、それこそ一大事でございましょう！」


わたしは、頷きながら元の一人がけのソファーへ座る。


「申し訳ありませんが、ファイエット邸に連絡を入れていただけますか？　途中で付き人や騎士達とも逸れてしまい、きっと皆が心配していると思うのです」


「ええ、ええ、もちろんお伝えいたしましょう！　そこのお前、すぐにファイエット邸に伝令を走らせよ！」


女性が「かしこまりました」と頭を下げ、静かに退室していった。


司祭が妙にニコニコとした顔で両手を擦った。


「このままでは殿下もお暇でしょう。迎えの者がいらっしゃるまで私めが精一杯、尽くさせていただきます」


「尽くす？」


「はい、このように」


司祭が大きく手を叩くと、廊下の方の扉が開き、様々な人々が入ってくる。


綺麗に盛られた果物が並んだガラスの大皿を持った女性。


色取り取りの菓子や軽食が載った豪華なティースタンドとティーセットを運んできた男性。


ティースタンド以外のお菓子が並べられたお皿を運んでくる女性達。


何故か花が沢山活けられた花瓶がいくつも壁際に飾られ、何かお香のようなものがたかれる。


正直、甘い花の匂いとそのお香の匂いが充満して少し息苦しい。







    
  





最後にやたら顔立ちの整った若い男性達が入って来て、当たり前のようにわたしの周りに集まった。


「王女殿下、お会い出来て光栄に存じます」


「どうか一時、殿下のお側に侍る栄誉を賜りたく」


「束の間の休息をどうか我らとお過ごしください」


「ああ、殿下は何とお美しくあらせられるのでしょう」


「我々など殿下の美貌の前には霞んでしまいます」


練習でもしたのかというくらい、それぞれが順番に喋っていく。


全員まだ十代半ばか後半ほどの男性というよりかは少年と青年の中間といった感じの者ばかりなのは、わたしがまだ十歳だからか。


代わる代わる手の甲に口付ける仕草をされて「まあ……」と恥ずかしそうに微笑んだ。


司祭が視界の隅でニヤリと口角を引き上げるのが見えた。


そうしてしばらくの間、わたしは美少年──美青年？　──達にこれでもかと美辞麗句を並べ立てられ、持ち上げられ、甲斐甲斐しく世話をされることとなった。
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散々彼らのお世辞を聞き、飽きてきた頃。


部屋の扉が叩かれた。


司祭が勝手に扉を開けて来訪者を招き入れる。


入ってきた者達は扉の前に並ぶと人の好さそうな笑みを浮かべた。


「殿下がいらっしゃると聞き、ご挨拶に参りました」


「何でも人攫いに遭われたとか。おいたわしや……」


「何事もなくて良うございましたね」


「殿下をお助けした聖騎士達も鼻が高いでしょう」


礼を執り、ぺらぺらと喋り始める。


しかも全員名乗ってくれたので名前は覚えた。


全員司祭の座についているらしい。


彼らはそれぞれ話をしていった。


まずはわたしの無事を女神イシースに感謝してから、歓迎はお気に召したか、王族としての暮らしはどうか、今の生活に不満はないか、といった質問をそれとなくされた。


わたしは手厚い歓迎に感謝の言葉を述べ、他の質問には言葉を濁すように曖昧な返事をした。


困ったような、悲しげな、そういう顔で。


司祭達は、同情するような表情でわたしを見つめた。どうやら、わたしが今の暮らしに不満を持っていると勘違いしたようだ。


雑談のように話が進められる。


そうして、問いは突然なげられた。


「殿下は王位についてどのようにお考えですかな？」


一番年嵩の司祭だった。


わたしは困ったように眉を下げた。


「現在はわたしを引き取ったお父様が王位についており、いずれはお兄様である王太子殿下がその座につかれるでしょう……」


当たり障りのない言葉を口にする。


「ふむ、それに関して何か思うところがあるご様子ですね」


わたしは黙って困り顔のまま微笑んだ。


言葉には出せません、という風に。


すると別の司祭が口を開く。


「もし、もしもの話ではありますが、殿下が王位につくことが出来たとしたらいかがですか？」


「それは……」


「ああ、ご心配なさらずとも、この部屋におります者は皆、とても口が堅いので何をおっしゃられても外に漏れることはございません」


「……そうですね、一度考えたことは」


王位について考えたことはある。


わたしの言葉に「やはり……！」と司祭達が騒めき、周りに侍る者達が当然という顔で頷く。


そうして、わたしに侍っていた者達が突然、わたしの手足を掴んだ。


「っ、離してください！」


手足を動かそうとしたけれど、思いの外強く掴まれていて動かせない。


それに、少し気分が悪い。触れられている部分が気持ち悪くて体が震える。


「何をするつもりですか!?」


叫べば、司祭達が嫌な笑みを浮かべた。


「何、恐ろしいことはございません」


「そう、ジッとしていればすぐに終わりますよ」


「大丈夫です、その者達は皆、貴族ですから結婚に支障はありません」


キッと睨んだものの、司祭達は笑ったままだった。


「正当な血筋の王女殿下こそ、王の座に相応しいと我々は考えております」


「あのような血筋も遠い侯爵家などとは殿下は違うのです」


「殿下が王位につかれれば民は美しい女王を敬うでしょう」


「そして女神イシースのご加護を持つ女王を、誰もが崇め、忠誠を誓うことでしょう」


司祭達が嬉しそうに口々に話し出す。


「まさか、そんな……。司祭様が他の方々に漏らしたんですか?!」


太った体が笑いで揺れる。


「はて、何のことやら」


酷く愉快そうに笑う声が、他の司祭達の忍び笑いと重なった。そして──……。


「殿下は何と優秀であられることか。まあ、優秀なのは血筋だけのようですが。恨むのでしたら、愚かな御自分を恨んでくだされ」


わたしの周りに侍る者達の手が伸びてくる。


視界の端に映った体を押さえつけようとする青年たちの顔を見て、わたしは口を開いた。


「いいえ、愚かなのはあなた方です」


「え？」「は？」と全員の声が重なった。


同時にルルがわたしの傍に現れ、周りに侍っている者達のうちの一人の襟を掴むと、無造作に壁へ向かって投げ捨てた。


そこで全員がルルの存在に気が付き、驚いた顔をした。


ルルは構わず、硬直している二人目を蹴り飛ばす。







    
  





「ど、な、侵入者ぞ！　誰か、誰かおらんのか！」


いち早く我に返ったのは一番年嵩の司祭だった。


その声に呼応するように扉が開く。


そして振り返った司祭達の顔は安堵の表情で固まった。


「ほう、それは一大事だな」


美しい黒髪をなびかせて入って来たのはお父様だった。


同時にわたしをひょいと抱き上げたルルはソファーの背もたれの上を歩き、固まる司祭達をすり抜け、お父様の脇に降り立った。


お父様の視線がわたしの全身をサッと確認し、ルルが頷き返すと、わたしの頭を優しく撫でた。


「お前は馬車で一度王城へ行きなさい」


「はい、お父様」


手が離れる時に「よくやった」と褒めてくれた。


お父様の横には大司祭様が真っ青な顔で立っていた。


わたしを見て黙って深々と頭を下げる。


今にも倒れてしまいそうなその姿に、この人は何も悪くないのにと思う。


でも今回の件を未然に防げなかったことで色々と責任を感じているのかもしれない。


わたしが手を伸ばすとルルが立ち止まった。


頭を下げる大司祭様の肩に出来る限り優しく触れる。


大司祭様が顔を上げたので、わたしはニコリと微笑んで手を離した。


ルルが歩き出したので離れていく大司祭様へ小さく手を振っておいた。


護衛のためか廊下へ出ると四人、騎士がついて来る。


入った時と同様に目立たない裏口に馬車が停まっていた。


御者が扉を開け、ルルがわたしを馬車の中へ降ろす。


すると馬車の中にお兄様がいて、わたしを抱き締めると「頑張ったな……！」と感極まった声で言う。


＊　＊　＊　＊　＊


そう、お父様の話によるとこういうことであった。


あの時、わたしの洗礼を見守っていた大司祭様と司祭様がいたが、司祭様の方が良からぬことを企てていたらしい。


まず、教会というのは一枚岩ではなく、内情は平民と教会派の貴族とで二分しているそうだ。


平民側はほとんどが信仰深い者達で、本来の教会の役目を果たすために聖職者として働いている。


だが貴族達は違う。


かつて王族よりも教会の方が権力を有していた時代があり、彼らはいまだに、その頃の栄華を夢見ている。


お父様が国王になった後に教会内部でもある程度の不正をただすことは出来たが、腐敗の温床全てを取り除くことは出来なかった。


司祭様もその貴族の一派らしい。


そうして、本来ならば他者のスキルやステータスに関する情報は本人の許可なく口外してはいけないのだが、どうやらあの司祭様は他の教会派の貴族達にわたしが加護持ちであることを教えてしまった。


しかも、教会派の貴族達はわたしを自分達の側に引き入れ、お父様やお兄様の対抗馬として立たせ、女王にさせるつもりだったそうだ。


正統な王家の血筋、琥珀の瞳、魔力はないがスキルは三つあり、女神イシースの加護を授かっている。


信仰心の篤あつい平民達は加護を持つわたしを支持するだろうと考えた。


お父様は当然わたしを女王に据えるなどという馬鹿げたことを許すつもりはないようだ。


「あの、お父様、少しよろしいですか？」


わたしは思わず話の途中で口を挟んでしまった。


しかしお父様は怒らずにわたしへ視線を向ける。


「どうした？」


「わたしの加護について口外しているのであれば、それを理由に今すぐにでも捕まえられるのではないでしょうか？」


「ああ、そうだ。だがそれではリュシエンヌの加護を口外したフリューゲルしか捕縛出来ない。私はこれを機に教会内も一掃したいと思っている」


「そうなのですね」


だからすぐに捕まえに行かないのか。


「それにしても、彼らは王位の継承を安易に考えているように感じます。わたしは後二年したら王位継承権を放棄するけれど、民から嫌われている旧王家の血筋です。たとえ加護を持っていても、長い間、苦しい思いをさせられた旧王家の血筋の人間を簡単に許して受け入れるとは思えません」


それどころか、わたしが王位についた途端に反勢力が出てきて、あっという間に簒奪されるだろう。


ハッキリ言って旧王家と同じ末路しか見えない。


「ああ、継承権の放棄については公にしていないが、きちんと調べれば分かっただろう。それに血筋に関してもそうだ。民と距離の近い教会という立場でありながら、民の心を全く理解していない」


侯爵であるお父様が国王となったのだって、公爵家では旧王家と血筋が近過ぎるから、何代も王家の血の入っていないファイエット侯爵に白羽の矢が立ったのだ。


それに、そこにわたしの意思は考慮されていない。


わたしは王位につきたくないし、目立ってルルと結婚出来なくなったら嫌だし、それに──……。


「わたしが教会側につく理由がありません」


今まで教会と関わりもないし、わたしは正直、それほど信仰心の篤い人間でもない。


お父様が溜め息交じりに言う。


「彼らはお前を誘拐する気らしい」


「なんだって？」


お父様の言葉にお兄様の目が鋭くなる。


後ろにいるルルが「ふぅん？」と呟く。


その声がいつもと変わらない声音なのがちょっと怖い。


ルルって怒っていても笑っていることがあるから。


「でもわたしは誘拐されたからといって言うことを聞くつもりはありません。怖い思いをさせる相手の味方になろうと思う人は少ないと思います」


まず誘拐されること自体がないだろうが、もし誘拐されたとしても、自分を攫った相手の言うことを素直に聞くことはない。


「人攫いにリュシエンヌを攫わせ、それを聖騎士に助けさせて密かに連れて来た後に自分達の都合の良い教会派の貴族の男にお前を穢させるつもりのようだ。そうして、それを脅しにしてお前を傀儡とし、女王にさせる予定らしい」


わたしとお兄様は思わず押し黙った。


貴族の女性は処女性を重んじられる。そんな中で、未婚の、それもまだ年若い王女が穢されて、それを理由に脅されたら、言うことを聞いてしまうかもしれない。


それが普通の王侯貴族の姫や令嬢であったなら、尚更だ。


……なんて酷いことを考えるのだろう。


結婚前に処女性を失えば、後ろ指をさされるどころでは済まない。


女性側に非がなくとも結婚は出来なくなるし、場合によっては家の名を汚しかねないと修道院などに追いやられてしまうこともある。


「下衆な……」


お兄様が心底嫌そうに吐き捨てた。


わたしも思わず同意で頷いた。


想像するだけでも吐き気がする。


「でも、もしわたしが穢されたとしても、黙って言うことは聞きません。そもそもルルが守ってくれますし、そうなったとしても、ルルが黙っていないと思うんですが……」


目の前の豪華なティータイム用の菓子達を見て、ルルへ視線を移す。


「もしもそんなことになったら関係者全員、許さないよぉ」


お父様とお兄様が苦笑した。


「王女に関する情報が少なくて、ルフェーヴルのことも知らないのだろう」


「そうでしょうね」


知っていたら、きっとそんなことは考えないだろう。


今までのルルを見てきたわたしですら、そう思うのだ。


ルルのことを調べようとすればきちんと情報は分かるのではないだろうか。


とんでもなく強くて危険な、暗殺者だと。


お父様が軽食に手を伸ばす。


「そのくせ、リュシエンヌがこっそり市井に出ているという情報は掴んでいるようだ。その時に誘拐する予定を立てているらしい」


「その情報網をもう少し上手く扱えれば、もっとリュシエンヌについて調べられたでしょうに」


「所詮はその程度の者ということだ」


辛辣なお父様の言葉にお兄様は「そのようですね」と同意した。


「その件についてだが、リュシエンヌの協力を得たい」


「わたしの協力ですか？」


お父様が申し訳なさそうに眉を下げた。


わたしは小首を傾げる。


……何だろう？


「本当なら代役を立てるべきなのだが、影の中に同じ背格好の子がいなくてな、信頼に足る家に頼むにしても誘拐されると分かっていて協力してくれる者もそういない。別の影を使おうにも幻影で姿を偽ったとして、攫われる際に触れられれば大きさが違うのですぐに気付かれてしまう」


……なるほど。


「囮になればいいんですね？」


「父上、それはあまりに危険です」


わたしとお兄様の声が重なった。


「分かっている。だが、リュシエンヌには隠密に長けたルフェーヴルがつくことが出来る。影も出来る限りの数をつけさせる。それに教会の貴族の中に幾人かこちら側の者がいるから、彼らが上手く動けば誘拐の件に噛ませられるだろう」


お父様が言いながらわたしの後ろへ視線を向ける。


僅かに揺れたので振り向けば、ソファーの背もたれにルルが寄りかかるように座っていた。


相変わらずへらりと笑っているけれど、その灰色の瞳は笑っていないような気がする。


「そしてこの件は箝口令かんこうれいを敷く。もしも漏れたとしたら、漏らした者を厳正に処罰し、リュシエンヌは傷一つ負っていないことを王家が、王である私が責任を持って証明する」


貴族や王族にとって女性の貞操とは重要で、正しい血筋の者を産むためにも結婚相手には純潔が求められる。


未婚の貴族女性は純潔を守らなければならない。


誘拐されたことで何か瑕疵かしが出来たのではないかという噂が流れれば、それは王女にとっては酷い侮辱となる。


普通の貴族であればそのようなことは口にしないが、全ての貴族が王家に忠誠心を持っているわけではない。


中には王家の権威を落とそうと、そのような噂を流して王女であるリュシエンヌを傷物扱いする者が出てくる可能性もある。


……まあ、ルルさえ分かってくれていれば他の人に何を言われてもどうでもいいんだけどね。


ルルがわたしを見下ろした。


「リュシーはどうなのぉ？」


三人の視線がわたしに集中する。


「協力してもいいって思ってるよ」


「危ない目に遭うかもしれないのにぃ？」


「うん、それでも、わたしに出来ることがあるならやりたい。勝手に女王に祭り上げられるのも嫌」


こういう時でないと恩返しも出来ないし。


わたしも、勝手にお兄様の対抗馬に立てられそうになっているなんて知ってちょっと腹が立っている。


だってお兄様の邪魔になりたくないというわたしの意思を全く無視したものだから。


「でもルルがいれば、絶対大丈夫でしょ？」


ジッと見上げればルルが眉を下げた。


「……仕方ないなぁ」


ルルがふっと緩く笑う。


優しく頭を撫でられた。


「そうだねぇ、オレはスキルで隠れられるからバレずに傍にいることも出来るよぉ」


「もしリュシエンヌが危険だと判断したら構わず連れ出せ。立ちはだかる者は容赦しなくていい」


お父様の言葉にルルがうっそりと笑う。


「言われなくてもそうするよぉ」


それから、お父様とお兄様とわたし、ルルの四人でどのような計画にするか話し合った。


まず、わたしとルルがいつものように街へ出る。


そこで偶然を装って逸れたふりをして、人気のない場所へ行き、誘拐される。


もちろん、実際には姿を隠したルルがずっとわたしの傍にいるので一人ではないし、何か予定外のことが起こった時には作戦を中断してルルがわたしを救出する。


教会に連れて行かれた後は少し時間を稼ぎ、その間にお父様が教会に入って関係者を捕縛し、ルルがタイミングを見計らってお父様へ合図を送ったら、お父様が突入してくるという感じである。


……ちょっと憐れに思っちゃうなあ。


司祭達は計画を企てていたけれど、それは完全にこちらへ筒抜けだった。


王家の影と、こちら側のスパイが教会に潜入していて、お父様は彼らの企ても考えも、全てお見通しということだ。しかも向こうがわたしを攫うために雇う予定の荒くれ者の中にも、お父様の手の者がもう既にいるというのだから、これはどう頑張っても上手くいくはずがない。


そうしてわたしが外出するのは五日後に決定した。


その間に司祭様に情報を流すらしい。


……腹立たしいから様づけはやめよう。


洗礼日に見た太った司祭を思い出して、ちょっと不愉快になった。


＊　＊　＊　＊　＊


ルルが馬車に乗り込み、扉が閉められる。


お兄様はわたしから手を離して座席に座らせると、自分もわたしの向かい側に腰を下ろした。


ルルは当然わたしの横だ。


「大丈夫だったか？　報告を聞いたが、麻袋に入れられたそうだな。痛いところはないか？」


心配する眼差しに笑って頷き返す。


「大丈夫です。怪我はしていません。でも、麻袋ってチクチクしてて、触っていた顔が痛かったのでもう入りたくないです」


「当たり前だ、二度とこんなことさせるものか！」


お兄様は「いくら腐敗の根を断つためといっても父上はリュシエンヌに無理をさせすぎだ」と眉を顰める。


「でも、平気でしたよ？　ルルが傍にいてくれたから、全然怖くなかったです」


「オレはあんまり面白くなかったけどねぇ。触られてたし」


珍しくルルが拗ねたような声を出した。


片膝の上にもう片足を乗せ、そこに頬杖をついて、その表情はとても不満そうだ。


そっとルルの足に触れる。


「わがまま言ってごめんね、ルル」


ルルがこちらを見やる。


「守ってくれてありがとう」


体を近付けてルルの頬にちゅ、と唇を押し当てる。


ルルの灰色の瞳が少しだけ見開き、瞬いて、そして細められる。







    
  





「……はぁ〜、オレの負けだよぉ」


頬杖をやめ、足を解いたルルがわたしに手を伸ばして抱き上げ、膝の上に横向きに乗せる。


そうして頭にルルが頬を寄せた。


ギュッと抱き締められる。


それから、両手を取られ、触れるか触れないかの微妙な具合で唇を当てられた。


「……これでよし。まあ、足は帰ってからかなぁ」


そこは侍っていた者達に触れられた場所だ。


まるで消毒か上書きでもするみたいな行動に、わたしは驚きよりも嬉しさの方が募った。


「ルル、騎士みたいね」


物語の中の、お姫様に忠誠を誓う騎士。


お姫様の片手に忠誠の口付けを落とすのだ。


先ほどの美少年達に傅かしずかれても何とも感じなかったのに、ルルにされるとドキッとしてしまう。


目が合うとルルがウィンクする。


「リュシーだけの騎士だけどねぇ」


向かい側のお兄様がこほんと一つ咳払いをした。


＊　＊　＊　＊　＊


リュシエンヌとルフェーヴルが去った後。


ベルナールは娘に声が届かなくなったのを確認し、部屋の中で座り込む司祭や美少年達を見やった。


司祭達は影からの報告にあった者達だ。


そして美少年達も、よくよく見てみれば、司祭達の家に繋がりのある家の者達ばかりである。


……それにしても酷い臭いだ。これは興奮作用をもたらす香か？


「窓を開けろ。こんなに臭いが強くては、こちらの鼻が曲がってしまう」


ベルナールの言葉に現れた影が窓を開けて回ると、室内にこもっていた臭いが薄れていく。


テーブルを見れば、用意された物には一切手をつけられていない。


リュシエンヌは紅茶すら飲まなかったようだ。


その判断は正しい。


貴族は招かれた先で最低でも出された茶や菓子を一口は口にしなければならない。


全く手をつけないのは、歓迎に不満があるか、相手を拒絶していると取られる。


この場合は司祭達の歓迎をリュシエンヌは受け入れなかったという見方も出来よう。


それに出されたものには何が入っているか分からない。


扉を閉め、ベルナールはソファーに腰を下ろした。


「まず、貴様らには国家機密を漏らした罪、王女を誘拐して穢そうとした罪、王女を脅迫して利用し、王位を簒奪しようと目論んだ罪。どれも反逆罪ばかりだ。……ああ、それから他者のステータスを口外してはならないという教会の法に反した罪もあるな」


ベルナールは低く嗤った。


「随分と強欲なことだ。さて、申し開きはあるか？」


金の瞳に鋭く射貫かれて、司祭達が視線を逸らし、互いに「何とかしろ」とせっつき合う。


その中でフリューゲルが声を上げた。


「陛下、それらは全て勘違いでございます！」


妙に堂々とした言葉にベルナールが「ほう？」と興味を引かれたようにフリューゲルを見た。


「我々は反逆だなどとそのような大それたことは考えておりません！　それどころか教会の聖騎士は王女殿下をお救いし、我々は怯えていらした殿下を手厚く保護していただけでございます！」


「聖騎士が救った、か。馬鹿馬鹿しい。それについてはもう調べはついている」


ベルナールが持っていた書類をフリューゲルへ投げた。


バサバサと散った紙を司祭達は手に取った。


「お前達がリュシエンヌを調べていたことは知っている。身分を隠して城下に何度も足を運んでリュシエンヌの行動を監視していたのも知っていたし、それを利用して誘拐するために、ならず者達を雇ったことも分かっている」


その書類にはフリューゲルを含めた司祭達の行動が細かく書かれていた。


リュシエンヌの行動を監視させたり、密かにならず者達を雇ったり、聖騎士達に金を握らせて言うことを聞かせていたことも判明している。


そこにはならず者にどれほど金銭を渡したかといった内容まで書かれていた。


「聖騎士もならず者達も既に捕らえてある。我が娘が時間を稼いでくれたおかげで、事情聴取も終わっている」


ベルナールの言葉に司祭達が騒めく。


リュシエンヌが我慢をして時間をつくってくれたおかげで、ベルナール達は捕縛したならず者と聖騎士達から自白を得る機会もあったのだ。


それにならず者達の中にはベルナールの手の者もいた。


司祭達との取引の日時やその際に交わされた契約書を盗ませるなど、造作ないことだった。


「それにまだ罪は残っている。王族の、それも第一王女の洗礼についてはその内容を秘匿するように厳命したはずだ」


フリューゲルが困ったような顔をする。


「はて、そうでしたかな？」


「あの日、リュシエンヌの洗礼後に私が伝えただろう」


「おや、申し訳ありませんが私は覚えがございませんな？」


とぼけるフリューゲルの言葉を凛とした声が遮った。


「いい加減になさい、ハロルド＝フリューゲル！」


大司祭エイルズ＝マッカーソンはこの状況を理解し、顔色はやや悪いが、それでも真っ直ぐに姿勢を正してフリューゲルを見る。


ベルナールがマッカーソンへ視線を向けた。


「どういうことか説明を」


「はい、陛下。私は陛下より厳命が下されたあの日、王女殿下の水晶板を保管庫へ納めた後、その足でハロルド殿の部屋へ行き、陛下のご意向を改めて伝えました」


「証拠はあるか？」


「その際、ハロルド殿の部屋の前にいた聖騎士達と側仕えの者達が聞いております。その者達は街の警備兵の下で保護していただいていますので、陛下がお望みになれば喜んで彼らも証言してくれるでしょう。私はその後、陛下より送られた書類をハロルド殿にも渡しております。その書面がハロルド殿の部屋にもあるはずです」


リュシエンヌが洗礼を受けたあの日、ベルナールは言葉だけでは心配だったため、箝口令を書面でも記して教会へ送っていた。もちろん、玉璽ぎょくじが捺された王命として。


それをマッカーソン宛てに送り、フリューゲルにも渡すよう頼んであった。


ベルナールはマッカーソンの言葉に頷き、フリューゲルを見た。


「だ、そうだが？」


フリューゲルがぐっと一瞬唇を噛む。


「しかし陛下、私はそれを見た覚えはありません」


「そうか、王家からの書類を見もせずに放っておくとは随分と舐められたものだ」


ベルナールは鼻で笑った。


たとえ本当に読んでいなかったとしても関係ない。


玉璽が捺された段階で既に効力は発揮するのだ。


「もし、私が王女殿下のスキルを漏らしてしまったとしても、罪はそれだけです」


「なるほど、他はこの司祭達が勝手にやったと？」


「ええ、その通りです。まさか王女殿下を誘拐し、穢すだなんて、そんな恐ろしいことを考えるなんて、とてもではありませんが出来ませんよ」


他の司祭達が驚いた顔をする。


ベルナールが指を鳴らせば先ほどとは別の影が天井から下りてきた。


「あの時の報告書を渡して差し上げろ」


黒服の者は頷くと、分厚い書類を取り出し、フリューゲルへ渡した。


最初は突如現れた不審な者に眉を顰めていたフリューゲル達であったが、渡された書類を読んでいくうちに段々とその顔から血の気が引いていく。


自分達の発言くらいは覚えていたらしい。


フリューゲルが書類を投げ捨て、それを拾って読んだマッカーソンが顔を赤くしたり青くしたりした。教会の人間としての怒りと羞恥と、そして王位の簒奪という企みに愕然としている風であった。


マッカーソンも、フリューゲルが野心家であることは気付いていた。


だが、まさかそこまでして地位や名誉を欲しがっているとは思っていなかったようだ。


平民出身でコツコツと真面目に生きて現在の地位に落ち着いたマッカーソンからすると、その権力への執着とでも言うべき行いは共感出来なかったのだろう。


むしろ女神イシースに仕える同じ教会の人間として許し難い行為であった。


他者のステータスの口外は教会内でも国でも重罪である。


それだけでも大ごとであるのに、フリューゲルは王位の簒奪などという夢を見てしまった。


「どうだ、何か間違っているところはあったか？」


顔面蒼白の司祭達にベルナールは問うた。


「それから、これはならず者達へお前達がリュシエンヌを攫うよう依頼した手紙と契約書だ。ここにお前達の名前と依頼内容、金銭の受け渡し方法などが書かれている。おまけに封蝋まで。……気付かなかっただろうが、ならず者達の中に私の手の者を潜ませておいたのだ。お前達のやり取りも、考えも、全て筒抜けだったということだ。お前達の私室を探れば更に証拠は出てくるだろう」


そう告げれば、司祭達が平伏し、強く床に額を擦り付けて謝罪の言葉と慈悲を乞い出した。


しかしフリューゲルだけはギリリと歯軋りをする。


それまでの媚びを売るような雰囲気が消えた。


ギロリとフリューゲルの瞳がベルナールを睨み付ける。


「フン、だから何だと言うのですか」


その不遜な態度にベルナールが眉を寄せる。


フリューゲルは己の顎髭を撫でた。


「私めは正しい道に戻そうとしただけでございます。正当な血筋を持つ王位継承者に正しく王冠を戴いてもらいたかっただけなのです」


遠回しに「お前は正当な王位継承者ではない」と言われたベルナールは小さく笑みを浮かべた。


「つまり、私が王位についたのは誤っていると言いたいわけか？」


「ええ、その通りです。本来ならば旧王家の血を引く王女殿下が王となるべきです。あのステータスもそのためにあるのではないでしょうか」


「だからと言って貴様の罪は消えん」


「では、陛下はいかがですか？　クーデターにより旧王家から王位を簒奪し、その座に納まっているあなた様こそ反逆で罰せられるべきではありませんか？」


ベルナールは突然、はははと笑い出した。


フリューゲルの「私は正しいことを言った！」という自信に満ちあふれた顔がおかしかった。


確かにフリューゲルの言葉は一理ある。


ベルナールもまた簒奪者であるからだ。


だが、ベルナールとフリューゲルでは決定的に違うものがあった。


「ハロルド＝フリューゲル」


笑いを収めたベルナールが呼ぶ。


「貴様こそ勘違いをしている」


「何ですと？」


フリューゲルが訝しげに眉を寄せた。


「確かに私はクーデターの先頭となり、旧王家から王位を簒奪し、この座についた。今でもそれは間違いであったのではないかと思うこともある」


「では！」


「しかし、私はもう王位についた。フリューゲルよ、歴史とは常に勝者の記録であり、敗者は歴史の闇に消える。それがこの世の常だ。そして貴様は私に負けたのだ」


「いいえ！　いいえ、私は負けてなどおりません！　王女殿下こそが正しき王、正しき道なのです！　教会は王女殿下が王位につくことを望む!!」


フリューゲルの言葉にマッカーソンが悲鳴のような声を上げた。


「そのようなことを教会は望んでおりません!!」


だがフリューゲルがマッカーソンを睨む。


「黙れ愚か者！　お前のような向上心のない者達のせいで教会の権威は失墜したのだぞ?!」


「いいえ、教会の権威も尊厳も失墜しておりません！　あなたは幼い王女殿下を傷つけ、利用し、内乱を起こそうとしているのですよ?!」


「それのどこが悪い!!」


それにマッカーソンは絶句した。


もしも教会が後見となって王女を次代の王に相応しいと言い出せば、王位継承権を巡って内乱が起こり、せっかくこの五年間で落ち着いてきた国内をまた混乱に陥れてしまう。


王位を巡る争いで内戦が起こることも珍しくない。


そうなれば、騎士も民も傷つくこととなる。


少なくない血が流れるだろう。


マッカーソンは気付けばフリューゲルの頬をその痩せた手の平で打っていた。


「私利私欲のために幼い王女を傷つけ、民に血を流させようとするなど、聖職者にあるまじき行いだ！」


フリューゲルは突然の出来事に呆然とした。


ジンジンと痛む頬に、叩かれたのだと遅れて頭が理解する。


しかしフリューゲルが口を開く前にマッカーソンは更に言葉を浴びせていく。


「王女殿下のステータスについて口外するだけでは飽き足らず、まだ幼く尊い御身を攫い、その御身を穢そうとし、その上脅して傀儡の王に仕立て上げようとは人間のする所業ではない！」


怒りに眦を吊り上げたマッカーソンが振り返る。


「陛下、大司祭エイルズ＝マッカーソンの名において、ハロルド＝フリューゲルを破門いたします」


「なっ?!」


マッカーソンの言葉にフリューゲルが顔色を失くす。


基本的にこの国の民は全員、女神を信仰する教会の信徒である。


よほどの重罪人でなければ破門されることはない。


そして教会より破門された者は教会の法が適用されず、身を守る術を失うのと同意義だった。


教会の法があるから非人道的な扱いをされない。


教会の法は人々を守るための法だ。


罪人でも、信徒であれば、不必要に傷つけることは許されない。


教会の法に最も守られているのは教会派の貴族達であるが、フリューゲルはたった今、破門された。


これからフリューゲルは国の法に委ねられる。


破門というリスクは大きい。


教会が見捨てるほど、人格に難があり、重い罪を犯したと言っているようなものだ。


「それから、そちらの四人も破門とし、今回の件に関与した者達は厳正に対処いたします。殿下の誘拐に関わった者達はどうぞ国の法にて罰してください。そして彼らの動向に気付けなかった私にも罰をお与えください」


ベルナールへ向かって、マッカーソンは深々と頭を下げる。


破門と言われた四人の司祭達ががっくりと肩を落とす。


フリューゲルが騒いだが、ベルナールが軽く威圧すると押し黙った。


「この件は王家が預かるが、大司祭よ、あなたに罪はない。むしろあなたのような人が教会には必要だろう」


ソファーから立ち上がったベルナールは、マッカーソンの肩をぽんと優しく叩いた。


「これからも民のため、国のために、女神イシースへの信仰を忘れず励んでほしい」


マッカーソンはハッと顔をあげると、泣きそうな顔で何とか微笑んだ。


そして手を組み、ベルナールへ感謝を捧げた。


「ああ、何と……。ありがとうございます。その信用に恥じぬよう、女神イシースの名に誓って、民へのよりいっそうの奉仕をさせていただきます」


「ああ、期待している」


ベルナールは廊下に待機させていた騎士達にフリューゲル達を捕縛するよう命じ、彼らは魔封じの手枷をつけられ、その上から縄で縛られていった。


それでもフリューゲルが喚く。


「私は諦めんぞ！　王女殿下こそ王位に相応しく、殿下もそれを望んでいらっしゃるのだ!!」


それにベルナールが溜め息をこぼす。


「貴様は本当に自分の都合の良いようにしか物事を考えていないな。……残念だがリュシエンヌは王位に興味がない。それどころか十二歳になった暁には継承権を放棄するとまで言い切った」


「だからリュシエンヌが王位につくことなどありえないのだ」とベルナールが嗤う。


フリューゲルは目を見開き、首を振る。


「そんなはずはない！」と叫びながら連行されていく太った背中をベルナールは見送った。


あれらはこれから国の法律により、裁判にかけられるが、十中八九重罪と判断されるだろう。


他にもくだらない妄想を抱いている貴族達への見せしめにもなる。


……リュシエンヌは大丈夫だろうか。


十歳の娘が心配で、ベルナールは騎士達に指示を出してここを任せると、一足先に王城へ戻ることにした。


＊　＊　＊　＊　＊


魔封じの手枷に縄で腕と体を縛られ、騎士達に引っ立てられて用意されていた馬車にフリューゲルは乗り込んだ。


馬車と言っても罪人用なので座席のクッションもなくただの板張りで、窓はなく、広さはあるが、他の司祭と共に入れられたので結果的には狭くなっていた。


頑丈な荷馬車と言った方がいいかもしれない。


本来ならば人生一度でも乗ることのないはずの馬車に押し込められ、その屈辱にフリューゲルは震えていた。


扉が閉められ、外から鍵をかけられる音がする。


すると、途端に司祭達がフリューゲルに詰め寄った。


「どうするんだ貴様！」


「そうじゃ、お前の言い出したことではないか！」


「ああ、我々はもう終わりだ……」


「貴様の言うことなんぞ聞くんじゃなかった！」


それぞれがそれぞれに喋るので、聞き取れたのはそれぐらいだったが、フリューゲルは鬱陶しそうに顔を背けた。


「何を言う。あなた方だって賛同したではないか。その時点で我々は共犯者でしょう」


「なっ、我々は貴様の言うことを聞いただけで……！」


「では、あなた方は私の部下でしたか？　違うでしょう。……失敗した以上はもうどうしようもない」


それよりも、フリューゲルは思考を巡らせていた。


攫った王女を穢し、それを盾に従わせ、傀儡にした王女をやがては王に据え、そしてその王女の摂政として国を牛耳る。


それがフリューゲルの思い描いていた未来だった。


教会の、ただの一司祭で終わるつもりなどなかった。


最初は教会の最高位になれれば良いと思っていたが、五年前、加護つきの王女を見つけてからフリューゲルの考えは変わった。


もしかしたら、自分がこの国の頂点に立てるかもしれない。


そんな未来を頭の中に描いてしまえば、もうそれしか考えられなかった。


王女を傀儡の王とし、いずれフリューゲルの手の者の中からそれなりに爵位のある家の男を王女の夫とし、更に力をつける。そうすればフリューゲルに逆らう者はいないだろう。


教会での暮らしはフリューゲルには酷くつまらなく、嫌な日々だった。


信者に教えを説き、治療を施し、毎日祈りを捧げる。


多少の贅沢は許されるがフリューゲルにとっては物足りなかった。


同じ貴族なのに、教会派というだけで質素さを求められる。


そういった風潮もフリューゲルには不愉快だった。


今回の件が成功していればフリューゲルにはもっと高みを目指せたのに。


しかし王女の加護について口外したこともバレている。


あの王女を傀儡の女王としようとしたことも。


誘拐ですら──……。


だが誘拐に関してフリューゲルは指示していない。


時期は決めたが、それ以外に関しては他の司祭達に任せていたので、フリューゲルはその責任を問われても実行犯よりかは軽いはずだ。


だが、それにしてもこんなにあっさりバレてしまうとは情けない者達だ。


……いや、それよりも……。


問題は破門になった影響である。


国の法には罰則が定められている。それは基本的に罪が重く、それを軽減してくれるのが教会の法であるのだが、フリューゲルは破門されてしまった。


そうなると当然国の法だけが適用される。


このままでは全財産を没収された上に、鞭打ちを受け、最悪処刑されてしまう。


恐らく実家のフリューゲル家はハロルドを廃嫡し、縁を切ることで家を守るだろう。


元よりフリューゲル自身も家に頼る気はない。


裁判では自身の弁舌に頼る他ない。


「くそっ、どいつもこいつも使えない……。だが、策はある」


ギリ、と爪を噛みながらも歪にほくそ笑む。


失敗すれば完全に逃げ場はなくなる。


だが上手くいけば取り引きが出来るかもしれない。それは最初から、失敗した時に考えていた次策でもあった。


他の司祭達のことなどどうでも良い。


自分さえ生き残れば、いい。


ガタゴトと酷く揺れる馬車の中で、フリューゲルだけはニヤリと口角を引き上げた。


＊　＊　＊　＊　＊


王城にはリニアさんとメルティさんが先に来ており、わたしが到着するとすぐに出迎えてくれた。


メルティさんはちょっとだけ涙目だった。


リニアさんも心底ホッとした様子で、わたしは二人に申し訳ない気持ちになりながらも、無事だと笑ってみせた。


すぐにわたしは王宮専属医とその助手らしき女性達、そしてシスター姿の女性達に隣室で怪我がないかの確認をされた。正直ちょっと恥ずかしい所まで見られたが、王族である以上、もし何かあっては大問題だからと我慢した。


さすがにその時は、ルルはついて来なかった。


体のどこにも怪我がないことを確認すると、専属医も助手の人達も、シスター姿の人達も全員安堵した様子だった。元の部屋にいたお兄様にも、怪我一つないことを告げた。


戻ると、部屋にはお菓子や軽食が用意されており、リニアさんがミルクたっぷりの紅茶を淹れてくれたので、お兄様と一緒にそれらを食べながらお父様を待った。


ファイエット邸の料理もすごく美味しいと思っていたけれど、王城はやはりそれを上回る美味しさと繊細な見た目だった。


ルルの膝の上に抱っこされながら、隣にお兄様が座り、甲斐甲斐しく世話を焼かれる。


わたしもルルやお兄様が傍にいる安心感に浸りたくて、二人の好きなようにしてもらう。


「リュシエンヌはこの菓子が好きだろう？」


お兄様がお菓子や軽食をお皿に取り、ルルが一口大に切って口元へ運んでくれるのを食べる。


「はい、どうぞぉ」


こうしてルルに食べさせてもらうのは久しぶりだ。


ルルもそう感じているのか、灰色の瞳を緩く細めて、親鳥みたいにわたしに食べ物を与えている。


でもこれがまた良いタイミングで食べたい物をくれたり、飲み物を持たせてくれたりするので、非常に居心地が好い。


しばらくまったりと過ごしていると、部屋の扉が叩かれた。


リニアさんが出て、すぐに扉を開けると傍へ避けた。


その動きだけで来訪者がお父様なのだと分かったが、残念ながらルルの膝の上なのですぐに立つことが出来ない。


慌てて下りようとすれば、手で制される。


「そのままで良い」


お父様は専属医からわたしについて報告を受けると表情を緩めた。


傍に来てわたしの頭を一撫ですると、向かいの椅子に腰掛ける。


リニアさんが紅茶を淹れてお父様の前にそっと置く。


それをお父様は一口飲み、顔を上げた。


「フリューゲル達は捕縛した。彼らは貴族裁判を受けるが、恐らく重罪人として処刑されることになるだろう」


お父様の言葉にお兄様が「当然ですね」と頷く。


「国家機密の漏洩、王女のステータスの口外、簒奪を企てた罪、王女を攫い穢そうとした罪。重罪にならない方がおかしいです」


「ああ、全くだ」


お兄様にお父様も同意する。


でもわたしはあまり喜べない。


向こうが先に画策したとは言えど、わざとハメたのはこちらなのだ。


「あの、絶対に処刑になるのでしょうか？　その、追放とかではダメですか？」


お父様とお兄様が目を瞬かせる。


「わたしが関わったことで処刑となるのは……。いえ、国として、法でそう定められているならば仕方ないことですが……」


「胸が痛むか？」


「……少し」


呆れられるだろうかとお父様を見れば、穏やかな表情でわたしを見ていた。


「一応、リュシエンヌの意向は伝えておこう。だが司祭達は全員教会を破門されたからな、処刑もありうる」


……破門？


お兄様が驚きの声を上げた。


「破門？　……いえ、でも、そうですね、そうなっても不思議はありません。むしろ今後こちらがやりやすくなって良いのでは？」


「マッカーソン殿にはその点、感謝しなければな」


「それはキッツいねぇ」


お兄様、お父様、ルルが頷き合う。


えっと、確かこの国の民は全員教会の信徒で、破門されると教会の法に守ってもらえなくなるんだっけ？


国の法は厳しい内容が多く、教会は罪人に対しても慈悲をかけるため、教会の法により情状酌量で罰が軽減されるのだ。


でも破門されたら教会の法は守ってくれない。


国の厳しい法の下で裁かれることになる。


それに教会が介入しないので、王家主体で今回の件について調査、判断を下すことが出来るのは大きいだろう。


「裁判にはわたしも出ますか？」


そう問えば、お父様が首を振った。


「いや、非公開のものだが国の中枢部の者達はいる。目立ちたくないなら出ない方が良い」


「分かりました」


即答したわたしにお父様が苦笑する。


「疲れただろう？　この後は邸に戻り、ゆっくり休むと良い」


「ついでに気に入った菓子などがあれば包んで持って帰っても構わんぞ」と金の瞳を細め、冗談っぽく言う。


するとルルがメルティさんにいくつかのお菓子を包むように指示を出した。


それは全部、わたしの好みのお菓子だった。


＊　＊　＊　＊　＊


「何故っ、何故なんだ……っ?!」


ガタゴトと馬車に揺られながらフリューゲルは己の爪を噛み締めた。


裁判前の取引をするつもりだったが、彼を乗せた馬車は法廷へと向かっていなかった。


護送用の馬車が闇夜に紛れるように王都の中を抜け、門を抜け、城壁の外へ出る。


それを左右の高い位置にある、鉄格子のはめられた細い小窓からフリューゲルは眺めるしかない。


手足の腱が切られ、手当てはされているが思うように動けず、何より激痛が絶え間なく襲いかかってくる。


気付けば、馬車の窓の外は深い森へと変貌していた。


森の中に、まともに手足も動かせない者を放置するというのだろうかと、不安が這い上がってくる。


ガタン、と馬車が揺れるだけで痛みに呻く。


元々痛みなどとは無縁の生活をこれまで送っていたフリューゲルにとっては耐え難い痛みである。


またガタンと大きく馬車が跳ねる。


「ぐっ！　おいっ、もっとゆっくり走れんのか！」


思わず怒鳴ってしまい、自身の怒声が体に響き、フリューゲルは身を縮こませた。


しかし馬車の揺れは変わらない。


護送している御者や騎士達は中にいるのが重罪人と知っているため、いくら中の人間が泣こうが喚こうが速度を落とすことはなかった。


王都から少し離れた場所で不意に馬車が停まった。


揺れが収まったことにフリューゲルが顔を上げるのと、後方の扉が開かれるのは同時であった。


「降りろ」


監視役の騎士が顎で示す。


それを不快に思いながらも、フリューゲルは床を這いずって後方の扉へ近付いた。


本来ならばここが開けられることはまずない。


けれども王都を出てすぐに出られるということは、誰かがフリューゲルの脱出の手助けをしたのだろう。誰かは知らないがフリューゲルはその相手に感謝を感じながら、馬車の外へ出る。


だが腱を切られた足がふらつき、地面へ転がった。


騎士は地面に倒れるフリューゲルを無視して扉を閉めると、何事もなかったかのように己の馬に乗ると、動き出した空の馬車の監視役としてついていった。


そうして闇の中へ消えていく馬車をフリューゲルは地面に転がったまま見送った。


完全に馬車が見えなくなったところで、ホッと息を吐く。


何とか上体を起こして座り込んだ。


遠くでホーホーとフクロウの声がする。


明かり一つない浅い森の道だが、それでも、フリューゲルはホッとしていた。


あのまま、どことも知れぬ場所へ連れて行かれるよりずっとマシだった。


そして自分を助けたということは恐らく誰かが迎えを寄越すはずだ。


それを待てばいいと安堵しつつ空を見上げた。


見上げた格好でフリューゲルは硬直した。


真後ろにいつの間にか人間がいたからだ。


ほとんど距離がなく、全く気配もしなかった。


フリューゲルは声にならない悲鳴を上げたが、すぐに体の痛みが襲い、苦痛による呻きに変わる。


真後ろにいた人間がゆっくりと正面に回る。


「あはは〜、ビックリさせちゃったぁ？」


間延びした口調の男の声は妙に明るい。


痛みを堪えながら、フリューゲルは言う。


「お前が迎えかっ？」


それに男が小首を傾げた。


「ん〜？　まあ、迎えと言えばそうかなぁ？」


「やはりそうか……！」


誰かがフリューゲルに救いの手を差し伸べたのだ。


たとえ利用するためだったとしても、今は甘んじてそれを受け入れようと考える。


痛みに呻きながらフリューゲルは男を見上げた。


「治癒魔法で早く治してくれっ！　それが無理でも何か薬は、痛み止めくらいはあるだろうっ？　傷が痛くて堪らんのだ……！」


フリューゲルのことを知っているなら、受けた罰についてもきっと救いの主は知っているだろう。


それならば治癒魔法を使える者を寄越すか、そうでないにしても薬くらいは持たせているはずだ。


しかしその男は首を反対に傾けただけだった。


「何でオレが薬をくれると思ってるのぉ？」


「え……？」


男の言葉にフリューゲルは呆然とした。


「もしかしてぇ、助けてもらえると勘違いしてな〜い？」


男が屈み込み、月明かりにその顔が照らされる。


その顔は見覚えがあった。


あの日、突如王女の傍に現れた男。


布で顔を半分隠していても分かる。


国王達が来る直前に、王女の周りに侍っていた者達を投げ飛ばし、蹴り離した男。


あまりにも鮮烈だったのでよく覚えていた。


「何故、ここに……？」


フリューゲルがハッとする。


「もしや王女殿下が私を救い出してくださったのですかっ？」


まさか、王女殿下は本当は王位を望んで……。


ぞわりと背筋を冷たいものが駆け抜けた。


間近にある男の顔から笑みが消えた。


「は？」


服の襟首を掴まれる。


たったそれだけなのに体が震える。


震えるせいで更に痛むが、震えは止まらない。


「王女サマはお前のことなんてもう考えちゃいないよ。それどころかお前のことなんて忘れてぐっすり眠ってるだろうね」


嘲あざける声で男はそう言った。


「お前が馬車から降ろされたのは、ここでオレに殺されるからだよ」


男の口元に笑みが戻る。


だがその瞳は欠片も笑っていない。


「こ、殺される……？」


フリューゲルは襟首を掴まれたまま、目の前の男を見返した。


……殺されるとはどういうことだ？


「そんなはずはないっ。私はこれから裁判を受けるはずだ……！」


だからここで殺されるはずはない。


そう考えて手足の激痛を思い出す。


……裁判前に、何故、腱を切られた……？


男がうっそりと笑う。


「ああ、それね、王女サマのために開いたってことにはするけど、実際はやらないよ。可愛い可愛いオレのお姫サマは自分のせいで誰かが死ぬと傷ついちゃうから、表向きの裁判では、お前らは魔法で思考に制限をかけた上で死ぬまで監禁、まあ、独房暮らしってことになってるけど」


「でもね、」と男が言う。


「王女サマを攫ったお前を生かしておくつもりはないってさ」


あはは、と男は笑う。


暗闇の中で妙に明るい声がこだまする。


「王サマも王太子も、オレも、お前を許す気はないよ」


笑いを抑えた男の言葉に鳥肌が立つ。


「ま、待て、だがここで私が死ねば裁判の決定を崩すことになるぞ……?!　それに王女の純潔についても、教会側が証言すれば……！」


「ああ、王女サマの処女性の話？　それはもう王家と教会で話はついてる。大司祭サマがお前の代わりに良くしてくれてるから、お前の証言なんていらないんだよ。それに、表向きって言ったでしょ。そんなのどうにでも出来る。実際、お前を護送してきた馬車はここでお前を降ろした。あの馬車はそのままこっそり戻って誰もいない裁判所で時間を潰した後、監獄へ行って、戻ってきて、お前を刑務所にぶち込んできたと報告して、はいおしまい」


「だが見届け人がいるはずだ……！」


裁判で下された刑罰が厳正に処されたか。


それを見届ける人間が存在する。


その者が空の馬車を見れば不審に思うだろう。


男は突き飛ばすようにフリューゲルから手を離す。


「だからさぁ、そんなの、どうにでもなるんだってば」


その見届け人をこちら側に引き込めばいい。


そもそも見届け人自体が国の用意した人間なのだから、引き込む必要すらない。


収監されてから王の放った影に殺されるか、目の前の男に殺されるかの違いでしかない。


何より、フリューゲルを馬車から出した際に付き添っているはずの見届け人が何も言わなかったのだから、つまるところはそういうことなのである。


見届け人も、既に国王の側。


遅まきながらフリューゲルもそれに気付いた。


いや、気付いてしまった。


「ぁ、あ……」


目の前の男の言葉が頭の中で繰り返される。


男はフリューゲルに向かって「ここでオレに殺される」と言った。


この温度を感じさせない笑みを顔に張り付けている男に、フリューゲルは、これから、殺される。


頭が理解した瞬間にフリューゲルは男へ背を向けた。


どんなに手足が痛くとも、どんなに背中が痛くとも、とにかく少しでも離れるために地面を這いずった。


逃げなければ、それは死に直結する。


必死に地面を這いずるフリューゲルの背後から、ひたひたと静かな足音がついてくる。


「最後に遊びたいのぉ？」


「いいよぉ、付き合ってあげるぅ」と妙に明るい声が笑い交じりに後ろから聞こえてくる。


フリューゲルはとにかく前進した。


服が汚れても、爪に土が入っても、爪が欠けても、それらを気にする余裕はない。


背後にぴったりついてくる足音から逃げなければ。


もしも止まれば殺される。


涙と汗と土の味を口の中に感じながら、フリューゲルは地を這った。


手足や背中の傷が開いて血が滲んでも這いずり続ける。


「ほらぁ、そんなんじゃすぐ追いついちゃうよぉ？」


その死神から逃げるために。


自分の死という悪夢から逃れるために。


フリューゲルの人生で最も長い夜が始まった。







エピローグ


教会の件から二週間後。


その後、司祭がどうなったのかお父様は手紙で教えてくれた。


わたしの加護について漏らしたハロルド＝フリューゲル司祭を除いた残りの四名の司祭達は、裁判で、皆一様にフリューゲル司祭の発案で行ったと口を揃えて証言したそうだ。


計画の大半を取り仕切っていたのもフリューゲル司祭であり、自分達は利用されたのだというのが言い分だったらしい。


しかし、わたしを攫うために雇った人攫い達、助けに出た聖騎士達、そしてわたしに傷がないか確認した二人の女性はそれぞれの司祭達の手の者であった。


それが発覚したので当然、自ら進んでわたしの誘拐に加担したと判断された。


彼らは独房で一生を暮らすことを余儀なくされた。


人と関わることのない人生で、恩赦はないという。


司祭達は鞭打ち四十、手足の腱を切られた末に、北にある刑務所に送られた。


北の刑務所は国内で一番規律が厳しく、冬が長く続くため、暮らしていくにも大変らしい。


彼らはそこで一生を過ごすことになる。


体の弱い者は数年と持たないそうなので、彼らがどれほど生きられるかは不明である。


彼らは全員家から絶縁されたそうだが、それでもお父様は責任を追及し、彼らの実家は全て爵位を落とされたらしい。存続しているだけでも十分な温情だろう。


関与していた聖騎士達は除隊処分となり、数年は鉱山で労役に科されるそうだ。


わたしの周りでお世辞を言っていた美少年達は全員、まだデビュタントも済んでいない子供だったこともあり、家の罰金と自領で生涯軟禁という形を取られた。


人攫い達は奴隷に落とされて、数年炭鉱で働かされた後に他国へ売られる予定だそうだ。


他にも結構な人数が関わっていたらしく、その人達もそれぞれ処罰された。


そして問題のフリューゲル司祭も鞭打ちに加えて両手足の腱を切るという罰を受けた。


その上で北の刑務所送りである。本来ならば処刑になっても不思議はないが、わたしが温情を与えたということにして、そのようになった。


……わたしのせいで死なれるのは寝覚めが悪い。


そんな我が儘をお父様は叶えてくれた。


「これで良かったのか？」


お兄様は少し不満そうだったけど、わたしはそれに頷いた。


わたしの願いの方が残酷だけどね。


処刑されればそこで終わりだが、満身創痍で国外追放にされる方が苦しむだろう。


だから全く軽い罰ではない。


でもそれは黙っていた。


もう、彼らとわたしは関係ないのだから。


別にあの司祭のことはどうでもいい。


迷惑と言えば迷惑だったけれど、あの誘拐事件以外は特にわたし自身に対して実害があったわけでもないし、お父様がきちんと罰してくれたというので思うところもない。


「リュシーの洗礼の日の後から何かと鬱陶しかったから、いなくなって良かったねぇ」


それに首を傾げてしまう。


「うっとうしい？　ルルは気付いてたの？」


「うん、リュシーのこと監視させて行動を調べさせたりしててさぁ、まあ、向こうも闇ギルド経由だったから必要最低限の情報だけに制限かけといたけどぉ」


「そうなんだ」


それは知らなかった。


「でもバカだよねぇ、王女サマに手を出そうなんてぇ」


横に座ったルルに頭を撫でられる。


それに関してはわたしも同意見だ。


司祭達はわたしを教会派に引き入れて、贅沢をさせたり色に溺れさせたりして自分達の良いように使える駒にしようと考えていたらしい。


そうして、教会派が後押しして、正当な血筋の女王として祭り上げる気だった。


そんなことしても無駄なのに。


わたしは国王になんてなりたくないし、お父様が国王で、お兄様が王太子であることに不満もないし、何より王様になったら目立つしルルと結婚出来なくなってしまう。


結局、司祭達が考えたのはただの夢物語だったのだ。


「でもこれでうるさい虫は一匹いなくなったねぇ」


そう言ったルルはなんだか機嫌が良さそうだ。


でも、確かにこれはこれで良かったのかもしれない。


教会派はもうこれでわたしに手を出せないだろうし、わたしを女王に担ぎ上げようと考える人達も、今回の件を見れば明日は我が身と思って諦めるだろう。


わたしもこれから忙しくなる。


十二歳になれば王族の一員としてデビューすることになるのだ。


「……早く誕生日、来ないかな」


そして、十二歳になればルルと婚約出来る。


やっと七年。五歳からここまで成長した。


「早く婚約したいねぇ」


ルルの腕が伸びてきてギュッと抱き締められる。


それに頷き返しながら思う。


まだまだ心配事は沢山ある。


これから王女としてきちんとやっていけるかという不安。


それが出来たとしても、十五歳になったら学院に入学しなければならないだろう。


乙女ゲームの原作が始まるまであと約三年ちょっとなのだ。


……それにルルにも話さなくちゃいけない。


わたしが前世の記憶を持っていることも、この世界のことも、そしてヒロインちゃんのことも。


ルルは受け入れてくれるだろうかと考えるとすごく怖い。


だけどルルに隠しごとはしたくないし、もうし続けるのも嫌だ。


「ねぇ、ルル」


呼べばルルが「ん～？」と首を傾げる。


「なぁに、リュシー？」


大好きなルルだから、全部話すべきなのだ。


「婚約、楽しみだね」


わたしの言葉にルルは笑って頷いてくれた。







    
  





ルフェーヴル＝ニコルソンは暗殺者だ。


リュシエンヌの侍従として傍に仕えているものの、暗殺者をやめたわけではなく、侍従としての仕事はむしろオマケのようなものだった。


全てはリュシエンヌと一緒にいるために過ぎない。


最も愛用しているナイフの手入れを欠かさないのも、自分が暗殺者だということを忘れないためだ。


リュシエンヌの侍従という仕事は平和だ。


暗殺者の生活に比べると制限も少ない。


それに、これまでの日々に比べると、侍従の生活というのもなかなかに楽しくて悪くない。


好きなだけリュシエンヌに構えるし、傍にいられるし、無茶な仕事もないので体力的にもかなりラクだ。


気が向いたらギルドからの仕事を受ければいい。


リュシエンヌが眠っている夜の間ならばルフェーヴルは時間が空いているし、簡単な依頼ならばこなせるだろう。


ただ一つ、侍従の仕事は緊張感がないのだけが落ち着かない。


「……ん……」


リュシエンヌの小さく漏らした声に顔を上げる。


天蓋付きのベッドから多分寝返りだろう音がする。


ナイフをテーブルに置き、そっとベッドへ近付いて垂れているレースのカーテンを静かに持ち上げて覗き込む。


リュシエンヌが気持ち良さそうに眠っていた。


……寝相はあんまり変わらないなぁ。


初めて出会った頃も、リュシエンヌは毛布に埋もれるように包まって眠っていたが、成長しても毛布に埋もれて寝る癖は同じままだ。


ルフェーヴルの好きな、チョコレートみたいなダークブラウンの長い髪が白いシーツに散らばっている。


頬にかかった髪を除けてやった。


柔らかな肌に指先が微かに触れるとリュシエンヌがもぞもぞと毛布に潜り込んでいく。


……かわいいなぁ。


身を屈めて、眠るリュシエンヌの頬にキスをする。


すると、すぐに天井から王家の影だろう者の殺気が漏れてきたので、ルフェーヴルは音もなく笑った。


そんなに威嚇しなくてもリュシエンヌに性欲は感じていないし、今のところ手を出すつもりもない。


身を起こしてリュシエンヌの毛布をいくらか整えてやってから、静かにカーテンを閉める。


それからテーブルへ戻ってソファーに腰を下ろす。


途中で放り出していたナイフを手に取った。


……我ながら変わったねぇ。


リュシエンヌと出会う前であったなら、こんな風に自分の武器を外したまま、そこから離れるようなことはしなかっただろう。少なくとも武器の手入れを終えて仕舞ってから動いたはずだ。


ナイフを一本一本丁寧に磨いていく。


顔が映り込むほど磨いたので、ルフェーヴルの灰色の瞳が刃に見える。


この灰色の瞳も顔立ちも母親に似ており、ルフェーヴルはあまり自分の顔が好きではなかった。


それでも、今は嫌いではなくなった。


特に灰色の瞳は、リュシエンヌが好きだと言ってくれるようになってから、自分でも悪くないと思うようになれた。


……それにしても、リュシーって人気者だよねぇ。


無意識に小さく息を吐いてしまった。


元よりファイエット邸でも使用人達から人気のあったリュシエンヌだが、公務に出て、社交も行うようになると、それはいっそう顕著になった。


社交場に出れば、誰もがリュシエンヌに振り返る。


王女だからというのも理由の一つだろうが、リュシエンヌはどこか世間離れした雰囲気があり、触れれば壊れてしまいそうな、でも触れてみたいと思わせるような、そんな風に見えるのだ。


それでいて、誰に対しても優しくて穏やかなので、婚約者がいると分かっていても惹き寄せられてしまう者もいる。


リュシエンヌはルフェーヴル以外にあまり興味がないため、好意を寄せられても全く気付いていない。


琥珀の瞳はいつもルフェーヴルだけを見ている。


だからルフェーヴルも、リュシエンヌを連れ去ってしまいたいと思うことがあっても我慢出来た。


連れ去らなくとも、監禁せずとも、琥珀の瞳が見るのはルフェーヴルだけだから。


「……でもやっぱ、ちょ〜っと気に食わないなぁ」


貴族ならば、アリスティードの婚約者とその腹心達が上手く盾になって防いでくれる。


だが、そういうことが出来ないこともある。


今日の孤児院への慰問など、まさにそれだ。


子供と分かっていても、ルフェーヴル以外の人間がリュシエンヌに触れるのは面白くない。


……オレのリュシーに近付かないでほしいなぁ。


しかもリュシエンヌの美しさに見惚れたらしい子供もいて、ルフェーヴルは思わず、一瞬だが殺気を向けてしまった。


すぐに殺気は引っ込めたのでリュシエンヌには気付かれなかったが、後ほど、アリスティードに「子供に殺気を向けるな」とぼやかれた。


子供だろうと容赦する気はない。


磨き終えたナイフを一本ずつ元の位置に納めた。


ルフェーヴル＝ニコルソンは暗殺者である。


ただし、リュシエンヌと出会ってから嫉妬という感情を得てしまった、一人の男に過ぎなかった。


＊　＊　＊　＊　＊


今日は久しぶりに丸一日何も予定がない。


何をしようかな、と思いつつ横を見る。


ルルがべったりとくっついて、わたしに抱き着いて、わたしの頭に自分の顎を乗せている。


……なんだか大きい子供みたい。


でもこれまでのルルの様子を考えると、ルルって実は子供のまま大きくなってしまった大人なのかもしれない。


「ルル？」


名前を呼ぶと顎が頭から離れた。


「なぁに？」


見下ろされて、言うか言わないか考える。


でも結局訊いてみることにした。


「どうかしたの？」


いつにもまして今日のルルはべったりだ。


これはこれでルルがかわいいけれど、何かあってこうなっているのであれば理由が気になる。


ルルがキョトンとした後に「ん〜」と首を傾げる。


「なんて言うかさぁ、オレ、変わったなぁって思って」


「変わった？」


「うん、嫉妬深くなった気がする」


言われて、今度はわたしが首を傾げた。


……元からルルは嫉妬深い気がするけど。


いや、嫉妬深いというよりかは執着心が強いと言った方が適切なのかもしれない。


「リュシーを外に出したくない」


ギュッと抱き締められる。


「昨日、何かあった？」


今日は始まったばかりなので、何かあったとしたら昨日のことだろう。昨日は孤児院へ慰問に行った。


「別に何もないけどぉ……」


そのわりにはかなりべったりである。


「リュシーは人気者だなぁって思ってさぁ」


「わたしが？　そんなことないよ」


王女だから傅かしずかれることはあったり、人が集まってくることはあったりしても、人気者とは思えなかった。


どちらかと言えば旧王家の血筋だから、どことなく腫れ物に触るような感じさえあった。


「むしろルルの方が人気があるよ」


社交の場に婚約者であり、侍従でもあるルルを連れて行くと女性達の視線がルルに向く。


それがちょっとだけ嫌だなと思う。


……うん、まあ、仕方ないんだけどね。


わたしはルルを見上げた。


優しい目元にスッと通った鼻、いつも微笑んでいる口元、顔立ちは端正で、ここ数年でそこに男性的な雰囲気が加わって更に美青年になった。しかも体型は長身で細身で、貴族の女性達が好む男性像に近いらしい。


しかも外ではルルは紳士的なふりをしているので、余計に理想の男性みたいに思われるようだ。


王女わたしとの身分差の恋も、まるで物語のようだと人気があるそうだ。


それでも平気でいられるのは、ルルがわたしだけを見て、他の女の人に対して素っ気ないから。


どれだけご令嬢達に話しかけられてもルルは受け流すばかりだし、わたしがいればずっとわたしを抱き寄せていて、明らかにわたしとその他で差をつけている。


王城の離宮に引っ越してすぐはルルに惚れてしまうメイドとかもいたけれど、今はそういう人もいないし、貴族達も王女の婚約者に秋波を送ろうという人はいない。


それでもルルの人気は高いけれど。


「オレ？　あ〜、まあ、この顔だしぃ？」


ルルも自分の顔の良さを理解している。


ひょいと間近で覗き込まれた。


「リュシーはオレの顔、好きぃ？」


……その質問はずるいと思う。


「好き。でも、ルルの顔が良いから好きってわけじゃないよ。ルルがルルだから好きなの。もし何かあってルルの顔に傷が出来たって好きだよ」


ルルの頬に触れば、ルルの手がわたしの手に重ねられる。大きくて、温かくて、安心する手だ。


ニッコリとルルが笑った。


「オレもリュシーの顔好きだけどぉ、リュシーだから好きなんだよぉ」


「でも……」とルルの手がわたしの頬に触れる。


「リュシーの顔に傷があったら、リュシーの人気は減るのかなぁ？」


うっそりと目を細めたルルに頬を撫でられる。


わたしはそれに手を重ねた。


「ルルがそうしたいなら、してもいいよ」


わたしの顔に傷が出来ることでルルが安心出来るなら、多少痛くても我慢しよう。


「それでルルが安心してわたしの傍にいてくれるなら、好きなだけ傷つけていいよ」


この気持ちは本当だ。


痛いのは苦手だけど、ルルにならいい。


それにルルがわたしの顔に傷を付ければ、責任を取って、ルルは絶対にわたしをお嫁さんにもらわなければいけなくなる。


そうなれば、わたしは本当に他の人のお嫁さんになることはないだろう。


しばらくわたしの頬を指で撫でた後、ルルが笑う。


「う〜ん、やめとこうかなぁ。顔だけが好きってわけじゃないけどぉ、リュシーのかわいい顔も好きだしぃ、笑顔は綺麗な顔の方がいいしねぇ」


少し残念だな、と思ったのは秘密である。


＊　＊　＊　＊　＊


リュシエンヌがルフェーヴルの手に擦り寄ってくる。


それをかわいく思いながら、ルフェーヴルは柔らかな頬の感触を楽しむ。


リュシエンヌは幼い頃のこともあったが、貴族や王族の女性であれば、傷が残ることを非常に恐れる。


体に小さな傷跡や痣があるだけでも結婚に支障が出ると言われることもある。


顔に傷など出来ようものなら、結婚どころか一生人前に出られないと思う令嬢も少なくない。


治癒魔法があるため、然う然うそのようなことにならないが、全くないわけでもない。


それでもリュシエンヌは別だ。


魔力を持たず、治癒魔法が効かないのだ。


そのリュシエンヌが顔に傷を付けてもいいと言う。


それはつまり、ルフェーヴルのためならば、一生残る傷を顔に付けても構わないということであり、リュシエンヌはそれほどルフェーヴルに傾倒しているということでもある。


ルフェーヴルにとっては嬉しい言葉だった。


考えたけれど、もちろん本気で実行する気は微塵もなかった。


……自分でも性格が悪いのは分かってるけどねぇ。


別に傷があってもなくても気にしないが、お嫁さんはやはり傷一つなく嫁ぐのがリュシエンヌのためにも良いだろう。


ただでさえ目立つリュシエンヌの顔に、突然傷が出来たと聞けば人々の目はそこにいってしまう。


傷物王女となれば、永遠に王女リュシエンヌの名に傷が残ってしまう。


リュシエンヌの言葉は嬉しいが、リュシエンヌの名前に傷が付くのは好ましくない。


歴史の上で、リュシエンヌ王女は愛する男と結婚したという文面だけ残ればいい。


「そっか」


そう言ったリュシエンヌはどこか残念そうだった。


「逆にオレの顔に傷でも付ける？」


ルフェーヴルが訊けば、リュシエンヌは首を振って抱き着いてくる。


「ううん、いい。ルルが痛い思いをするのはダメ」


「それはオレも同じだよぉ。リュシーが痛い思いをするのはダメだねぇ」


「そうかな？　ルルがくれるものなら痛みでも、わたしは嬉しいよ。だってその時だけはわたしのことを考えてくれてるでしょ？」


見上げてくるリュシエンヌの頭を撫でる。


……ああ、いいなぁ。


自然と笑みが浮かぶ。


常にリュシエンヌの傍にいた。


人間という生き物は大なり小なり、周囲に影響されるものだ。


そうしてリュシエンヌにはずっとルフェーヴルがついていた。傍に居続けるのにも理由がある。


最も近い位置にルフェーヴルがいれば、当然、リュシエンヌの性格にルフェーヴルが影響を与えることが出来る。


それが完全に上手くいくとは限らないが、リュシエンヌは、ルフェーヴルの思った通りに成長してくれている。


ルフェーヴルに傾倒し、盲目的になり、しかし自分の意思でルフェーヴルを選んで愛する。


今のリュシエンヌはまさにそうだ。


……元々オレ好みだったけどぉ、最近は特にそういう傾向が強くなっていいねぇ。


きっとリュシエンヌはルフェーヴルがいなくなれば、何も出来なくなって、生きることすらやめてしまうだろう。


いつだってリュシエンヌの目はルフェーヴルを捜し、ルフェーヴルを求めている。


それがルフェーヴルには何よりも心地良い。


かわいいリュシエンヌがもっとかわいくなった。


「そんなに心配しなくてもぉ、オレはいつでもリュシーのことを考えてるよぉ」


それに疑いもせずにリュシエンヌは頷く。


「うん、分かってる」


この関係は他人から見れば酷く歪んでいるだろう。


だが、その歪な関係こそがルフェーヴルにとっては最も良い関係なのだ。


互いに執着して、依存して、それでいい。


かわいらしい恋だとか愛だとか、そういう関係では足りない。


そうしてリュシエンヌが命を差し出すからこそ、ルフェーヴルもまた、リュシエンヌに命を懸けるのだ。ただ、この世界に互いがいればいい。


それ以外はあくまで歯車に過ぎない。


リュシエンヌとルフェーヴルが生きていくために必要なものの一部であり、それがあるからこそ、リュシエンヌの周りに人間がいても許している。


国王ベルナール、王太子アリスティード、他の人間達も全てリュシエンヌを守るための盾。


侍女達はリュシエンヌが快適に過ごすための道具。


そしてルフェーヴルはリュシエンヌの敵を討つための剣。


もしもリュシエンヌが「あいつを殺して」と願えば、ルフェーヴルは喜んでその人間を殺すだろう。


そこに理由など必要ない。


リュシエンヌが望んだという事実だけあれば良いのだ。


……そう、アレだって、もしリュシエンヌが望むならすぐにでも殺せる。


リュシエンヌは殺す気はないようだが、ルフェーヴルにとっては少しばかり鬱陶しい。


かわいいリュシエンヌを不安にさせるものは出来る限り排除すべきなのだ。


だが、優しいリュシエンヌはそれを望まない。


だからこそ、ルフェーヴルはリュシエンヌを気に入っている。


暗殺者が、簡単に邪魔者を消せる素晴らしい道具が手の内にありながらも、自分のためにそれを使うことはない。


その優しさが、純粋さが良い。


暗殺者でも、ヒトゴロシでも、道具でもなく、ルフェーヴル＝ニコルソンというただ一人の存在として見てくれるから。


「わたしもね、いつもルルのことを考えてるよ」


ルフェーヴルもリュシエンヌも同じことを望み、考え、思っている。


唯一の人の心が欲しい。関心が欲しい。


それ以外はどうでもいい。


「そっかぁ、リュシーは良い子だねぇ」


誰かの心が、その人の全てが欲しいと願うのは強欲だろうか。


それでも、この欲望だけは手放すことが出来ない。


誰よりもリュシエンヌの近くにいたい。


それは精神的にも物理的にもそうだ。


ルフェーヴルに様々な感情を与えたリュシエンヌを、手放す気など、ありはしなかった。


「これからもずっと一緒にいてね、ルル」


ルフェーヴルは笑顔で頷いた。


「もちろんだよぉ、リュシー」


ルフェーヴル以外のものになるなど許さない。


……リュシーはオレのものだ。


誰にも渡すつもりなどない。


……奪おうとするヤツは全員、殺けしてやる。


腕の中のリュシエンヌを抱き締めながら、ルフェーヴルは口角を引き上げたのだった。









あとがき






初めましての方は初めまして、二度目の方は二度目まして。早瀬黒絵です。


三度目の方はようこそまたまた紙媒体の世界へ！


この度は『悪役の王女に転生したけど、隠しキャラが隠れてない。２』をご購入してくださり、まことにありがとうございます。嬉しいことに第二巻も発売いたしました。


皆様にご購入していただけるおかげでこうして続刊出来ております。


本当に感謝感激です。改めて御礼申し上げます。


実は第一巻のあとがきで「皆様との再会を願って」的なことを書きましたが、その次のページに次巻予告で第二巻について載っておりまして、一巻の見本誌をいただいてからそのことに気付き、「思ったより早く再会出来るじゃないか」と自分でツッコミを入れてしまいました（笑）。


まさかそのタイミングで次巻予告が入るとは……。


個人的にはそれが一番面白いと思った第一巻でした。


そうして今回は第二巻。相変わらずリュシエンヌは可愛いし、ルフェーヴルはかっこいいし、なんなら可愛いアリスティードとロイドウェルも参加して可愛い尽くしです。


第二巻は大幅に手を加えて物語の流れを変えさせていただきましたが、私が『小説家になろう』で上げているものよりも、より物語に展開が生まれて面白くなったかなと思います。


提案してくださった編集さんには感謝してもしきれない程です。


第一巻、第二巻ともにルフェーヴルのちょっとアレなシーンがあり、女性向けの本としてはどうなのかなと考えましたが、ルフェーヴルの「こいつヤベェ」感を出すことで、リュシエンヌの前とそうでない時との二面性が出るので個人的に彼の暗殺者としての側面の話が好きだったりします。


その辺りを削るという話が出なくてちょっとホッとしました。


皆様にもこの第二巻を楽しんでいただけたのであれば幸いです。


第一巻あとがきと同じ文面になってしまいますが、家族や友人、小説を読みに来てくださる方々、出版者様、編集者さん、そして今回も素晴らしい絵を描いてくださったイラストレーターの先生のおかげで無事、第二巻も発売することが出来ました。皆様、ありがとうございます！


二巻も出版までの作業はドキドキしっぱなしで、いつになったら慣れることやら（笑）。


締め切り怖い！　作業は楽しい！　でもやっぱり締め切り怖いは慣れなさそうです。


是非、リュシエンヌとルフェーヴル、二人の物語を今後もお楽しみください。






皆様と今後も良きお付き合いが続くことを願って。






二〇二二年　早瀬黒絵









    
  





    
  





    
  





    
  





    
  





    
  





    
  





電子版特典SS


ルフェーヴルの甘い一日







「そういえば、ルフェーヴルは今、何歳だ？」


ふと、お兄様がそう言った。


ティータイムの最中に唐突にそんな質問が出てきて、ルルもわたしもキョトンとした。


……ルルって何歳だっけ？


言われて、初めて考えた。


見たところ、ルルは二十代には届いておらず、でも十代前半ほどの若さではないような気がする。


キャラクタースチルが公開された時のルルが二十代くらいだったので、そこから逆算しても、ルルが十代であるのは確かだった。


「急になぁにぃ？」


何の脈絡もなく飛び出した質問にルルが少しだけ、警戒した様子を見せた。


「いや、リュシエンヌの誕生日も、僕の誕生日も過ぎただろう？　なんとなく、お前はいつが誕生日なのかと思っただけだ」


「ああ、そういうこと～？」


お兄様の言葉にルルが警戒を解く。


わたしの空になったグラスに果実水を注いでくれながら、ルルが「ん～……」と視線を巡らせた。


「あ、オレ、今月で十九だねぇ」


なんてことない風に言われてわたしは驚いた。


「え!?」


思わずルルを見上げる。


「ルル、こんげつ、たんじょうびなの!?」


自分でもビックリするくらい大きな声が出た。


ファイエット侯爵邸に来てから半年が経ち、その間にお兄様も誕生日を迎えたが、思い返せば、確かにルルの誕生日を聞いたことがなかった。


ルルが、あはは、と笑った。


「うん、今思い出したよぉ」


まず考えたのが、どうしよう、だった。


「ルフェーヴルは今月か。何日だ？」


「さぁねぇ」


お兄様の問いにルルが体を左右に軽く揺らした。


その適当な返事にお兄様がムッとする。


「それくらい教えてくれてもいいだろう」


だけど、ルルは首を振った。


「いんやぁ、本当に分かんないんだよぉ。そもそも誕生月だって多分、今月だろうなぁって感じだしぃ？」


そう言ったルル自身も小首を傾げている。


「そうなの？」


訊き返せば「うん」と頷かれた。


ルルの暗殺者という職業を考えると、もしかしたら複雑な幼少期とかがあって、誕生日なんて知らないという可能性もありそうだ。


「ただ、春先だったってことは確かだよぉ」


「そうなんだ」


ルルの誕生日はわたしの誕生日の大体、半年後くらいだということは覚えておこう。


そうして、最初の悩みに戻った。


「ルル、ごめんね、わたし、なにもあげられない」


本当は何かプレゼントをあげたいのに。


わたしは身一つでファイエット邸に来て、着ているものも、食べ物も、何もかもがお父様からもらったものなのだ。


お金もないし、ルルに自由にあげられるものもないし、何か作って渡すにしても、それらは結局はファイエット侯爵家のお金から出る。


わたし自身がルルのために用意出来るものはない。


ルルはわたしにいつも良くしてくれる。


それなのに、わたしはルルに何も出来ない。


でもルルは全く気にした風もなくわたしの頭を撫でた。


「いいんだよぉ、こういうのは気持ちが大事なんだから～」


ルルの言葉にお兄様が驚いた顔をする。


「お前でも、そんなことを言うんだな……」


「リュシーが誕生日にアリスティードから勉強用の本をもらって、そう言ってたんだよぉ」


「なんだ、リュシエンヌの言葉か」


何故かお兄様が安堵したようにホッと息を吐く。


それにルルが「なんか酷くなぁい？」とぼやいた。


ルルは気持ちだけでいいと言うけれど、わたしは、やっぱり何かしたいと思う。


「ルルのたんじょうびは、わたしにとって、とくべつなの。だから、何かおいわいしたい」


ルルが「ありがとぉ、リュシー」と笑う。


どうやらルルは自分の誕生日に関心がないらしい。


わたしが悩んでいると、お兄様が言う。


「ルフェーヴル、お前、好きな食べ物は？」


今日のお兄様はルルへの質問が多い。


ルルがこてんと首を傾げた。


「好きな食べ物？　ん～、あるにはあるけど」


……あ、チョコレート？


恐らくそうなんだろうな、とは感じていた。


薬を飲んだ後や勉強がきちんと出来た時など、ルルはご褒美にチョコレートをこっそりくれる。


好きなものじゃないと常備はしていないだろう。


あと、よくチョコレートを使ったお菓子をルルが食べるのでなんとなく分かってはいた。


「じゃあ、リュシエンヌがオリバーか料理長に頼めばいい」


「……たのむ、ですか？」


意味が分からなくて首を傾げれば、お兄様が頷く。


「ああ、リュシエンヌのティータイムにルフェーヴルの好物を沢山出してもらえば、形だけでも『お祝い』になると思う。リュシエンヌに関することはリュシエンヌに当てられた予算から使われているだろうから、間接的にリュシエンヌからのプレゼントと言っても、まあ、いいんじゃないか？」


お兄様の言葉は目から鱗な気分だった。


気付けば、立ち上がっていた。


「おにいさま、ありがとうございます!!」


椅子から飛び降りて、お兄様に駆け寄り、その手を握る。


予想外の行動だったのかルルが驚いたように「リュシー？」とわたしの名前を呼んだ。


「ルル、今すぐオリバーさんのところにいこう！」


わたしからは何もあげられないけど、何かは出来る。


ルルの大好きなチョコレートを使ったお菓子を出してもらって、それでお祝いすればいいというのは良いアイデアだった。


ルルのところに戻ってルルの手を掴む。


「オリバーさんのところにいってきますっ」


わたしが「ルル、はやくっ」と急かせば、ルルは「ええ、ほんとにやる気ぃ？」と目を瞬かせながらもついて来てくれる。リニアさんも後ろから来る。


バタバタと慌ただしくわたし達が出て行ったため、お兄様とメルティさんだけが部屋に残された。


「リュシエンヌは意外と行動力があるんだな……」


お兄様がそう呟いて苦笑していたらしい。


嬉しくて思わず行動してしまったけれど、発案者であるお兄様にもついて来てもらえば良かった。


それに気付いたのは、部屋に戻って、困ったように微笑んだメルティさんに「坊っちゃまをお忘れでしたよ」と優しく注意された後だった。


……お兄様、ごめんなさい。


すぐに謝罪の手紙を書いて渡してもらった。


ちなみに、お兄様の発案のおかげでルルの小さな誕生日パーティーは開催されることとなった。


＊　＊　＊　＊　＊


それから三日後の午後。


わたしの部屋で、リニアさんやメルティさんを含めた数人の使用人達がティータイムの準備をしてくれた。


大きめのテーブルが運び込まれ、そのテーブルの真ん中には三段ほどのドーナツみたいな形の容器が置かれており、上から下へ向かって容器は順に大きくなって、一番下はやや深めの大皿みたいになっている。


その周りに色々なものが用意されている。


数種類の果物に、マシュマロ、クッキー、一口大のマフィンやドーナツみたいな焼き菓子、マカロンらしきものなど、色とりどりで沢山の種類がある。


ルルは興味を引かれたようで、ずっと準備を眺めていた。


部屋には果物やお菓子の甘い匂いが漂っている。


準備が終わるのを待っていると、部屋の扉が叩かれた。


「間に合ったか？」


お兄様が扉から顔を覗かせる。


「はい、まだです」


「そうか」


急いで来たようで、お兄様の息が少し上がっていた。


部屋に準備されているものを見て、お兄様が「ああ、あれか」と言った。


リニアさんが振り返る。


「準備が整いました」


声をかけられて「ありがとうございます」と返事をし、ソファーから立ち上がって、ルルの手を取る。


テーブルまで一緒に行けば、リニアさんがテーブルの真ん中に置かれた三段の不思議な容器に手を翳かざした。


途端に、三段ある容器の一番上からダークブラウンの滑らかな液体があふれて流れ出す。


それは二段目に落ち、更に一番下の大皿に落ちる。


お菓子とは別の甘い香ばしい匂いがした。


ルルが思わずといった様子で「うわ～……」とその様子を眺めている。


「オレ、こういうの初めてだよぉ。なんだっけ、チョコレートつけて食べるやつ」


どこか感心した風にルルが言う。


それにお兄様が小さく笑った。


「チョコレートフォンデュな」


「そうそれ」


ルルがテーブルの真ん中にあるチョコレートの噴水を眺め、はあ、と小さく息を吐いた。


「チョコレートをこんなに贅沢に使うなんてさぁ、勿体ないっていうかぁ。……最初に考えたヤツも相当チョコレートが好きだったんだろうねぇ」


その言葉につい、クスッと笑ってしまった。


……確かにそうなのかも。


それ単体で食べても美味しいチョコレートを、わざわざ溶かして、他のものを浸して食べようなんて贅沢なことだ。


「ルル」


繋がった手を軽く揺らせば、ルルに見下ろされる。


「おたんじょうび、おめでとう」


灰色の瞳が二度瞬き、それから、ルルがふわっと笑った。


「ありがとぉ、リュシー」


繋いでいないもう片方の手で頭を撫でられる。


「まあ、その、おめでとう」


お兄様が視線を逸らしながらルルに言う。


ちょっと照れくさそうなその仕草にルルが、ニッと口角を引き上げた。


「アリスティードの頭も撫でてあげよっかぁ？」


「絶対に断る」


ルルが冗談半分に伸ばした手をお兄様が避ける。


それにわたしが笑えば、その笑いがルルやお兄様達にも広がって、穏やかな空気になる。


「ね、ルル、たべてみよう？」


見上げるとルルが頷いた。


置いてある串を取り、それでルルが果物の一つを刺して、チョコレートの噴水に浸す。


そうして、チョコがたっぷりかかったそれをルルがぱくりと一口で食べた。


もぐもぐとルルの口が動く。


「おいしい？」


ルルが珍しく大きく頷いた。


「すっごく美味しい」


語尾が伸びていないので多分本心からの言葉だろう。


ルルがお皿に串を置いた。


どうしたんだろう、と思っているとルルに抱き上げられた。


「リュシーもやってみなよぉ」


ルルが片腕でわたしを抱き上げたまま、もう片手で串を掴み、それで果物を刺して差し出される。


受け取れば、わたしを両手で抱え直したルルがわたしをチョコレートの噴水に近付ける。


手に持った串をチョコレートの噴水に浸す。


とろみのあるチョコレートがたっぷりかかった。


リニアさんが近付いて来て、取り分け用の小皿を差し出し、そこに一旦串を置く。


またルルがわたしを片腕で抱え、小皿を受け取った。


渡された小皿ごと串を持って、果物にかじりつく。


果物の甘酸っぱさにチョコレートの濃厚な甘さと、香ばしさが合わさって、とても美味しい。


「おいしい！」


思わず声に出したわたしにルルが頷いた。


「だよねぇ」


ルルが別の串を手に取って、今度は一口大のマフィンを刺し、チョコレートに浸した。


お兄様も串で何かを刺して、浸している。


「それ、なんですか？」


お兄様に訊くと「チーズだ」と返ってきた。


チーズとチョコレートの組み合わせも美味しそう。


「……うん、美味しいねぇ」


チョコレートのたっぷりかかったマフィンを、やっぱり一口で頬張って、ルルが呟く。


その目が嬉しそうに細められていて、わたしも、ルルが喜んでくれて良かったと思った。


……チョコレートと言えばこれだよね。


ちょっと贅沢すぎるかなとも考えたけれど、チョコレートが好きなルルにはこれしか思いつかなかった。


＊　＊　＊　＊　＊


チョコレートをつけた菓子を食べながら、ルフェーヴルは『匂いがつきそうだなぁ』と思った。


ルフェーヴルの好物であるチョコレートはとても甘くて美味しいのだけれど、その匂いが強いため、普段は滅多に食べることがない。


リュシエンヌの侍従になってもそうだった。


ちょっとした菓子くらいならば食べるが、あまり匂いの強いものは控えていた。


部屋中に漂う甘い香りはきっと、ルフェーヴルの体にもついてしまうだろう。


……今日の夜の仕事はなんだったっけぇ。


そんなことを思いながらも次に手が伸びる。


いざとなれば、仕事の日程はズラすことが出来る。


多少匂いがついても今日は大丈夫だと計算しつつ、また、チョコレートのかかった菓子を食べた。


咀嚼しているとリュシエンヌと目が合った。


ルフェーヴルがただ菓子を食べているだけなのに、リュシエンヌは嬉しそうに笑う。


「チョコレート、すごいね」


服を汚さないよう、小皿を持ちながら、リュシエンヌがチョコレートのついた果物をかじる。


果物はリュシエンヌには少々大きかったようで、口の端にチョコレートがついてしまっていて、ルフェーヴルはそれをナプキンで拭ってやった。


「そうだねぇ、どれぐらいチョコレートを使ってるんだろうねぇ」


テーブルの中央ではチョコレートの噴水が絶え間なく流れ続けており、アリスティードも、このチョコレートフォンデュを楽しんでいる。


果物や菓子はともかく、チョコレートは贅沢品だ。


それを惜しげもなく使用しており、食べてみたが、安物を混ぜた感じもない。


これ一回分でもかなりの額がかかっているはずだ。


「これ、かたまらないのかな？」


リュシエンヌが不思議そうにチョコレートの噴水を眺め、そばに控えていた侍女の一人から説明を受けた。


どうやら噴水の台座に魔道具が使われているようで、常に内部が温められており、それによってチョコレートが溶けた状態で維持される。


味の感じからして生クリームも混ぜてあるようだ。


それもあって、すぐには固まらないのだろう。


「ルル、あーん」


チョコレートたっぷりのマシュマロを差し出され、ルフェーヴルは迷いなく、それを口に入れた。


リュシエンヌが差し出すものに警戒する必要はないし、もし毒が多少あっても問題ない。


口の中で柔らかなマシュマロがチョコレートと共に溶けて消えていく。


こんなに沢山チョコレートを食べるのは初めてだ。


ルフェーヴル自身もチョコレートを買うが、匂いがつくため、食べても一度に一つか二つ程度である。


それが、今日は好きなだけ食べても許される。


正直に言えば、これが許可されたことに驚いた。


リュシエンヌのためならばともかく、使用人に過ぎないルフェーヴルのために用意するとなれば話は別だ。


いくらリュシエンヌのお願いであっても通らないと思っていたので、ルフェーヴルからしたら、この状況は驚くべきことだった。


……まあ、みんなリュシーに甘いってことかなぁ。


家令のオリバー＝イーストは穏やかに見えるが、あれでなかなか侮れない人物だ。


現在、忙しい身のベルナールに代わり、ファイエット侯爵家の一切を家令が取り仕切っている。


リュシエンヌのそばにいて、リュシエンヌの世話しかしないルフェーヴルにあまり構うことはないものの、何かあればすぐに声をかけてくる。


ルフェーヴルの本職を知っても臆さず話しかけてくる人間というのは珍しい。


外見は優しそうだけれど、食えないヤツ。


それがルフェーヴルが家令に感じている印象だ。


厳しい面もあり、時には主人であるアリスティードであっても容赦なく叱るので、今回の件は止められると思っていた。


だが、どういうわけか「ええ、構いませんよ」とあっさり認められてしまった。


ルフェーヴルが驚いているうちに、話はどんどん進んでいって、結果的には今日、このような事態になった。


「ルルはどれがすき？」


リュシエンヌの問いにルフェーヴルは答えた。


「マシュマロかなぁ。口の中で溶けるのが面白いしぃ、甘くて美味しいよねぇ」


果物や他の菓子も悪くないが、あまり味がすると、チョコレート本来の甘みや香ばしさ、ほのかな苦味が感じ難くなってしまう。


リュシエンヌが真面目な顔で頷いた。


「マシュマロのふわふわもちもちのあまさが、チョコレートのにがいのと、あまいのと、すごくあう」


あんまり真剣な表情で言うものだから、ルフェーヴルは小さく吹き出した。


「ふわふわもちもちかぁ」


いい例え方である。


確かにマシュマロはふわふわもちもちだ。


ルフェーヴルは串を置くと、リュシエンヌの頬をツンツンと指で軽くつついた。


「リュシーの頬もふわふわもちもちだねぇ」


まだ痩せているけれど、この半年で少しずつリュシエンヌは肉がつき始めて、肌も手入れのおかげかもっちりとしている。


半年前のあの痩せ具合は酷かったし、相変わらず、リュシエンヌは軽いけれど、あの頃よりかはいくらか体重も増えたようだ。


ルフェーヴルの言葉にリュシエンヌが自分の頬を触る。


「そうかな？」


「ああ、危ないよぉ、リュシー」


串を持ったほうの手で顔に触るので、ルフェーヴルはすぐにリュシエンヌの手から串を外した。


「ルルはちがうの？」


ジッと見つめられて、ルフェーヴルは顔をリュシエンヌへ寄せた。


小さな手が顔に伸びてくる。


ルフェーヴルは顔や首など、人体の急所部分を他人に触れられるのが大嫌いである。


けれども、リュシエンヌならば触らせてもいい。


この小さな手にはルフェーヴルを傷付けるほどの力はないし、リュシエンヌがルフェーヴルを意図的に傷付けるようなこともないだろう。


頬にそっと小さな手が触れる。


「……あんまりやわらかくない？」


リュシエンヌが不思議そうに言う。


「オレはリュシーより成長してるしぃ、男だしぃ、子供のリュシーみたいに柔らかくはないねぇ」


「でもさらさら」


確かめるようにリュシエンヌが頬を撫でる。


肌の表面を優しく撫でるそれが少しくすぐったい。


満足したのかリュシエンヌの手が離れた。


「ありがとう、ルル」


「どうしたしましてぇ」


それは恐らく頬に触らせてもらったことへの礼だ。


リュシエンヌはいつも、すぐに感謝の言葉を言う。


毎日何度も聞く『ありがとう』だが、ルフェーヴルにとっては新鮮な言葉だった。


職業柄、恨み言を吐かれることはあっても、感謝の言葉をかけられることなどない。


これまで、ルフェーヴルに『ありがとう』なんて感謝の言葉をかけた者はいなかった。


だから、リュシエンヌの『ありがとう』がルフェーヴルは好きなのだ。


「リュシー、ナッツも食べてみるぅ？」


「え、ナッツ？」


皿の上に綺麗に盛られたナッツの一欠片を取り、チョコレートの噴水につけ、まずはルフェーヴルが食べて味を確かめる。


塩気の強いナッツに甘いチョコレートの味は、菓子というより、酒に合いそうな味だった。


もう一欠片、ルフェーヴルは手に取って、チョコレートをつけるとリュシエンヌの口元に寄せた。


リュシエンヌがそれを食べる。


「……ふしぎなあじ」


咀嚼しながらリュシエンヌが首を傾げた。


まだ酒を飲んだことのないリュシエンヌからしたら、甘みと塩気の合わさったこれは不思議な味に感じるのだろう。


不味くはないが、ルフェーヴルの好みではない。


多分、リュシエンヌもそうなのだろう。


「これは酒に合う味だねぇ」


「おさけ」


「うん、大人の味だよぉ」


塩気のないナッツにチョコレートをつけて食べさせると、今度は喜んで食べていた。


「カリカリしてておいしい」


それは味というより食感だよなぁ、と思いながらもルフェーヴルは「そっかぁ」と頷いておいた。


「じゃあチーズはど～ぉ？」


同じく先にルフェーヴルが食べてみる。


チーズにチョコレートのほうがまだ違和感はないが、それでも、やはり酒と共に食べたほうが美味しいと感じるだろう味だった。


「ん～、こっちも酒に合う味かなぁ」


リュシエンヌがぱかりと口を開けたので、チョコレートをつけたチーズを入れてやると、咀嚼して、やっぱり小首を傾げていた。


「あまいほうがすき」


「オレも甘いのが好きだねぇ」


二人で頷き合っていると、アリスティードがチョコレートにナッツを浸しながら言う。


「リュシエンヌもルフェーヴルも子供だな」


どうやらアリスティードはナッツやチーズといったものの方が好きらしく、手元のナッツを食べる。


だが、ルフェーヴルは知っている。


アリスティードもそこそこ甘いものが好きだ。


ティータイムでは菓子も結構食べる。


「オレからしたら、そういう大人の味も食べられます～みたいな感じの方が子供っぽいけどねぇ」


つまるところ、アリスティードは背伸びしている。


ルフェーヴルの指摘に黙り込んだので、やはり、アリスティードのそれは大人ぶろうとしてのことだったらしい。


「おにいさまはこどもだよ？」


リュシエンヌが「何を当たり前なことを」とでも言いたげな顔をするので、アリスティードが眉を下げた。


今のはかなりグサッと刺さっただろう。


おかしくて、ルフェーヴルは小さく笑った。


「あはは、確かにアリスティードは子供だねぇ」


笑いながらリュシエンヌを抱え直す。


「ねぇ、リュシー、次は何が食べた～い？」


ルフェーヴルが問えば、リュシエンヌが言う。


「マシュマロがいい」


それを取っていると、リュシエンヌがこっそりと口元に手を当てて顔を寄せてくる。


なんだろうと耳を寄せれば、可愛らしい声が囁いた。


「うまれてきてくれて、ありがとう、ルル」


その言葉はルフェーヴルにとって一番の贈り物だった。


「……ありがとぉ、リュシー」


ルフェーヴルは心のままに笑みを浮かべて、リュシエンヌの頭を優しく撫でる。


ルフェーヴルが本心から『ありがとう』と言える相手は、きっとリュシエンヌだけだ。


甘い匂いに包まれて、楽しい誕生日を迎える。


一度でも望んだことはなかったけれど、悪くない一日だとルフェーヴルは思った。


「これからは、ルルのたんじょうびはチョコレートフォンデュでおいわいしようね」


ルフェーヴルは笑顔で頷いたのだった。


毎年来る、甘い一日が楽しみになった。







    
  





    
  





    
  





    
  





    
  





    
  





    
  





    
  





    
  





    
  





著者プロフィール




早瀬黒絵

HayaseKuroe
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